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　　　　一
 
「こいつがトリフェザ名物の大海老の塩焼きだ！　ブゴムも樽いっぱいある！　さあ、遠慮なくやってくれ！」
　ホッピーズが曲がった背中を無理に伸ばすようにして、大声を出した。傷だらけの卓子の上には海老や蟹、様々な魚に貝、珍しい海草まで、海の幸が溢れていた。陶の杯には琥珀色のブゴム酒がなみなみと注がれ、私たちを酩酊させるのを待っていた。
　店の奥では提琴と手風琴に小太鼓の楽士が陽気な曲を奏でている。ゆったりとした、だが強い律動の楽の音に合わせて、踊り出す客もいた。
　私はブゴムの杯を手に取った。シェミト・ブリカ・カルトーニアも杯を手にしたが、ぎょろりと飛び出した目が明かりの具合か、落ち窪んでいるように見えた。ネクツァン・カサラは宿の部屋に引きこもっていて、この場にはいなかった。
「何を時化た顔をしているんだよ、俺たちはあの化け物島から生きて帰ったんだ！　まずはそのことに乾杯だ！」
　ホッピーズ——民議員ブリュッケ・ゼム・ゲイルゼンの〈夜の執事〉——は杯を突き出し、私とシェミトはそれに自分の杯を合わせた。ホッピーズは海の男たちが好む火酒をぐいと飲み干し、こんがりと焼けた大海老の殻を外しにかかった。
　シェミトは酒にむせて咳き込み、私は一口飲んで、杯を卓子に置いた。
　私たちは太古のおぞましいものが眠る〈墓石島〉から命からがら脱出し、漂流していた海軍の軍船〈黄龍号〉で、この海賊たちが根城とする島へたどり着いた。ホッピーズは「ここが俺の故郷だ」と言って見違えたように元気になり、医者や宿を手配した。捕縛されても海賊上がりの民議員の威光は島中に行き届いていた。私たちは数日間、この海賊の島で身を休めた。
　荒っぽい稼業の者たちの島には腕の立つ医者や薬師が揃っていたが、ネクツァン・カサラの心中の傷を癒す術は誰も知らなかった。剣術学校の女師範は〈墓石島〉への同行を認めた情人トルチェの死への自責の念とかつての愛人フィオレームへの断ち難い思慕に思い悩み、臥せったままだった。
　確かに私たちは〈墓石島〉から生還したが、得体の知れぬ〈力〉の秘密を解くという〈黄金の鍵〉は、変心した〈白銀と紫衣の剣士〉——ゲイルゼンの娘フィオレーム——と魔道士ガラクス・グロウルに奪われた。奇怪な生きた船〈鯨潜艦〉に乗り込み姿を消したクァロニアン党がこれまでに奪われた〈黒玻璃の器〉、『アー・ボーンの灰の書』と合わせて新たな恐ろしい魔術を執り行おうとしているのは間違いなかった。
　私は〈墓石島〉に出現した異様な人食い蟹の姿が頭に浮かび、百鬼蟹を食べる気は起きなかったが、ホッピーズとシェミトは気にすることもなく手をのばしていた。奇妙な鈍感さという点で海賊上がりの〈夜の執事〉と衒学家の自称〈魔術師の弟子〉は、共通するものがあるのかもしれない。
　幾らか酒と食事が進んだところで、私は切り出した。
「さて、これからどうするかね。ゲイルゼンは捕らえられ牢の中、ノップラントは解任され蟄居閉門、フィオレームはあちら側に行ったきりだ」
「まずはお頭を助け出すに決まっているだろう！　いつまでも鉄格子の中で臭い飯を食わせておくわけにはいかねえ！」
　ホッピーズは握り拳で卓子をどんと叩いた。
「だが、警邏隊の南部局長は解任されている。今は北部局長のブルセンカーズが南北ともに取り仕切っているのだろう。ノップラントを支持する一部の警邏が南部局に立てこもっているという話だが、民議殿がいるのは北部局の牢獄だろう」
　シェミトがあまり気乗りがしない様子で言った。
　サンジェリィの状況は行き来する船乗りたちからいろいろと伝えられていた。クァロニアン党は広場や辻で説法を行っていた。ゲイルゼンの逮捕とノップラントの解任を結びつけて民議会の堕落とサンジェリィの退廃を憂い、エイマン王の軟弱を嘆き、帝国の再興を主張していた。演説に集まる人数は次第に増え、弁士が叫ぶ「クァロニアン帝国万歳！」という声に唱和する者も少なからずいるのだという。
「それがどうしたってんだよ。お頭のためなら命を捨ててもって野郎がここには大勢いるんだよ。北でも南でも襲って火をつけてやる！　その間にお頭を助け出すんだ！」
　ホッピーズの話には多分に警邏隊への恨み辛みが混ざっているような気がしたが、ゲイルゼンへの忠誠心は間違いなく本物なのだろう。
「おい、探偵、お前はノップラントと昵懇なんだろう。奴に忠義を感じている警邏連中を集めて奴を助け出せ。俺の方でなるべくでかい騒ぎを起こすから、その隙に何とかするんだ。港まで来ればこっちのもんだ」
「ノップラントの他に特に親しい警邏はいないね。むしろ嫌われている。そういう仕事なんだ。門衛と無駄話をするくらいのことはあるがね」
　私と昵懇と言われたら、ノップラントはひどく苦い顔をするだろう。歪んだ痘痕面が頭に浮かんだ。
「そんな騒ぎを起こしたら、敵を利することにならないかね。つまり、ゲイルゼン殿は今でも海賊の一味だと世の中に公言するようなものだ。南部局長殿もまた同じ穴の狢だということにもなる」
　シェミトが落ち着いた声で言った。ホッピーズはまた卓子を拳で叩いて、声を荒らげた。
「じゃあ、どうしろって言うんだ！　このまま指をくわえて見てろってのか！」
「そうは言っていない。もう少し落ち着いて策を練った方が良いのではないかということだ。執事殿のお頭も、恐らくは同様のことを言うのではないかね」
　ホッピーズはシェミトに殴りかかりそうな顔つきだったが、そこに一人の若い船乗りらしき男が駆け寄ってきて、〈夜の執事〉に何事か耳打ちをした。ホッピーズは眉間にしわを寄せ、藪睨みの目がいっそうどこを見ているのかわからない面持ちになった。
「あまり、良くない報せかな」
　私の問いにホッピーズは口元を歪ませて答えた。
「サンジェリィで火事だ。ローデペナス街の警邏隊北部局の辺りがかなり焼けたらしい。火元にゲイルゼン交易商会の印の入った油樽が落ちていたんだとよ！」
「先手を取ったということか」
「油なんてどこでも買えるのではないか」
　シェミトがそう言ったのは幾らかホッピーズを慮ったからかもしれない。
「ああ、そうだがね。だが、ゲイルゼンの仲間が何かしようとしていると人に思わせることができる。嘘やでたらめでも人の気持ちは容易に動くからね」
「こちらの動きを封じる一手か」
　シェミトが妙に納得したような顔でうなずいた。
「話はまだ終わりじゃねえ」
　ホッピーズが震える声で言った。
「その油の樽を火消し役人に差し出したのは、〈白銀と紫衣の剣士〉だそうだ！　燃える家に飛び込んで、子どもを助け出し、ついでに印付きの油樽まで拾ってきたって言うんだ！　くそ！」
　海賊上がりの男の目には口惜しさのあまり、涙が浮かんでいるようだった。
「ふむ、ご大層なお芝居だ」
「魔術妖術を使わなくても、人間を操ることはできるということだな」
　シェミトがいささか他人事のように言った台詞は、フィオレームのことを指しているようにも聞こえた。
「〈白銀と紫衣の剣士〉の〝活躍〟を書き立てる新聞も出てくるだろう。奴らは新聞屋に古ラスカベル金貨をばらまいている」
　私は旧知の新聞屋ヨーコックから聞いた話をした。
「古ラスカベル金貨？　それは珍しい。我が家の金蔵にもあったが、粗方使ってしまったな。ふむ、帝国崩壊の時にロラストの山に落ち延びた残党が軍資金を持っていったという話は事実なのだな。やはり、奴らの根城はロラストの山にあるのか」
　シェミトが興味深そうに言った。
「市中であの兵士たちを集めて訓練するのは目立ちすぎるだろう。本気で帝国再興をする気なら、もっと頭数もいる」
「人里離れた山ん中で兵隊ごっこか。けったいなことだぜ」
　ホッピーズの言葉にシェミトが余分な一言を加えた。
「海の中の小島に根城を築いている君たちも同じではないのかね」
「莫迦野郎！　俺たちは帝国だの世界皇帝だの、くだらねえお伽話は信じちゃいねえ！　船路の安全と引き換えにちょいとのお宝を頂戴しているだけだ！」
　道楽貴族は海賊の言葉に肩をすくめてみせた。フランジースコとの間で交易を巡る争いがあった頃、トリフェザ諸島の海賊たちがそういう役割を担ったこともあったかもしれないが、それは随分と昔の話だった。
「ディパル・シェミト、ロラストの山のナイクロア皇子の伝説について、何か知っていることはないか」
　カルトーニア伯爵はディパル（魔術師の弟子）と呼ばれることを好んでいた。自らの知識を披露する機会を得て、彼は飛び出し気味の目をぎょろりと動かして、微笑んだ。
「ニキロア、いやナイクロア皇子の伝説はごく僅かしか残されていない。蜂起軍の手を逃れた幼い皇子は大魔道士ガラクス・グロウルに守られて、ロラストの山々に逃げ込んだ。そこで魔道士の術によって皇子は眠りにつき、帝国再興の日を今でも待っているということになっていたはずだ。〈墓石島〉に現れたあの魔道士が皇子を助けた者と同じ人物ならば、奴は二百年生きていることになるが。ナイクロア皇子も——彼が本物だとしてだが——同様ということだな」
「二百年だと！　あの若造はどう見ても二十歳かそこいらだったぜ」
　ホッピーズが百鬼蟹の脚をむしりながら言う。
「魔術の為せる術ということなのだろう」
　シェミトの答えに藪睨みの男は納得がいかないようだった。
「魔術妖術ならなんでもありか！」
　サンジェリィでも〈墓石島〉でも散々怪異を見てきたはずだが、この男はそういったもへの懐疑心を捨てないようだった。ある意味、健全な人間なのかもしれない。
「ディパル・シェミト、他に知っていることはないのか。ロラストの山といっても幾つもの峰々が重なり、とんでもなく広い」
　シェミトは腕を組んで頭を上げ、どこか遠い空でも見上げているような面持ちになった。
「ロラストの山々か……。紺碧の空に白い雲がぽつりぽつりと浮かんで……深い緑の木々の向こうに雪を戴いた山々が連なる。聞こえるものは清流のせせらぎと鳥の鳴く声のみ……夕べともなれば、金色の光が山肌を朱に染め上げ……」
「ロラストに行ったことがあるのか」
「探偵殿はないのか。世界を放浪する長旅をしてきたのではないのか」
「裾野辺りを通ったことはあるがね、山中に分け入ったことはない」
「そうか、世界は広いからな」
　シェミトは妙に満足げな顔でうなずいた。
「私は幾度か行ったことがある。と言っても、幼い頃の話だが。我が家の山荘があってな、夏は避暑に、冬は雪遊びに行ったものだ。幾らか年嵩になると、私は山の清冽な空気を吸うよりも、図書館で古い書物のにおいに囲まれている方を好むようになってな……」
　ホッピーズが横槍を入れた。
「あんたの思い出話はいいんだよ。奴らの根城か何かについて、知っていることはないのかって訊いてるんだよ」
　シェミトは意に介さず話を続けた。
「もう、随分長く行っていないがな、あそこを売り払った記憶はないから、まだあの渓谷に建っているはずだ。近くに住んでいる若い猟師が留守を預かっていたが、もう結構な歳になっているだろうな。私が初めてニキロア皇子の言い伝えを聞いたのは、その猟師からだった。いや、待てよ、猟師の親類筋の老婦が、料理の手伝いに来たことがある。山鳥の料理が得意だといってな。あの老婦が何か言っていたような気もする」
　ホッピーズが苛立った様子で口を挟む。
「何だよ、早く思い出せ。その婆さんが帝国の世継のお守りでもしていたのか」
「そういう話ではない。何かの禁忌の話だ。そうだ、東の山だ。東に見える山の向こうに煙が立ったら、決して近づいてはいけない。行けば山の神に祟られて、体が腐って死んでしまう、確かそんな話だったな」
「それがけったいな皇子様とどういう関係があるんだ」
　シェミトは腕を組み替えて、目をつぶった。
「それはわからない。皇子の伝説について昔調べたことはあるが、そういう話は出てこなかった。ただ、ニキロア、いやナイクロア皇子は山の民に匿われて生き延びたという話もある。蜂起軍が皇子の探索と残党狩りを諦めたのは山の民を怖れたからだとも。もし、あの老婦が山の民の血を引く者ならば、何か知っていたかもしれないが、もう生きてはおるまい」
　ホッピーズは空になった蟹の脚をのぞきこみ、投げ捨てた。
「山の民？　何だ、それは？　俺は知らんぞ！」
「ふむ、西の大海の船乗りには馴染のない話かも知れないが、メルカーの西から東まであちこちの山の中には古より山の民と呼ばれる者たちが暮らしている。西岸や東部に住む人々よりも古い、太古からメルカーに住んでいたと言われる者たちだ。ロラストにもその一部族が住んでいるという話だ」
　私は東部からサンジェリィへと帰還する旅の途上で、幾度か山の民と遭遇したことがあった。一口に山の民と言っても、様々な部族があり、ひと括りにすることはできない。そもそもメルカーに住む人間は様々な民の血が混じりあっており、サンジェリィに住む人々にも山の民の血筋が多かれ少なかれ入っているというのが、シュヌベル大学の顕学たちの見解だった。
　山の民だけではなく、メルカー中央部に横たわる大平原で狩りや牧畜に生きる人々も同根だという説もあった。
　多くは街や村の人々と交易を行い平穏に暮らしていたが、彼らの禁忌を侵した結果、恐ろしい事態を招くということがないわけではなかった。彼らの多くが信仰する精霊や悪霊の類いはメルカーのいかなる神々よりも古い太古からの存在だという者もあった。〈失われた神々〉との関連を指摘する者もいるが、いずれも不確かな推論にすぎなかった。
「その山の民が何だって言うんだ。とっつかまえて吐かせりゃいいだけじゃねえか！」
「ロラストの山の民は険しい山中を自在に駆け回り、強弓の使い手でもあると言われている。彼らの縄張りに入り込むことは死を意味するらしい」
「莫迦野郎！　俺たちゃ、あの化け物どもとやりあって生き長らえたんだ！　今さら山猿連中を怖がってどうする！」
　シェミトが溜め息交じりに言った。
「もし、かつて山の民がナイクロア皇子を匿ったという話が本当ならば、今もクァロニアン党と結託している可能性がないわけではない」
　ホッピーズは肩をすくめて、うんざりだという顔になり、次の百鬼蟹の脚に取りかかった。
「よし、そっちはそっちで山登りでも何でもやってくれ。俺はとにかくお頭を助け出す！　それで決まりだ！」
　私とシェミトは顔を見合わせたが、〈夜の執事〉の決意は固いもののようだった。
 
 
　　　　二
 
　私たちの宿は海を見下ろす小高い丘の上にあった。港とそのまわりの街並みからは幾らか離れており、私とシェミトは料理屋で借りた角燈を手に海沿いの石段の道を登った。ホッピーズはどこか女のところに泊まると言って、千鳥足で街中に姿を消した。
　男たちの歌声と女たちの嬌声が響く港を少し離れると海賊の島は急に静まりかえった。波の音と虫の集く声だけが聞こえた。月が雲間に見え隠れし、夜空は黒と灰黄色の斑模様になっていた。
「こんなことになるとは思いも寄らなかった」
　シェミトが独り言のように言った。
「私の人生はずっと古い書物に囲まれたあの屋敷で続いていくものだと思っていた。いや、そういう考えすら意識してはいなかったと言うべきか」
「ふむ、まあ、粗方の人間はそういうものだろう」
　石段が大きく折れると、波の音がよりはっきりと聞こえ出した。すぐ脇の斜面の下は海だった。
「あれだけ古今の書物を集めながら、私は魔法というものを実際に目にしたことはなかったのだ」
「開化の都に暮らしていれば、それが普通だろう」
　ディパル・シェミトは鼻を鳴らすような自嘲的な笑いを漏らした。
「普通ではない、いかれた道楽者を自任し、誇りに思ってもいたのだがなあ」
「サンジェリィを離れてどこかに隠棲するという手もあるんじゃないか。今ならまだ間に合うかもしれない。金はあるだろう」
「そうでもないのだ。蒐集と屋敷の改築に随分と使ってしまったからな。それに、私は奴らが許せない。奴らがサンジェリィを牛耳り、世界帝国などという戯言のために戦を始めれば、私のような衒学の徒に生きる場所はなくなるだろう。魔術妖術はことごとく支配と抑圧の道具となり、隠秘学も含めてあらゆる学問と思想と芸術の自由はなくなる。そんな世界で隠棲するのは御免被る」
　雲が途切れて、月光が辺りを照らし出した。自称〈魔術師の弟子〉は飛び出した目で月を見上げ、聞き取り難い呪文らしきものを発した。
「何の呪文だ」
「月の女神チアルナを称える唱句だ。渾沌と狂気の神、自由と芸術の神でもある」
　私はクァロニアン党の十六矢の日輪紋を思い出した。奇怪な魔術は渾沌そのものにも見えるが、彼らは決してチアルナを崇めたりはしないだろう。秩序と支配こそが彼らの神なのだ。
　石段を登りきり、宿の木戸を潜ると、海に面した庭の方から剣を振る音が聞こえた。海風に晒されて白くなった建物の脇を抜けて庭に出ると、ネクツァン・カサラが両手に剣を握っていた。袖無しの白い襯衣に黒い裾の締まった洋袴を身につけ、草の茂った庭で素早い動きを繰り返す。右手の反り身の長剣と左手のやや短めのもう一振りが代わる代わる月光を浴びて光る。露な肩には汗が浮かんでいた。
　カサラは私たちに気付かず、気合の声とともに素振りと型を繰り返していた。
「もう、いいのか」
　私が声をかけると彼女はひどく驚いたように構えを崩した。
「塞いでいるのにも、いささか飽いたのでな」
「無理はしない方がいい」
「私は大丈夫だ」
　女剣術師範は両手の剣を構えなおし、素早く振ってみせた。薄い笑みを浮かべたが、どこかぎごちなさがあるようにも思えた。
「ふむ、ならいいが」
　私たちは酒場での話を彼女に聞かせた。
「それで、いつここを発つんだ」
「明日だ。港は避けて、日が落ちてから小舟で上陸する。師範はもう少しここに逗留して……」
　ネクツァン・カサラは私の言葉を遮った。
「莫迦なことを言うな。私も行く。門弟たちのことも気になるのだ」
　月の光のせいか、彼女の顔は青く、目の下には深い隈ができているように見えた。
「魔術の傷は目には見えなくとも長引くことがあるというが」
　シェミトの言葉にカサラは首を横に振った。
「何の傷であろうと癒えない傷はない。私は行く」
　彼女はひどく硬い口調でそう言った。癒えない傷など幾らでもあるはずだったが、そのことを問答しても意味はなさそうだった。
 
 
　　　　三
 
　私たちはジャードルからの交易船に乗り込み、サンジェリィへ向かった。港に入れば役人に誰何される恐れがあった。ホッピーズは元よりお尋ね者だったし、私とシェミト、ネクツァン・カサラはゲイルゼンの密輸業に関わったとして、港役人や北部局の警邏が探しているらしかった。
　沖合に停泊した船から小舟に乗り換え、夜の海を街明かりを頼りにサンジェリィへと向かった。目指したのは街の南、〈廃塔〉もほど近い小さな入り江だった。ホッピーズによると、港には荷揚げし難い品物を運び込むために昔、使った場所なのだという。
　入り江の猫の額ほどの砂浜に小舟を着け、木々に覆われた小道を登ると、林の中に小さな家の影が見えた。木立の向こうには〈廃塔〉が黒々とそびえているのが見えた。
　あの塔で背徳の女神ヨーラの復活を企てる妖女と対峙したのは、いつのことだったろうか。彼女はサンジェリィを退廃と悦楽の都シェラドゥーアへと引き戻そうとした。三千年の時を遡らせようとした企みと比せば、二百年前の帝国を再興しようとするクァロニアン党の謀は卑小なこととも思えたが、それがかえって厭わしさを強く感じさせるのかもしれない。
　小屋にはゲイルゼン配下の男が待っていた。洋灯に照らされた顔は潮焼けして赤く、四角い顎に灰色の髭が疎らに生えていた。
「準備は万端でさあ」
　挨拶もせずに男は言った。
「ご苦労だな、ビュール。屋敷の方はどんな案配だ」
　ビュールと呼ばれた男が嗄れ声で答えた。
「警邏隊の奴らが来て、家捜しをしていきましたが、なーに、あそこを探っても何も出やしません。港の店や蔵にも手が入りましたが、真っ当な商売もんしかありゃしませんよ」
　ビュールは咳き込むような笑い声をたてた。
「ああ、そうだな。ゼモン街の方は大丈夫なんだろうな。お客人を路頭に迷わせるわけにはいかねえからな」
「へい、ヴィンズクの寺ですから、まず手が入ることはねえ。ちっと飯が貧乏くせえかもしれませんが、酒は用意させてありまさあ」
　ビュールは床に置かれた木箱の中から薄い黄色の頭巾付きの長衣を取り出してみせた。ヴィンズク教徒の印の二重の黒い四角形が染め抜かれている。
「明日はこれを着て街に入る。辛気臭えが我慢してくれ。ふん、辛気臭えというより、黴臭えな」
　ホッピーズはヴィンズク教徒の法衣をつまんで木箱に戻した。
「ゲイルゼン商会はヴィンズク教とつながりがあるのか。海神風神を崇めるならまだわかるが」
　シェミトの問いにホッピーズとビュールは揃って苦笑いを浮かべた。
「伯爵様の言う通りだがな、どこかで道を踏み外して、坊主になっちまった奴がいるのさ」
「〈夜の執事〉殿、それを言うなら船縁を踏み外してでさあ」
　二人は声を上げて笑った。海に落ちて鱶に食われそうになった船乗りが、ヴィンズク教徒の船に助けられて僧侶になったのだと彼らは言った。
「すまないが、僕はちょっと寄り道してから行く。明日の夕刻にはその寺に行けるだろう」
　ホッピーズが怪訝な顔をした。
「寄り道だと。どこへ行くって言うんだ」
「ちょっとした野暮用さ」
「野暮用？　お前、こんな時に女にかまけている暇があるって言うのか」
「こんな時だから、行くのさ」
　ホッピーズが次の言葉を吐く前にシェミトが口を挟んだ。
「執事殿もトリフェザではだいぶお楽しみだったではないか。確かニューロスとテューロスとかいう姉妹がいて……」
「莫迦野郎、あれは遠縁の娘で……」
「行ってきたらいい」
　それまで黙っていたネクツァン・カサラが言った。
「こういう時だからこそ、行っておくべきだと私は思う」
　カサラの乾いた口調にホッピーズは口をつぐんだ。シェミトは黙ってうなずいた。
「ああ、わかったよ、野暮用でも何でも果たしてくるがいいさ。いいか、間違っても警邏隊に取っ捕まるようなへぼはするんじゃねえぞ」
「それこそ野暮というものだね」
　私は笑みを浮かべたつもりだったが、カサラの表情の無い青い顔を見ると、口の端が強張ってうまく動かなかった。
 
 
　　　　四
 
　翌朝、ホッピーズたちはビュールが用意した荷馬車に乗って、サンジェリィへと向かった。幸いにも馬は二頭用意されていた。私はもう一頭を街の南東の沼地へと走らせた。
　丸い小さな沼の辺にアムアッサの薔薇色の館は静かに佇んでいた。風はなく、辺りの葦原はそよぎもしなかった。怪異の待ち構えている気配はない。蹄の音に驚いたのか、水鳥が一羽飛び立ったが、それ以上のことは何も起こらなかった。
　木材とも硝子ともつかない奇妙な材で作られた扉を開けると、くすんだ朽ち葉色の長衣をまとったアムアッサが立っていた。彼女にこの玄関で出迎えられたことは覚えがなかった。金色の螺旋階段を登った二階で私を待つのが彼女の常だった。
「お帰りなさい」
　彼女の白く細い指が私の手を握った。
「君の声が聞こえたよ」
　何かを確かめるかのように、彼女は少しだけ力をいれた。細面の美しい顔にわずかに笑みが浮かんだ。
　二階の部屋でマシュウ茶をすすりながら、私は〈墓石島〉での一件を話した。
「〈黄金の鍵〉は彼らの手に渡ったのね」
「残念ながら、そうだ」
　アムアッサは眉根を曇らせ、床の上に置いた薄い水盤に視線を落とした。菫色を帯びた黒い瞳が長い睫毛に隠れる。
「何も見えない。ガラクス・グロウルと名乗った魔道士が強力な結界を張っているのかもしれないわ」
「奴は本当に二百年前の魔道士なのか。ナイクロア皇子も本物なのか」
　アムアッサは顔を上げて、額に垂れかかった漆黒の長い髪をかきあげた。
「自らと幼い皇子に何らかの魔術をかけて、長い眠りについていたのかもしれない。特別な長命の秘薬を作り出したのかもしれない。あるいは別の時間が流れる世界で機会を窺っていたのかもしれない。本当に強い力を持つ魔道士は不死に近い姿に見えることがあるのよ」
　彼女が自分のことを言っているのではないかという思いが一瞬頭をよぎったが、私は別のことを彼女に尋ねた。
「〈黒玻璃の器〉に『アー・ボーンの灰の書』、〈皇帝の錫杖〉に〈黄金の鍵〉、奴らは何をするつもりなんだ」
「〈皇帝の錫杖〉に特別な力があるという話は聞いたことがないわ。それはきっとクァロニアン帝国の正統な継承者の証しとして、手に入れたかったのでしょう。後の三つは〈力の秘密〉に関するもの。〈黄金の鍵〉を手に入れたことで、『灰の書』の記述と合わせて彼らはアー・ボーンの〈力〉をある程度操ることができるようになった。彼らの目的が帝国の再興ならば、徒に〈力〉を解き放って破滅的な〈厄災〉を引き起こしたりはしない。支配するべき世界がなくなってしまっては元も子もない。〈力〉を御して、新たな武器を作ろうとしている」
「ふむ、そこまではわかるんだが、その先はどうなんだ」
　アムアッサは水盤の水を指先でかき回して渦を作った。
「わからないわ。〈黄金の鍵〉があっても、〈力〉を完全に御することができるのかは、わからない。だから〈大いなる厄災〉が起こったのかもしれない。それに……」
「渦巻きを作るには水盤に水を入れなければならないわ」
「どういうことだ」
「道具だけ揃えても〈力〉は生じない。無から有は生じない」
「元になる材料が必要だということなのか」
　アムアッサはうなずいた。
「〈黄色い鉱石〉という言い伝えがあるわ。ロラストの山の民のごく一部に伝えられた伝説よ」
「硫黄とは違うものなのか。ロラストには火を噴く山もあるが」
「違うとされているわ。ある秘法によって精錬することによって、無限の力を取り出すことができるという石よ。光と熱、生き物を変成させる力、それに死」
「死？」
「〈黄色い鉱石〉は恐ろしい毒を放つと言うわ。目には見えない毒気を放ち、長くそれを身近に置けば、体の中から腐って死んでいくとか。高度に精錬されたものは毒も強まり、見ただけで命を落とすそうよ」
「随分と剣呑だな。クァロニアン党はロラストの山でその石を掘り出して、〈力〉を得ているということか。ガラクス・グロウルは山の中で二百年もその鉱石と〈力〉の秘密を解き明かそうとしていたのか」
「あくまでも、そうかもしれない、ということよ。精錬の秘法は〈大いなる厄災〉で失われたとされている。つまり、そのくらい古い話よ。はっきりしたことはわからないわ。毒気の話も火の山の硫黄の話が大袈裟に伝わったものかもしれない。毒気で飛んでいる鳥が落ちて死ぬというような話はあるでしょう」
　アムアッサはそう言ったが、気休めのように聞こえた。そういうものの言い方を彼女がしたという覚えはなかった。
「ロラストへ行くのね」
　それは質問ではなく、確認のようだった。私はそうだと答えた。彼女は棚に並ぶ様々な薬草や木の根、薬瓶、何のものかよくわからない木乃伊、そういった物の中から、幾つかを選び取ると、卓子の上に並べた。慎重に分量を量り、擂り鉢でそれらを混ぜ合わせ、薬瓶から青緑の粉を一つまみ落とした。小さな湯沸かしから幾らかの湯を注ぐと、白煙があがった。部屋の中にぴりりとした刺激のあるにおいが漂う。かすかに小声で呪文を唱えるのが聞こえた。
　鉢の中のものを彼女は細い指先で丸め、幾つかの丸薬らしきものを作った。
「それは？」
「あなたのお友だちのためのものよ。〈魔術師の弟子〉もたまには本物になってみたいでしょう」
「そんなことができるのか？」
「魔法よ」
　そう言ってアムアッサは少しだけ笑った。
「あなたの話によれば、カルトーニア伯爵は十分な知識と秘められた力への熱意を持っているようだわ。ないのは才能ね」
　ディパル・シェミトが聞いたら泣き出しそうな言葉だった。
「その薬に魔道士の才能がつまっているのかい」
「一時的に、そう、ごく一時だけ、その人の中にあるそういう力を高める薬よ。おそらく一つの呪文を使えるくらい」
「呪文と言ったっていろいろあると思うが」
「どれくらいの力を発揮するかはわからないわ。もしかすると、指先に明かりを点すぐらいかもしれない。あるいは雷撃を一つ二つ放つことができるかもしれない。雷神を呼ぶことは……多分無理ね」
「ふむ、その手のものにはたいていの場合、何らかの代償があるんじゃないのか」
「とても活力を消耗するわ。しばらく動けなくなるかもしれないし、眠り込んでしまうかもしれない。だから、使い時を間違えないで。それと、一度に飲むのは一粒よ。二粒飲めば命の保障はできないわ」
　ひどく厄介な秘薬のように思えたが、何もないよりは増しというものだろう。
「ありがとう。シェミトは喜ぶだろうよ」
　それからアムアッサは私の落葉の護符を外して、また別の薬液で洗い清め、また別の呪文を唱えた。
「山の民は森や水や風の精霊を崇める。〈太古の精霊〉の力もロラストでは強まるかもしれない。それがあなたの剣とどういう関係になるのかは、わからないわ。〈墓石島〉ではうまくいったようだけれど」
「その山の民はクァロニアン党に与していると思うかい。もし、そうなら〈太古の精霊〉とやらが敵に回ることもあり得るような気もするが」
　アムアッサは落葉の護符をそっと、私の首にかけた。
「それもわからないわ。そもそも山の民が二百年前に帝国の残党を匿ったという話も不確かなこと。追討をかわすために利用されたということも考えられる。山の民が、今、どうしているのかも、わからない」
　わからないこと、不確かなこと、曖昧なことが渦巻いていた。だが、それは世の常というものだろう。クァロニアン党の夢見る帝国には、そうしたものは存在しないのかもしれない。ただ一つの帝国、ただ一人の皇帝、ただ一つの秩序。
　そんな世界は真っ平ご免だということだけは、確かだった。
 
 
　　　　五
 
　サンジェリィに戻ると凱旋広場でクァロニアン党が集会を開いていた。ソドウマン将軍像の台座に弁士が上り、そのまわりに十数名の枯草色の軍服を着た男たちが並んでいた。彼らは兜の下に覆面をつけていたが、例の半不死の兵士なのだろうか。
　弁士はゲイルゼンの逮捕に続いて腐敗した民議員と政治家、官吏、大商人を糾弾せよと叫んでいた。庶民の金を吸い上げて私腹を肥やす輩を倒せと叫んでいた。
　軍服姿の男の一人が演説の要所要所で小太鼓を打ち鳴らし、人々を昂揚させようとしていた。
「我らが身を粉にして働いた稼ぎを奴らは肥え太った自分の腹に飲みこんでいるのだ！　その金で奴らは何をした？　白亜の御殿を飾り立て、益体もない芝居や音曲、それに酒色に耽っているだけだ！　王に至っては莫大な金を費やして、密林の墳墓からがらくたを掘り出している！」
　誰かが「その通りだ！」と叫んだ。太鼓が打ち鳴らされた。
「その間には北ではフランジースコ、南ではスベルコーニが着々と力を増しているのだ。このままではいずれサンジェリィは南と北からの力に押し潰されることだろう！　東部はどうだ？　〈東の玉座〉を巡る戦に決着がつけば、奴らは〈世界皇帝〉を僭称し、必ずや西へと進軍するだろう」
　「怖いわ」という女の声がどこからか聞こえた。太鼓の音に隠れるかのように笛の音が聞こえた。嗄れ声のような幾分かすれた奇妙な音色だ。並んだ兵士たちの後ろに黒い頭巾をすっぽりと被った小柄な姿があった。その者が黒い太めの縦笛を鳴らしていた。
「そうなってからでは遅いのだ！　思い起こせ！　帝国の威光を思い起こせ！　サンジェリィが帝都であったことを思い起こせ！　我らはメルカー西岸に覇を称えたクァロニアン帝国の裔なのだ！　正当なる帝国の継承者ナイクロア皇子はお目覚めになった！　近々、帝都に入城し、その高貴なるお姿をお見せになる！　我らはその前にこの都を浄化せねばならぬ！　腐敗した者どもを打ち倒せ！　民の血を吸う者どもを打ち倒せ！　帝都を我らの手に取り戻せ！」
　弁士が「クァロニアン帝国万歳！」と叫ぶと聴衆の中からも声が上がった。最初、それは大きな声には聞こえなかった。だが、二度三度弁士が万歳を叫び、太鼓が鳴り響くと、その声は次第に広場中に広がり、大きくなった。奇妙な笛の音はその間にも、かすかに鳴り続けていた。
「クァロニアン帝国万歳！　クァロニアン帝国万歳！」
　人々は手を振り、拳を振り上げ、叫んだ。太鼓の音もかき消すようなその声の中、嗄れた笛の音はずっと低く流れていた。
　私は腰のファバーン剣に手をやった。わずかに痺れるような感覚があった。黒い頭巾の笛吹きは新手の魔道士なのだろうか。笛の音が人々を惑わせているのだろうか。それとも、帝国再興を訴える陳腐な演説に人々は酔わされているのだろうか。
　いずれにしても、この人混みの中で剣を抜いて斬りつけるわけにはいかなかった。広場には人々を囲むように警邏隊の姿もあった。彼らは集会に手出しはしていなかったが、私が抜刀することを傍観はしないだろう。
　突然、大きな爆ぜる音がして、白煙が舞い上がった。弁士の近くで続けざまに爆竹らしきものが鳴り響いた。悲鳴が上がり、逃げ惑う人々で広場は騒然となった。警邏隊が一斉に動き出したが、彼らも誰を捕らえればいいのかはわからないようだった。クァロニアン党の面々も不意を突かれて身を伏せたり銅像の背後に寄ったりしていた。
「帝国を粉砕せよ！　反動許すまじ！」
　どこからか大きな声が響いた。同時に広場にはびらが降ってきた。広場を囲む建物の屋上や屋根に何人かの人影が見えた。弓らしき物を持っているようにも見えた。爆竹は弓で屋上から射られたのだろうか。
　人影はびらを撒くとすぐさま姿を消した。
「逃がすな！　逃がすな！」
　警邏隊の誰かが叫んだ。クァロニアン党の誰かだったかもしれないが、大勢の人々の悲鳴と怒号が沸き立つ中で、確とはわからなかった。
　人々は広場から蜘蛛の子を散らすように逃れていった。クァロニアン党の姿もいつの間にか消えていた。私は石畳の上の踏みつけられた紙片を拾い上げた。
『反動帝国を粉砕せよ！　サンジェリィに真の自由を！　人民に力を！』
　黒く太い文字が踊り、握り拳の絵が添えられていた。びらの下には〈緋の兄弟団〉という赤い文字があった。
 
 
　ゼモン街のヴィンズク寺院は粗方のヴィンズクの寺と同様、白い四角い建物だった。幾つもの神殿寺院が並ぶこの街の中では、さほど目立たない小振りの寺で、木立の中に白い漆喰塗りの四角い堂宇が立っている。外側は回廊で狭い庭を挟んで立つもう一つの四角い建物が本堂だった。
　板張りの堂内の中央には四角い祭壇があり、東西南北四方に顔を持つ金色の聖像が祀られていた。腕は四本で四方どこへでも救いの手を差し伸べるという意味合いらしい。
　コラプリスという住持はゲイルゼンやホッピーズとは違って、一見したところ海賊上がりには見えなかった。五十絡みの丸顔の男で顎髭には白いものが混じっている。眉と目尻が下がっているせいか、何かに困っているような顔に見える。
　私が凱旋広場での一件を話すとコラプリスはますます困惑したような顔つきになった。
「困ったものだ。そのようなたわいない説法に乗せられて騒ぐ輩が近頃多過ぎる。世も末だ」
　僧侶は白い法衣の袂から手を出して、木の実をつないだ数珠をまさぐり、ぶつぶつと何かの唱句をつぶやいた。
「海賊がヴィンズクの坊さんになるくらいだからな」
　ホッピーズが軽口をたたくとコラプリスはじろりと小さな茶色の目で睨んだ。存外、鋭い目つきだった。
「お主にはヴィンズク様の救いの御手は届かぬやもしれぬな。いい加減、後ろ暗い稼業から足を洗ったらどうだ」
「お前が売りさばいている益体もないお札だかお守りだかはどうなんだ。ヴィンズク様はそういう商売はお許しになってるのか」
　コラプリスは祭壇の前に積まれている小さな木札に二重の方形が記されたものを一枚手に取り、恭しくホッピーズの前に差し出した。
「教えに従い日々の糧を得ることを聖人様は勧めておられる。それも聖道の修業だとな。どうだ、お主も。おぞましき妖術から身を守ってくれるやもしれぬぞ。一つ一ダズンだ」
　ホッピーズは護符を邪険に払いのけた。
「莫迦野郎、そんなものの通用する相手じゃねえんだよ！」
　無意味なやり取りに苛立ったようにカサラが口を開いた。
「その黒頭巾の吹く笛の音に広場の者たちは操られていたのか」
「そうとも感じられたが、はっきりとはわからない。弁舌とその場の雰囲気に乗せられていたのかもしれない」
「クァロニアン党を支持する者はそんなに増えているのか」
　ディパル・シェミトが腕組みをして、誰にともなく尋ねた。コラプリスが護符を手で弄びながら答えた。
「ゲイルゼン民議の逮捕以来、集会に集まる人々の数が増えているようだ。〈白銀と紫衣の剣士〉もしばしば出没している。この前の火事の一件は知っておるな。その数日前にはクラーシャ街で狼藉を働いていた貴族の若造と大商人の息子たちを半死半生の目に合わせた。集まった野次馬は拍手喝采だったそうだ。共同墓地辺りの貧しい家々に金貨をばらまいていったという噂もある」
　道楽貴族は溜め息をついた。
「警邏隊は何をしているのだ。今日の一件でも〈緋の兄弟団〉が騒ぎを起こすまでは傍観していたようだが」
「南部局のノップラント局長が解任され、今は北部局のブルセンカーズが当面両局の指揮を執るということになっている。が、ブルセンカーズはクァロニアン党の捕縛にあまり熱心ではないようだな」
　ヴィンズク僧の言葉にシェミトは得心がいかないようだった。
「なぜだ？　ノップラント殿の解任はシュヌベル大学で〈皇帝の錫杖〉を奪われたことによるものなのだろう。ブルセンカーズはここで厳しくクァロニアン党を取り締まり、捕縛すれば地位を盤石にできるのではないのか」
　困り顔のコラプリスに代わって答えたのはホッピーズだった。
「一つには奴らの妖術を恐れているんだろうよ。お屋敷でも大学でも奴らの奇っ怪な魔術と化け物相手に警邏隊は大苦戦した。ここで下手に手を出してまたやられたんでは、折角南部局長を追い落として手に入れたものが零れ落ちかねないからな」
「他のわけは何だ？」
　女師範が抑揚のない声で言った。堂内の黄色い燭光の中でも彼女の顔色は薄黒く見えた。
「もう一つは南部局との力関係だ。ノップラント局長には人望があったが、ブルセンカーズの評判は悪い。解任を不満に思う警邏が南部局には大勢いる。今は南部局に軟禁状態らしいが、配下の警邏たちが守っているという見方もある。南部局の警邏たちには局長は〝お頭〟なんだろうよ」
　ホッピーズの言葉は幾らか自嘲気味に聞こえた。
「ブルセンカーズは南部局を掌握できていないということか」
「まあ、そうだな。だから、派手には動かせないのかもしれない」
「それだけなのか」
　私が尋ねるとホッピーズは藪睨みの目でこちらを睨んだ。
「なんでえ、手下どもの調べじゃ足りねえってのか」
「ブルセンカーズというのは何者だろう。随分昔の話だが、ラガノン・ドフーという警邏隊長官がいた。南方の怪しい術に関わりがあって、半人半妖の義理の息子を地下室で飼っていた。そいつは夜な夜な街に出ては人を殺しては引き裂いていた。ラガノン・ドフーは結局はその怪物に殺された。その一件があってしばらく後に、警邏隊の頭目は南北に分けられた」
「賄賂と陰謀で長官になった男だろう。警邏隊が一番腐っていた頃の話じゃねえか。そのラガノン・ドフーがどうした。ブルセンカーズがその縁者だとでもいうのか」
「そうは言っていない。だが、警邏隊の上の方にそういう輩がいてもおかしくはないということだ」
「北部局長はクァロニアン党と関わりがあると言うのか」
　シェミトが言う。
「一件を利用しているだけかもしれないが、可能性はある。他にも関わりのある偉い奴がいるのかもしれない」
「内務卿か？　民議員の逮捕には内務卿の許可がいるはずだが……いや、待てよ」
　カルトーニア伯は引っ込み気味の顎に手を当てて、首を捻ってみせた。
「ゲイルゼン殿の罪状は密輸ということだろう。それならば、外務卿が噛んでいるのかもしれないな」
「港役人と海軍は外務卿が仕切ってるんじゃねえのか。何て名前だったか、忘れたな」
　ホッピーズがそう言ったので、私は答えた。
「ゴークシーだ」
「ゴークシー？　クァロニアン党の糾弾の的になっていたような気がするが。モンタール島を巡る諍いでフランジースコに譲歩した件だろう」
　シェミトの言葉に私はうなずき、新聞屋のヨーコックに聞いた話をした。ゴークシー家の用心棒だった男が〈旭日隊〉を名乗り、クァロニアン党を持ち上げる記事を書くように新聞屋に金を配っているという話だ。
「だから、こういう記事が出るのか」
　コラプリスが側に置いてあった新聞を取って、広げた。『サンジェリィ景況』の一面には、「クァロニアン党、世直しに立つ！」という大きな文字が踊り、〈白銀と紫衣の剣士〉が〈旭日隊〉なる者たちを引き連れて、穀物組合の倉庫を襲い、値を吊り上げるために隠匿されていた玉蜀黍や小麦を吐き出させたという記事が載っていた。安っぽい絵も入っていて、フィオレームの兜からは後光よろしく十六矢の光が放たれている。
　ネクツァン・カサラは新聞から目を背けるようにヴィンズク像の方に目をやり、唇を白くなるほど噛んだ。
「魔術の力だけで帝国を蘇らせようとしているわけではないようだな」
　シェミトが渋い表情で新聞を畳みながら言った。
「ところで、探偵殿の野暮用とやらは済んだのか。どこに女を囲ってるんだ」
　ホッピーズが話題を変えようとしてか、そう言って、にやにやと笑った。
　私は隠しからアムアッサにもらった秘薬が入った小袋を取り出し、自称〈魔術師の弟子〉に渡した。
「本物の魔道士になれる薬だそうだ。ただし、一時だけだが」
　シェミトは怪訝そうな顔で袋から紙で包まれた暗緑色の丸薬を出し、つついてみたりにおいをかいでみたりした。私はアムアッサから聞いた効能と用法を話した。
「〈ミクラムの秘薬〉のようなものなのか？　あれは紫色の粉薬だと『霊薬大全』にはあるが……。それとも〈イクスビーグの霊酒〉に近いものなのか？　探偵殿はトリプロ街の魔道士に知り合いでもおるのか？」
「それを聞くのは野暮というものだね」
　シェミトは胡散臭げにもう一度丸薬のにおいを嗅ぎ、小袋にしまった。
「ふむ、ありがたく受け取っておこう。いつか、作り主にお会いしたいものだ」
　私は曖昧にうなずいた。
　〈黄色い鉱石〉についても話をしたが、隠秘学者は聞いたことがないと首を捻った。
「聞いたことはないし、読んだこともない話だが、そういうものがあったとしても不思議ではないと思えるな。どんな力にも源となるものが必要だろう」
　シェミトがそう言うと住持がヴィンズクの護符を手に下げてぶらぶらと動かした。
「おっかねえ話だな。やっぱり、これが入り用なんじゃねえか」
　シェミトは差し出された護符を丁重に差し戻すと、飛び出し気味の目で私を見た。
「その話を探偵殿はどこで誰から聞いたのだ。野暮かもしれぬが、どうにも気になる」
　私はヴァルマーントの山中で老いた鉱山師から聞いた話を思い出したのだと出任せを言った。アムアッサのことを話せば、自称隠秘学者の質問が果てしなく続くことになるのは目に見えていた。
　一件が片づいたら、蛇革のヤムラスにでも引き合わせようかとも思ったが、その日が果たして訪れるのか、まったくわからなかった。
 
 
　　　　六
 
　ロラストの山への道中は奇妙なほど平穏だった。白銀街道を途中から東にそれ田舎道を進むと、次第に道は緩やかな登りとなり、辺りの人家は疎らとなった。まわりの緑は濃さを増し、道は細くなった。
　ホッピーズが用意した馬車は目立たない小振りの荷馬車で、荷台には破れかけた幌がついていた。栗毛の馬は頑丈そうな脚をしていた。
　ホッピーズはゲイルゼン奪還の手筈を整えると言って、同道しなかった。ネクツァン・カサラは剣術学校の門人たちを集めるつもりだと言って、サンジェリィに残った。
　二人はそれぞれ手下の者を一人ずつつけてくれた。一人はゲイルゼン交易商会で陸路の隊商の役についているバラナクという四十絡みの男、もう一人はカサラの門弟の一人でレネヴェイトというまだ若い男だった。
　バラナクは日に焼けた厳つい顔の男でやけに肩幅が広かった。鍔なしの薄黄色の帽子を被り、御者台には幅広の彎刀を置いていた。街道を荒らす山賊と言っても通じそうだった。無口で無愛想だが、信用できる男だとホッピーズは言っていた。
　レネヴェイトは細身の一見優男だが、カサラによると剣の腕前は門弟の中でも五指に入るという話だった。どこぞの貴族の次男坊だというが、濃紺の縞の襯衣や焦茶の長沓はいささかくたびれて見えた。腰には長剣と長めの短剣を差していた。カサラ同様二刀流なのだろうか。
　二晩は宿に泊まった。最初の宿は白銀街道沿いで、酒場ではサンジェリィでのクァロニアン党の騒ぎの話も耳にしたが、翌晩の街道から外れた小さな村の宿では、その手の話は出なかった。
　その次の夜は野宿だった。バラナクは短弓の使い手で鳥や兎を巧みに射貫いた。人気のない森で火を起こし、肉を炙っていると奇怪な魔術も帝国の再興も悪夢の残滓のように思えた。
　シェミトとレネヴェイトは昨今のサンジェリィでの貴族の窮状について話をしていた。シェミトは剣術には関心がなく、レネヴェイトは隠秘学について興味はなく、そういう話題になったらしい。仕事のない貧乏貴族の次男三男は社交術を磨いてどこかの令嬢の婿に収まるか、算術に精を出して商売に手を出すか、剣術の腕を磨いて兵士になるかといった選択肢しかないらしい。
「そういう者たちの中には、今のサンジェリィに不満を持つ者もいる。どこの家も所領はもうこれ以上分割できない状態だ。準爵など名前だけでそもそも所領がない。戦が起これば新しい領地が生まれると考える輩もいる。クァロニアン党の戯言に耳を貸す余地が生まれるというわけだ」
　レネヴェイト自身は剣で身を立て、近衛兵に取り立てられるか、師匠同様、剣術を教える道を取るか、考えていると言った。
「ふむ、貴族などというものはいずれ消えてなくなると良いのだ。偉ぶっているだけで、何も尊いことなどない。〈緋の兄弟団〉に言わせれば、民の血を吸う蜱だそうだが、一利ある物言いだ。一族の蓄えを食い潰している道楽者の私が言うのも妙かもしれないがな」
　シェミトは自嘲気味に笑って、焦げた肉を齧った。
「そう言えば、クァロニアン党の集会に〈緋の兄弟団〉が爆竹を投げ込んだそうだな。ランケン殿はその場に居合わせたそうだが」
　レネヴェイトは私に話を振った。私はただ、「ああ」と答えた。
「ランケン殿は世界を広く旅して、様々な国、様々な都邑を訪れていると聞いた。一つ私の疑問に答えていただけぬか。私にはクァロニアン党が言うことも、〈緋の兄弟団〉が言うことも、さして変らぬような気がする時がある。数多の土地を見聞したランケン殿は如何に思うか」
　レネヴェイトは真顔でそう言った。黒い双眸には濁りはないように見えた。カルトーニア伯爵は飛び出し気味の目を伏せて、苦笑いを隠したようだった。
「ああ、君の言う通りかもしれない。広場で聞いた〈旭日隊〉の演説は〈緋の兄弟団〉の主張と途中まではそっくりだった。双方とも民議会や官吏、大臣、王宮、悪徳商人の腐敗と強欲を非難している。それだけなら、僕もどちらにも賛同するね」
　若い貴族はうなずいて、続きを促した。
「それではどこが違うと？」
「クァロニアン党が天下を取れば、世界帝国建設とやらのために重税と兵役が課せられるのは間違いない。それに異を唱えることは許されない。帝国の威光に異議を唱える者は捕らえられ、牢につながれる。無論、学問と芸術の自由もなくなる。カルトーニア伯爵のように、独自に魔術や隠秘学を研究することも許されなくなるだろう。今のように声高に王や大臣、民議会を批判することもできなくなる」
「うむ、それは少しでも歴史を学べばわかることだが、もし仮に〈緋の兄弟団〉のような一党がサンジェリィを統べるようになればどうなる？　市民の自由は守られるのか？」
　貴族などの特権階級をすべて否定する〈緋の兄弟団〉の考えは、もちろん貴族には受け入れ難いもののはずだったが、そうとも言い切れないのかもしれない。
「少なくとも〈緋の兄弟団〉はそう主張している。王制と貴族は廃止するが、民議会は保持し、宰相も大臣も市民の中から選挙で選ばれるようになるとね」
「そんなことが現実にできるものだろうか。今でさえ、民議員の選挙ではいろいろと悪い噂が絶えない。私腹を肥やすために民議を目指す輩もいる。ランケン殿はそうした仕組みがうまくいっている都や国を訪ねたことはあろうか」
　私は二三の小さな都市の名前を挙げた。レネヴェイトは半信半疑といった体でうなずいていた。私は彼に知っていることのすべてを話しはしなかった。民による政を目指しながら衆愚政治に陥った国、人民の代表と名乗りながら異論を封じて圧制を敷いた者たち、そうした例は世界のどこにでもあった。
「あんたら、もう寝た方がいいんじゃねえか。明日は最初の峠越えだからな」
　バラナクの忠告を私たちは受け入れた。
 
 
　　　　七
 
　カルトーニア伯爵家の山荘は谷間を見下ろす斜面に立っていた。貴族の山荘とは思えないこぢんまりとした丸太組の二階建てで、山小屋と言った方が近いかもしれない。
　辺りは草が生い茂り、育ち過ぎた木々が東に開けた谷間への視界を遮っていた。西の山陰に日は落ちようとしており、山の冷気が身体に染み入り始めていた。シェミトは物置小屋の中を探り、玄関の鍵を探し出した。
「十何年ぶりだろうか、ここに来るのは。父が亡くなってからは一度も来ていないな」
　シェミトは独り言ちながら、鍵を開けた。
　山荘の中は黴臭いにおいがした。家具調度は布で覆われていたが、その上に埃が積もっていた。私たちは軋む窓を開け、清涼な山の空気を家の中に流し込んだ。
　山小屋風ではあるが、暖炉は精妙な浅浮き彫りで囲まれ、分厚い敷物や壁掛けは美しい綴れ織り、覆いを取り去ると椅子や卓子は黒光りする豪奢なものだった。
「ふむ、懐かしい。夕餉の後、この暖炉の前で老婦の話を聞いたような気がするよ」
　シェミトはしきりに懐かしがって、山荘の中を歩き回った。
　物置小屋に薪があったので、私たちは暖炉に火を起こし、バラナクの獲物の残りを炙り、持ってきた麺麭を齧り、葡萄酒を飲んだ。
「その猟師というのは近くに住んでいるのか」
　私の問いにシェミトは葡萄酒の瓶の貼り札を確かめながら答えた。
「ここからちょっと上がったところだったと思う。真冬は山を降りるがまだ秋口だ。明日、訪ねてみよう」
　食事を終えて、シェミトは私たちを二階の寝室へ案内しようとした。
「二階は部屋が三つだ。一人は下で寝た方がいいだろうか」
「しっ！　どうやらお客人のようですぜ」
　バラナクが押し殺した声で言い、彎刀を手に取った。耳を澄ますとかすかに叢を踏む音がしたような気がした。
「招かれざる客というものかな」
　レネヴェイトも長剣をつかむ。私はファバーン剣の柄に手をやったが、魔力の気配は感じられなかった。
「ここに来るまで、クァロニアン党らしき手合には出会わなかったと思うが……」
　シェミトの言葉の後をバラナクが引き取る。
「山の上から千里鏡で見ていたのかもしれねえ」
　私たちは灯を消し、足を忍ばせて玄関の扉の両脇で身構えた。シェミトが恐る恐る扉を押し明け、すぐに脇に飛び退いた。
「弓で狙っているぞ。剣を捨てて出てこい」
　野太い声が聞こえた。山荘前には月光が差していたが人影はない。まわりの木立の中からだろうか。
「出てこないなら、こちらから行くぞ！」
　私は玄関の間の彫像に掛かっていた布を取って丸めた。放り投げれば、奴のいる場所の目安はつくだろう。扉の反対側にいるバラナクとレネヴェイトに目顔で合図する。布を玄関から投げようとした時、私の後ろにいたシェミトが肩をつかんだ。
「待て、あの声はもしやすると！」
　シェミトは私の肩越しに顔を出し、月明かりの木立に向かって叫んだ。
「アレタクァ、アレタクァなのか。私だ、シェミト・ブリカ・カルトーニアだ。帰ってきたぞ！」
　しばしの間を置いて、木立の中から声がした。
「坊ちゃん、本当にシェミト坊ちゃんですか」
「そうだ、ヨンサム・カルトーニアの息子、シェミトだ。滑雪が苦手なシェミトだ」
　木立の中から大きなずんぐりとした影が現れた。まだ手には弓矢を構えている。毛皮の胴着と帽子を身に着け、腰には大振りの山刀を下げている。顔の下半分は灰色の髭で覆われ、さながら熊のようにも見えた。
　シェミトが戸口に出ると、その男はようやく弓矢を下ろし、月明かりで山荘の主の姿を見定めようとした。
「おお、まことにシェミト坊ちゃんだ。これは失礼いたしました。お元気そうで何よりだ」
　アレタクァと呼ばれた男は大きな手でカルトーニア伯の肩をつかみ、髭に埋もれそうな顔に笑みを浮かべた。
「前に話した山荘の番人で猟師のアレタクァだ。明日、訪ねようと思っていたところだ」
　シェミトはアレタクァを招き入れ、簡単に私たちを紹介した。猟師兼山小屋番は身の丈六イート半近い（二メートル弱）大男で、髭の中の顔は浅黒く太い眉の下に小さな黒い目が光っていた。歳の頃は五十過ぎだろうか。
「こちらに灯が見えたもんでね、良からぬ奴らに好き勝手させるわけには行かねえと思ったんですよ」
「良からぬ奴らというと」
　シェミトの問いに大男は眉間にしわを寄せた。太い眉がほとんどくっつきそうになった。
「妙な奴らが時々うろついているんですよ。枯草色の軍服みたいなのを着た奴らが、金になる仕事があるって言って若えのを誘ったりしている。村でも幾人か、ついていった奴がいます」
「その男たちは何と名乗っていた？」
「さあ、儂は聞いていませんがね。婆さんに言わせるとあれは帝国の兵隊だ、クァロニアン帝国の兵隊がニキロア皇子に仕える者を集めているんだって言いますがね、何百年も昔の話、持ち出してどうするって言ってやりますが」
　暖炉では火が燃えていたが、部屋の中に冷たい空気が流れ込んだような気がした。
　シェミトは近頃サンジェリィで起こっていることを耳にしたかと番人に訊いた。アレタクァは何も知らないと言った。シェミトがクァロニアン党の一件を手短に話すと、アレタクァは戸惑いと不安を顔に出した。
「そんな莫迦げた話が本当にあるんですかい、坊ちゃん。ニキロア皇子がこの奥の山に逃げ込んだって話は昔からあるけど、今じゃ誰もまともに信じてなんかいませんよ」
「この辺りでもそうなのか。だが、実際、私とこの探偵殿はナイクロア皇子——ニキロア皇子のことだ——と名乗る男に会ったのだよ」
　アレタクァは太い腕を組んで唸り声を上げた。
「そんな莫迦な話が。それじゃあ婆さんの話は本当のことなのか」
　シェミトは猟師に問いかけた。
「婆さんと言うのは、まさかナディ婆さんのことではあるまいな」
　アレタクァは平然と答えた。
「ええ、そうですよ、オレンナディ婆さんですよ」
　今度はシェミトが唸る番だった。
「存命とは驚きだ。とうに百は越えているのではないのか」
「歳を数えるのはもう止めたとか言ってるから幾つなのかよくわかりませんが、かくしゃくとしてますね」
「お前と暮らしているのか」
　猟師は首を横に振った。
「森の小屋に独り住まいですよ。まあ、時々獲物を持っていったりしてはいますがね」
「驚いたものだ」
　アレタクァは翌朝オレンナディのもとへ案内すると言った。シェミトは山荘に泊まるように勧めたが、番人は固辞し、自分の山小屋へと戻っていった。
 
 
　　　　八
 
　オレンナディという老婦の家はアレタクァの小屋から谷を少し下ったところにあった。木々が繁る斜面に細い道らしきものがついてはいたが、百にもなろうかという年寄りが上り下りできるとはとても思えなかった。オレンナディの小さな家は沢を見下ろす場所にあり、杮葺きの屋根は苔と草に覆われ、黄色い小さな花が幾つか咲いていた。
「オレンナディ、ナディ媼、客人を連れてきたぞ。オレンナディ、おらんのか」
　アレタクァが大声で呼ぶと、下の沢から水音に混じって応える声がした。やがて焦茶と緑の襤褸をまとった老女が魚籠を肩にかけて細い階段状になった道を登ってきた。
「朝から騒々しいぞ、おかげで魚が逃げてしもうた」
　オレンナディの角張った顔は編目のようなしわに覆われていた。目も口も大きめのしわの一つのように見える。鷲鼻は高く、灰色の蓬髪を革の頭環が飾っている。幾分、背が丸くなってはいたが、杖を持つわけでもなく足取りはしっかりしていた。
「それはすまんことをした。けど、見てくれ、珍しい客人だぞ」
「客だと？」
　オレンナディは顔を上げて、私たちを見た。しわの中で黒い双眸が黒曜石のように光って私たちを見回した。
「知らん連中だな。此奴ら何者だ？」
　シェミトが声を出した。
「シェミト・ブリカ・カルトーニアだ。ヨンサムの息子だ。昔、山鳥の料理を食べさせてくれただろう」
　老婦はシェミトの方を睨むように見て、わずかにうなずいた。
「お前、カルトーニアの坊主か。ふん、また怖え話聞いて、寝小便垂れに来たか。ああ、鳥はねえぞ」
　シェミトは苦笑したが、少しだけ嬉しげな顔だった。
　オレンナディの家の中は私たち五人が入るといっぱいだった。私たちは家の中央に切られた炉のまわりに車座になって座った。炉では鉄瓶に湯が沸いていた。オレンナディが茶色い葉とくすんだ緑色の葉を入れると、嗅いだことのない香りが沸き立った。
「茶碗が足りねえな。回して飲め」
　オレンナディは縁が欠けたざらざらした肌合いの陶器を三つばかり出して、それに茶を注いだ。妙に泡立っているような気がしたが、シェミトがまず一口飲んで、私に回した。煙り臭いような風変わりな味がした。レネヴェイトは幾らかためらっていたが、私は目顔で飲むように示した。バラナクは表情を変えずに飲んだが、むせて咳き込んだ。
　シェミトがここに来た訳を老婦に話した。オレンナディは黙って聞いていたが、一通り話が終わると、炉の中に唾を吐いて毒づいた。
「都の連中は揃いも揃って空けか。たかだか二百年前に虚言を弄する者に騙されて、四方の民人に大迷惑をかけたというに、もう忘れたか」
　シェミトは苦々しい面持ちで言い訳じみたことを口にした。
「うむ、そうだな、確かにナディ媼のいう通りだ。だが、サンジェリィの民すべてが空けという訳ではない。だから、こうして我らがここにやってきたのだ」
　オレンナディは皺だらけの顔に意地の悪そうな笑みを浮かべた。
「カルトーニアの御曹司は我は空けではない、というわけか。親父殿の山荘を放ったらかしにして、お前は何をしておったのか。つまらぬ呪文に法力、黴の生えた古文書の森で迷うておったのではないのか」
「迷ってなどはいない。そうした知識があったから、今、こうして媼を訪ねて知恵を借り、帝国の亡霊を打ち払おうとしているのだ。何か知っていることはないのか、帝国の兵士がこの辺りをうろついているのだろう、ナイクロア皇子とガラクス・グロウルの根城はこのロラストの山々にあるのか、何でもいいから、知っていることを教えて欲しい」
　シェミトは幾らかむっとしたようだったが、真剣な口調で老婦に語りかけた。オレンナディは少しだけ満足そうな顔になり、鉄瓶に水を足し、今度は朱色の小さな実を投じた。
「〈大目公〉の裔もちっとは気概を持つようになったか。良かろう、儂の知っていることを話そう。だが、たいしことではないぞ」
　媼は朱色の実が発した薄黄色の湯気の中で語り始めた。
「都から敗走した帝国の残党は追手に次々と討ち取られ、最後はごくわずかな手勢となり、ロラストの山に入った。追討軍は山の民を恐れて、それ以上は追わなんだ」
　シェミトが老婦の話に口を挟んだ。
「山の民か、皇子は山の民に助けられたという話は本当なのか」
　オレンナディは伯爵を一瞬じろりと睨めつけたが、すぐに嘲るような笑いを浮かべた。
「お前、書物蔵に籠もりきりで生きてきおったな。この辺りの山に、山の民などとうにおらん。儂らはその血を受け継いではおるが、儂らの祖先はとっくに北の山の向こうに姿を消した。いつまでもそんな幻に惑わされておるのは、都の空け者だけだ」
　シェミトはいささか鼻白んだ様子だったが、媼は気に留めることもなく話を続けた。
「帝国の残党は東の山の中ほどにある洞窟に逃げ込んだ。そこは帝国の魔道士どもの秘密の根城だったのだ。そもそも、その洞窟が魔道士どもが生まれた場所で、そこから西の平地に降りて帝国を築いたとも言うが、定かではない。
「その洞窟で帝国の魔道士どもは古の秘術を究めようとしておった。クァロニアン帝国を真の世界帝国にするため〈力の秘密〉を解き明かそうとしておったのだ。だが、それは遅々として進まず、帝国は瓦解し始めた。洞窟にいた魔道士どもも戦に駆り出され、探究は中途となった。ガラクス・グロウルは最後の皇子とともに、その洞窟に逃げ込んだ。誰よりも強大な魔力と知恵を持っていたガラクス・グロウルは、帝国再興の日のために幼い皇子を魔法の眠りにつかせた。お前たちが見たナイクロア皇子は若者の姿だったのだな。眠りの中でもごくわずかずつ育っていたのを近頃になって目覚めさせのかもしれぬな。
「皇子を眠らせた奴は次には自らを半ば不死の体とした。どのような秘術を使ったのかは知らぬ。帝国の魔道士は〈大いなる厄災〉以前の秘術、〈失われた神々〉と関係する秘法にも長けていたというから、〈移し身の秘法〉か〈仮肉の秘術〉を使って、肉体を乗り換えているのかもしれぬ。いずれにせよ、奴は二百年の歳月を生き長らえた。〈鉛の心臓〉を持った巨人を造り出したということは〈力の秘密〉も相当なところまで解き明かしたに違いあるまい。今こそ、帝国再興の時だと意を決したのであろう」
「他にも生き長らえた魔道士はいるのか。これまでアストル・グロウル、ヴィヴィセス・グロウルという二人の術者が現れ、帝国の遺物を奪い取った。私の書庫からも『アー・ボーンの灰の書』を盗んでいった」
　自称〈魔術師の弟子〉の言葉には腹立たしさが滲んでいたが、媼は鼻にしわを寄せて意地の悪そうな笑いを浮かべた。
「自らの手に負えないようなものを持つとそのようなことになるのだ。希代の魔道書を手にしてさぞかしガラクス・グロウルは喜んだことだろう。その二人の魔道士の名は儂は知らん。そのような名は言い伝えにも現れん。長の歳月の内に奴が洞窟の中で育て上げたのだろうて」
「それではまだ別の魔道士がいることも考えられるのか」
　シェミトの顔には口惜しさと不安が浮かんでいた。
「そんなことはわからん。だが、〈墓石島〉にガラクス・グロウル当人が現れたところを見ると、さほど能ある手下がいるわけではないのかもしれぬ。奴めも力ある魔道士をそう容易く作り上げることはできぬだろう。二人の術者を滅ぼしたことは、奴にとって痛手であることは間違いあるまい」
　隠秘学者は唇を固く結んでうなずいた。
「〈黄色い鉱石〉というものが、ロラストの山のどこかにあると聞いた。ガラクス・グロウルはそれを掘り出して〈力〉の源としているのか」
　私の問いにオレンナディは顔色を変え、こちらを睨んだ。
「お前、何故そのようなことを知っておる？　お前も真偽怪しき古伝に惑わされる者か？」
「仕事柄、少しばかり怪しい連中とご縁があるだけさ」
　オレンナディは茶色い木の枝のような指先を私に突きつけ、しわの中の小さな目で矯めつ眇めつ、こちらを見た。
「ふうむ、お前の腰の物は随分と妙な物だな。えらく古々しいがまだ錆びついてはおらん。その護符もまた奇妙だ」
　老婦が私の胸元を指さすと、服の中で落ち葉の護符がわずかに温かくなった。
「それを作れる者がまだおったのか。果たして山の精霊がどう応えるかはわからんがな」
　オレンナディはかすかな笑みを浮かべると話を続けた。
「村で男たちを集めているのは兵隊にするだけではなかろう。〈黄色い石〉を掘り出し、使えるようにするには人手がいる。石は毒を放ち、坑夫は長生きはできまいからな。山のものどもだけでは足りないのであろう」
　アレタクァが表情を曇らせて言った。
「東の山の祟りというのは、そういうことなのか。枯草色の奴らについていった奴らは死んだというのか」
　オレンナディは首を横に振り、肩をすくめた。
「しばらく前に山から少しばかり煙が立ったことがあったが、今はほとんど見えん。悪行は中途なのだろう。ふん、安易な儲け話にのった愚か者の末路などは知らぬ」
　山荘の番人は苦り切った顔つきになった。
「待ってくれ、媼。今、山のものどもと言ったが、東の山には山の民はすでにいないのではないのか」
　シェミトがいささか焦ったように問いかける。媼のしわに覆われた顔が幾らか曇ったように見えた。
「山の民はおらん。だが、奴らに仕える何かがおるようだ。確とはわからんが、山奥で猟師が人のようなそうでないようなものを見たという話は昔からある。奴らが使役するために魔術で生み出したものかもしれぬし、元から洞窟の中に潜み棲んでいたものかもしれぬ」
　アレタクァが灰色の髭をかき回しながら言う。
「俺は見たこたぁねえが、爺様が山ん中で小鬼を見たっていう話は聞かされたな。山鬼に子どもがさらわれたという話も聞いたことがある」
「ふむ、そういうものがいるのなら、それが山の民の言い伝えと交じり合って伝わっているのかもしれないな」
　隠秘学者は納得したかのようにうなずいたが、バラナクはそうではないようだった。
「そんな連中が窖に巣くってるんですかい。得体の知れねえ妖術使いだけでもたくさんだが、そいつらと切った張ったですかい」
　バラナクは渋い顔でぶつぶつとつぶやき続けた。レネヴェイトも不安気に眉間にしわを寄せた。
「確かなことは行ってみなければわからない。その洞窟というのはどこにあるんだ。知っているなら教えて欲しい。〈黄色い鉱石〉もそこにあるのか」
　私の問いにオレンナディはうなずき、〈黄色い鉱石〉は洞窟の奥深くから掘り出されると言った。
「〈黄色い石〉の採れる場所に魔道士どもが根城を造ったのであろう。あるいは元々そこに何かがあったのかもしれぬ。〈大いなる厄災〉よりも古くからな」
「それはどこなんだ」
　シェミトが重ねて訊くと老婦は鉄瓶から新たな茶を碗に注いだ。赤茶けた色合いで異臭とも言えるにおいがした。
「儂も行ったことはない。だが、不確かな言い伝え、様々な噂話、そういったものが折り重なって朧に何かが見えてくるものだ。これを飲んで、自らの目で見よ。止めはしない」
　私たちは顔を見合わせた。シェミトが一番先に茶碗を手に取った。私も他の面々も嫌なにおいのする飲み物を口にした。においだけではなく、味もひどかったが、吐き出す間もなく幻影が始まった。
 
 
　　　　九
 
　東の山までは三日三晩かかった。シェミトの山荘からいったん谷筋に降り、川沿いにしばらく進んだ後、木立の中の獣道のようなところを登った。稜線を行く道もあり、その方が早いとアレタクァは言ったが、目に付きやすい道は避けた。
　猟師の案内がなければとてもたどり着けない道だったが、アレタクァ自身も獲物を追って数回分け入っただけだと言った。オレンナディの小屋で見た幻に現れた奇妙な枝ぶりの木やそそりたつ大岩、何段にもなった滝、そうしたものを手掛かりに私たちは進んだ。
　やがて木々は疎らになり、ごつごつとした歩き難い岩山を私たちは登ることになった。眼下には緑に覆われた山々、わずかな畑地と豆粒のような家々が見えた。さらに遠くに目をやるとサンジェリィの尖塔のある家並みが朧に霞んで見えたが、そこで今何が起こっているのか、知る術はなかった。
　書斎の住人であるシェミトは体中が痛いと訴えたが、ナディ媼が持たせてくれた強壮薬が効いているのか、倒れることはなかった。
「やれやれ、十年分をここ数日で歩いたみたいだ。そろそろ、洞窟とやらに着きそうなのか」
　自称〈魔術師の弟子〉は谷を見下ろす岩棚の上で、汗を拭いながら言った。
「坊ちゃん、もう少しですよ。この下の谷、滝の近くにあるはずです」
　山荘の番人はシェミトを坊ちゃんと呼ぶのを止めなかった。シェミトも諦めてそれを認めているようだった。
「四十イート（約十二メートル）はある滝だったな」
　レネヴェイトが言うと、珍しくバラナクが異を唱えた。
「そうですかい。俺には高さはそうでもない幅の広い滝に見えましたがね」
「滝か。川沿いの岸壁に開いた洞穴だったような気がするが」
　シェミトがまた違うことを言った。
「坊ちゃん、滝は確かにあったと思いますよ。どれくらいの大きさだったかはよく思い出せませんが」
　アレタクァの見た幻視もまた少し異なっているようだった。
「ふむ、探偵殿にはどう見えた？」
　ディパル・シェミトが私に尋ねた。
「水音が聞こえたが、滝かどうかはわからない。早瀬の音かもしれない。僕が見たのは暗い角張った入り口だけだ」
　オレンナディの見せた幻視は厄介なことに一人ひとり少しずつ異なっていた。様々な言い伝えや曖昧な記憶、それに各々の経験や思いが重なり、見えるものが左右されたようだった。
「婆さんを担いでくればよかったか」
　アレタクァが灰色の髭の中で笑みを浮かべた。
　私たちは急な谷を下った。木々は少なく腰ほどの高さしかなかった。身を隠す場所は所々の岩陰しかない。ここで弓兵にでも狙われたらたまったものではない。だが、見える限りでは動くものの姿はなかった。
　谷底を私たちは川沿いに上流に向かって歩いた。急流に足を取られ、シェミトが流されそうになったが、後方にいたバラナクが受け止めて大事には至らなかった。
　滝は高さが二十イートほどで、崖の上の大岩で遮られて三つ叉になっていた。滝壷のまわりの岩壁に一筋の道らしきものが走っており、その先、滝の斜め上に黒い穴が口を開いていた。岩に開いた穴は七角形に形を整えられており、明らかに人の手が加えられたものだった。
　バラナクが懐から千里鏡を取り出し、洞穴を見て言った。
「穴の縁に何か書いてある。いや、彫ってあるのか」
　私はバラナクから千里鏡を受け取って覗いた。七角形の入り口は石柱状のもので囲まれており、確かにそこに文字らしきものが見えたが、判読はできなかった。
　シェミトに千里鏡を渡すと、隠秘学者はしばらく首を捻った後につぶやいた。
「チャトゥル文字のようにも見えるが……」
「チャトゥル文字？　見たことがあるのか」
「『暁の書』の原著はチャトゥル文字で書かれていたと言われている。今日伝わっているものは何度目かの重訳だが、扉に残る奇妙な幾つかの印がチャトゥル文字だという説がある」
「あれがチャトゥル文字だとすれば、〈大いなる厄災〉よりも古いものということになるのか」
　シェミトは千里鏡をバラナクに返し、首を横に振った。
「そこまで古いものには見えない。帝国時代かそれよりも幾らか前に模して彫られたものかもしれない」
「何にせよ、吉兆とは思えないね」
　私たちのやり取りを聞いたレネヴェイトがいささかうんざりした顔で言った。
「呪いの呪文でも書いてあるのか」
「わからない。誰にも読めない古い文字だ」
「ふむ、読めない文字には意味は生じないだろう。呪いもかからないさ」
「ふむ、それはそうかもしれない」
　カルトーニア伯は妙に納得したようだった。
　岩壁の道は幅が一イート（約三十センチ）ほどしかない箇所もあり、私たちは岩肌に張り付くようにして登った。元からある岩の突起に、浅く岩を削って足を掛けられるようにした所を加えて造られた道のようだ。下は滝壷なので、落ちればどこまで流されるかわかりはしない。
　洞窟の入り口にも岩棚のようなものはなかった。私は腰のファバーン剣の柄に触れてみた。わずかに痺れるような感覚があったが、ここでできることは岩穴に飛び込むことだけだった。
「うむ、この線刻はやはりそれほど古いものではないな。せいぜい数百年というところか」
　石柱に刻まれた文字に顔をくっつけるような姿勢で隠秘学者は言った。
「カルトーニア伯はご熱心だな」
　レネヴェイトの口調は少しばかり皮肉めいていた。
　私たちは皆、岩壁の洞窟の中に入ることができた。眼下の三つ叉の滝はどうどうと音を立て、渦巻く滝壷は飛沫に白く煙って見えた。
　洞窟は見える範囲では高さは人の背丈よりも少しだけ高く、幅は五イート（約一・五メートル）ばかり、奥には黒い闇が続いていた。私たちは小振りの角燈に灯を点した。岩壁は天然のもののように見えたが、足下は明らかに平らに削られている。山道ではアレタクァが先頭に立ったが、怪しいものの気配を察するためにここでは私が先を歩いた。
　少し進むと洞窟は広がり、岩室のようになっていた。そこには人間が暮らした跡があった。石を環にして作られた炉の跡、灰と燃え滓、割れた陶の皿、錆びた鉄鍋、そうしたものが雑然と転がっていた。
「これがかつての帝国の末路か。哀れなものだな」
　レネヴェイトの声が岩屋に暗く響いた。
「奥にも何かあるようだ。探偵殿、灯を頼む」
　若い剣士の言葉に私は角燈を奥の暗がりに差し向けた。レネヴェイトは途端に息を呑んで後退った。
　角燈の黄色い光の輪に浮かび上がったのは、錆びついた鎧兜をまとった人骨だった。岩屋の奥の壁にもたれるようにして座位を取った骸が三つ並んでいた。いずれも赤錆びた剣を抱えるようにしている。兜には十六矢の日輪の前立がついていたが、混ぜ物が多かったのか、金色の輝きは失われていた。
「最後まで皇子に付き従った兵隊か」
　アレタクァの声には幾らかの憐れみが含まれているようだった。
「妙だな、後ろの岩には呪文が残っている」
　シェミトが見ている岩肌に私は灯を近づけた。消し炭か何かで書かれたのか、見慣れぬ黒い絵文字のようなものがそこにはあった。
「弔いの文言とは違うのですか、坊ちゃん」
　猟師の言葉に隠秘学者は別の答えを与えた。
「違う。これはナクシャッツの密林に伝わる生け贄の儀式か、あるいは東部のサレーム辺りのものにも近いような気がする」
「南方の密林と東部の魔女の街では、大分開きがあると思うが」
　私の疑問にディパル・シェミトは答えた。
「その通りだ。だが、クァロニアン帝国の魔道士は古今東西の魔術妖術をものにし、それらを融合させて新たな術を作り出したと言われている」
「忠義の者たちを生け贄にしたというのか」
　レネヴェイトが腕組みをして言う。
「この紐らしきものでこの者たちは縛られていたのではないか。忠義の兵士も命は惜しいだろうからな」
　シェミトは一つの骸の腕に絡まっている紐を指し示した。
「いや、待て。これは紐ではなくて管かもしれぬ。何でできているのか」
　シェミトはその紐か管らしきものを引っ張った。それは腕から胸甲の中へと伸びており、尖った針状のものが付いた先端が朽ちた鎧から出てきた。
「血を抜かれていたのかもしれないな」
　眉間にしわを寄せて、シェミトはつぶやいた。
「血の一滴まで最後のご奉公というわけか」
「帝国の魔道士は吸血の魔物なのか」
　レネヴェイトが嫌悪に満ちた声を出すと、シェミトは別の見解を示した。
「皇子の延命術と何か関わりがあるのかもしれないな」
「文字通り、民の血を吸って生きる蜱ということか。おぞましい限りだな」
　若い剣士は吐き捨てるように言い、バラナクは一言「いかれてやがる」とつぶやいた。
 
 
　　　　十
 
　洞窟は岩室の先へと続いていた。曲がりくねり、細くなり、次第に下っていくようだった。やがて、人一人がようやく通れるほどの岩の裂け目のようなものとなり、大柄なアレタクァは通り抜けるのに手助けが必要となった。
　裂け目を抜けるとまた洞窟は幾らか広くなり、やがて上から光が差している場所に出た。頭上には竪穴がのびており、随分と上に灰色の小さな光が見えた。どうやらそれは空のようだった。竪穴は人の手によって掘られたものらしく、岩肌には鑿跡らしきものが残っていた。
　竪穴の下は差し渡し十二イート（約三・六メートル）ほどの岩室のようになっており、辺りには錆びついた鶴嘴や円匙が幾つか転がっていた。朽ちた桶の残骸、それに人骨らしきものも目に付いた。
　骨は何かに食い荒らされた後のようにばらばらになっており、髑髏にもひび割れがあった。
「この骸も生け贄か何かなのか」
　レネヴェイトが弔いの印らしきものを結びながら言った。シェミトはしゃがみ込んで骸骨を調べていたが、首を横に振った。
「多分、そういうものではないだろう。この竪穴から〈黄色い鉱石〉とやらを掘り出そうとしていたんじゃないだろうか」
「それらしきものは見当たらないようだが」
　若い剣士が壊れた桶の脇に落ちていた石塊を手に取ったので、私は忠告した。
「辺りの物にあまり触らない方がいい。〈黄色い鉱石〉が残っていれば、毒にやられるかもしれない」
　レネヴェイトは石塊を放り出して、手に付いた土を洋袴で拭った。
「こいつら何か獣に食われたみたいですよ、坊ちゃん。でも狼や熊はこんな穴の底に降りてくるわけはない」
　アレタクァが不安を隠した声で言った。
「ふむ、ナディ媼が言っていた山のものだろうか。食屍鬼とか山鬼とかそういう類いのものか、あるいは地の蛆と呼ばれるものか」
　隠秘学者が淡々と不気味なものの名前を口にしたので、猟師は唸るような声を出して大きな肩をすくめた。
「食屍鬼ではないだろう。こんな山奥ではそうそう人間の屍肉は手に入らない」
　私の言葉にシェミトはうなずいた。
「そうだな、山の民とは山鬼が人と交わってできたその末裔だという話が『鉱山師列伝』にあったような気がする。本来の山の民はそういうものではないだろうが、山のものとやらが魔術の生み出したものなら、そういう可能性もあるな」
　バラナクが溜め息をついて言った。
「どっちにするかね。道は二手だ。婆さんの見せた幻ではどっちだったか、どうも覚えがない」
　竪穴の下から洞窟は左右二手に分かれていた。ナディ媼の幻視にそもそも分かれ道などあっただろうか。頭上の竪穴も記憶になかった。
　シェミトは左手の道だったような気がすると言い、レネヴェイトは右だと言った。アレタクァは三本道の真ん中だったと言った。
「探偵殿の魔剣は何と言っている。我らが行くべき道は魔術と怪異の巣窟だ。ファバーンの魔剣がより強く妖気を感じる方が正しい道かもしれない」
　自称〈魔術師の弟子〉の言葉はもっともらしく聞こえたが、私の古びた剣がどれほど正しく魔道の気配を感じとれるのか、定かではなかった。
「念のために言っておくがね、この剣はそれほど当てになる代物じゃない」
　私はファバーン剣を抜いた。刀身の神秘文字がわずかに緑色に浮かび上がって見える。掌に伝わってくる感覚も、洞窟の入り口とさして変わらないように思えた。
　私はまず左側の道に剣を差し出すようにして入り込んだ。五歩六歩と進むがファバーン文字が発する光に変りはないようだった。痺れるような感覚もほとんど変化がない。
　私は引き返し、右手の道に歩を進めた。左の道と同じくらい進んだところで、幾らか詰屈な文字の輝きが増したように感じられた。握った柄からも、馴染のある奇妙な感覚が手の中に流れ込んできた。
　私は踵を返し、彼らにそのことを伝えた。
「では右だな」
　シェミトが言うと、レネヴェイトが細身の長剣を抜いた。
「つまり、山鬼だか蛆の化け物だか、そういうものがいる道ということだな」
「そうと決まったわけじゃないさ。血気にはやるとろくなことはない」
　若者の声には、どこか上ずった響きがあった。
「人を斬ったことはあるかい」
　バラナクが低い声で言った。レネヴェイトは「ない」と答えた。私は彼の剣の師、ネクツァン・カサラに同じことを尋ねたことを思い出した。
「じゃあ、まだそいつは仕舞っときな。暗い穴ん中で味方を斬っちまったら面倒だからな」
　レネヴェイトはいささか気圧されたように、剣を鞘に納めた。
　私たちは右側の洞窟を進んだ。狭い窖はくねりながら下へ下へと続いていた。竪穴に近い部分もあり、岩壁に手足を突っ張りながら降りた。近くには梯子の残骸らしき物が散らばっていた。
　私は時折ファバーン剣に手をやり、怪異の気配を確かめた。次第に掌に伝わる感覚がはっきりしてきているようにも感じられた。
　やがて行く手にぼんやりとした光が見えた。黄ばんだ灰色じみた光とともに、奇妙な音も聞こえてきた。それは最初、大きな獣が唸っているような音に聞こえた。だが歩を進めると、それは鞴が空気を吹き出すかのような音、炎が燃え盛っているかのような音に聞こえてきた。光はその音に合わせて明滅しているようだった。
　洞窟の終端が見えてきた。歪んだ円形の中で朱と黄色の光が湧き上がる蒸気を染めて揺らめいている。洞窟の縁で私たちは地底の巨大な岩室を見下ろしていた。
　左右は百イート（約三十メートル）、反対側の岩壁までは四十イートほどだろうか。歪な方形をしており、洞窟は石室の壁の天井に近い位置に口を開けているようだった。不規則な凹凸のある床までは三十イート以上ありそうだった。
　天井は暗くてよく見えないが、どうやら漏斗を被せたような形をしており、真ん中に開いた穴に白煙が吸い込まれていた。
　そこは奇妙な場所だった。右手には大きな炉の上に幾つもの大釜が並び、炎と煙が上がっていた。細長い樋や筒が何本も交差し、そこを白熱した何かが流れていた。奇妙な円錐状の柱があちこちに立っており、その先端から青白い稲妻が時折大釜や樋に向かって走っていく。上方にある筒状のものから粉のようなものが落ちるようになっている仕掛けもあり、それが溶けて流れるものに注がれると大きな煙が上がり、時に火花が飛び散った。
　岩室の真ん中辺りに鉛色の金物でできた角柱状の物があった。肩口辺りまでの高さで基部は三イートほどだろうか。幾らか先細りの七角形をしており、右手の様々な仕掛けからのびた細い鉛色の管がその上部につながっていた。
　七角柱は何段かになった岩の台座に載っており、そこには七芒星形とともに洞窟の入り口で見たものと似た文字らしきものが刻まれている。文字と七芒星形の線刻は時折青白い光を放っていた。
　岩室の左側には大小の机か寝台のようなものが並んでいた。革帯が数箇所に付いたものが幾つかあったが、横たわった人間を縛るためのものだろうか。硝子や金物の器や皿、鉢が載っているものもあり、筆記具と紙の束らしきものも見受けられた。左手の岩壁には二十イートはある大きな七芒星形の浮き彫りがあり、その内外を埋め尽くすように奇妙な文字らしきものや醜怪な化け物の姿が彫り込まれていた。
　その奇怪な彫刻の下、幾重にもなった壇の上には金色の玉座が置かれていた。高い背もたれの頂きには大きな十六矢の日輪の紋章が掲げられ、それが皇帝の玉座であることを示していた。
　一段低くなった左右にも一対の大きな椅子が置かれている。玉座の右手のものは黒く光り、左手のものは銀色に輝いている。いずれも彫り物や宝玉で飾られ、そこに座る者の権勢を表していた。
　三つの椅子には、今、誰も座ってはいなかったが、地底の広間は無人というわけではなかった。右手の炉や釜の周囲では何人もの者たちが忙しく立ち働いていた。炉に風を送る大きな踏鞴を動かしている者、柄杓で大釜をかき回している者、樋や管の流れを摘みを握って調節している者、稲妻を発する円錐のまわりで把手をつかんで雷撃を操っている者、円筒に粉状のものを補充している者、総勢二十人は下らないように見えた。
　彼らの人相風体はまるでわからなかった。誰もが薄汚れた厚手の黄白色の服を着て、頭をすっぽり覆う頭巾のようなものを被っていた。目の部分には丸い二つの穴があったが、そこにも硝子板らしきものが嵌め込まれ、眼鏡が縫い込まれているように見えた。口元は短い嘴のようなものが飛び出しており、遠めには奇妙な鳥のような姿にも見えた。手も厚手の手袋で覆われており、肌が露になっているところはどこにもなかった。
「これは……〈黄色い鉱石〉とやらの精錬場なのか」
　シェミトが押し殺した声で言った。口元を手巾で覆い、目を細めている。私も他の者たちも気づかぬ内にそれに倣っていた。
「あの真ん中のは何だ。あの星形が光るものだ」
　レネヴェイトが細い声を出した。
「あの七角形の筒の中に〈黒玻璃の器〉が入っているのだろう。〈黄色い鉱石〉から取り出した〈力〉が——おそらくは液状のもの——が、あの仕組みからあそこに流れ込んでいるのだ」
　自称〈魔術師の弟子〉の声は震えているようだった。
「ゲイルゼン邸を襲った巨人戦士を動かしていた〈鉛の心臓〉はここで造られたのか」
　私の問いにシェミトはうなずいた。
「恐らくは。左側に並んでいる台を見ろ。人間を縛りつけて、何かをするためのものだろう。半不死の兵士もここで〈力〉を注ぎ込まれて造られたのかもしれぬ」
「奴ら、いつの間にこんなものを造ったんですかい」
　アレタクァが険しい顔で下を見つめて言う。
「この岩室自体はよほど古くからあるに違いない。浮き彫りからして〈失われた神々〉を崇める地底の神殿だったのかもしれない。帝国時代からそれを利用して魔術の探究場となっていたのか、そこをまたガラクス・グロウルが蘇らせたのか。あの玉座の紋章はまだ新しいものにも見える」
　猟師は顔を上げて、煙が吸い込まれていく天井の穴を見遣った。
「東の山から煙が上がるっていうのは、これのことだったのか」
　バラナクが口元を手で押さえながら言った。
「どうするかね。長居は無用の場所なんだろう。下へ降りていって、あの絡繰りをぶち壊したら、こっちの命が危ねえんじゃないか」
　私たちが出てきた洞窟の前にはごく狭い岩棚があり、石段で岩室に降りられるようになっていた。反対側の岩壁にも幾つか穴が開いており、岩棚と石段が見受けられた。
「弓で狙ってみますかい、バラナクの旦那。ここからなら狙い撃ちできますよ」
　猟師の誘いにバラナクは賛同しなかった。
「ここで十人ばかり殺ったところで、どうせ代わりはいるだろう」
「角燈の油はまだ残っているかい」
　私の問いにアレタクァは腰に下げた油の壷を振ってみせた。
「まだ、ありますよ。火矢ですかい」
　私はうなずき、シェミトに尋ねた。
「どうだい、盛大に火が出そうなところはないかい」
「〈黄色い鉱石〉の性質はわからないが、大釜であれだけ熱しているということは、火矢で射たところで燃え上がりはしないだろう。あの途中で加えられている粉のようなものは、慎重に扱われている様子からすれば、燃えやすい性質なのかもしれないが、それはそれで、何が起こるかわからない危険がある」
「では、指をくわえて見ているしかないのか」
　レネヴェイトが口惜しそうに言う。
「むしろ、左手の机にある紙束や書物を燃やした方が良いかもしれない。精錬の方法や帝国復興に関わることが書かれていれば、多少なりとも意味はあるか」
「多少ですか」
　バラナクがぼそりと言う。
「火矢を放てば気づかれる。討っ手に追われる危険と天秤にかけて、どうだろうかということだ」
　シェミトは渋い面持ちで首を傾げた。
「このままサンジェリィに戻って、次の手を考えるか。少なくとも、奴らの根城を突き止めることはできた」
　自分の言葉に私は何の自信も持てなかった。この岩室に手勢を引き連れて戻り、攻め落とすなどということができるのだろうか。
「サンジェリィがどうなっているか、わかりはしない。ここでできる限りのことをしておくべきじゃないのか」
　若い剣士が語気を強めた。
「しぃ！　あれは誰です？」
　アレタクァが石室の左手を指し示した。左奥にある扉が開き、枯草色の軍服を着た兵士が槍を持って扉の左右に立った。続いて三人の人影が現れた。先頭に立っている長身の黒い長衣の男はガラクス・グロウル、〈墓石島〉で見た時と同様、顔は黒い頭巾の影で見えない。それに続いて入ってきたのはナイクロア皇子とフィオレームだった。
　ナイクロア皇子は金糸模様の襞の多い襯衣に白い細身の洋袴、肩にはやはり金糸が光る薄い袖無し外套を羽織っている。遠目にも顔色がいいようには見えない。隣でフィオレームが腕を支えているようだ。〈白銀と紫衣の剣士〉も甲冑を脱いでおり、こちらは白い長衣の腰を銀の幅広の帯で締め、結い上げた黒髪には銀の髪飾りが光っていた。
　三人が岩室の中に進み出ると、中央の鉛色の筒の近くで作業をしていた者が慌てて走り寄った。
　その者は眼鏡付きの頭巾を脱いで顔を露にした。隣でレネヴェイトが息を呑む音が聞こえた。その男の顔は赤黒く焼け爛れているように見えた。灰色の髪が赤と黒の斑模様の禿頭から幾筋かのびて垂れ下がっている。奇妙なことに頭巾を脱いでもその下の顔には丸い眼鏡が埋め込まれているようだった。鼻や口はひどく形が崩れているようで、肌の斑模様と相まって、なお造作がよくわからなかった。
　赤黒い顔の男はガラクス・グロウルの前にひざまずき、何か言葉を発した。離れている上に男の言葉はくぐもってはっきりせず、何を話しているのかはわからなかった。帝国の魔道士はうなずき、何事かを下知したが、こちらも聞き取ることはできない。
　赤黒い顔の男は再び頭巾を被り、仕事場の方へ戻った。
「ここで働いている奴らは皆、あのような姿になっているのか」
　レネヴェイトが眉根を曇らせ頭を振った。
「〈鉱石〉だか〈力〉だかの毒のせいなのか。とんでもねえことしやがる」
　アレタクァが唸るように言う。
「今、殺りますか。都合良くお三方お揃いだ。鎧も着てねえ」
　バラナクが矢筒から矢を取り出した。この男はホッピーズとは違って、ゲイルゼンの娘の命にさほど価値を見出してはいないようだった。アレタクァは隊商の男が矢をつがえようとするのを見て、シェミトに目顔で尋ねた。
「待て、逸るな。今少し様子を見よう。奴らは何をしようとしているのだ」
　三人は玉座に座ろうとするわけでもなく、並んだ机のうちの一つに近づいた。フィオレームが手を貸し、ナイクロア皇子をその上に横たわらせた。先刻の男が七角柱の中ほどからのびている細い管のようなものを皇子が乗った台の方に引いてくる。ガラクス・グロウルはそれを受け取ると、台の下から引き出した鉄色の箱につなげた。箱からはまた別の管状のものが数本生えていた。フィオレームが優しげな手つきで皇子の衣服の胸を開いたり、袖をまくり上げたりすると、ガラクス・グロウルは箱からの管を腕や胸乳に取りつけた。管の先に針でも付いているようにも見えた。
「これは……〈鉱石〉からの〈力〉を直に注ぎ込もうとでもいうのか」
　私の言葉にシェミトは不承不承うなずいたように見えた。
「うむ、そんなことができるのか」
　突然、ナイクロア皇子が身を起こそうとした。彼は不安に囚われた子どものように見えた。するとフィオレームが皇子の体をかき抱き、耳元で何事かささやき、軽く口づけた。皇子はゆっくりとまた身を横たえ、フィオレームはその髪をなでつけた。ホッピーズがこの場にいたなら、激怒して岩室に飛び降りたかもしれない。銀色の椅子は皇子に寄りそう彼女のためのものなのだろう。
　岩室の右手では白い服の者たちが慌ただしく、手元の摘みや把手を動かしたり、踏鞴を踏む足に力を込めたりしていた。七角柱の側では先刻頭巾を脱いだ赤黒い顔の男がガラクス・グロウルに時折目をやりながら、手元の摘みを慎重に動かしている。魔道士はナイクロア皇子の横たわる台のまわりをゆっくりと歩きながら、何事か呪文を唱え、両の手で奇妙な印形を結んでいた。フィオレームは数歩下がってその様子を見ていた。胸に手をやり、いかにも心配げな様子だった。
　皇子のまわりを幾度か回るとガラクス・グロウルは皇子の手と足、胸、額を指で触れ、また呪文を唱えた。それから別の机の上に置かれていた黒い兜のようなものを頭に被った。色は違うが、目の部分に丸い眼鏡状のものが付き、嘴のようなものが突き出しているのは、周囲で働いている者たちの頭巾と同様だった。手には黒い厚手の手袋をはめた。
　ガラクス・グロウルは鉛色の七角柱の方へと歩み寄った。大きく手を動かすと七角柱のまわりを包み込むように紫色の光の球のようなものが現れた。円錐状のものの先端から青白い稲妻が走る。
　帝国の魔道士は塔のような形をした鉛色の頂部に触れて、何か奇妙な仕草をした。赤黒い顔の男が手元の摘みを捻った。
　鉛色のものの先端部が開き始めた。ゆっくりと七つに別れて花弁のように開いていく。中からは青い光が漏れている。ゲイルゼン邸を襲った巨人の〈鉛の心臓〉から発せられていたものと同じ光に見える。
　青い光は不規則に明滅する。遠くてよくわからないが、角柱の上部には黒い鉢のようなものが収められ、その中に青い光が水のように満ちているようだ。
「あれは〈黒玻璃の器〉か」
　シェミトは渋い顔でうなずいた。
「うむ、だが、ジャンバール氏が所持していたものは、もっと小振りのものだったと聞く。それを元にして新たに造り上げたのだろう。盗人め！」
　赤黒い顔の男が細長い棒を魔道士に差し出した。ガラクス・グロウルはそれで〈黒玻璃の器〉の中の青い光をゆっくりとかき回した。白煙が上がり、稲妻が飛び交った。帝国の魔道士は岩室の隅まで響き渡るような大音声で呪文を唱えた。
「ニエツゥニエ・トゥレブラ、イルク、イラム、リミエッフ、ネポ・トゥレボル」
　その音は耳に奇妙な痛みを与えた。誰もが耳を押さえたが、その奇怪な響きは耳の穴の奥に直接響いてくるかのようだった。
「何だ、この呪文は！」
「わからん。『灰の書』のものかもしれんが、あの本の呪文は私には読めん！」
　隠秘学者は耳を押さえながら、うめくように言った。
　器の中の青い光がさらに強まり、また美しさを増したかのように見えた。空の青とも海の青とも青玉とも瑠璃とも違う、美しい青。我が物とすれば無窮の力を得ることができる魅惑を秘めた青い光。
　〈鉛の心臓〉からのそれを見た時と同様の魔的な吸引力をそれは発していたが、魔道士の呪文が与える苦痛がその恐ろしい誘惑に抗して正気を保つ役割を演じているのは奇妙な皮肉に感じられた。
　ガラクス・グロウルが奇怪な呪文を唱えることに傾注している今こそ、攻撃の機会かもしれないが、バラナクもアレタクァも耳を押さえるのに忙しく、弓矢に手をやるどころではなさそうだった。
　魔道士の呪文はさらに高まり、その奇妙な音が与える苦痛が耐え難いものとなった時、突然、胸の辺りに温かいものを感じた。枯葉の護符が熱を発していた。帝国の魔道士の呪文に応じて護符に込められたものが力を放ったのだろうか。
　耳の奥の痛みが和らいだように感じて、私は胸の護符に服の上から片手で触れた。掌に温もりが感じられ、耳に届く呪文が薄れていくように感じられた。
　私はバラナクが取り落とした弓矢を拾い上げた。隊商の男は苦痛に顔を歪めていたが、いささか訝しげな面持ちを作った。耳から手を放すと頭の中で割れ太鼓が鳴り響いているような気がした。
　私は矢をつがえ、鉛色の角柱の前で両手を広げているガラクス・グロウルに狙いを定めた。苦痛で掌に汗が滲む。魔道士はちょうどこちらに背を向けていた。私は矢を放った。
　弧を描いた矢は七角柱とガラクス・グロウルを包む紫の光の球を突き破った。恐らくは内側からの〈力〉を封じ込めるためのもので、外からの物を防ぐものではないのだろう。
　矢は的を外れた。それは魔道士の広げた腕の下をかすめ、〈黒玻璃の器〉の中で揺らめく青白い光に吸い込まれるように突き刺さった。
　途端に器から青い光が四方に放たれた。ガラクス・グロウルは光から身を守るように身をのけ反らせ、勢い余ってよろめき後退った。呪文は途切れ、耳の奥の痛みは遠のいたが、別の奇怪なことが沸き起こった。
　〈黒玻璃の器〉からは青白い光が波のように、また光条のように広がった。硝子が割れるような奇妙な音が続けざまに聞こえたが、〈器〉が壊れたわけではないようだった。鉛の角柱のまわりを包んでいた紫色の光る球が火花を散らして、破れて消えた。四方に広がった青い光の矢が当たったところでは、青白い火球が爆ぜ、幾つかの仕掛けが壊れて飛び散った。大釜の一つが割れ、黄白色の煮えたぎるものが溢れ出し、それを浴びた頭巾の者が恐ろしい悲鳴と白煙を上げてのたうち回る。
　横たわるナイクロア皇子にフィオレームが覆いかぶさった。身を挺して皇子を守ろうという気なのだろう。ガラクス・グロウルがそこに駆け寄り、大きく右手を動かして何か別の呪文を唱えた。紫色の半球状の光の膜が出現し、それに当たった〈黒玻璃の器〉からの青い光は火花を発して消散した。
　痛みから解放されたバラナクが私の手から弓を取って、矢をつがえようとした。
「駄目だ！　ここにいては危ない！　中へ逃げるんだ！」
　シェミトが強い口調でそう言い、真っ先に洞窟の中へと駆け込んだ。私たちは隠秘学者に続いて、窖の中へと走り込んだ。シェミトは止まる様子もなく登り坂になった岩穴を走り続け、垂直に近い岩の裂け目をよじ登った。私たちは息を切らして竪穴のある岩室まで駆け戻った。
「そんなに恐ろしいものなのか、あの青い光は」
　レネヴェイトが胸の釦を外して息を整えながら言った。
「あの眼鏡付き頭巾の男の顔を見ただろう。恐らくは〈黄色い鉱石〉と青い光の〈力〉のせいだ。生き長らえているのは、ガラクス・グロウルの呪文と何らかの秘薬のお陰だろう」
　ディパル・シェミトはごつごつとした岩の上に仰向けになったまま、答えた。
「それだけじゃない。あの青い光には見る者をひどく魅了する何かがある。見つめていると、あの光がすべてを約束してくれるような気がしてくる。世界のすべてが自分のものとなる、世界のすべてを支配できる力が自分の中にある、そういうおかしな気分になる」
　私はゲイルゼン邸で巨人戦士の〈鉛の心臓〉から漏れ出した青い光を見た時の話をした。
「確かにえらくきれいな光に見えましたがね。ああ、頭が痛くちゃ、そんな気分にはなりませんよ」
　アレタクァは耳の辺りを確かめるように幾度か叩いた。
「あんた、剣の方は知らねえが、弓矢の腕は今一つだな」
　バラナクが手にした弓を振ってみせた。
「生憎、剣術学校に弓矢の師範はいなかったんでね」
　レネヴェイトが意外そうな口ぶりで言った。
「剣術学校とな。どこの？」
「スレプクレージュだ」
　若い剣士は首を捻った。
「聞いたことがないが」
「主はとっくに亡くなっているだろう」
　レネヴェイトはもう少しその話をしたかったようだが、それはできなかった。左側の洞窟——私たちが選ばなかった方——から、物音が聞こえてきた。足音、何か早口で喋っているような音、武具が擦れ合うような音、そういう音が左手の洞穴から漏れ出してくる。
「何か、来ますぜ」
　バラナクとアレタクァが矢をつがえ、私とレネヴェイトは剣を抜いた。
「一人じゃない、三人四人、いやもっといる」
　猟師がささやくように言った。
「戻るか」
　シェミトが元来た洞窟を目顔で指し示した。
「入り口で迎え撃てば一人ずつ倒せる」
　レネヴェイトが左手の洞窟を剣先で指した。
　足音と騒めくような声が急に高まった。私は若い剣士にうなずき、左の洞窟の左右に陣取った。アレタクァとバラナクがその脇で弓矢を構える。
「坊ちゃんは奥の洞穴へ」
　山荘の番人に言われて自称〈魔術師の弟子〉はうなずいて、奥の洞窟に身を潜めた。
「万が一の時は、逃げてお仲間にあれこれ報せてください」
「莫迦を言うな」
　私は岩穴から顔を出したシェミトに言った。
「いや、その通りだ。頼むからそうしてくれ、ディパル・シェミト」
　私がそう言うとバラナクが独り言ちた。
「俺は死ぬ気はありませんぜ」
「うむ、私もだ」
　レネヴェイトがうなずく。
「万が一って言ったでしょう」
　アレタクァが髭面の中で凄みのある笑いを作った。
「そりゃあ、僕もそうだがね」
　左手の窖から何かが現れた。
 
 
　　　　十一
 
　それは人間によく似た生き物だった。背丈は五イートほど（約一・五メートル）、灰色じみた薄茶色の肌をしており、ほとんど体毛らしきものはなかった。大きな鼻が突き出し、額と顎は後退している。眼窩の中で小さな丸い目がぎらぎらと光っていた。食屍鬼にも似ていたが、彼らよりは人間に近く見えた。粗末な革の胴鎧と丸兜を身につけ、逞しい腕には短めの剣や棍棒を握っている。
　先頭の者が黄色い乱杭歯をむき出しにして、何かわめいた。ひどいしゃがれ声で、はっきりしない発音だったが、それはウォモレン（共通語）だった。山鬼と人間が交わって云々という話は、真実に近いものなのかもしれない。
「お前たち、来い。道士様が来いと言っている」
「道士様？」
　アレタクァがつぶやく。
「ガラクス・グロウルのことだろう」
　私が言うと先頭の者が返した。
「道士様が来いと言っている」
「来いと言われて素直に行くとでも？」
　レネヴェイトが剣先を兆発するように振ってみせた。先頭の者は大きな口を開けて笑った。鋭い牙が露になった。
「必ず来るのだ」
　窖から奴らが何人も飛び出してきた。バラナクとアレタクァの弓が唸った。
　少なくとも先頭の何人かは射貫かれるはずだった。だが、矢は彼らの寸前で弾かれて岩壁に当たった。
「盾の魔術だ！」
　奥の洞窟でシェミトが叫んだ。二人の射手は次の矢を放ったが、一瞬、薄紫の火花が散って、見えない盾に弾かれる。
「くそ！　坊ちゃん、何とかなりませんかね」
　アレタクァが突っ込んできた窖のものを蹴倒して叫ぶ。
「ふむ、鏃は防ぐが蹴られるのは防げない。つまり、鉄を打ち返すケラムの第二の呪文の可能性が……」
　シェミトの言葉は最後まで聞き取れなかった。狭い岩室は飛び出してくる窖のものとの戦いの場となったからだ。奴らは高度な武術を使うわけではなかったが、闇雲に振り回す得物ともう片方の手の鉤爪は脅威だった。組み合えば、顔を突き出し噛みつこうともする。見た目同様、人間と獣の合の子のような攻撃と対峙するのは容易ではなかった。
　盾の呪文は奇妙な効力を発揮した。剣の斬撃は見えない膜のようなもので弾かれたが、その力はある程度伝わるようで、強い一打が的を後退させることもあった。拳や手刀、足蹴りには呪文は効果がないようだった。
　ファバーン剣はただの鋼ではない何かでできていた。奴らに斬りつけると刀身の神秘文字が瞬き、手応えにわずかな違和感を感じたが、刃が弾かれることはなかった。私は他の者たちの分まで剣を振るい続けた。容貌はともかく、奴らの血も赤かった。太古の魔剣は安手の革鎧を斬り裂き、貫き、鮮血を迸らせた。岩壁が絵の具を塗りたくったように赤く染まり、返り血で私もまた朱に染まった。半人間の手首や頭が飛んでは転がった。
　だが、打ち倒しても打ち倒しても、洞窟から新手が現れた。私以外の者たちの刃は効かないので簡単には止めも刺せず、倒した相手の多くはまた立ち上がった。
　レネヴェイトが腕に噛みつかれて剣を取り落としたところを組み伏せられた。バラナクは倒した相手に足下をすくわれて、ひっくり返った。アレタクァは岩壁をよじ登った敵に棍棒の一撃を受けて昏倒した。
「シェミト、逃げろ！」
　そう叫んだ途端に足下が血で滑った。構えを崩した瞬間に、何本もの棍棒が振り下ろされた。岩室の上に開いた穴から空が見えた。私は気を失った。
 
 
　　　　十二
 
　闇の中に白いものが浮かび上がった。ぼんやりとした卵形のそれは次第に輪郭をはっきりとさせ、フィオレームの顔になった。花のような顔の中で珊瑚色の唇が動いて何か言葉を発しているが、よく聞き取れない。
　女の顔の前に別の白いものが浮かび上がる。くねくねと滑らかに動く細いものが絡み合って白蛇のように見える。白い何匹もの蛇が私の顔や体を這い回る。蛇とは違う温もりで、それがフィオレームの手指だということがわかる。
　彼女の言葉が寝屋の睦言のように耳元で聞こえる。濡れた唇が間近に見える。唇が開き、蠢く舌が見える。彼女の舌は血のように赤い。ぬめぬめと光るそれが口から突き出される。異様に細長い舌がまた蛇のように見えてくる。
　舌の先から何か尖ったものが飛び出してくる。銀色の太い針のようなもの。その先から青白く光る滴がしたたり落ちる。それが胸の上に落ちる。焼けるように熱い。
　長い舌を突き出しているにもかかわらず、フィオレームの言葉がはっきりとしてくる。
「ランケン、ランケン、仲間に……仲間に……」
　目を開けると黒い縞模様で遮られた黄色い弱々しい光が見えた。頬の下に冷たくごつごつとした岩の感触があった。体を起こそうとすると、全身に痛みが走った。いったん起き上がるのを諦めて、見えるものを理解しようとした。縞模様は鉄格子で黄色い光は油皿からの灯らしい。
　鉄格子の向こう、弱い光の中に突き出した大きな鼻が見えた。人間に似たそれは座り込んで頑丈そうな歯で何かの骨を齧っていた。すぐ側に幅広の剣が置いてある。
　私は痛む体を捻って、牢の中に視線を向けた。黒い塊のようなものが四つ転がっている。その内の一つがもぞもぞと動いて、うめき声を出した。
「くそ、獣どもめ、好き放題しやがって」
「バラナク、バラナクか、無事なんだな」
　声の主が半身を起こした。
「その声は探偵殿だな。まあ、無事ですよ。ここでくたばる気はないんでね」
　また別の影が蠢いた。
「うう、痛え、畜生、ああ、坊ちゃん、坊ちゃんは逃げおおせたか」
「ここにいるよ、アレタクァ。ケラムの第二の呪文は破れなかったな」
「ああ、ご無事で何よりだ」
　残る一つの黒い影は沈黙していた。
「レネヴェイト、レネヴェイトはどうした。生きているか」
　バラナクらしき影が横たわったままの男に手をかけた。
「おい、若えの、生きてたら返事しな。おい、死んじまったのか」
　レネヴェイトの苦しげな声が聞こえた。
「生きている。生きているが、腕がひどく痛いな。奴らに噛まれた」
　私は思わず牢番が齧っている骨に目をやった。レネヴェイトの側ににじり寄ったが、彼の腕はまだ二本とも付いていた。左の二の腕に深い傷があるようだが、薄暗くてよく見えなかった。
　シェミトが隠しを探って傷薬を取り出し塗り付けた。レネヴェイトは手巾を持っていたので、それで傷の上を縛ったが、血がすぐに滲み出てきた。
　牢番が骨を手にしたまま鉄格子に近づいてきた。
「お前たち、仲間を殺した。お前たちも殺す」
　人間のようなものは、憎々しげに私たちをねめつけた。
「やれるもんならやってみろ！」
　バラナクが格子の間から血の混じった唾を吐きかけた。それは牢番の大きな鼻にかかった。
「汚らわしい人間め、許さん！」
　牢番は鼻についたバラナクの唾を拭い取り、剣を手にした。
「お前たち、殺す！」
　牢番は格子の隙間から剣を突き入れようとした。
「何を騒いでいる！」
　美しいが冷徹な声が聞こえた。フィオレームが牢の前に立っていた。松明を持った半人間や枯草色の軍服を着た兵士たちを幾人も従えている。フィオレームは岩の広間で見た白い長衣の上に薄紫に染め上げた革の胴鎧を付け、腰には長剣を佩いていた。
　牢番はぶつぶつと不満を漏らしながら下がった。
「五人とも生きているな。ガラクス・グロウル様がお呼びだ」
　〈白銀と紫衣の剣士〉は冷たい目で私たちを見回した。
「〈墓石島〉とは顔ぶれが少し違うようだな。スナブ・ランケン、カルトーニア伯爵、よくあの島から抜け出せたな。他の二人は化け物の餌食となったか、それとも別の場所で悪あがきをしているのか」
　シェミトは何か言いたそうな顔をしたが黙っていた。
「君にもう一度会いたくてね。できればこんな窖じゃなくて、柔らかい寝床がある部屋が良かった」
「汚らわしいことを！　道士様の命がなければ、この場で斬り捨てるところだ！」
　フィオレームは強張った顔で私をにらんだ。側にいる半人半妖とさして変らない台詞だが、中味もさほどの違いがなくなっているということだろうか。
　私たちは牢から出され、剣を突きつけられて石造りの通廊を進んだ。レネヴェイトは時折足下をふらつかせ、後ろにいたアレタクァに支えられた。腕の傷から血を流し過ぎたのかもしれない。
　通廊はこれまで通ってきた洞窟とは違って、床も壁もかなり平らに削られており、ここが帝国の魔道士の根拠地であったというのは本当なのかもしれないと思わせた。やがて、私たちは洞穴から外へ出た。冷たい空気が胸に入り込み、少しだけまともな気分になった気がした。辺りは暗く、空には星が瞬いていた。下から水音が聞こえる。星空を遮る山の輪郭からすると、どうやら深く切れ込んだ谷の下の方にいるようだ。谷の奥の方に朱色の明かりが幾つも見える。
　私たちは川沿いの細い道を進んだ。明かりに照らされているのは、谷から横に入った場所で、巨大な壁龕のように左右に岩壁が迫っていた。滝壷の跡のようにも思えるその場所には川から水が入り込み、小舟や筏が幾つも浮かんでいた。船溜まりの奥、岩壁に囲まれた石床は差し渡しも奥行きも四十イート（約十二メートル）ほどだろうか、辺りには幾つもの松明や篝火が焚かれている。高さは少なくとも八十イートはありそうだが、上部は闇に包まれている。雨避けなのか、木組みに草か板を張った屋根らしきものがあるようだ。
　左右の岩壁には柱や露台らしきものがあったが、岩を掘って造られたもののようにも見える。滝壷の跡を彫って造られた石窟なのだろうか。判読できない奇妙な文字らしきもの、鳥や獣、魚や虫、それに得体の知れない生き物を模った浮き彫りや彫像がそれらを飾っている。
　石床の中央は多角形の壇になっており、木で組まれた足場が立っていた。高さは七十イート（約二十一メートル）ほどだろうか。足場は布で被われている部分もあり、奥がよく見えないが、所々火明かりに照らされて鈍く光るものがのぞいていた。鉄か何か、そうした金物のように見えた。足場の上では何人もの男たちが立ち働いていた。金槌を振るう音や鑢でもかけているのか、耳障りな音が聞こえた。
「坊ちゃん、これは？」
　アレタクァの問いにシェミトはただ唸るだけだった。バラナクがぼそぼそと言った。
「夜だってのに、人使いが荒い連中だな」
　足場の立つ壇の上に長身の黒衣の男が立っていた。頭巾を目深に下ろし、その下には闇だけがある。ナイクロア皇子らしき姿はなかった。
　私たちは魔道士の前に引き出された。
「ガラクス・グロウル様、不逞の輩どもを連れて参りました。二人は〈墓石島〉で我らの邪魔をしようとした者です」
　黒衣の男の前には石造りの祭壇のようなものがあり、その上にファバーン剣が鞘に納められて置かれていた。
　帝国の魔道士はちらりと太古の魔剣に視線を落としたように見えた。地の底から響いてくるかのような声がした。
「また、遭うたな、探偵とやら。今宵はこの古き業物を我らに捧げんがために現れたのか。これは海に沈んだ彼の国のもの、古い古いものだ。だが、まだ生きておる。残り火がちろちろと燃えておる。御主はこれをどこで手に入れた」
「古道具屋で買ったのさ。安かったからね」
　ガラクス・グロウルは長衣からのぞく骨張った指をわずかに動かした。隣に立っていたシェミトが胸の辺りを押さえて苦しげにうめいた。
「儂を愚弄することは許さん」
「あんたがどういう人間かよくわかったよ。教えてやろう。もらったのさ、ファトランの戦士だという男に」
　シェミトは荒い息をしていたが、大丈夫だと私に目顔で伝えた。
「ファトラン？　すると御主も存在しない神——光、秩序、そういうもの——の戦士なのか」
　奇妙なくぐもった音が頭巾の中から聞こえた。どうやらそれはガラクス・グロウルの笑い声らしかった。
「さあ、そういう者になった覚えはない」
「では、何故我らの邪魔をする。無意味な戦いだということがわからぬ愚か者なのか。その剣を取って、我らのために振るうならば、新たなる帝国で栄達の道もあるやもしれぬぞ。我らは新しい秩序を作る。放埒と混沌に溢れた世界を建て直す。そう、我らこそ今の世のファトランということもできよう」
「屁理屈が得意だな。あんたが嫌いだから邪魔をするのさ。あんたも帝国とやらも新しい秩序とやらもね。もちろん古い秩序も好きじゃないがね」
　フィオレームが剣に手をかけ、一歩前に出た。
「我らの帝国を嘲弄することは許さん」
「やれやれ、耳の穴から毒虫でも入れられたか。君の新しい男はどうしたんだ、姿がないようだが。悪い薬が必要なのか」
　〈白銀と紫衣の剣士〉は剣を抜いて二歩三歩と詰め寄った。
「皇子様に何たる無礼を！　お前のせいで皇子様は臥せっておられるというに！」
「フィオレーム、気を静めよ。御主は新たな帝国の皇妃となる身、このような者の挑発に乗ってはならぬ」
　魔道士の言葉にフィオレームは剣を収めたが、私のことはにらんだままだった。変心しても気の強さは変らないらしい。
「二度、御主には機会を与えた。〈墓石島〉と、今ここで。だが、御主の愚かしさには変わりはないようだ。ならば、ここでその血と肉を新しい帝国のために捧げてもらおう。御主らは〈赤い騎士〉の血肉となるのだ」
　ガラクス・グロウルは大きな蜘蛛のような手指で背後の石窟を指し示した。すると、辺りを照らしていた松明や篝火が一際大きく燃え上がり、足場に囲まれているものを照らし出した。それは巨大な人型のものに見えた。足場とほぼ同じ身の丈のようで、板金鎧らしきもので全身が覆われていた。炎の明かりのせいなのか、鎧はやけに赤く見えた。赤銅色よりなお赤く、鈍い光沢を放っている。体の前で両腕で支えている長剣は三十イート（約九メートル）はありそうだ。
　胸甲の部分に扉のようなものがあり、大きく開いて中が見えた。骨組みのようなものと無数の管のようなものが絡み合っており、その奥に鉛色の塊が垣間見えた。
「これは……あの巨人戦士はこのための雛型だったのか」
　シェミトが驚きと恐怖に満ちた声を絞り出した。
「胸の奥にあるのは〈鉛の心臓〉か」
「おそらくは」
　炎はすぐに元の勢いに戻り、それ以上細かい様子を見てとることはできなかった。
　ガラクス・グロウルは低い声で周囲で立ち働いていた者たちに何事かを命じた。石窟の傍らに置かれていたものに松明の明かりが近づいた。それは血にまみれた半人間の死体だった。斬り裂かれた革鎧や傷痕からするとそれは先刻洞窟の戦いで私たちが倒した者たちのようだったが、大きな岩室で見た白い服を着た人間も幾らか混じっているようだった。
「見るが良い。帝国の建設のために命を落とした者たちは〈赤い騎士〉の血肉となり、死してなお偉大なる目的のために身を捧ぐのだ。その崇高な様を見よ」
　死骸は私たちのすぐ前に並べられた。血まみれの十数体の骸に足場の下部から引き伸ばされてきた何本もの管状のものが巻き付けられた。その端には太い針のようなものが付いており、それは口の中や傷口に押し込まれたり、むき出しにされた胸や首筋などに突き刺された。
　作業に当たる者たちは岩室で働いていた者たちと似た白い上下繋ぎの服を着ており、頭巾こそ着けていないものの、目鼻と口を白い面で被っていた。幾度も繰り返してきた仕事なのか、手際が良かった。
　仕事が済むと白服の男の一人がガラクス・グロウルに頭を垂れて、何事かささやいた。魔道士は並んだ死体を見回すような仕草をして、うなずいた。白服の者たちは下がり、黒衣の魔道士は骨張った指で印を結びながら低い声で呪文を唱え始めた。
　呪文は低いつぶやき声のようなものから始まり、次第に高まっていく。辺りの空気がひどく冷たいものとなっていき、声は耳を圧するような大きさとなる。だが、その言葉は聞き取ることができない。知らない呪文、聞いたことのない言葉というだけではなく、まるで耳も頭もその言葉を解することを拒むかのように、奇怪な音声が辺りに響き渡る。
　岩室で聞いた呪文とは異なる性質のようで、耳の奥に痛みが走ることはなかったが、それはおぞましい効力を目の前で現し始めた。
　横たわる死体が動き始めた。手足をひくひくと引きつらせ、頭がある者はそれを激しく左右に打ち振った。口からは血の混じった泡を噴き出し、うめき声のようなものさえ聞こえた。十を越える骸が地べたで踊るようにのたうち、うめいて泡を吹く様はおぞましいとしか言い様がなかった。
　私たちに刃を突きつけている帝国の兵士たちも、この光景を楽しんでいるわけではないようだった。眉間にしわを寄せ、悶える死体を見つめている。すぐ脇の軍服の男がため息を漏らした。明日は我が身とでも思っているのだろうか。
「何なんだ、これは。こんな恐ろしいことが……」
　アレタクァが押し殺した声は途中で途切れた。蠢く死体から白煙が上がり始めた。ひどく嫌なにおいがした。
　並んだ死骸が一瞬溺死体のように脹らんだかと思うと、急に痩せ細り始めた。死体に突き刺さった管が、中を何かが流れていくようにのたうち、震えた。奇怪な踊りが激しくなり、手足があらぬ方向に曲がり出す者もあった。
　足場の中で赤い光が明滅した。〈赤い騎士〉の何箇所もで、血のような色の光が瞬き、金物が擦れて軋むような音が聞こえた。
　巨大な鎧の騎士は足場と石窟の中で窮屈そうに身悶えしているように見えた。縛りつけられた者が縄から抜け出そうと体を捩っているようにも見えた。開かれたままの胸甲の奥では青白い光がゆっくりと明滅し始めた。
　足場の上にいた男が一人、何かに打たれたかのように悲鳴を上げた。男はもんどりうって、三十イート（約九メートル）ほどの高さから落下した。鈍い音がした。
　不意に隣でカルトーニア伯がうめき声を上げた。口を押さえて、背を丸めている。おぞましい光景に気分が悪くなったようにも見えたが、彼の片手には薬包らしき小さな紙があった。自称〈魔術師の弟子〉はアムアッサからの贈り物を使ったのだ。
　のたうつ死骸が急激にしぼみ始めた。肌からは艶が失せ、木乃伊のように皺だらけになっていく。
　落ちた男の体に引っ掛かり、死体からのびる管が一本途中で外れた。それは蛇のようにくねくねと蠢き、千切れた口から赤紫と朱の入り交じった光る液汁のようなものを撒き散らした。飛び散ったそれを浴びた兵士が叫び声を上げて身を捩る。液汁がかかったところからは白煙が上がり、兵士は悲鳴を上げながら石床を転げ回った。
　ガラクス・グロウルのものとは違う呪文が聞こえた。胸と腹を押さえて身を屈めたシェミトが絞り出すような声で呪文を唱えていた。
「グェサガムマ、ニクスイェヤ、ダ・ジョ・ガー！　我に応えよ！」
　呪文は半ばは聞き覚えのない言葉、半ばはウォモレン（共通語）で、唱えながらシェミトは次第に身を起こし、声も大きくなっていく。
「ロラストの山の〈太古の精霊〉よ、応えよ！　この〈力〉の濫用を許すのか！　山を、森を、水を、空を汚す〈力〉をこの黒き者に与えるのか！　龍巻よりも雷よりも洪水よりも強大なる〈力〉をこの邪悪なる者に贈るのか！　応えよ、古よりのものよ！　〈太古の精霊〉よ！」
　ディパル・シェミトは〈赤い騎士〉を囲む岩壁のさらに上、黒々とした夜空を見上げて大音声を発した。それはガラクス・グロウルの奇怪な呪文をもかき消すような力強いものと聞こえた。
　帝国の魔道士は印契を結んでいた手指の動きを止め、黒い頭巾の中からこちらを凝視した。頭巾の中に双眸が見えるわけではなかったが確かに闇の中からこちらを見る眼差しが感じられた。ガラクス・グロウルは呪文を中断し、長い指でつかみかかるようにこちらに腕をのばそうとした。
　一陣の風が吹き、炎の明かりが大きく揺れた。魔道士の黒衣がはためき、その姿は水紋越しに見るように揺らめいて見えた。
　私は胸元に熱を感じた。落葉の護符が熱を持っている。それは〈墓石島〉で感じた時よりもずっとはっきりしたものだった。熱さのあまり服の上に引き出すと、護符は桃色と金色の入り交じった光を放っていた。葉脈に沿って、小さな光の粒が走っているようにも見えた。
　風が谷間を吹き荒れ、松明の炎が大きく揺れる。篝が倒れて燃える薪が散らばった。兵士たちも半人間たちも明らかに動揺し騒めきが広がった。ことに半人半妖の者たちは何かに脅えたような様子で、ウォモレンではない言葉を口走り、夜空を見上げ、祈るような仕草をみせる者もあった。
「うろたえるな！　その男を黙らせよ！」
　フィオレームが再び剣を抜いて叫んだが、激しく揺れる明かりに照らされたその顔にも不安の色が見えた。
　後ろに控えていた兵士がシェミトにつかみかかろうとした。だが、私が刃向かおうとする前に風が兵士を打った。巨人が狙いすませて息を吹いたかのように、兵士は吹き飛ばされて尻餅をついた。
　同様のことがガラクス・グロウルにも起こっていた。風が魔道士に巻き付くように吹き荒れ、印を結び呪文を唱えることを阻もうとしているかのようだった。土埃や朽葉を巻き上げる旋風の中で、黒衣の魔道士の姿が大きく揺らめく。
　私は引き止めようとする兵士に肘打ちを食らわし、祭壇に置かれたファバーン剣に飛びついた。鞘の隙間から緑色の光が漏れている。柄を握ると痺れるような感覚が瞬時に腕に伝わり、胸の護符の熱とぶつかり合い融合し、異様な高揚感となって全身に広がった。
　私は祭壇の上に立ち太古の魔剣を抜いた。刀身の神秘文字は青みがかった緑色に輝き、刀身全体が緑の炎を発しているように見えた。
　私は剣を振りかぶり、祭壇の上から帝国の魔道士に跳びかかった。振り下ろした刃が黒衣の男を翻弄する旋風に打ち当たった。
　何か重く硬いものを斬ったかのような手応えがあった。緑色に光る刃は青緑と金赤の火花を散らし風の渦を半ばまで斬り裂いたが、ガラクス・グロウルまでは届かなかった。見えない力が私を押し戻し、魔道士を私から引き離した。一瞬、旋風が敵を守っているかと思えたが、ガラクス・グロウルは渦巻く風の中で振り回され、呪文を唱えることも渦から逃れることもできないようだった。それは獣が自らの獲物を奪われまいとしているようにも見えた。
「スナブ・ランケン！　どこまで邪魔を！」
　激昂した〈白銀と紫衣の剣士〉が突進してきた。打ち下ろされる長剣を受け止め、押し合う。間近で見るフィオレームの顔は怒りに強張っていたが、紅潮した頬と血走った目がかえって生々しい艶色を浮かび上がらせた。体内を巡る高揚感がそうさせるのか、寝所での彼女の姿態と声、肌の温みが心中に蘇るような気がした。
「僕が勝ったら、もう一度寝てくれるかい」
「ふざけるな！」
　フィオレームは女とは思えない膂力で私を押し切ろうとしたが、私は身をかわして斜めに逃げ、追いすがる彼女の剣を打った。当たり具合が良かったのか、活性化した魔剣の力なのか、フィオレームの剣は半ばで折れた。
「僕の勝ちかな」
　〈白銀と紫衣の剣士〉は私の言葉など聞いてはいなかった。すぐさま腰の短剣を抜き、半分の長さとなった長剣と二刀流で斬りかかってきた。師匠のネクツァン・カサラ同様、恐ろしい速さで舞うように刃を突き入れてくる。
　私は矢継ぎ早に繰り出される攻撃をかわし、受け止め、反撃した。その間にも谷間に風は吹き荒れ、空からは雷鳴が聞こえてきた。
　アレタクァとバラナクも打って出たようだった。兵士の剣を奪い取り、振り回している様が視界の隅に見えた。シェミトはまだ天を仰いで呪文を唱えている。アムアッサの秘薬の効能はいつまで続くのだろうか。
　フィオレームの鋭い突きに危うく肩を貫かれそうになり、私は後退した。足下の何かを踏みつけ体勢を崩す。次の攻撃が頭をかすめる。身を反らしてかわしたが、私は仰向けに倒れた。
　石床についたはずの左手が別のものに触れた。生暖かくぬらりとした細長いものが心臓のように脈打っていた。それは供物とされた骸と〈赤い騎士〉をつないでいる管状のものだった。
　躍りかかってくるフィオレームに足蹴りを食らわし、私は立ち上がりざま足下の長虫のようなものに斬りつけた。護謨のような手応えがあったが、それは切断された。ガラクス・グロウルの呪文が中断されているからか、先刻のような勢いはないが、切り口からは紫じみた赤と桃色が入り交じった光るものが飛び散った。魔剣の刀身はそれを弾いて火花を散らした。
　光る滴はフィオレームにもかかり、薄紫の胴鎧から白煙が上がった。苦悶の声を上げて彼女は後退った。
　私は目についた蛇のような管を次々と切り払った。できるだけ低い位置で切ったが、風で飛び散った液汁が長沓にかかると焦げたようなにおいと煙が出た。足場の奥で〈赤い騎士〉の巨大な鎧が嫌な音で軋んだ。それは不満と苦痛のうめき声のようにも聞こえた。
　雷鳴が激しくなった。紫色の稲妻が夜空を幾度も走り、石窟の前の戦いを照らし出した。アレタクァとバラナクはレネヴェイトとシェミトを守って奮戦し、辺りには死体の山が築かれていた。若い剣士は力なく座り込んでいる。隠秘学者は立ってはいたが、薬が切れたのか、うなだれてふらついているようだ。
　半人半妖の者たちの姿はほとんどなかった。吹き荒れる風と鳴り響く雷鳴に〈太古の精霊〉の力を感じて逃げ出したらしい。
　フィオレームの胴鎧には穴が開き、血が滲み出していたが、戦意は失っていなかった。石床を私の方に近づこうとするが、管から流れ落ちる光る液汁に行く手を遮られている。
　ガラクス・グロウルは旋風に翻弄されて石窟近くの岩壁に追い込まれていた。私はそこへ向かおうと足を踏み出そうとした。〈太古の精霊〉とやらは私に獲物を譲ってくれるだろうか。胸元の護符はまだ熱と光を発していた。
　その時、凄まじい音とともに紫じみた電光が眼前を走り、私は弾き飛ばされた。全身を巨大な手で殴られたようで、身動きできなかった。青臭さと焦げ臭さが入り交じったようなにおいが辺りに立ち込めた。
　どうにか立ち上がると、ガラクス・グロウルのいた辺りの岩壁が崩れていた。近づくと焦げ臭いにおいが強くなった。風は弱まり、雷鳴も弱まったように感じられた。
　崩れた岩塊の上にぼろぼろに焼け焦げた布きれらしき物が落ちていた。私はそれを剣先で引っかけ、持ち上げた。刀身のファバーン文字が緑色に明滅を繰り返した。それは帝国の魔道士がまとっていた物のように見えた。
　私はそれを祭壇の上へ掲げた。
「見ろ！　ガラクス・グロウルは死んだ！　雷に打たれて死んだ！　帝国が蘇ることはもはやない！」
　残っていた兵士たちの目が焼けた襤褸布に向けられた。岩壁の影や窖の中からも視線が集まっているような気がした。
　フィオレームは短剣と折れた長剣を握ったまま、放心したように風に揺れる黒衣の残骸に目を注いだ。
「莫迦な……ガラクス・グロウル様が……」
　大きな溜め息が聞こえた。それは剣先の襤褸布を見上げていたカルトーニア伯の口から漏れたものだった。シェミトはひどく痩せこけたようで、丸い目が落ち窪んでいるかのようにさえ見えた。自称〈魔術師の弟子〉は膝を折ってその場に倒れ込んだ。
　風は止み、雷鳴も遠ざかっていた。私の胸の落葉の護符は光を失い、わずかな温かみだけが残っていた。
　雷が落ちた場所の崩れた岩の下で何かが蠢いていた。小さな石塊が転がり落ち、次いで人の頭ほどの岩塊が音を立てて転がった。赤黒い泡のようなものが岩の隙間から少しずつ噴き出した。その中から細長い節くれ立ったものが一本、また一本と現れる。どうやらそれは帝国の魔道士の指のようだった。
　古き魔剣の神秘文字はほのかに緑光を放ってはいたが、この怪異を目前にしても握った手に強い感覚は流れてはこなかった。先刻の高揚感はすでにどこかへ消え去っていた。
　私は石窟の壇上からアレタクァたちの所へ走った。
「逃げるんだ！　奴はまだ生きている！　二人を頼むぞ！」
　私は呆然としている枯草色の軍服の男たちの間に斬り込んだ。魔力の昂ぶりが消えても、剣の斬れ味が鈍るわけではなかった。立ち向かう者は斬り捨て、船溜まりへの血路を開いた。アレタクァとバラナクがそれぞれシェミトとレネヴェイトを抱えるようにして後に続く。
　背後から泡立つ音が聞こえてくる。同時にひどく嫌なにおいと冷気が押し寄せてくる。追いすがる兵士を斬った拍子に後ろを見ると、血の色の泡の中から黒い影が立ち上がろうとしていた。それはまだはっきりとした言葉は発せないようで、低くくぐもった声が何事か呪詛めいたうめきを発している。異様に長い大蜘蛛のような手指が宙をかきむしるように蠢く。黒い影の輪郭は人間と呼ぶにはあまりにも歪んだ戯画のようだった。
「おお！　ガラクス・グロウル様！　生きておられる！　その者たちを逃がすな！」
　〈白銀と紫衣の剣士〉の上ずった声が聞こえた。生き残りの兵士たち、それに隠れていた半人半妖の者たちが動き出した。
　アレタクァとバラナクが手近な一艘の小舟に手負いの二人を乗せた。私は突進してきた軍服の男の頭を二つにかち割った。血飛沫を浴びながら、舫い綱を切る。アレタクァが櫂で水底を突くと舟は谷底の川へと動き出した。
「駄目だ、あれを壊すんだ、あれを……」
　シェミトがうわ言のように言う。
「坊ちゃん、今は無理です」
　山荘の番人が心配そうな声を出す。
「あれを壊さなければ……」
　カルトーニア伯は震える指先を宙に彷徨わせた。
「ディパル・シェミト、今は生き長らえることだ」
　私が声をかけるのと同時に隠秘学者は気を失った。
　追手が来るかと思ったが、石窟の前では別のことが起こっているようだった。血のように赤い光の中で、黒い影が動き回り、恐怖に満ちた絶叫が聞こえた。肉が裂け骨が砕ける音がした。獣じみた咆哮も聞こえる。ガラクス・グロウルは配下の者たちを襲っているのだろうか。
　小舟は石窟の谷間から川の本流へと出た。急に速くなった流れに乗り、舟は大きく揺れながら川下へと向かった。
「バラナク、レネヴェイトは？」
「虫の息ってやつですかね」
　低いしゃがれ声が素っ気なく答えた。
　風は止み、雷鳴も聞こえなくなった。水音だけが船底を打ち、左右の岩壁に響く。わずかな星明かりしかない闇の中を舟は進んでいった。
 
 
　　　　十三
 
　奇跡のように小舟は岩に激突することもなく、私たちは川に投げ出されずに朝を迎えることができた。川は次第に幅が広がり、流れも緩やかになった。朝日の温もりを背に感じて、幾らかまともな気分になってきたが、船底に横たわっている二人はそうではなさそうだった。
　シェミトは青ざめた顔をして時折うわ言を口走った。秘薬の効き目の名残がそうさせるのだろうか、それは何かの呪文のようにも祈祷の文言のようにも聞こえた。
　レネヴェイトは出血こそ止まっていたが、土気色の顔で動かなかった。脈はあったが弱々しく頼りないものだった。
　アレタクァは櫂で近くの岩を突き、巧みに舵を操った。バラナクが感心しているのか、皮肉っているのか、よくわからない口調で言った。
「あんた、猟師なのに舵取りも得意なのか」
「樵の手伝いでな、筏を操ったことがある。獣だけじゃねえ、魚だって獲るのさ」
　猟師は少しだけ得意げに答えたが、隊商の男は「そういうもんかい」とだけ返した。
　私は日が昇る空や左右の岩壁と木立に目を配ったが、追手が現れる様子はなかった。ガラクス・グロウルがどれほどの痛手を受けたのかはわからないが、今のところは討っ手を差し向ける余裕はないのかもしれない。
　幾許かの安堵を感じていると、どこから現れたのか、一羽の鳥が頭上を舞い始めた。大きな鷲のような鳥だが、鴉のように漆黒に見える。大鳥は二度三度、頭上に円を描くと、南の方へ飛んでいく。
「奴らの使いか。弓があれば射落としてやりたいところだが」
　バラナクが空を見上げて、矢をつがえる仕草をした。アレタクァは手庇をして奇妙な鳥の行方を目で追った。
「あれはもしや……」
　猟師がそう言いかけた時、舟が激しく何かに打ち当たった。水飛沫が上がり、小舟はひっくり返りそうになったが、何とか持ちこたえた。水をかぶったシェミトがうめき声を上げたが、若い剣士は無言のままだった。
「くそ！　水底の岩か！」
　アレタクァが毒づく。
「おい、水が漏れてるぞ！」
　舳先近くにいたバラナクが叫んだ。見れば、船板に裂け目ができ水が噴き出していた。私たちは上着を脱いで板の裂け目に詰め込んだが、水を完全に止めることはできなかった。
「岸に着けられるか」
　艫のアレタクァに訊くが、答えは不確かなものだった。
「やってみるが、流れが妙に速い！」
　確かに川の流れは勢いを増し、川幅も幾らか狭まっているように感じられた。
「おい、どうどう音がするぞ。滝じゃねえのか！」
　バラナクが足で割れた船板に詰め込んだ服を押さえながら、行く手を指差した。
「畜生、この襤褸船め！」
　アレタクァは必死の形相で舵に取りついていたが、小舟は流れに翻弄され一向に岸に近づこうとはしなかった。滝の音と思しき低い轟はどんどんと大きくなった。行く手に白い霧のようなものが見えるのは滝から舞い昇るものだろうか。
　流れが急に激しく速くなった。水音はもはや轟音だった。川面はすぐ先で途切れて靄に霞んだ空が見えた。
　その空に私たちは投げ出された。身体が宙に浮き、一瞬妙な心地よさを感じたが、すぐさまそれは恐怖に取って代わられた。水飛沫の中を恐ろしい速さで私は落ちていった。
　だが、滝壷に叩きつけられる衝撃は訪れなかった。何か柔らかいものに身体は当たり、深く沈みこんで、また弾かれて宙に浮いた。それが幾度か繰り返され、私は奇妙な網のような物の中に自分がいることに気がついた。それはところどころ淡い黄色や朱色の斑がある白い目の細かい網状のもので、柔らかく幾らかべとつきがあった。縄や蔓草、そうした人の手で編まれた物とは思えなかった。
　滝の音はすぐ側で響いていた。足下には泡立つ滝壷とばらばらに壊れた舟が見える。まわりには私が捕らえられているものと同様の水滴型の網が幾つか揺れていた。頭上には滝壷を横断するように白い綱状のものが何本も張り巡らされ、網はそこから吊り下げられているようだった。
　白い網が大きく揺れた。綱とは違う白い棒のようなものが頭上を動き、それが私の入った網を岸の方にたぐり寄せた。棒状のものには幾つも節があり、巨大な蜘蛛か虫の脚のようにも見えた。
　滝の側の幾らか平らになった岩場に私は下ろされた。白い脚らしきものの先端の鉤爪がゆっくり降りてきて、網を裂いた。私は粘つく白い網をかきわけて外に出た。滝の脇の深い茂みの中に十イートはあろうかと思われる何本もの白い脚が消えていくのが見えた。赤く光る幾つもの目らしきものが葉叢の影に垣間見えた。
「あれは陽の差す場所は好きではないのだ」
　岩場には焦げ茶色と緑の襤褸をまとった老婦が立っていた。
「ナディ媼！　助かった、恩に着るぞ」
　白い網から出てきたアレタクァが大声を出した。バラナクはべとつく網が手に絡まり、出るのに苦労していた。残る二つの網は裂け目は開いてはいるものの中の者は動かなかった。
　オレンナディは二つの網の中をのぞき込み、手を差し込んで身体に触れ、うなずいたり首を捻ったりした。
「ふむ、危うい薬を使ったな。まあ、しばらくすれば息を吹き返すだろうて。こっちの若いのは、さて、どうしたものか」
　レネヴェイトの入った網の裂け目を老婦は起用に手でつなぎ合わせ、私とバラナクが採ってきた二本の枝に端を絡ませるとそれは即席の担架となった。私たちがそれを持ち、アレタクァがシェミトを背負った。
　オレンナディの小屋までどこをどう歩いたのか、よく覚えていないのは疲れ果てていたからか、あるいは老婦が道すがら時折唱えた呪文——痕跡を消すためのものだろうか——のせいなのか、それでも夕刻前には渓流の上に立つ苫屋にたどりついた。
　そこにシェミトとレネヴェイトを運び入れ、私とバラナク、アレタクァはカルトーニア伯の山荘に行き、泥のように眠った。
　目が覚めた時には陽は高く昇っていた。猟師の姿はなかった。私とバラナクはオレンナディの小屋へ向かった。体中がひどく痛かった。
　媼の家の前ではアレタクァがすでに一仕事終えたのか、火を焚いて鳥か何かを炙っていた。私は猟師の頑健さに驚くとともに自分がひどく空腹なことに気がついた。
　火のまわりの倒木にシェミトが腰を下ろしていた。目の下にひどい隈ができ、ぼんやりとした様子だった。
「ディパル・シェミト、大丈夫なのか？」
　隠秘学者は私とバラナクに気づかないかのように燃える火を見つめていたが、少し間を置いて独り言のように言った。
「ああ、何とか。魔術を使うとはこのように消耗するものなのか。私は魔道士には向いておらんかもしれん」
「あそこで〈太古の精霊〉に助けを求めたのは良策だったじゃないか」
　シェミトは抑揚のない声で「ああ」とだけ答えた。
「レネヴェイトは？」
　私はアレタクァに向かって訊いた。猟師は肉を刺した櫛を動かしながら答えた。
「ナディ婆さんが付きっきりで何かやってますね」
「助かるのか、あの若造」
　バラナクの問いに猟師はわからないと言った。
「中に入るなと言われてるもんで。時々妙な声が聞こえるんで、何かそういうことをやってるんでしょう」
　小屋の扉が開き、オレンナディが姿を現した。
「鳥は焼けたか、腹が空いた」
「媼、レネヴェイトの具合はどうだ？」
　老婦はアレタクァが切り分けた肉に齧りついた。百を越えているらしいが、歯が欠けている様子はなかった。
「うむ、死にはすまい。危ないところではあったがな」
「いつ動けるようになる？　我々はサンジェリィに戻らなければならない」
　オレンナディは渋い顔で首を横に振った。「当分無理だ。かなりの血を失っておる。人間もどきの牙から幾らか毒も入っておるようだ。傷が癒えて落ち着くまでしばらくかかる。それまで儂が預かる。お前たちは都に戻って、為すべきことを為すがいい」
「ナディ媼、ここは大丈夫なのか。村にも軍服の奴らがうろついていた。奴らが襲ってきたら……」
　猟師がいささか不安気な声を出した。
「話はカルトーニアの坊主に聞いた。お前たち、なかなか踏ん張ったではないか、〈精霊〉に感謝すべきことではあるがな。ガラクス・グロウルは自らの肉を取り戻すのに、しばし時間を割かねばなるまい。ナイクロア皇子も恐らくは某かの痛手を受けたはずだ。しばらくは派手には動けまい。ここは様々なもので守られておる。あちこちに見張りもおる」
　私は鷲とも鴉ともつかない大鳥や網を張り我々を救ってくれた白い生き物——なのだろうか——を思い起こした。同時にアムアッサの館を守護する沼の主も脳裏に浮かんだ。ナディ媼と沼地の占い師には、共通する何かがあるのだろうか。老いたアムアッサの姿というのは、想像し難いことだったが。
　私たちは翌朝、サンジェリィに戻るため山荘を出立した。
「坊ちゃん、お元気で、くれぐれも無理はせんことです」
　アレタクァはシェミトとの別れに感傷的なものを感じているようだった。
「ああ、そうするよ。レネヴェイトと媼を頼んだぞ」
　猟師はうなずき、大きな手でシェミトの手を握った。カルトーニア伯はまだ秘薬の影が体に残っているようで、覇気があるとは言えない声で答えた。
　バラナクが御者台に座り、馬車は山道を走り始めた。
　　　　Ⅱ
 
　　　　十四
 
　白銀街道に出るまでは、バラナクは用心深く行きとはまた違う間道を選んで進んだ。オレンナディ媼の言う通り、クァロニアン党は自らの事で忙しいのか、追手は現れなかった。
　街道沿いの小さな町の宿で食事を摂っていると不穏な噂話が聞こえてきた。一つはサンジェリィで疫病が広がっているというものだった。咳から始まり高熱が出る。それから赤黒い斑点が肌に現れ、衰弱して死に至るのだという。
　もう一つは付け火が頻繁に起きているという話だった。強欲な商人の家や権勢を振るう役人や民議員の屋敷、喜捨で金をため込んだ寺院が狙われているのだという。ノップラントは南部局に籠城を続けており、警邏隊は動きが鈍く、犯人を捕らえられないらしい。
　ゲイルゼンが牢から脱出したという噂は聞こえなかった。ホッピーズはまだ主を奪還できていないのか、あるいは表沙汰になっていないだけなのかはわからなかった。
　白銀街道を南に進み次の町に入ると、また別の噂も耳に飛び込んできた。それは〈旭日隊〉に関する奇妙な話だった。彼らは帝国復興を唱える集会を重ねていたが、そこで流行り病に効くという薬を配り出したのだという。クァロニアン帝国に伝わっていた秘法で作られたその水薬を飲めば、恐ろしい疫病も完治するのだという。〈旭日隊〉は只同然の値段でその薬を配り、集会が行われる広場には大勢の人々が集まっているという話だった。
「そいつぁ、自作自演の詐欺商売じゃねえか。盗賊と護衛、二手に分かれてやるやつだ」
　バラナクが陶の酒杯から泡立つシェアを飲み干して言った。
「やったことがあるのかね」
　シェミトが訊くと隊商の男は「いやあ」と曖昧に答えて、女給に二杯目のシェアを注文した。
「ふむ、そう言えば発火筒と喞筒は同じ職人が作っていると聞くが……」
　カルトーニア伯は幾らか顔色もよくなり、葡萄酒をちびちびとすすっていた。
「奴らが病を流行らせて、薬も配っているということか」
「火事の現場でフィオレーム嬢がゲイルゼンの油樽を見つけ、子どもを助けたのと同じ手口だろう。例の黒のニケンジェとかいう鼠人間が絡んでいるのかもしれないが、証しがないことにはな」
　シェミトは顔をしかめて赤い酒が入った硝子の杯を見た。
「随分と渋い酒だな」
　私はディコンが注がれた自分の酒杯を振って見せた。
「こっちは妙に煙い」
　バラナクが口のまわりについた泡を拭った。
「妙なにおいだ」
　私たちは顔を見合わせた。シェミトが肩をすくめて言った。
「疑心暗鬼というやつだな」
「帝国印の水薬をどうぞ。今なら半ダズン」
　私が言うとバラナクが四角い顎を突き出して、皮肉な笑みを浮かべた。
「あくどい商売だな」
 
 
　サンジェリィへは人の多いロウノドル門を避け、少し南に回って鶏冠門から入った。鶏や卵を商う市場が近くにあったが、人気は少ないように感じられた。
　街中を進むと鼻と口を布で覆った者が目立った。コラプリスのヴィンズク寺院に向かう途中で葬儀の列に出会った。白い布を巻き付けられた棺を運ぶ人々も、喪服をまとった親族らしき者たちも覆面をして手袋をはめていた。道行く人々はその葬列を避けるようにしていたが、同時にまた好奇の目で見ているようにも思われた。
　コラプリスもまた顔の下半分を白い布で覆っていたが、その布には朱色で二重の方形印が押されていた。
「おう、お主たち無事で戻ったか。流行り病には気をつけた方が良いぞ。昨日もスキドゥルの救民院で患者が出たという話で大騒ぎだった」
　住持は祭壇の脇に積んであった白い布の束を私たちに差し出した。
「どうかな、ヴィンズク様のありがたい印付きの覆面だ。安くしておくぞ」
「相変わらずこすっからい商売をしているな」
　バラナクは覆面を手で払うような仕草をした。
「そう言うお主はなんだ。手下に盗賊の真似事をさせて護衛の代金を上積みさせていたのは、どこのどいつだ」
　二人はどうやら旧知の間柄のようだった。
「俺は業突く張りの商人から幾らか余計に支払ってもらっただけだ。お前は信心深い貧乏人から小銭をふんだくっている」
　コラプリスは覆面を取って、唾を飛ばしながら言い返した。
「莫迦を言え。儂は金持ちからはそれなりのものを頂いている。これを見ろ」
　海賊上がりの僧侶は祭壇に上がっていた赤い布包みから別の白い覆面を取り出した。それには金糸の縁飾りが付いており、四角い印も一回り大きい。何か文字らしきものも書き込まれていた。
「こっちは祭壇で三日三晩香を薫き込め、心を込めて祈祷したもの、特別な法力が備わっている。大商家の奥方やアイトーネ街のご令嬢などにも人気がある。こっちは負けんぞ」
　バラナクは高級な覆面を見て鼻で笑い、コラプリスもにやにやと相好を崩した。
　しばらくすると相前後してホッピーズとネクツァン・カサラが寺にやってきた。女師範は私たちの顔ぶれを見るなり、硬い声で尋ねた。
「レネヴェイトはどうした？」
「傷を負った。山裾で匿われ静養中だ」
　カサラの顔が曇った。
「命は？」
「大丈夫だ。腕の立つ呪医がついている」
　シェミトが答えたが、女師範の不安は消えないようだった。
「呪医だと？　サンジェリィで真っ当な医者にみせた方が良いのではないのか」
「動かせる容体ではなかった。それに呪医といっても、怪しげな祈祷師とは違う。十分な経験と知恵のある者だ」
　私はホッピーズにゲイルゼンは奪い返したのかと訊いたが、〈夜の執事〉は浮かない顔だった。
「まだだ。ブルセンカーズの畜生め、北部局から王宮の中の牢にお頭を移したらしい」
「生きているんだな」
「裁判にかけてクァロニアン党に抗う者への見せしめにするつもりなんだろうよ。そっちの首尾はどうだったんだ。奴らの根城に行き着いたのか」
　私たちはロラストの山での出来事を話した。
「ほおっ、なかなかやるじゃねえか。するってえとあの魔道士野郎もしばらくはご静養ってことか」
　ホッピーズは手を叩いて喜んだが、ネクツァン・カサラは表情を緩めなかった。フィオレームとナイクロア皇子の関わりの件では、彼女は拳を握りしめた。
「ガラクス・グロウルが力を取り戻すのにはどれくらいかかるのか」
「それはわからない。二百年も生き長らえている怪物だ。奴が仲間の兵士や半人間を襲っていたのだとすれば〈移し身の術〉か〈仮肉の術〉を使って肉体を取り戻すつもりなのだろう。長の年月もそうした術で命を保って来たのかもしれない。だが、どちらの術にせよ、詳しいことはわからない。そういう秘術があったということが伝わっているだけだからな」
　ディパル・シェミトが首を横に振りながら答えた。
「帝国の御曹司も半病人、怪しげな〈力〉とやらを絞り出す絡繰りもぶっ壊してきたんだろう。少しは時が稼げるだろう。その間にお頭を取り戻してやる」
　ホッピーズは楽観的にものを考えたい様子だった。
「その時というのがどれほどなのかだ。〈赤い騎士〉とかいう化け物を押し立ててサンジェリィに攻め寄せるつもりなら、それに抗する軍勢が必要だろう。だが、警邏隊は混乱しているし、軍隊がどれほど動くのかもわからない。ゴークシー外務卿はゲイルゼンから賂を受け取っていたとしてテリオム内務卿の失脚を狙っている。そうなれば陸兵もゴークシーの配下になる。軍隊の中には〈帝国〉に莫迦げた憧れを持っている奴らもいるからな」
　女師範は胸中の憤りを抑えて冷静に振る舞おうとしているようだった。
「ヌートロップは何をしているんだ。宰相はゴークシーを抑えられないのか」
　シェミトの問いにホッピーズは肩をすくめた。
「ヌートロップ？　あいつは駄目だ。遺跡を掘り出すのに理解があるから王に重用されているが、根っからの日和見野郎で、今も様子見を決め込んでいる。表向きは疫病封じに力を尽くすなどと言っているが、もし〈旭日隊〉が配っている水薬で疫病退治ができるとなれば、そっちにつくだろうよ」
　隠秘学者は溜め息をついて唇を噛んだ。
「ノップラントはまだ南部局で持ち堪えているのか」
　今度はネクツァン・カサラが答えた。
「今のところは。南部局の警邏たちが局のまわりを固めている。元々南部局の警邏たちは北部局とは——というかブルセンカーズとは——折り合いが悪いから、奴の言いなりにはなりたくないのだろう。南部局長は賂役人や街のならず者を捕らえて、それなりに人望もあるから、街の者から差し入れもあるようだ。ブルセンカーズも警邏隊同士の衝突は避けて様子見らしい」
「今のところは、という話だぞ。これを見てみろ」
　コラプリスが新聞を何部か私たちの前に投げ出した。そこには派手な見出しが躍っていた。『奇跡の霊薬！　〈帝国〉の秘法がサンジェリィを救う！』『百万ダズンの賄賂！　テリオム内務卿、ゲイルゼン商会から』『腐敗を糺せ！　新たな〈帝国〉による世直しを！』云々。
「どれも〈旭日隊〉に買収されているのか？」
　新聞は『サンジェリィ景況』だけではなかった。『リゼル時事報』もあれば『風聞真相』もあった。
「それだけではないようだな。街の者たちの様子を見て、売れそうなことを書く。どこまで本当でどこからがでたらめなのか、わかったもんじゃない。こういうものに扇動されて風向きが変るかもしれない」
　コラプリスが並べた新聞の中にヨーコックのものはなかった。「真実をあなたに」は健在なのだろうか。
「何が奇跡の霊薬だ！　俺は疫病は奴らが流行らせてると踏んでるぜ！」
　ホッピーズが苦々しい顔で言う。
「盗賊と護衛、発火筒と喞筒か」
　バラナクが片頬だけで笑った。
「証しはあるのか」
　シェミトが訊くとカサラが首を横に振った。
「こんな都合よく疫神がお出ましになるかよ！　大方、井戸に毒でも放り込んでるんじゃねえのか！　いっそそういうびらでも撒くか、いや、新聞の方がいいか。こっちに転ぶ新聞屋はいねえのか」
「それでは奴らと同じだろう。確かな証しもないのに、そんなことを書き立てる新聞屋はすぐに向こうにも転ぶだろう」
　私の言葉にホッピーズは不満げな顔だった。
「宮廷魔道士はどうしているんだ。ゲイルゼン邸までわざわざ出張るほど、クァロニアン党に危機感を感じていたのではないのか」
　シェミトが苛立ちを含んだ声で言った。
「そこはわからない。クァロニアン党に屈するとは思えないが、王宮内の動きはつかめない。少なくとも表立って何かをしている様子はない」
　カサラが抑えた声で答えた。しばし、私たちは沈黙した。ロラストの山で幾許かの時間は稼げたのかもしれないが、その貴重な時に打つべき手が何であるのか、よくわからなかった。
　不意にバラナクが口を開いた。
「あの〈赤い騎士〉とやらは山から歩いてくるのか。幾らでかいとは言っても結構な道程だと思うがな」
　私は船溜まりにつながれていた幾つもの筏を思い出した。
「幾つもに分けて筏で川を運ぶのかもしれない」
「滝はどうするんだ」
　シェミトが疑問を呈した。
「手前で降ろして陸路か、別の流れに入るのかもしれない。真夜中で見えなかったが、そういう場所があったのかもしれないな」
「ふむ、それで街道筋まで行き、後は荷馬車か」
「あるいは河口まで行き、船に積み替えて海路という手もあるかもしれないな」
　ホッピーズが膝を叩いて言った。
「よし、バラナク、お前は白銀街道筋の手の者に命じて、怪しげな荷物を見張れ！　川港のあるラーラク辺りか、もう少し小さな揚げ場かもしれねえ。ワイニムの港はこっちで手を回そう」
　バラナクは渋い顔でうなずいた。
「全部は無理ですぜ、〈夜の執事〉殿よ」
「そんなこたぁ、わかってる！　お前の息の掛かった盗賊連中を動かせよ！」
　バラナクは低い声で答えた。
「やってみますがね、見張るだけでいいんですね。切った張ったやるんなら、妖術使いでも呼んでもらわねえとね」
　シェミトが首と手をぶるぶると振った。
「私は無理だぞ。あの薬は確かに驚くべき効能があったが、あれを繰り返していては命が持たない」
「旦那のことじゃありませんよ。トリプロ街かどっかにこっちの味方につく魔道士か何かはいねえのかってことですよ」
　バラナクの言葉はホッピーズに向けられたものだった。
「うちはそういう手合とは付き合いがねえんだよ。船乗りはそういうのとは関わらねえ。堅実な商売をしてるんだ」
　ホッピーズは矛先を私に向けた。
「おい、探偵、お前の方がその手の連中に馴染があるんじゃねえのか。その危ねえ薬をくれた奴はどうなんだ」
　自分は局外者だと言ったアムアッサの言葉が思い出された。手助けはするが、この戦いは私が、いや、私たちが戦うものだという意味なのだろうか。
「その手の連中は大体において、世事には関わらないものだ。戦乱が続く東部ならいざ知らず、今のサンジェリィにそうしたことに関わろうとする魔道士妖術師がそうそういるとも思えないな」
　ホッピーズは舌打ちをしたが、さして残念そうな顔には見えなかった。
「とりあえず見張れ。おかしな動きがあったら、すぐ報せろ！　けちらず早馬を仕立てろよ！」
　バラナクは黙ってうなずいた。その話はそこで終わりになりそうだったが、私はあることが気になり出した。
「奴らは〈鯨潜艦〉を使うかもしれないな」
「何だそりゃあ、鯨の化けものかい」
　コラプリスが湯気の立つマシュウ茶を茶碗に注ぎながら言う。
「そうかもしれないが良くはわからない。鯨のような姿をした生きた船だ。海の中に潜ることができる。あれを使って〈赤い騎士〉を運ぶことも考えられる」
　元海賊の住持は茶をすすって、信じ難いという風に首を振った。
「鯨に飲まれたけど、吐き出されて命拾いしたっていう話は聞いたことがあるがな。いや、腹の中で暮らしたのか、あの話は」
「あの化け物船に潜って行かれたんじゃ、見つけるも何もありゃしねえじゃねえか」
　ホッピーズが毒づき、シェミトは腕組みをして天を仰いだ。
「〈墓石島〉で見た限りでは、あの船はさほど巨大なものではなかったように思うが、どれほどの物を運べるのだろうか」
　自称隠秘学者の問いに私はわずかに知っていることを答えた。
「港でヴィヴィセス・グロウルが逃げ込んだ時には六十イート（約十八メートル）ほどに見えた。水面から上の見えている部分が、ということだが」
「ふうむ、そもそも本当に生きた怪物なのか、それとも鯨を模した船なのか、あるいはそれらが一つになったものなのか。船倉があるのかどうかもわからん。いや、胃の腑に飲み込むのか」
　バラナクが溜め息交じりに言う。
「どこに荷を入れるのか知りませんがね、海に潜る船だって荷の積み下ろしはするんでしょう。こっちができることは同じじゃねえんですかい」
「そりゃあ、そうだがな。だが、夜陰に乗じてあれで人気のない入江なんぞに入られては……」
　ホッピーズは更なる不安を口にしたが、バラナクが押し止めた。
「切りがありませんぜ、〈夜の執事〉殿。できることをやりますよ」
　ホッピーズは珍しく気圧されたようで、次の懸案に話を切り替えた。
「〈緋の兄弟団〉の方はどうなってるんだ」
　〈夜の執事〉の問いはネクツァン・カサラに向けたものだった。
「マルサールとはつながっている。そこから幾つかの職人組合やシュヌベル大学の学生結社にも話は行っている。今のところ、できるのは集会潰しの遊撃戦ぐらいだが」
　イヌン川左岸の〈新しい芸術家〉と剣術師範というのは妙な取り合わせに思えたが、フィオレームを介したつながりなのだろうか。恋敵であったかもしれない二人が、今は敵方に回った不在の女をかすがいとしてつながっているとすれば、随分と皮肉な話だ。
「警邏隊が混乱している今なら、やりやすいか。思い通りには行かねえってことを奴らに教えてやらねえとな。びらもどんどん撒いてやれ！　貼り札もだ！」
　シェミトが腕組みをしてうなずきながら言った。
「ふむ、奴らの扇動に抗することは大事かと思うが、知る限りでは〈緋の兄弟団〉やそれに近い者たちは日頃剣や弓を手にする者たちではあるまい。師範、そちらの方はどうなのだ。つまり、レネヴェイトのような者は幾らかでもいるのか」
　カサラの答えは歯切れのいいものではなかった。
「私の門下の者は幾らかは。ただ、剣術学校とは言っても、門弟の多くは低位の貴族の子息や道楽で通って来る商家の息子だ。今回の騒ぎで私の下を離れた者も少なくない。大きな期待はできない」
　女師範は付き合いのある他門の剣士にも当たってみるが、どれほど人が集まるのかはわからないと言った。
「ふうむ、何か良い名前をつけると良いのではないか」
　カサラは隠秘学者の言葉に戸惑ったように聞き返した。
「名前とは、何のことだ」
「クァロニアン党の手先の者たちは〈旭日隊〉と名乗っている。大方は行き場のないはぐれ者か金で雇われた破落戸かもしれないが、そう名乗ることで、さも帝国を信奉する堅固な結社があるように見せることができる」
「元海賊が交易商会と名乗るようなもんか」
　コラプリスが皮肉めいた一言を吐くと、ホッピーズは不愉快そうな目で住持を睨んだ。シェミトは幾らか迷惑そうな顔をした。
「そうではない。名前が帝国の復活を阻止せんとする旗印になるということだ。クァロニアン党の野望を打ち砕く意志を持った者たちがいるということを示せるということだ」
「マルサールたちが〈緋の兄弟団〉と名乗っているようなものか」
　カサラはどこか得心がいかないような顔でそう言った。カルトーニア伯はうなずき、女師範は「考えてみよう」と答えた。
「ときにホッピーズよ、トリフェザの方はどうなんだ。お頭が取っ捕まってるのに、こっちに手を貸そうって奴らが集まるのか」
　コラプリスの問いに〈夜の執事〉は眉を吊り上げて答えた。
「だから、お頭を何としても取り返さにゃならねえんだよ。ゲイルゼン商会の者はともかく、他の連中は俺が騒いだってそうそう動きゃあしねえだろう。陸のことにゃあ関わらねえってのが信条の奴らもいるからな」
「ふむ、そうだろうなあ。だが、どうする。王宮の牢に正面から押し入るような手勢はいない。第一、王宮の牢って言ってもどこにあるかもわからないだろう」
「出入りの商人を通じて探らせてるんだよ。宝石だの口紅だの香水だの益体もない物で儲けている奴がいるんだ」
　僧侶の言葉を押し返すようにホッピーズは言ったが、さほど自信があるようには聞こえなかった。
「王宮の牢か、調べてみよう」
　ディパル・シェミトが言った。
「あんたはそういうことにも蘊蓄があるのか」
　ホッピーズが意外そうな声を出した。
「私はこれでもオーガセット卿カルトーニア十三世だからな。宮殿に出入りしたこともある。それに王宮には〈地下宮殿〉という伝説もあるのだ」
　シェミトは王宮の地底にあるというもう一つの宮殿について語った。クァロニアン帝国の高祖サメグル・ナルドールが建設し、帝国の魔道士の神殿でもあったという話だ。
　私はネクツァン・カサラが門弟を通じて〈地下宮殿〉について探らせてみると言ったことを思い出した。
「その話か」
　私が尋ねるとカサラは眉間にしわを寄せた。
「私の死んだ父は国王直属の〈金蹄隊〉の騎士だった。その父の隊友の息子が私の剣術学校に来ていた。もうじき〈金蹄隊〉に取り立てられるという話だったが、今は行方が知れない」
　〈墓石島〉から戻った後、一度会って話を聞いたが、その男は〈地下宮殿〉など存在しない、事実無根の言い伝えだというきりで、問い詰めても曖昧な答えを繰り返すだけだったのだという。その後、ふっつりと姿を見せなくなったとカサラは言った。
「ふむ、やはり王宮の地下には何かがあるのか。サメグル・ナルドールと帝国の魔道士は地底の神殿で、地獄の最下層に潜むものどもを呼び出し、何らかの力を得ていたという話もあるが……」
　ホッピーズが隠秘学者の言葉を遮った。
「伯爵様よ、まずはお頭が囚われていそうな場所を探ってくれよ。いいかい、当面の目的はお頭を取り戻すことなんだ。〈地下宮殿〉とやらはその後でいい」
　シェミトは苦笑いを浮かべた。
「そうしよう、〈夜の執事〉殿。私も窖巡りはしばらく遠慮したい」
　私にはもう一つ気になっていることがあった。
「黒頭巾の笛吹きはどうしている。〈旭日隊〉の集会に出没しているのか」
　ネクツァン・カサラが私の問いに答えた。
「確かに楽隊の中に背の低い笛吹きはいる。だが、かすれた妙な笛を吹いているだけで、特段目立つようなことはしていないようだ。太鼓ならともかく、あの笛の音で聴衆が扇動されているようには見えないが」
　コラプリスが付け加えた。
「うむ、儂も見たことがあるが、あまりぱっとした腕前のようには思えなかった。無論、探偵殿が気にかかると言うのであれば、某かのものがあるのやもしれないがな」
　笛吹きについてそれ以上の話は出ず、合議は終わった。ホッピーズもネクツァン・カサラもフィオレームのことは話題にしなかった。
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「カルトーニア伯爵は賢明な判断をしたわね。ガラクス・グロウルも〈太古の精霊〉が相手では勝手が違ったでしょうね」
　アムアッサはかすかな笑みを浮かべた。薔薇色の館の二階は柔らかな光に満ちていた。窓から、そして硝子とも木材ともつかない奇妙な物でできた壁を通して入ってくるぼんやりした陽光は、地底と夜の闇の中での恐ろしい経験の後ではひどくありがたいものに思えた。
「それにしても、危ないところだったわ。〈力〉を精製しているところへ矢を射かけるなんて。場合によってはその岩室ごと灰になっていたかもしれないのよ」
「そうなれば事は終わっていたのか」
「莫迦なことを言わないで」
　アムアッサは菫色を帯びた黒い瞳で私を見据えた。
「あなたの命もお仕舞いでしょう。もしも、この先の戦いに敗れるようなことがあっても、死んではだめよ」
「ああ、そうしよう。死せる勝者より生ける敗者に誉れあれって、誰かが言ってたな」
　沼地の占術師はいささか訝しげな目で私を見た。
「生ける勝者になるのよ。一つひとつの戦いに敗れても、勝者となることはある」
　ガラクス・グロウルとクァロニアン党が力を取り戻すのにどれ程の時が必要なのか、推し量ることは難しいと彼女は言った。
「あまり期待はしないことね。雷に打たれてもすぐに蘇生のための生け贄を求めて自ら動き出す力があるのよ。むしろ、ナイクロア皇子の方が時を要するのかもしれないわ」
　〈赤い騎士〉の話にアムアッサは眉をひそめて、嘆息した。
「そんなものが残っていたとは」
「残っていた？　奴らが造ったのではないのか」
「一から造ったのではないのかもしれない。あなたの話ではロラストのクァロニアン党はさして数がいるようには思えない。〈黄色い鉱石〉を掘り出し〈力〉を生み出すのにも人手がいる。遺物を利用したんじゃないかしら」
「二百年前の遺物ということか」
「そう、クァロニアン帝国は西岸を支配するだけではなくメルカー全土、いいえ、全世界を支配するつもりだったのよ。そのための秘密の武器をロラストの山で造っていたという古い噂話があった。疑わしい話だと思っていたけれど、本当にそんなものがあったとは」
　私はゲイルゼン邸を襲った巨人戦士の剛力を思い起こした。身の丈十イートほど（約三メートル）の巨人は恐ろしい力で何十人もの警邏たちをなぎ倒した。〈赤い騎士〉はその何倍もの大さがあった。
「あれは死骸から血か何かを吸い取っているように見えた。胸には〈鉛の心臓〉らしきものがあったが」
「贄——生きているにせよ死んでいるにせよ——から吸い取ったものは、おそらくは鎧の下の肉体をめぐり仮初めの命を与える。その肉が何でできているのか、はっきりとはわからないけれど、機械仕掛けとは違う、半ば生身の血肉でできた怪物ね。〈黄色い鉱石〉から取り出した〈力〉を〈鉛の心臓〉に注ぎ込んで、その仮肉の体を動かすのだと思うわ」
「人々から搾り取った血で動く、だから〈赤い騎士〉なのか」
　アムアッサは沈んだ面持ちでわずかにうなずいた。
「そうかもしれないわね」
「悪趣味にも程があるな」
「そうね」
　疫病と水薬の話をすると、アムアッサはさらに憂い顔となった。
「井戸に毒を流したり、疫病で死んだ者の衣や骸を敵陣に投じたりといった事は、これまでの戦でも行われてきた。クァロニアン党が悪しき先達に倣ったとしても不思議はないけれど、厄介なのはその水薬ね。それで疫病みが治ったということになれば、帝国の信奉者が増えていく。これまでの事件で奇怪で恐ろしいものと思われてきた印象を変えようとしている」
「奴らが病を流行らせているという証しを立てるしかないか」
　女占術師は小さく首を横に振った。
「とても難しいことね。病の〝種〟は目に見えない。仮に、例えば上水に何かを撒いている場でも押さえたとしても、その者はクァロニアン党の指図だと認めはしないでしょう。もちろん、その水薬で命を救われた人たちは、そんなことは信じない」
　私は肩をすくめた。
「薬や病、魔法や妖術ではない、人間の心の問題なのよ」
　アムアッサは長い睫毛を伏せて、そう言った。
　私は続けて黒頭巾の笛吹きの話をした。
「エリクザン、サイレナ、ラテンフング……。笛とは限らないけれど妖しい楽の音で人を惑わす話は昔から色々とあるわ。異界の力を借りなくとも、音曲には人の心を沸き立たせたり、静めたりする力がある。場合によっては操る力さえも。その笛吹きにも用心した方がいいわ。巧みとは言えないかすれた楽の音に何かの力が宿っているのかもしれない」
「ふむ、あの手この手を繰り出してくるものだね」
　彼女は視線をあげ、暗い瞳で私を見つめた。
「二百年前の帝国の復活なんて、莫迦げた戯れ言のようだけれど、そうではない。正気で本気なのよ、この敵は」
　彼女が淹れてくれたマシュウ茶を私たちは黙って飲んだ。精気が満ちるというわけにはいかなかったが、薬効があるらしい香りが幾らか淀んだ気分をほぐしてくれた。
「ああ、もう一つ訊こうと思っていたことがある。オレンナディという山の魔女を君は知っているのか。この護符について知っているようだったが」
　アムアッサは素っ気なく「知らないわ」と答えた。
「私がその人に似ているとでも言うのかしら」
「そういうわけではないよ」
　女占い師はくすりと笑った。
「昔はそういう人があちらこちらにいたのよ。山に谷に森に海辺に。その人はその生き残りよ、多分」
　アムアッサは私の耳元に唇を寄せてささやいた。
「沼の辺にもいたかもしれないわね」
　一瞬、彼女の声がひどくしわがれたものに聞こえた。声色を遣ったのか、幻術だったのか、わからない。すぐに甘い吐息にそれは変り、白く細い指が私の首に絡みついた。
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　蛇革のヤムラスは薄暗い荒ら屋の中で、透き通った水薬が入った小瓶を振って、わずかに泡立つ様子を見つめると、自らが調合した特製の茶で赤く染まった歯をむき出して笑った。
「へへえ、こいつが例の疫病に効く霊薬かい。ふむ、妙なにおいだな」
　トリプロ街の薬師は木栓を抜いてにおいを嗅いだ。呪術医や卜占師と称する者たちに様々な薬草やら干物に骨、それらを調合した薬を売っている男だ。
「それが何だかわかるかい。つまり、本当に疫病みに効く薬なのか、それ以外かそれ以上の何かなのか、ということだ」
　ヤムラスは栓を戻して、小瓶を光に透かしたり、また振ってみたりした。水薬は小さく虹色に泡立った。
「それ以上ってのはどういうことだ」
「スキドゥルの救民院で〈旭日隊〉がこれを配った。すると流行り病に苦しんでいた者たちがたちどころに回復した。その者たちは動けるようになると、熱心な〈帝国〉の信奉者になったらしい」
「疫病みに効くってことは確かなんだな。それで救われたんなら、クァロニアン帝国万歳と唱えるようになってもおかしくはないだろう」
　ヤムラスは赤い強いにおいのお茶をすすった。これを飲んでいれば疫病にもかからないと彼は主張していた。
「その者たちはどこかに消えた。〈旭日隊〉に加わると言っていた者もいたらしいが、集会で気勢を上げているわけでもないようだ。家にも帰らず——家のある者はだが——救民院にも姿を見せない。彼らがどこに行ったのか、誰も知らない」
　闇の薬師は指先でつまんだ小瓶を捻り回した。
「つまり、お前はこの薬を飲んだ奴らはクァロニアン党に操られて、どこかに連れて行かれたと言いたいのか」
　私はヤムラスに〈赤い騎士〉の話をした。
「そりゃあまた大層もない代物を造ったものだな。魔道士なんてものは大概まともじゃないことは重々承知だが、そいつは尋常ではないいかれ具合だ」
　薬師は不快そうな面持ちで鼻を鳴らした。
「うむ、喜んで生け贄になる人間はそうはいない。その薬は飲んだ者を意のままに操るためのものなんじゃないのか。半不死の兵隊にされる者もいるかもしれないが、山で供物にされている者もいるかもしれない」
「だとすれば、えらく質の悪い企みだな。疫病みも奴らの仕業ということか」
「そうかもしれない」
　ヤムラスは傾いだ棚に並んだ得体の知れない生き物の死骸が入った瓶を爪の先で順繰りに突いた。何番目かの瓶を持ち上げて私の目の前に置いた。
「これはその昔、先々代の王の頃か、疫病が流行った時の鼠だ。疫病は鼠や虫に取りついた毒素から広まるという話がある。黒のニケンジェとかいう化け物や鼠人間は近頃どうしている？」
「姿を見たという話は聞かないな」
「鼠に相応しい仕事をしているのかもしれないな」
　瓶の中の鼠は黄色い薬液の中で前歯をむいて笑っているように見えた。
「その水薬は預かろう。少しばかり時間がかかるかもしれないが、調べてみよう」
　私は蛇革のヤムラスに礼を言い、手付けの金を払った。トリプロ街でクァロニアン党の動きはあるかと尋ねたが、薬師は首を横に振った。
「奴らはこの街の者のことなど、歯牙にもかけてはいないんだろうよ、ありがたいことにな。帝国の大魔道士様は、けちな占術師や胡散臭い祈祷師など眼中にはない。少しはましな妖術師や死霊使いもいないわけじゃないが、そういう奴らはそう簡単には誑かされない。クァロニアン帝国の再興などという妄舌を信じたりはしないし、人に仕えるのも良しとはしない。騙されるのはどこにでもいる普通の奴らだな」
　ヤムラスは疎らな髭の生えた口の端に皮肉な笑みを浮かべた。
「本当に帝国が復活しサンジェリィを支配するようになったら、トリプロ街の住人はどうすると思う」
　ヤムラスは赤く染まった指で手近にあった擂り粉木をつかむと鉢の中に何かを一つまみ入れ、擂り始めた。
「かつてクァロニアン帝国の時代には、自由に占卜や呪いで商売する事は許されなかったと聞いている。帝国が戦で負けるなどという占兆が出ることは許されない、惚れ薬など以ての外、下っ端の兵を狂戦士に仕立てあげる薬なぞ作らされる、そういう世の中だったとな。世の悪評はともかく、好き勝手に生きているこの街の連中がそんな世で暮らせるわけがなかろう。身過ぎ世過ぎの手だては持っている者たちだ。フランジースコでもスベルコーニでもどこにでも行くだろうよ。中には帝国に擦り寄って身を立てようとする奴らもいるかもしれんがな。東部にはそういう奴らが幾らでもいるだろう。戦で大きな術を使って大勢の人間を殺す奴らだ。俺は好かん」
　鉢からは何のにおいなのか、焦げ臭いようなにおいがかすかに立ち昇っていた。
「これはウェルガッドを焼いたものだ。こいつにあれこれ加えると惚れ薬の素になる。魔法なんて、これぐらいにしておけばいいんだ」
　私はヤムラスが腹を立てていることに気づいた。
「ああ、僕もそう思うよ」
　先日のコラプリスの寺院での話は、ずっと頭の中に引っ掛かってはいた。トリプロ街の住人が帝国に良い思いを抱いていないのなら、訊いてみても良いのかもしれない。
「ヤムラス、この街の術者の中にはクァロニアン党と戦う気持ちのある者はいないか。いや、正面切ってではなくていい。力を貸してくれそうな者はいないか」
　闇の薬師は鉢から顔を上げ、擂り粉木を小さく横に振ってみせた。
「最後の皇帝が殺された後、帝国の魔道士どもも殺されるか逃げ出すかとなった。帝国の息が掛かった奴らはともかく、細々と呪いやら占いやらやっていた者たちまで、身を隠すか大都から逃れるかという羽目になった。中には殺された者もいる。お前は知っているだろう、トリプロ街はそうした者たちが集まってできた街だ。クァロニアン党の妄言など信じはしないが、この都の民に信を置いているわけでもない」
　ヤムラスは硬い口調で言葉を切り、再び惚れ薬の素を擂り始めた。私は彼の荒ら屋を出た。
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「証しがないことは書けんな」
　ヨーコックは機嫌が悪かった。『真実をあなたに』と看板に大書きした新聞屋としては、巷に虚偽とでたらめに満ちた読み売りが溢れているのは、我慢がならないことなのは間違いなかった。
「流行り病と水薬の話、確かにうなずきたくなるが、裏を取るどころか、何の証拠もない推測だ。今のところはな」
「ああ、そう言うと思ったよ。ならばロラスト山中の秘密を暴くというのはどうだ」
　ヨーコックは丸眼鏡の位置をなおし、握った鵞筆を私に突きつけた。
「ランケン、お前が見聞きしたことを信じないわけじゃない。だが、その話、俺以外の誰が信じると思う。山鬼どもに守られたロラストの山の中で、人身御供で動く身の丈七十イートの赤い鎧の騎士が出陣を待っている。これじゃ、金で転んだ奴らが書きとばす陰謀話の方が余程もっともらしい」
　ヨーコックは書き損じの紙が散らばる机の上から真新しい新聞を手に取り、見出しを読み上げた。
「『クァロニアン党排撃はフランジースコの企てか！　間諜の疑いでスクリッド民議を捕縛！』スクリッドと言えばゲイルゼンに近い民議員で彼の釈放を主張していた者だ」
　私は新聞を受け取り、記事の続きを読んだ。驚いたことにゴークシー外務卿の談話まで載っていた。他にもフランジースコの息のかかった民議員や官吏がいることをにおわせ、警邏隊の混乱にも間者が絡んでいる可能性をも語っていた。ゴークシーの言ではないが、南のスベルコーニからも諜者が入り込んでいるかもしれないと不安を煽る言葉が並んでいた。
「内憂外患をクァロニアン党が何とかしてくれるというわけか。〈帝国〉が復活すれば万事解決か。そんな戯言を人々は信じるのか」
　新聞屋は腕組みをして、首をぐるりと回し、天井を見上げた。
「人間は信じたいと思うことを信じる、そういうものだ。お前もクァロニアン帝国が蘇ることなどあり得ないと信じたいだろう。同じことだ」
　〈旭日隊〉の水薬の正体がわかったら教えてくれとヨーコックは言った。知り合いの医者に調べてくれと頼んだが疫病の対処で忙しいと断られた、と彼は言った。
「妙な話だろう。その疫病に効くという薬なんだぞ。新聞屋だけじゃない、奴らは色々なところに手を回しているのかもしれない」
「その色々なところというのに王宮も入っているのか。エイマン王を僭王だと主張し今の王家を倒すと標榜しているのに、王宮からの反応が途絶えているのはそれこそ妙じゃないか」
「知っての通りエイマン王は古の遺物や書画音曲に没頭して政は宰相や大臣に任せきりだ。それに建前としては宰相以下の輔弼によって政を行うと定められている」
「その宰相以下が混乱しているから王宮は何もしないというのか」
　ヨーコックは肩をすくめて、また首を回した。
「宮廷魔道士はゲイルゼンが捕らえられてから姿を現していない。ゲイルゼンとの関わりを咎められることが厭わしく表に出ないのか、王宮内で何事か対抗策をすすめているのか、まったくわからない」
「そうか、では王宮に寄ったついでにルムチャ・オークル道士にもご挨拶してくるか」
　私はヨーコックにゲイルゼン奪還の企てを話した。
「いかれているのか、お前もその〈夜の執事〉とやらもだ」
　ヨーコックは丸い硝子の中から険しい目で私を見た。
「相手はいかれていると思っていたが、どうやら正気らしい。こちらもいかれたことを正気でやらないと太刀打ちできないのさ」
　新聞屋は溜め息をつき、机の引き出しから厚手の紙切れを取り出した。
「持っていけ。うまくやれば宮殿に入れる」
　私は優美な文字と飾り模様が書かれた紙に目をやった。
「王宮の通行証か。こんなものどうして持っているんだ？」
「年に幾度か王宮の園遊会がある。王族のことを好意的に書いてもらうために新聞屋にそういうものを配っているんだ。庶民の血を吸う蜱と言われないためにな」
「これでどこまで入れるんだ」
「最初の門は入れる。園遊会は前庭でやるから、その先は入ったことはない。後は自分で何とかしろ」
　私はその大層な紙切れを懐にしまい、ヨーコックの新聞屋を出た。すでに陽は落ちていて、家々の窓や店先に黄色い灯が点り始めていた。ヨーコックの店の通りにはデリン灯はない。点々と連なる灯の輪と暗がりをつなげるように歩いていると、路地の奥で朱色の光が揺らめくのが見えた。
　どこかの家の裏口から漏れる光かと思ったが、そうではなかった。かすかに油のにおいが漂っていた。私は路地に飛び込み、揺れる炎の方に走った。路地の奥で紙屑と枯れ草の束が燃えていた。
「火事だ！　付け火だ！」
　私の叫び声に黒い人影が驚いたように身を起こした。炎に照らされたその顔には見覚えがあった。鼻の下に黒子があるモウズナーという元警邏、ノップラントに睨まれて火消役人に回された男だ。
　モウズナーも私だと気付いたのか、こちらを見て下卑た笑みを浮かべた。唇から前歯がのぞき、その顔は鼠のように見えた。
「火事だ！　火事だ！」
　路地裏の戸口が勢いよく開き、男が飛び出した。中から印刷機の音が聞こえる。ここはヨーコックの店の裏手だったのだ。
「火を消してくれ！　頼むぞ！」
　私は男に怒鳴り、路地の奥に逃げるモウズナーを追った。背後から何人もの慌てた声と水音が聞こえた。
　火消役人は暗く細い路地を素早く——鼠のように——駆け抜けた。散らばる塵やがらくたにつまずきそうになりながら、私は後を追った。交差する路地を二度三度と曲がると、小さな広場のような場所に出た。数軒の家の裏手に面した共同井戸のある裏庭だった。
　モウズナーは井戸の縁に手をかけてよじ登ろうとした。私は投剣を打った。家々から漏れる窓明かりが頼りだったが、刃はモウズナーの肩口に突き刺さり、火消役人は井戸の外へと倒れ込んだ。
　モウズナーはうめき声を上げながら投剣を抜き立ち上がり、剣を抜いた。投剣は左肩に当たり、どうやら浅手だったらしい。私もファバーン剣を抜いた。刀身の神秘文字がわずかに緑色に浮かび上がっていた。
「火消役人が付け火とは世も末だね」
「スナブ・ランケン、これ以上我らの邪魔はさせない。今夜こそ決着をつけてやるぞ」
　モウズナーは言うが早いか斬りかかってきた。反りのない短めの剣は警邏の時からの愛用品なのだろうか。私は斬撃をかわし、二度三度と刃を打ち返した。モウズナーは気合は十分だったが、特段の腕前というわけではなかった。だが、付け火とクァロニアン党の関わりの生き証人を殺してしまうわけにはいかなかった。
　何度目かの突きを上から叩いてかわし、そのまま柄頭で傷ついた左肩を打った。モウズナーは苦痛に身を捩らせた。剣を振り上げようとした右腕を峰で打ち据えると奴は得物を取り落とした。私は元警邏の首筋に剣を押しつけた。
「決着をつけるのこっちの方だ」
　モウズナーは脂汗を滲ませながらも、口元に奇妙な笑みを浮かべた。上唇から前歯が妙に飛び出して見える。どことなく鼠に似ていると思ったことはあったが、こんな面相だっただろうか。
「どうだい、どこで喋りたい？　お前が火を付けた新聞屋か、それともノップラント閣下の所へ行くかい」
　突然腹に激しい熱さを感じて、私は思わず飛び退いた。見れば外套の腹の辺りに小さく火がついていた。叩き消しながらモウズナーに目をやると、その右手の先に朱色の炎が点っていた。
「貴様も燃やしてやる、みんなみんな燃やしてやるぞ！」
　モウズナーは狂気染みた叫びを上げた。右手の手首から先が赤熱し、そこから火球が放たれた。飛んでくる火の玉を剣で薙ぎ払うと、刀身のファバーン文字から青緑の火花が散った。
　火消役人は次の火球を私目がけて放つ。黒ずくめの服の右袖に火が付き燃え上がっていたが、苦痛は感じていないらしい。私はもう一度火球を剣で叩き落とすと距離を詰めた。とりあえず、右手は斬り落とす必要があった。
　モウズナーは井戸の反対側へと逃れ、三度火の玉を放った。だが、今度は私に向けてではなかった。広場のまわりの家へ向けて火球を放ったのだ。裏木戸の脇に積まれていた粗朶が燃え上がった。鼠面の元警邏は井戸の周囲を回りながら、次々と家々へ火を放った。薪や放置されていたがらくた、板塀に火が付き、井戸のある広場を赤く照らし出した。
「どうだ、俺の力は！　みんな燃えて灰になるがいい！　その灰燼の中から新しい光輝の帝国が生まれ出るのだ！」
　モウズナーの黒衣はすでに肩から胸の辺りまで炎に包まれていたが、一向に苦痛を感じている様子はなかった。狂気とおそらくは邪な魔術が元警邏に尋常ではない力を与えていた。
「貴様も燃えて灰になるがいい！」
　モウズナーが右腕を振ると、一際大きな炎がこちらに走った。それは彼の右腕そのものが炎を捩った太い縄となり、私を捕らえて燃やし尽くそうとしているかに見えた。剣を振るうと、まるで生き物を斬ったかのような手応えがあった。炎の腕は幾つにも裂けて、それぞれが蛇のように動いて私を捕らえようとする。私は右に左に剣を振るい、炎の蛇を薙ぎ払った。地面に落ちて燃える黒い芋虫のようなものは奴の指や腕の筋なのだろうか。
　私は井戸の向こうのモウズナーに投剣を打った。胸と首に三本、短い刃が突き刺さった。生かして捕らえるのは諦めていたが、奴は倒れなかった。全身を炎に包まれたまま、獣のような咆哮を上げると奴は井戸に身を投じた。
　駆け寄って縁から中をのぞき込むと、闇の中に朱の炎の揺らめきが見えたが、すぐに闇にかき消えた。水音もしなければ底に打ち当たる音も聞こえては来なかった。代わりに不快な笑い声が、井戸の石組みに谺して立ち昇ってきた。それは黒のニケンジェのものに相違なかった。
 
 
　　　　十八
 
　シェミトは王宮内の見取り図を手に入れた。彼の邸宅——奇怪な魔道士の城のように改築されている——の図面を引いた建築家の筋からのものらしいが、はっきりとしたことは語らなかった。
「幸いなことに王宮内の牢は宮殿の外側、城壁近くにあるようだ」
　カルトーニア伯爵は図面の端、王宮の東端にあたる部分を指差した。
「この建物か。堀もあるし城壁もある。当然衛兵もうろついている。牢は地下なんだろう。どこが幸いなんだ」
　ホッピーズがうなった。ゼモン街のヴィンズク寺院に集まったのは〈夜の執事〉にディパル・シェミト、ネクツァン・カサラ、住持のコラプリス、それに私だった。バラナクは〈白銀街道〉近辺のクァロニアン党の動きを探るため、すでに出立していた。
「堀は幅二十イート（約六メートル）、深さはおそらくは十イートほどか、城壁は場所によって違うが概ね二十五イート（約七・五メートル）ばかりだろう」
「堀を渡るか。その昔、牢に囚われたヴィンズク様を救うため門徒は竹筒をくわえて水堀を渡ったというが」
　コラプリスが本気でそんなことを言っているとは思えなかったが、シェミトは真顔で答えた。
「仮に堀を渡れたとしても、城壁をよじ登るのは至難の業だろう。上には衛士もいる」
「穴でも掘るか。そういうのが得意な盗賊がいただろう」
「与太話は止せ、そんなことやっていたら三月はかかるだろう」
　ホッピーズが言う。
「じゃあ、どうするっていうんだ〈執事〉殿よ」
「出入りの商人に化けて潜り込む」
　ヴィンズク僧は下がった目尻にしわを寄せて笑い出した。
「おいおい、与太話をしているのはどっちなんだ」
「莫迦野郎、俺は真面目に言ってるんだ」
　ホッピーズは自らの計略を語った。
「王宮の女ども——とは限らねえが——に紅白粉を売りつけている奴らがいる。そいつらになりすまして宮殿に入るんだ。絵図面があるんだ。入っちまえばこっちのもんだ」
「鍵はどうするんだ」
　シェミトの問いをホッピーズは鼻で笑った。
「宝箱を開けるのは海賊の嗜みってもんだ」
「お主、鰐口島の洞窟じゃあ、宝箱に喰われそうになったではないｓか」
　コラプリスが言うと〈夜の執事〉は反論した。
「鍵を開けられたから、そういう羽目になったんだよ。王宮の牢屋が噛みつくとでもいうのか。これを見ろ」
　ホッピーズは懐から一本の鍵を取り出した。軸の部分が段になり、先端の突起も一つではなかった。
「ゾルディアの合鍵か。ちゃんと動くんだろうな」
　コラプリスがにやにやと笑う。ホッピーズは手にした鍵を伸したり縮めたり、先端を回したりして見せた。
「〈黄金の鍵〉みてえな怪しいもんじゃねえぜ。腕のいい鍵師が作った実用品だ。たいていの錠前なら何とかなる」
　シェミトは合鍵を一瞥したが、鰐口島の話の方が気になるようで、その島はどこにあるのかと言い出した。私はホッピーズに企ての続きを話すよう促した。
「脱出は？　ゲイルゼンは化粧道具の箱には入らないだろう」
「騒ぎを起こすんだな。火付けか爆竹か、その手の奴で派手にやってもらおうじゃねえか。不穏な世の中、ちょっと騒ぎを起せば、番兵は慌てて駆けつけるだろう。その隙におさらばだ」
「そんなにうまくいくのか」
　カサラがもっともな疑問を口にした。
「うまくいくようにするんだよ。騒ぎの方は〈緋の兄弟団〉に頼んだぜ。何、城門をぶっ壊せっていうわけじゃねえんだ。何とかなるだろ」
　女師範はうなずきはしたが、腕を組んで難しい顔をした。
　私たちは王宮の絵図面を見ながら、計画を吟味した。無謀とも思える企ても、絵図を見ながらホッピーズの強気な口弁を聞いていると、何とかなるという気になってくるのは不思議だった。彼は強引なだけでなく、細かに物事を企む才もあるようだった。粗暴とも感じられるこの男がゲイルゼンの下で〈夜の執事〉などと言われている訳が少しわかったような気がした。
　王宮に入り込むための扮装もホッピーズが手配した。数日後、コラプリスの寺で私たちは小間物屋の衣裳を身につけた。
　ホッピーズは頭に薬師風の奇妙に折り込んだ帽子を載せ、黄色い胴着を羽織っていた。私は茶色い上下に黒い縁なし帽、荷車を引く下働きの役を仰せつかった。
　ネクツァン・カサラは衣形の役になった。客の前で衣裳をまとい、飾り物を付けてみせたり、紅を引いてみせたりする役だ。肩まで届く鬘をつけて花模様のゆったりとした長衣をまとい瞼に薄紅をさすと、女虎のような鋭さのある美貌が華やいだ艶美なものに成り代わった。
　支度が済むとホッピーズは上機嫌でカサラをじろじろと見て言った。
「ほお、こいつは変れば変るもんだな。いっそ、剣術学校でもその格好で通したらどうだ。鼻の下をのばした門弟が幾らでも集まるぜ」
「今でもそういう奴らはいる。一二回稽古をつけてやると辞めていくがな」
　カサラがホッピーズの目の前で花柄の袖を振ると、発条仕掛けの短剣が飛び出した。〈夜の執事〉は首をすくめて、もう一人の同行者——〈緋の兄弟団〉のマルサールという絵描き——に話題を移した。〈黒い小舟亭〉で会った時は絵の具のついた皺くちゃの黒い服を着て、いかにも身なりにかまわぬ芸術家といった風体だったが、髭をあたり、私と同様の茶色い上下に黒い帽子に着替えると随分とこざっぱりとした色男に見えた。
「おう、いい男ぶりじゃねえか。王宮の白粉女どもが騒ぐぞ。お前、絵描きで食えなけりゃ役者にでもなれ」
　ホッピーズのからかい半分の言葉にマルサールが答える。
「役者もたまにやってますよ」
「へえ、何て芝居だい」
「『準爵の解放』とか『文士と令嬢』とか」
「聞いたことねえな」
「文士や絵描きで作る素人芝居だ。困窮する庶民が力を合わせて富豪や貴族に立ち向かう〈緋の兄弟団〉の宣伝だよ」
　ネクツァン・カサラの言葉には幾分皮肉な響きがあるように聞こえた。
「啓蒙と言って欲しいな」
　カサラは首を傾げてかすかに笑った。
「宣伝で思い出したよ。クァロニアン党に抗する剣士団に名前を付けるんだろう。〈清月隊〉というのはどうだ。澄み切った月のように清然たる意志を持ち、月光の如く冴えた剣で敵を討つ、いい名前だろう」
「ふむ、いささか芝居じみていないか」
　女剣士はそう言ったが、満更でもない面持ちに見えた。
「良い名前ではないか。月の女神チアルナは自由と芸術の神だ。勝手な秩序を押しつけて夜の夢をも奪おうとする奴らに抗うにはぴったりではないか」
　チアルナは混沌と狂気の神でもあったような気がしたが、意図してかどうか、隠秘学者はそちらには触れなかった。
「うむ、戻ったら考えてみよう」
　カサラはもう一度袖の短剣の仕掛けを確かめた。
　シェミトは王宮で顔を知られているかもしれないので、同道しないこととなった。本人は〈地下宮殿〉の秘密に触れる機会と思っていたらしく、少々残念そうな顔をしていた。
「安心しろよ、伯爵様。あんたの〈地下宮殿〉とやらには間違っても行かねえから。お頭を助け出したら、すぐとんずらだからな」
　ホッピーズはシェミトの肩を叩いて笑った。
 
 
　　　　十九
 
　王宮の門を潜るのは驚くほど簡単だった。
　南東を向いた巨大な〈王の門〉の跳ね橋は降ろされており、太い鎖が赤く錆びついているところを見ると、ずっと動かされてはいないようだった。鉄板を打ちつけた門扉そのものは閉ざされている。
　その左右には王宮で働く者、普請や商いで出入りする者のための小振りの門があった。小振りと言っても荷馬車が通れるほどの大きさで、石組みの様子からして、後から造られたもののように見えた。
　左右の門の扉は開いており、槍を持った衛士はいるものの、簡単な誰何に答え、通行証を見せるだけで入ることができた。木橋には荷車の轍が幾重にも重なっていた。
　私たちは小さな荷車に香水や白粉、首飾りや腕輪などの入った小箪笥を乗せ、得物は荷台の下に括りつけた。念のためにコラプリスの売り物の覆面もつけたが、ヴィンズクの印を押す前のただの白布にしておいた。
　ヨーコックがくれた通行証を見たホッピーズは、文言や日付を書き換えた偽物を手早く用意した。門衛は何も疑念は抱かなかった。
　長くサンジェリィで暮らしてきたが、王宮の門を潜るのは初めてだった。幸いにもと言うべきか、王宮の中に用事はなく、中の人間と関わりあうこともなかった。
　外側から見れば、それは濁った水で満たされた堀と狭間胸壁のある城壁、幾つもの櫓と尖塔が組み合わされた古びた城だったが、門を潜るとその様相は一変した。城壁沿いの回廊で囲まれた前庭は緑で満ち、季節の花々があちこちで咲き乱れていた。馬や大鳥の姿に刈り込まれた庭木もある。池には噴水が設えられ、水鳥が翼を休めている。あちらこちらに彫像が立っていたが、中にはナクシャッツやスベルコーニ辺りのものらしい奇怪な怪物——もしくは精霊——の姿をしたものもあった。王宮の主の趣味なのだろう。東屋では六弦琴を爪弾き歌う洒落者に派手な装いの女たちの姿もあった。
「話には聞いていたがこりゃあたいした柔弱の園だな、戦なんぞ無理だ」
　先頭を歩くホッピーズが振り向いてにやにやと笑った。
「クァロニアン帝国の時代には幾重にも城壁があったと聞くが……」
　カサラがまわりをひらひらと飛ぶ蝶を手でかわしながら言う。
「あの回廊の土台や庭園を区切っている石壁はその名残だろう。〈帝国〉が滅んだ後、エイム・ヴート朝の王たちはその痕跡を破壊したというからな」
　私が言うと荷車の後ろからマルサールが論評を加えた。
「壊したのはいいが、その後にこんな庭なぞ造ってどうする。これは俺たちの収めた税で造られている。奴らは民の血を吸う蜱だ」
　〈緋の兄弟団〉の男は苦々しい顔つきで東屋で戯れる者たちを見遣った。
「御説御尤もだが、辻説法は今は止めといてくれよ。芝居に徹してくれよな」
　ホッピーズが釘を刺すとマルサールは「へい、旦那様」とおどけた口調で答えた。
　私たちは花咲く庭園の中の曲がりくねった道を進んだ。前庭の真ん中には〈王の門〉から続く石畳の道があるはずだが、石垣や生垣、池が巧妙に行く手を阻み、中央の道には出られないようになっていた。見た目ほどに柔弱な庭というわけではないらしい。
　やがて、緑に覆われたもう一つの門の前に出た。蔦が絡まり、黄色い木の花が咲いていたが、上部を見ると蔦の葉叢の影に弓矢を持った衛士の姿があった。
　蔦の門を通るとまた花壇や植え込みのある庭があった。庭は幾つかの階を経て次第に高くなり、その先に建物があった。灰黄色の木造の建物は二階、場所によっては三階建てで、回廊のように緩い弧を描いて左右に続いていた。青みがかった石葺きの屋根の軒下は様々な草木や生き物の木彫で飾られていた。駒形の窓には透かし編みの窓掛けが掛かっているが、開いている鉄の鎧戸を閉めればこの建物がもう一つの城壁になるのだろう。石組みの櫓や尖塔は石葺き屋根のさらに向こうにそびえ立っている。
　石葺きの建物には大きな迫持型の出入り口があり、その先の円形の中庭で入城した者たちは行く先を振り分けられた。野菜や鶏を積んだ荷車は厨房へ、飼い葉や馬具を積んだものは厩舎へというわけなのだろう。
　私たちは中庭に面した次の建物の広間に招き入れられた。長椅子や卓子が幾つか置かれ、姿見や化粧台もあった。部屋は香水や白粉のにおいで満ちており、十数人の様々な衣裳に身を包んだ女たちが私たちを待ち受けていた。いずれも王宮に仕える女官たちなのだろう。若い娘から幾らか薹の立った者まで様々だが、ごてごてと装身具で飾り立て、化粧が濃過ぎるという点は変りがなかった。
　疫病避けの覆面をつけている者は一人もいなかった。疫病みは庶民が罹るもので、王宮の者にはうつらないという不可思議な噂が広まっているらしかった。私たちも顔を隠しているのは無礼だとして、覆面を外すことを求められた。マルサールとカサラが白布を外すと、女たちの口から感嘆の声が漏れた。
　女たちは私たちが広げた紅白粉や化粧道具、指輪や首飾りに群がり、あれこれと手に取り品定めを繰り返した。
　ホッピーズは愛想の良い笑いを浮かべて、女たちから銅貨や銀貨を受け取り、次の品を手早く取りそろえて卓子に並べた。毒づくだけでなく、調子の良い口上も得意らしい。
　ネクツァン・カサラは幾つもの装身具を組み合わせを変えて身につけてみせたり、唇を赤や紫、朱に塗り替えてみせて衣型を演じたが、何を身につけても客の女官たちよりも美しく見えた。だが、女たちはそうしたことは意に介さないようだった。
　マルサールは言葉巧みに腕輪や耳飾りを勧め、細い指先で手ずから女たちに首飾りをつけたり、頰紅を掃いてみせたりした。画布の代わりに女の肌を彩るのだから、これも画才の現れなのだろう。
　私は打ち合わせ通り、厠を借りる振りをして廊下に出た。衛士の姿はない。拱門のある建物と同様、この棟も弧を描いて続いており、二重の城壁の役割を果たしているらしかった。
　シェミトが入手した見取り図は頭に入っていた。この建物を右手に進み、いったん外に出た後石蔵に入り、その地下に降りれば牢につながる通廊があるはずだった。
　しばらく建物の廊下を進んだ。右手に幾つもの扉があり、中から人の声も聞こえた。シェミトの話によるとこの辺りはお針子や宝飾品の修理などを行う者たちが使う一角だという話だった。突然扉の一つが開き、男が襯衣の裾を腰帯に押し込みながら出てきた。戸口から顔を出した女が素早く男の首に腕を回して接吻した。扉が閉じ、男は私の顔を見てばつが悪そうに会釈するとそそくさと歩み去った。
　廊下は突き当たりで左に折れ、すぐに外へ出る扉が右側にあった。外に出ると狭い通路を挟んで石造りの倉庫があった。右手の正面に当たる方では数人の男たちが荷下ろしをしていた。私は左に回り、建物の裏口を探した。もう一つの石蔵との間の細い通路に面して裏口があった。鍵が掛かっていたが、ゾルディアの合鍵を差し込み、幾らかいじっていると開けることができた。
　薄暗い蔵の中はひんやりとしていた。表で働いている男たちの声が聞こえる。灯を点けるわけにもいかないので、手探りで探っているうちに左手の廊下の奥で危うく足を踏み外しそうになった。暗い廊下の奥にぽっかりと地下に降りる階段が口を開けていた。
　黴臭い石の階段を降り、手間取りながら手燭に灯を点すと、そこは地下の貯蔵庫で幾つもの樽や瓶が置かれていた。わずかに酒のにおいがした。酒蔵らしい。樽の間を奥に進むと葡萄酒の瓶の棚に半ば隠れて扉があった。鍵はかかっていなかったが、相当に長い間開け閉めはされていなかったようで、固くなった蝶番を動かすのに難儀した。
　扉の奥には狭い通廊が続いていた。いざという時のための秘密の抜け道らしいとシェミトは言っていたが、使われたことはあるのだろうか。通廊は二人並んでは通れないごく狭いものだった。道は次第に下っており、やがて扉に行き当たった。耳を澄ましたが、向こう側から物音は聞こえて来ない。ここにも鍵はかかっていなかったが、蝶番が錆びついているのか框が歪んでいるのか、開けるのにまた一苦労だった。
　扉の向こうも石造りの通廊だったが、幅は広く天井も幾らか高さがあった。石組みの壁に幅広の迫持状の部屋が幾つも並んでいた。扉はなく、錆びつき、埃にまみれた年代物の武具が並んでいる。木製の棚が壊れて、兜や剣が床に転がっている所もあった。
　出てきた扉を振り返ると板戸の表には石壁に似せた色が塗られているのがわかった。石組みの隙間まで描かれている。やはり秘密の逃げ道なのだろう。
　広い通廊の左手はすぐに石壁になっており、右に進むしか道はなかった。古い武具庫が幾つか並び、その先で通廊は左に折れていた。地下倉庫はさらに幾つか連なっていたが、やがて通廊に面した部分に鉄格子が嵌まるようになった。
　古びた骸骨を幾つか目にした。手足に枷を嵌められ、錆びた鎖で壁につながれているものも見受けられた。目的の場所にたどりついたのは間違いないようだったが、私の足音以外に聞こえる物音は何もなかった。
　地下牢は続いており、独房らしき小さな扉もあったが、鉄格子の嵌まった覗き窓から中を照らしてみても、囚われている者の姿はなかった。
　地下の通路はもう一度左に折れていた。その折れた先から足音と話し声が聞こえてきた。私は手燭を吹き消し、壁際に身を貼り付けた。足音は四五人だろうか。話し声は二人のものが聞こえた。
「いつまで手間取っているのだ。北部局の警邏を突入させて捕縛すれば良いではないか」
　もう一人の声が答えた。
「は、しかし、ノップラントめはあれでなかなか人望がありまして、南部局の警邏たちもそう簡単には引き下がるとも思えません。あまり強引なことをすれば市民の反発を招く恐れがありまして……」
「今なら疫病を恐れてそうそう人も集まるまい。モウズナーに命じて南部局に火を放っても良いぞ」
「はあ、それがモウズナーは先日火付けの場を押さえられまして……」
「莫迦な！　捕まったというのか！」
「いえ、逃げ果せはしましたが、例の火術を使い過ぎまして今は動けなくなっております。金を受け取らない頑迷な新聞屋に火を付けようとしてのことなので、書き立てられまして……」
　足音が近づき話し声も大きくなったが、それは一方の話者が苛立ち、声を荒げているせいでもあるようだった。
「その新聞屋を即刻捕らえろ！」
「それがあの辺りは南部局の縄張りなので、今は向こうの警邏が目を光らせておりまして……」
「お前は私を怒らせたいのか！　ブルセンカーズ、お前の代わりがいないとでも思っているのか！」
「は、外務卿殿、速やかに対処したいと思いますが……」
　警邏隊北部局長とゴークシー外務卿は目的の場所に着いたらしく、足音が止まった。私が身を隠している廊下の角からわずかの場所のようだった。
「ふむ、お前が対処とやらをするよりも前にテリオムとヌートロップの首を取って私が大宰相になる方が早いわ！　陸兵も握れば南部局なぞ容易く攻め落とせる。そこに〈赤い騎士〉とともにナイクロア皇子が帰還すれば、もう宮廷魔道士どもも抵抗できまい。あの腑抜けの王を廃位して、クァロニアン帝国が再興するのだ」
　鍵を外しているらしい音が聞こえた。私は通廊の角からそっと顔を出し、会話の主たちの姿を見た。一人は銀の縁取りのついた黒い袖無し外套を羽織った赤ら顔に黄色い髪の大柄な男、もう一人は暗赤色の尻までの外套を羽織り、ひょろりと背の高い猫背の男で細長い顔に黒い顎髭を編んで垂らしている。他にお仕着せの胴鎧を着込んだ警邏らしき男が二人おり、一人が角燈をかざし、もう一人が小窓に鉄格子の嵌まった扉の鍵を開けようとしていた。
　猫背の男が心配げな声で言った。
「はあ、しかし、あのガラクス・グロウルとかいう魔道士、本当に信じて良いのでしょうか。どうにも私は好きにはなれません。二百年も生き長らえて、恐ろしい魔術を使うなど、この世のものとは思えません」
　外務卿はブルセンカーズをじろりとにらんだかと思うと、薄笑いを浮かべた。
「ああ、この世のものではないのだろうよ。だが私が大宰相として帝国を動かすのは、この世の現実というものだ」
　警邏は鍵を開けるのに手間取っていたが、硬い軋む音が聞こえ、鉄枠のついた扉を手前に引き開けた。一行は独房の中へ入っていった。
　ファバーン剣は荷車の底に隠したままだった。私は通廊の角から出て、石壁伝いに彼らが入った牢に近づいた。手には長沓に隠しておいた短剣を握った。
 
 
　　　　二十
 
　牢の扉の影から中をうかがった。奥行きが九イート（約二・七メートル）、幅はもっと狭い部屋で粗末な寝台と排泄に使うためらしい瓶が一つ置かれているきりだった。その寝台に白い蓬髪の男が座っていた。顔の真ん中に走る大きな傷痕がブリュッケ・ゼム・ゲイルゼン——元海賊の民議員、ゲイルゼン交易商会の主——以外の何者でもないことを語っていた。
「しばらくぶりですな、ゲイルゼン殿。そろそろ裁判でお話ししていただく気持ちになりましたかな」
　ゴークシーが赤ら顔に薄笑いを浮かべて言った。
「お前の悪辣ぶりなら幾らでも証言してやるぞ、屑野郎め」
　ゲイルゼンの声はかすれ気味だったが、そこには不屈の意志がこもっているようだった
「テリオム内務卿をはじめ何人かの民議員があなたから賂を受け取り、ゲイルゼン商会の商いがうまく運ぶように政を動かしていた、あなたにはそう法廷でお話しになって欲しいのですよ」
　外務卿の猫撫で声は気分が悪くなるようなものだった。
「テリオムなぞ知るか。儂は儂の才覚で商売をしているだけだ。賂ならそこの猫背の男の方が得意だろう。ブルセンカーズ、北部局長になるのに幾ら使った？　お前の女房の実家は製革製沓のデネルア商店だろう。警邏の沓や革鎧でさぞかし儲かったろう」
　警邏隊北部局長は丸まった背中をさらに丸めて首を突き出すような姿勢になった。
「そんなことを法廷で言ってみろ、お前はその日のうちに獄死だ」
「そうかい、誰でも知っていることだと思っていたがな」
　ゲイルゼンは凄みのある笑いを浮かべた。幾分痩せて、顔のあちこちに傷があったが、気概は十分らしい。
「ゲイルゼン殿、ときに〈白銀と紫衣の剣士〉、即ちあなたの御令嬢ですが、この度御成婚の運びとなりましてな」
　ゴークシーの言葉に元海賊の面持ちが強ばった。
「何を世迷言を！」
「まだ伏せられていますが、近々公になることでしょう。驚きめさるな、フィオレーム嬢は帝国の御世継、サメグル・ナイクロア皇子の花嫁となられるのです」
「そんな戯言で儂を謀ろうとしても無駄なことだ」
　外務卿は両手を後ろで組んで、狭い牢の中を右に左に歩いた。
「戯言でも世迷言でもありませんぞ。お二人は結ばれて、ナイクロア皇子は晴れて新たなるクァロニアン帝国皇帝に即位なされるのです。おめでたいことでしょう。ゲイルゼン殿、あなたは皇帝の岳父ということになりますな。さすれば、諸々の嫌疑も雲散霧消、ゲイルゼン交易商会はますます繁盛することとなりましょう。だが、そのためには、まずはいったん罪を認める必要があります。その上で過去の過ちを償い、帝国のために商売に精を出せばよろしいのです。おめでたいことですな」
　ゲイルゼンの答えは豪放な笑い声だった。「外務卿殿、お戯れが過ぎますな。我が娘フィオレームはすでに死んでおります。〈白銀と紫衣の剣士〉と名乗って外道の帝国のために働いているのはただの抜け殻、鎧の中は空洞か、あるいは木偶でも入っておるのでしょう」
　ゴークシーは牢の中を歩き回るのを止めて、芝居染みた溜め息を漏らした。
「やれやれ、それではどうあっても法廷で罪を認めるのを拒むということですな」
「お前たちの悪行なら幾らでも話してやろう」
　外務卿はブルセンカーズの方を見てうなずいた。猫背の男は両脇に控えていた警邏に同様にうなずいて見せた。狭い独房の中での彼らの仕草はひどく莫迦げたものに見えた。
　二人の警邏は腰の剣に手をかけた。私は独房に飛び込むと、外務卿の背中に短剣を突き立てた。ゴークシーは驚きの叫び声を上げたが、切っ先は固いものに阻まれた。鎖帷子でも着込んでいたらしい。二人の警邏はこちらを振り向き、剣を抜こうとした。ゲイルゼンがその一人に体当たりを喰らわした。倒れた警邏から剣を奪うとたちまち喉笛を掻き切る。
「貴様、何者だ！」
　ブルセンカーズは怒気を孕んだ声で叫ぶと銀細工で飾られた剣を抜いた。ゲイルゼンは私の姿を認めると、警邏の死体から鍵束を奪って戸口の方へ身を移す。
「誰でもいい。亡霊とそれにたかる蛆虫どもが許せないだけさ」
　狭い牢内で私たちは対峙した。ゴークシーも柄頭に紅玉が埋め込まれた短剣を抜いている。
「逃げおおせると思うのか。王宮の中はその蛆虫だらけだぞ」
　外務卿は赤ら顔に陰鬱な笑みを浮かべた。
「ああ、そうだろうよ。一匹残らず踏みつぶしてやる」
　私とゲイルゼンは剣を構えたまま、扉へと後退った。もう一人の警邏は飛びかかるかどうか躊躇しているようだ。
「何をしている！　そいつを斬れ！」
　ブルセンカーズが引きつった声を上げた。警邏は何か叫びながら、突っ込んできた。ファバーン剣ではなく、短剣を携えて来たのは正しかった。私は警邏の刃をかわし、振り上げた剣先が石壁に当たって体勢を崩した隙に首筋を短剣で払った。血飛沫を振りまいて奴が倒れる間に私たちは扉を出た。ゲイルゼンが素早く錠を下ろした。
「ゲイルゼン！　逃げられると思うなよ！」
　外務卿の野太い声が聞こえたかと思うと、甲高い呼ぶ子の笛の音が響き渡った。ブルセンカーズは局長になってもそんなものを持ち歩いているのだろうか。死んだ警邏のものかもしれないが、妙なことが気になった。
　私たちは来た道を戻り始めたが、すぐにゲイルゼンが息を切らし始めた。
「ろくなものを食ってないからな。生かさず殺さずってやつだ」
　ゲイルゼンはかすれ声でそう言い、大きな傷のある顔に苦い笑いを浮かべてみせた。先刻見せた動きは一時急場のものだったのだろう。
　私たちは石壁に似せた扉へと向かったが、背後からは幾重にも重なった足音が響いてきた。上階に詰めていた警邏が呼ぶ子を聞きつけたのだろう。
「ゲイルゼンが逃げた！　追え！　絶対に逃すな！」
　ブルセンカーズの悲鳴のような声が聞こえた。
「は、今、お開けします」
「莫迦者、ここは後で良い、ゲイルゼンを追え！」
「は！」
　通廊の角の向こうから間の抜けたやり取りが聞こえた。足音が迫ってくる。ゲイルゼンは大きく肩で息をして、足下もおぼつかなかった。
　石壁に似せた扉は半ば開いたままだったが、大柄な元海賊を抱えて入るには狭過ぎた。扉に手をかけて大きく開こうとしたが、錆びついた蝶番は動こうとはしなかった。
　角燈を手にした警邏が角を回って姿を現した。十人ばかりいるだろうか。剣の他に槍を手にした者もいる。短剣一振りで相手にするにはいささか荷が重いかもしれない。
　扉が少し動いたので、私はゲイルゼンを通廊に押し込んだ。警邏たちはもう目前に迫っていた。
「先に逃げるんだ。僕はここで足止めをする。地下通廊の先の倉庫で〈夜の執事〉が待っているはずだ」
「何、ホッピーズが。しかし、お前はどうする」
「時を稼いで後から行く。こんな窖で討ち死にする気はないさ」
　ゲイルゼンは躊躇わなかった。
「わかった」
　そう一言いうと、壁に手を付きながら暗い通廊を進み出した。私は扉を肩で押して閉めたが、皮肉なことに今度の動きは滑らかだった。
「むっ！　ゲイルゼンはどこだ！　貴様、奴をどこにやった！」
　先頭の髭面の警邏が怒鳴った。この先の地上への通廊のことは知らないらしい。
「知らんな、そんな奴は。咎人なら牢の中にいただろう」
「ふざけたことを！」
　警邏たちは剣や槍を構えて私を取り囲んだ。
「殺すな、捕らえてゲイルゼンの逃げた先を吐かせるんだ」
　髭面の警邏が言った。厳つい体つきのこの男が隊長格なのだろう。
「生け捕りはなかなか難しいものだよ」
　槍を持った警邏が打ちかかってきた。穂先をかわすと別の槍が振り下ろされた。柄をつかんでそのまま持ち手に迫り、左手に短剣を突き刺した。切っ先は革の手甲を貫き、怯んだ隙に私は奴の槍を奪い取った。
　槍術はさして得意ではなかったが、寄せてくる敵を打ち払うには役に立った。私は通廊の石壁を背にして警邏たちの剣を薙ぎ払い、首筋を打ち、腹を突いた。二人三人と警邏たちが通廊に這いつくばる。
「一人相手に何をしているのだ！」
　髭面の警邏が腰の後ろに手をやるのが目に入った。もう一人の槍を叩き伏せた刹那、何かが私の左腕に絡みついた。強い力で引かれて前のめりに倒れそうになる。髭面が投じた先頭に分銅の付いた細縄が腕から槍に絡みついていた。倒れまいと足を前に踏み出すと、次々と警邏たちの刃が突き出される。
「観念するんだな」
　髭面の隊長は両手で捕り繩を手繰り、引き寄せようとする。私は咄嗟に自由な右手を槍から放し、鞘に納めていた短剣を引き抜いた。捕り繩を切ろうとしたが、体勢が崩れたところに警邏たちが襲いかかってきた。
「殺すな！　生かして捕らえろ！」
　隊長がわめく。私は右手の短剣を振り回し、警邏たちを近づけまいとしたが、左腕を捕らえられているので、思うようにはいかない。縄を切ろうとすると警邏たちの刃が邪魔をした。ゲイルゼンはどこまで逃げられただろうか。〈緋の兄弟団〉が城壁近くで騒ぎを起こす計画はうまくいったのだろうか。
　その時、突然警邏たちの攻撃が止まった。隊長は捕り繩を緩めはしなかったが、視線は私ではなく、通廊の奥、行き止まりの石壁の方に向けられていた。他の警邏たちもそちらに目をやっていた。
　私は首を捻り、行き止まりの壁に目を向けた。灰色のもやもやとした煙とも影ともつかないものが石積みの壁から湧き出しているように見えた。
「何だ！　何だ、あれは！」
　誰かが叫んだ。
「構うな！　その者を捕らえろ！」
　髭面の隊長は幾らか肝が据わっているのか、そう怒鳴ったが、警邏たちはそうでもないようだった。
　灰色の靄のようなものは、見る見るうちに一人の男の姿を取りつつあった。打ち出し細工のある鎧の上に豪奢な長衣をまとい、兜は幾つもの宝石で王冠のように飾り立てられている。だが、その下の顔は肉が削げ、ほとんど髑髏と化していた。
「誰が我が眠りを妨げるのか。我が怨念を呼び覚ます者は何奴か」
　恐ろしい声が地下通廊に響き渡った。警邏たちの恐怖にうめく声がそれに重なる。
「化け物！　化け物だ！」
「亡霊だ！　生き埋め王の怨霊の噂は本当だったんだ！」
　誰かがそう叫んだ。名付けられた恐怖はさらなる恐怖をかきたてる。警邏たちが一斉に二歩三歩と後退った。
「莫迦者！　幽霊ごときに怯むな！」
　亡霊の声がまた響いた。
「我はバートレイード、憎むべき我が妻の謀により、この石壁に生き埋めにされた。今こそ、この石塊より解き放たれ、我が玉座を取り戻さん。立て、忠実なる我が従者たちよ、今こそ積年の恨み、晴らす時なり」
　灰色の髑髏顔の言葉に応えるように、通廊の奥から物音が聞こえてきた。見れば、牢の中から這い出したのか、何体もの古びた骸骨がこちらに近づいてくる。足がなく床を這いずるもの、錆びた鎖を引きずっているものもいる。虫のように這っていた幾つかの骨がつながり、立ち上がるものもいる。
「何だこれは！　何だ、どうなっているんだ！」
　流石の隊長も平静を装うのは困難なようだった。捕り繩が緩み、私は腕に絡みついていたそれを取り払った。
　バートレイード王の亡霊と骸骨の従者たちは不気味な乾いた足音を立てて迫ってくる。警邏の一人が破れかぶれの叫び声を上げて、亡霊に剣を振るった。刃はただ煙に斬りつけたかのように空を切り、王は残忍な笑い声らしきものを上げた。蛮勇を振るった警邏の首には薄汚れた骨の手が背後から絡みついた。苦しげな声がすぐにつぶれた嗄れ声に変り、警邏は倒れた。
　たちまち恐慌が広がった。警邏たちはてんでんばらばらに悲鳴を上げて逃げ出した。髭面の隊長は最後まで堪えていたが、死せる王の骨となった指が触れそうになると、遂に捕り繩を放り出して手下の者たちの後を追った。
　バートレイード王の亡霊は警邏たちの姿が消えると、私の方に朽ち果てた顔を向けた。どこがどう動いたのか、骨と幾許かの皮と筋の顔に笑いが浮かんだ。すると、王の姿は輪郭を失い、灰色の靄に戻ったかと思うと、石壁に吸い込まれるように消えてしまった。通廊では音を立てて、古びた何体分かの骸骨が崩れ落ちて散らばった。
　動くものの消えた石の通廊にどこからか声が響いた。
「すぐに行くのだ、スナブ・ランケン」
「誰だ？　本当にバートレイード王なのか？」
　闇の中からの声は含み笑いをもらしたかのようだった。
「そのような幻ではない。儂はルムチャ・オークル。その方とは一度ゲイルゼン邸で会っておる」
　その名前には覚えがあった。フィオレームがさらわれた後、ゲイルゼン邸での合議に現れていた宮廷魔道士がそういう名前だったはずだ。
「それでは、これは道士が作り出した幻ということか」
　闇の声は答えた。
「さよう、その方とゲイルゼンにはまだ働いてもらわねばならぬからな」
「感謝するよ、道士。だが、宮廷魔道士はいったい何をしているのだ。クァロニアン党は〈赤い騎士〉という怪物でサンジェリィを征服しようとしているぞ」
　道士の声は淡々と答えを返した。
「我らは我らで方策を練り、動いておる。探偵よ、その方はその方の仕事をするがよい。さあ、もう行くのだ。奴らは手勢を集めてすぐにも戻ってくるぞ」
「ああ、わかった。僕の仕事をすることにしよう」
　石壁に模した扉が手も触れないうちに開いた。軋む音は少しも聞こえなかった。
 
 
　　　　二十一
 
　警邏たちが放り出していった角燈を手に、私は細い地下通廊を進んだ。背中で扉が閉まる音が聞こえた。地下の酒蔵に出るとくぐもった物音が聞こえてきた。階段を登るにつれ音は大きくなる。幾人もの叫び声や足音だ。
　地上への階段を登ろうとすると、上階に人影が現れた。慌てて酒蔵に引っ込むと、上から声がした。
「探偵か、何をやっていたんだ。早くしろ！」
　ホッピーズの声だった。
「ちょいと亡霊騒ぎがあってな」
　私は階段を駆け上がった。
「亡霊だと？　早くしねえと俺たちが亡霊になっちまうぜ。おっと、伏せろ！」
　開け放しになった石蔵の扉の前を甲冑姿の兵士が武具を鳴らして幾人か走って行く。〈王の門〉の方ではなく、王宮の裏手、北側へ向かっていくようだ。
「うまく騒ぎが起こったようだね」
「奴ら、派手にやりやがった。北東の〈淑女の門〉で花火を打ち上げたら火がついたらしい」
「〈淑女の門〉が焼けたら御忍びがやりづらくて困る輩が出るんじゃないか」
「知るかよ、そんなこと」
　私たちは蔵の中で兵士たちをやり過ごして、外へ出た。蔵と蔵の間の狭い場所に荷車が置かれていたが、載っているのは化粧道具を入れた箱ではなく、藁束だった。それがもぞもぞと動いて、ゲイルゼンが傷痕のある顔をのぞかせた。
「生きておったか」
　そう言って彼はにやりと笑った。
　王宮の中は騒然としていた。警邏や衛士は北側の〈淑女の門〉の方へ走り、出入りの商人や使用人は〈王の門〉脇の通用門の方へ我先にと走っていた。どんという大きな音がして、石蔵の屋根越しに花火が上がるのが見えた。その下からは灰色の煙が立ち昇っている。
「おう、上がった、上がった」
　荷車の脇でマルサールが空を見上げた。ネクツァン・カサラもその隣にいたが、すでに鬘も外し花柄の上着も脱いでいた。私たちは荷車とともに王宮の庭を〈王の門〉へと向かった。
「クァロニアン党の仕業か！」
「いや、フランジースコの間諜らしい」
「莫迦な、〈緋の兄弟団〉が仕掛けたに違いない」
　行き交う人々は不安気な言葉を口にしては、門へと急いでいた。
「びらでも撒いたのか」
　マルサールに問うと「いや、クァロニアン党がやったことにするはずだったんだがな」と言って苦笑いを浮かべた。
「フランジースコの仕業だとは噴飯ものだな」
　カサラが不機嫌な声で言った。
「そういう流言を広めている奴がいるんだ。北からはフランジースコ、南からはスベルコーニ、その内東部からシンデック辺りが攻めてくるとか言い出すんだろうよ」
　ホッピーズが唾を吐いた。
「新しい帝国が武力と魔力で外憂を打ち払うっていうことか。そんなことを真に受ける奴がいるとはな」
　カサラは〈淑女の門〉へと走る者たち、〈王の門〉へと急ぐ者たち双方を交互に見て、眉間にしわを寄せた。
「なに、昔からよくある手口さ。誰かを敵だと決めつけておけば不満と不安のある人間は扇動しやすくなる」
　マルサールは荷車を引きながら、涼しい顔でそう言った。
「〈緋の兄弟団〉もそういう手を使うのかい」
　私の言葉に絵描きは事も無げに答えた。
「ああ、もちろんさ」
　私たちは蔦に覆われた門を通り過ぎた。櫓の上の衛士は下を通る者ではなく、煙の上がる北の方に頭を向けていた。庭園をそぞろ歩いていた着飾った男女の姿は消えていた。
　〈王の門〉に近づくと人だかりができていた。左右の通用門のまわりに王宮から出ようとする人々が数十人滞っている。人並みの向こうで警邏が大声を出していた。
「王宮を出る者はここで検める！　王宮内の牢を破って逃げた者がいる。重罪人だ、断じて逃すなというブルセンカーズ局長閣下のご命令だ。荷もすべて検めるぞ！」
　門の前の人々からは不満げな声が上がった。
「おい、後ろから攻めてきたらどうするんだ！」
「煙が上がってるじゃねえか」
「局長殿が頼りないから、スベルコーニなんぞに好きにやられるんだ」
「ブルセンカーズ閣下のご命令なら袖の下でどうにでもなるな」
「何でもいいから、早くここから出せ！」
　ブルセンカーズの名前を出したのは、多分失敗だった。人々は次から次へと不平不満を並べ出した。私は荷車の荷台の様子を見る振りをして、括り付けておいたファバーン剣を取り出した。カサラの袖口からは発条仕掛けの短剣が飛び出した。
「一仕事やるか。衛士と警邏、合わせて十人といったところだな」
　ホッピーズは外衣の下、背中に隠した得物に手をやった。
「早まるな、後を追われてろくでもないことになるぞ！」
　藁束の下からゲイルゼンの押し殺した声が聞こえた。
「しかし、お頭……」
「そろそろ、〈淑女の門〉からフランジースコかスベルコーニの兵隊が押し出してくる頃ではないのか」
　ゲイルゼンのつぶやくような声に応えたのはマルサールだった。
「敵兵が来るぞ！　〈淑女の門〉が破られたんだ！　フランジースコの遊撃隊だ！」
　押し問答をしていた者たちが一斉に騒ぎ出した。後ろを振り返った男が叫んだ。
「おい、兵隊が来るぞ！　む、あれは王宮の衛兵か」
　マルサールはすかさず大声を出した。
「衛兵に化けているんだ！　王宮を混乱させて、一気に落とすつもりだ！」
「門を通して！　ここにいたら殺されるわ！」
　甲高い声で叫んだのはネクツァン・カサラだった。彼女のそんな高い声は聞いたことがなかった。
「助けて！」
　その一声が効いたのかどうか、人々の声は一気に高まり、皆が通用門に押し寄せた。
「早く出せ！　ここで死ぬ気はない！」
「お前ら、さっさと行ってスベルコ野郎を何とかしろ！」
「王を守る方が先だろう！」
　マルサールとカサラは人々の声に合わせて、同意の声や悲痛な叫びを挟んで騒ぎを大きくした。
「へへ、これはお二人ともいい役者だね」
　ホッピーズが口に手を当てて濁声を上げた。
「ここを出せって言ってんだよ、唐変木め！」
　私も同様のことを叫び続けた。
　騒然とする中で先刻の警邏の声が響いた。
「ウーシグ、〈淑女の門〉の様子を見てこい！」
　命を受けた警邏が駆け出そうとすると、また人々が騒ぎ出した。
「お前、逃げるつもりだな！」
「だから、ブルセンカーズの手下は当てにならないんだ！」
「俺たちより局長閣下の方が大事か！」
　人々の声は矛盾に満ちたものとなり、不運な警邏につかみかかる者も現れた。
「お前たち、何をしている！　全員捕らえるぞ！」
「ふざけるな！　市民を護るのが警邏の務めだろ！」
　通用門を固めていた警邏が何人か、もみくちゃになっているウーシグを助けに動いた。隙のできた門に人々が殺到した。持ち場を動かなかった衛士が槍で阻む構えを見せたが、人々の勢いに気圧されてすぐに矛を収めた。
　人々は我先にと門を潜り、木橋を渡って王宮から出ていく。転んで踏みつけにされている者もいる。見れば〈王の門〉の反対側の通用門でも同様のことが起こっていた。
　私たちは人々の流れに乗って門を出た。背後でまた爆ぜる音が大きく響いた。
 
 
　　　　二十二
 
　私たちが向かったのは〈廃塔〉近くの入江の小屋だった。コラプリスの寺よりは市外のこちらの方が安全だというゲイルゼン自身の判断だった。
「こんなところで申し訳ありませんね、お頭」
　手ずから暖めた葡萄酒を用意する〈夜の執事〉にゲイルゼンは静かに答えた。
「久しいな、ここは。ティグイスカの一党とここでやりあったことがあったな」
「へい、奴ら俺たちのお宝を横取りしようとしやがって、相応のお代を払うことになりやしたね」
「腕が一本では安すぎたのではないか」
「お頭がお情けを見せたんで、奴も今じゃ堅気の船長でさあ」
「そうか」
　ゲイルゼンは卓子に残る刀傷を太い指でなでた。卓子には葡萄酒の杯に大皿に盛られた海の幸が並んでいたが、同じこの卓子の上でそのティグイスカという男は片腕を失ったのだろうか。
　食卓についているのはゲイルゼンにホッピーズ、カサラと私、それに前にもこの小屋で会ったビュールという男だった。マルサールは〈淑女の門〉で陽動を行った仲間のことが気になると言って市内に残った。
　私たちはゲイルゼンにクァロニアン党の暗躍について語った。元海賊は時折うなずくだけで黙ったまま話を聞いた。
「お嬢様をあの青瓢箪野郎に添わせようとは！　何が皇子様だ、八つ裂きにして鱶の餌にしてやる！」
　ホッピーズはずっと我慢していたらしい台詞を吐き出した。
「外務卿と北部局長がクァロニアン党と通じていることははっきりしたわけだな」
　カサラが気持ちを抑えた硬い声で言った。
「あの絵描きだか役者だかに言って、びらを撒かせましょう、いや、ランケン、お前、新聞屋に知り合いがいたろう、そいつに書いてもらおうぜ」
　ホッピーズが勢い込んで言う。
「びらはいいが〈緋の兄弟団〉は今、動けるのか。〈淑女の門〉の件で手入れがあれば、難しいかもしれない。ヨーコックは証しがないと書かない。『真実をあなたに』だからな。それに牢破りの話を公然と書けばブルセンカーズに捕らえられる恐れがある」
「そいつはお堅いこって！　じゃあ、どうする。そういう話をゴークシーの野郎がしているってことは、〈赤い騎士〉が動き出すのも近々なんじゃねえのか」
「白銀街道や港を見張らせているのだろう。何か報せはないのか」
　カサラの問いにホッピーズは渋い顔をした。
「今のところは何もねえ。やっぱり例の〈鯨潜艦〉か。それに、ばらして運べば一つ一つはそんなに莫迦でかいわけじゃねえのかもしれねえ。こちとら役人じゃねえからな、全部荷改めってわけにはいかねえ。網に引っ掛からねえってこともあるかもしれねえな」
「迎え撃つ準備を急ぐしかないな。宮廷魔道士が王宮の地下で何をしているにせよ、我らは我らでできることをするしかない」
　女剣士は拳を握ってそう言った。
「儂は明日、トリフェザに行く。島の海賊どもをどれだけ動かせるかわからんが、やってみるしかあるまい」
　ゲイルゼンが言った。
「明日ですかい、お頭。二三日はお休みになった方がいいんじゃねえんですかい」
　〈夜の執事〉は心配げな顔をしたが、ゲイルゼンは意に介さなかった。
「明日だ、ホッピーズ。船の手配を頼むぞ。それと儂はこれから手紙を書く。内務卿のテリオムと宰相のヌートロップ宛てだ。奴らを当てにはできないが、幾らか動揺させることぐらいはできるだろう。間違いなく届けるのだ」
　ホッピーズは「へい」と言ってうなずいたが、まだ何か言いたそうな顔をしていた。
「それともう一通、その頑固な新聞屋にもだ。儂の署名が真実の証しになるのかどうかは知らんが、『真実をあなたに』がただの惹句でないのなら捨て置きはしないだろう」
　ゲイルゼンは傷痕の走る顔を歪めて笑い顔を作り、私を見た。
「まずは署名の鑑定から始めるだろうね」
　私は肩をすくめ、ヨーコックに届けると答えた。ホッピーズがおずおずと次の台詞を口にした。
「それで、お頭、もしトリフェザに行ってお留守のうちにですよ、お嬢様がサンジェリィに現れて、そのう、あの皇子とやらと結婚するとかいうことになったら、いかがいたしやしょう」
　フィオレームの父親はぎろりと〈夜の執事〉を睨めつけた。
「お前は王宮の地下牢で儂が何と言ったか、話を聞いていなかったのか。フィオレームは死んだのだ。魔術の仕業か、言葉巧みに言い包められたのか、いずれにせよ、帝国の花嫁になる女は我が娘ではない。他の者たちにも言っておく。我らの目的はクァロニアン党を倒し、帝国の復活を阻むこと、ただそれだけだ」
　ゲイルゼンはそれだけ言って、手紙を書くために食卓を離れた。ビュールが慌てて後を追った。
　残った私たち三人はしばし押し黙って、残りの葡萄酒を飲み、料理を突いた。
 
 
「宮廷魔道士がバートレイード王の亡霊を出しただと？　そいつは傑作だ、私も見てみたかった」
　シェミトは王宮の地下牢に行けなかったことを大いに残念がった。
「ふむ、しかし、未だにその時代の地下牢が放置されていたとは驚きだ。王は外つ国の遺跡ばかり掘り返していないで、自分の足下をもっと探ってみるとよかろうになあ」
「それは王への皮肉なのか、カルトーニア伯爵。足下を見ないでいるから、外務卿のような奸臣が跋扈するということか」
　コラプリスの寺院にはマルサールも顔を出していた。
「皮肉？　いや、そうではない。字義通りのことだ。宮廷魔道士たちは〈地下宮殿〉で何かしているのかもしれぬな。言い伝えによればかつての帝国が建設したというものだからな。帝国の秘儀に関する何かが隠されているのかもしれない」
「何か、何かじゃ埒が明きやしねえ。おい、絵描きの兄ちゃんよ、そっちのお仲間は無事なのか」
　マルサールは〈緋の兄弟団〉の面々は今のところ誰も捕まってはいないと言った。
「あれは時計仕掛けで火を付けたんだ。腕のいい職人がいてね。どかんといった時にはあの場にはもう誰もいなかったのさ」
　革命家はさも楽しげにそう語った。
「ふうむ、どかんとか。そいつを使って〈赤い騎士〉をどかんとやれねえもんかな」
　ホッピーズが言う。
「〈赤い騎士〉が仕掛けた場所に行ってくれるとは限るまい」
　シェミトの言葉に〈夜の執事〉は言い返した。
「何でもやれることはやるんだよ。海軍がゴークシーの配下じゃそっちの大砲は当てにできねえが、陸の兵隊どもはどうなっているんだ。幾ら柔弱なエイマン王だって、攻め込まれて何もしねえってことはねえだろう」
　ネクツァン・カサラが頭を振った。
「〈金蹄隊〉はじめ王直属の兵は動くだろうが、他はわからない。内務卿と宰相がどちらにつくのか、現状に不満を持つ将軍や隊長がどう動くのか。何にせよ、王宮に大砲はないと父に聞いたことがある。投石機なら、どこかの蔵に眠っているかもしれないが」
「ゲイルゼン殿がトリフェザに渡ったのなら、海賊船の大砲が使えるのではないか」
　シェミトが言うと今度はホッピーズが首を横に振った。
「そりゃあ、ちっとはそういうものもあるだろうが、たいして弾が飛ぶわけじゃねえ。あれは余分な斬り合いをしねえための脅しに使うもんだ」
「ふむ、海賊には海賊の流儀というものがあるのだな」
　隠秘学者は妙に納得したような顔になった。
「警邏隊の方はどうなんだ。北じゃなくて南の方だ。ノップラントは動けねえのか」
　ホッピーズの問いに答えたのはマルサールだった。
「膠着状態だな。南部局周辺は南の警邏たちが固めていて北も手が出せないが、かといって南が打って出てクァロニアン党やブルセンカーズの息の掛かった奴らを一掃できるかというとそれも難しい。まあ、おかげで我々は動きやすいとも言えるが」
　コラプリスが手にしたヴィンズクの印入りの覆面をくるくると指で回した。
「市中では引っ手繰りや押し込みが増えているようだ。火付けもまた起きた」
　カサラが眉根を寄せた。
「井戸に落ちたモウズナーは生きているのか」
「帝国の兵士たちと同様、半ば不死の怪物となっているのかもしれぬな」
　私の声にシェミトがあまり楽しくはない答えを返した。
「不安と不満が高まれば帝国の威光とやらにすがりたいと思う者も増える。かつてクァロニアン帝国が興ったのも、失政続きで人々の間に政への不安と不満が膨らんでいたのが大きな要因だ」
「その通りだね、伯爵殿。変革の機会はどちらにも転ぶ可能性があるが、今は悪い方へと骰子が転がっているようだ」
　マルサールがどこか醒めたような笑みを浮かべてそう言った。
 
 
　新聞とびらが市中を舞った。〈緋の兄弟団〉が撒いたびらには外務卿と警邏隊北部局長官の陰謀が書き立てられていた。ヨーコックはゲイルゼンからの手紙を綿密に調べた末、本物だと判断し、彼の新聞にその全文を掲載した。手紙はクァロニアン党と結託した狡猾な陰謀家を倒し、帝国の復活を阻止せよという檄文だった。
　だが、多くの新聞が紙面を割いたのは〈淑女の門〉の事件とゲイルゼンの脱獄についてだった。〈淑女の門〉焼き打ちは——実際には門扉が幾らか焦げた程度だったが——六割がフランジースコの間諜の仕業、四割がスベルコーニからの潜入兵の仕業となっていて、王宮内部へ侵入した敵兵もいたと書き立てるものもあった。ゲイルゼンはフランジースコかスベルコーニ、あるいはその両方と通じており、サンジェリィ侵攻の手引き役だと断じたところもあった。
　その場にいた者の話として王宮の衛兵に化けた敵兵が〈淑女の門〉から突入したと書いた新聞もあり、ご丁寧に人相の悪い偽衛兵が本物の衛士と争っている絵まで入っていた。港役人がフランジースコの船乗りを捕縛したという記事や南の大門でスベルコ人の商人を捕らえたという記事もあった。
　フランジースコの艦隊が南へ動き出したという噂が流れた。スベルコーニの軍勢が白銀街道を北へ進んでいるという噂も立った。直接見たという者は誰もいないようだったが、船乗りや隊商、旅人から聞いたという話が人伝てに広がっていた。
　疫病は大きな広がりこそ見せなかったが、あちこちで患者が出ていることには変りはなかった。〈旭日隊〉の水薬に多くの人々が群がった。
　火付けもしばしば起こった。夜回りをする者が焼けただれた顔を頭巾で隠した男の姿を見たという噂もあった。
　嫌な気配が街中に漂っていた。
 
 
　　　　二十三
 
　カトリートの廃寺はサンジェリィでも北東の外れ近く、拝み山と呼ばれる小高い丘の東側の一面を削るような形で建っていた。建っているというのは語弊があるかもしれない。外壁は東向きの正面はほぼ失われ、左右の壁もぼろぼろに朽ち果てて、柱と梁の間に残っている壁はわずかだった。背面は山肌をそのまま使っていて、あちらこちらから木々が廃墟を侵食していた。
　さる富豪がジャクレン教の異端の一派に入れ揚げて、ここに寺院を建てたのはもう五十年も前のことらしい。当初は朝日を浴びて輝く金色の巨大な聖像が評判になったというが、富豪は程なくして天上楽土に行けるという妙薬を飲んで死に、寺院は荒廃した。黄金の聖像は指を一本、腕を一本と次々に盗まれ、姿を消したが、安物の鍍金でさしたる金にはならなかったという話もあった。
　以来、寺院は風雨に晒され荒れるに任せた様相となった。死んだ富豪の亡霊が出るという噂も立ち、誰も訪れるものはなくなった。
「ふむ、確かに高さは七十イート（約二十一メートル）はありそうだ。岩壁を背にして、ロラストの山にあった〈赤い騎士〉の普請場に似ているな」
　カルトーニア伯は辺りを覆う叢の影から千里鏡を突き出して廃寺院を見遣った。
「人気もない。秘密裏に事を進めるには良い場所かも知れないが、本当にその〈赤い騎士〉というものはこれほどの大きさなのか」
　ネクツァン・カサラが信じ難いといった面持ちで首を捻った。
「信じたくない話だが間違いない。それにしてもこんな御誂え向きの場所があるとは気づかなかったよ」
　私がそう言うとシェミトがうなずいた。
「こんな所があるとは私も知らなかった。本物の古刹や遺跡ならともかく、こういう新しい場所までは見当もつかない。流石はノップラント局長と言うべきか」
「局長殿は〈赤い騎士〉のことを知っていたのか」
　女剣士の問いに私は「いや」と答えた。
「南部局に籠城していても、配下の警邏を動かして市中の動きを探っているらしい。この辺りで〈旭日隊〉が何かやっているらしいから探ってみろと報せが来た時は驚いたよ」
「南部局の警邏を行かせるわけにはいかなかったのか」
　カサラの問いに私は答えた。
「この辺りは北部局の縄張りらしい。正面からぶつかるのは避けたいんだろうよ」
　空を覆った雲が西の地平近くで少しだけ切れていて、そこから赤い夕陽が差し込んできた。廃寺は拝み山の影になって夕闇の中に朧に佇んでいる。馬車の音が近づいてきた。半ば叢に覆われた道を二頭立ての荷馬車が走ってくる。荷台は幌に覆われていて見えない。
　荷馬車は荒れた石畳の道を進み、廃寺の正面で止まった。荷台から何人もの男たちが飛び降り、積荷を下ろし始めた。荷は細長い材木のようなものに見えた。
「これから足場を組み立てるのか、ならば、完成にはまだ間があるということか」
　シェミトが希望的な見方を示した。
「そうだといいがね。鎧の中の骨組みか何かかもしれない」
　男たちは荷台から大小の荷物を廃墟の中に運び込んだ。一つ二つと松明か洋灯らしき灯が点った。
「行ってみるしかあるまい」
　カサラが腰の剣に手をかけて言った。
　私たちは叢の中を身を屈めて、カトリートの廃寺に近づいた。わずかに残った正面の壁の内側には大きな帆布が下ろされ、その隙間から明かりが漏れている。中からは鋸を挽く音や槌音が聞こえた。
「大工仕事か、やはり足場か」
　シェミトが押し殺した声で言った。
「魔力の気配は？」
　カサラの問いに私は改めてファバーン剣の柄を握ったが、それらしい感覚は伝わっては来なかった。
「今のところはないようだ」
　私たちは左側の壁際に移動し、壁板が外れて一イート（約三十センチ）ほどの隙間ができている場所を見つけた。そこには帆布は貼られていなかった。中をのぞき込むと、幾人もの男たちが立ち働いていた。鋸で材木を切る者、鉋をかける者、釘を打つ者、彼らは奇妙な熱意を持って一心不乱に大工仕事を行っているように見えた。
「これが〈赤い騎士〉なのか？」
　女剣士が訝しげな声で言った。
「少なくとも足場ではないようだな」
　シェミトが首を捻る。
「あの大きな丸いものは車輪だろう。まるで大祭の山車のように見えるが……」
　ネクツァン・カサラが言う通り、それはロキオネンス大祭に繰り出す大きな山車のようにも見えた。四つの車輪の上に何段にもなった櫓のようなものが立ち、露台状のものが張り出している。ロキオネンスの祭りでは各々の街が凝った装飾の山車を繰り出して、街中を練り歩く。目の前で造られているものは飾りこそ施されてはいないが、その大きな山車と言われてもうなずける代物だった。
「ふむ、祭りに山車を出して存在を誇示するつもりか。だが、まだ祭りはだいぶ先だが」
　シェミトが言うとカサラが別の見解を示した。
「攻城塔ではないのか。これを使って王宮に攻め入るのかもしれない」
「わからんが、〈赤い騎士〉がここにはないことだけは確かだ」
　そう私が答えた時、突然背中に寒気を感じた。同時に剣の柄から痺れるような奇妙な感覚が走った。
「祭りはお好きですかな」
　嫌味の詰まった甲高い声が叢の中から聞こえた。
「黒のニケンジェ！」
「名前を覚えていて頂いてうれしい限りですな」
　薄闇の中で叢がざわついたが、奇怪な鼠人間の姿は見えない。
「祭りはもうじきですよ。ロキオネンスの祭りよりももっと賑やかにもっと盛大に、クァロニアン帝国再興の祭りが執り行われることでしょう。ただ、あなた方がそれを目にすることができるかは、果たしてどうでしょうねえ」
　叢の中を何かが近づいてくる。ざわざわと葉叢が動いて、四方から何かが迫ってくる。
　ざっという音とともに叢から何かが飛び出してきた。甲高い鳴き声が聞こえる。焦げ茶色や灰色の毛皮に覆われた人間の戯画のような肢体と尖った桃色の鼻先が、廃寺から漏れ出る灯に途切れ途切れに見えた。
　私とカサラは剣を振るった。ファバーン剣の神秘文字が夕闇の中で緑色に光り、女師範の二つの刃が鼠人間の鉤爪と打ち当たり火花を散らした。たちまち、私たちのまわりには血みどろの奇怪な骸が輪を描いた。
「お二人ともたいした腕前ですな。モウズナーさん、出番のようですよ」
　ニケンジェの不愉快な声に応えて、ひどくかすれてざらざらとしたもう一つの声が響いた。喉の奥から無理に絞り出したかのような怨嗟の声だ。
「スナブ・ランケン、今夜こそお前を殺してやる！」
　叢の中に黒ずんだ影が立ち上がった。黒い襤褸をまとったその影に廃寺からの灯が当たると、赤黒く焼け焦げた男の顔が見えた。元の造作は爛れて崩れ、判別できない。もはや鼠に似ていると形容することはできなかった。
「何だ、こいつは！」
　モウズナーのおぞましい姿を見て、ネクツァン・カサラが息を呑む。
「帝国の奴隷の哀れな姿さ。まともに死ぬこともできないんだろうよ」
　モウズナーは血の混じった泡を歪んだ口元から吹きながら、何事か言葉らしきものを発した。聞き取ることはできなかったが、それが炎の呪文であることはすぐにわかった。指を失った、あるいは溶けて塊になった棒のような手の先から炎が噴き出し、周囲の叢に燃え移った。炎はそれ自体が意志を持った生き物であるかのように、私たちを取り囲んで燃え広がり、その輪を縮めてくる。鼠人間の死体に火がついたのか、肉の焼けるにおいがする。
「どうする！　例の妙薬なら持っているぞ。水の精霊でも呼び出すか？」
　シェミトが懐中を探りながら言った。
「まだ取って置いた方がいいだろう」
　私は背中の廃墟の方に目をやった。この騒ぎの間もずっと大工仕事の音が聞こえていた。誰かが様子を見に飛び出してくることもなかった。
「中だ！　祭りの準備を台無しにする気はないだろう」
　近くの窓——壁に開いた穴と言っても良かった——は手が届く高さにあった。
「先に行けるか」
　カサラはうなずき、剣を収めると窓に飛びついた。女とは思えない力強さで自分の体を引っぱり上げ、中に飛び込む。すぐに声が聞こえた。
「大丈夫だ。誰も自分の仕事しか目に入らないらしい。これも魔術か」
「使役の術の類いだな。不死の兵隊といい、帝国は只働きさせるのがお得意のようだ」
　私は窓枠に取りついてもがくシェミトをどうにか廃墟の中に押し込んだ。炎の輪はもう間近に迫り、熱気で肌が焼かれるようだった。その赤い光の中からモウズナーの黒い影が近づいてくる。炎はその体にも燃え移っているが、一向に苦しんでいるような気配はなかった。この男は本当にまだ生きているのだろうか。
「お前を殺……」
　モウズナーの絞り出すような声が途中で途切れた。口元から喉の辺りから拳ほどの塊が崩れて落ちるのが見えた。それでもモウズナーは炎の中をこちらに進んでくる。
　私は窓に手をかけ、崩れそうな壁を這い登った。廃墟の中からカサラが手をのばし、私の腕をつかむ。炎の熱で尻が焦げる寸前に私は廃寺の中に転がり込んだ。頭上を火炎の流れが通り抜ける。壁の向こうで奇怪なうめき声が響く。焼け爛れた手では窓によじ登るのは難しいようだった。
　廃墟の中の男たちはこの渦中にあっても、何事もないかのように黙々と仕事を続けていた。帝国の兵士たちと同様、半不死の状態なのかとも思えたが、彼らの肌には汗が滲んでいた。
　私たちは懸命に鋸や鉋、槌を手にして仕事に励む男たちの合間を抜けて、廃墟の反対側の壁に向かった。働く者たちは血まみれの段平を下げた闖入者の姿がまったく目に入らないらしい。巨大な〈山車〉は粗方の骨組みは出来上がっているようだったが、それが何のためのものなのか、調べている暇はなかった。
　反対側の壁には下の方にかなり大きな裂け目があった。だが、抜け出そうとする刹那、壁の裂け目から鼠人間の桃色の鼻面が顔を出した。耳障りが声が谺し、建物正面の帆布の影からも二本足の巨大な鼠が姿を現した。
「あなた方はもう袋の鼠ですよ。どうですか、鼠の気分を味わうというのも乙なものでしょう」
　別の帆布の隙間から黒のニケンジェが顔を出し、嫌味な笑い声を上げた。私は投剣を打ったが、刃は帆布に当たって床に落ちた。帆布の隙間から朱の光が動いているのがわかった。〈山車〉を焼きたくないので、モウズナーは私たちが出てくるのを待ち受けているのだろう。
「やっぱり、これか」
　カルトーニア伯爵は懐からアムアッサの妙薬を取り出した。ロラストの山中ではそれに救われたが、また功を奏するとは限らない。あの時は〈太古の精霊〉が大きな力を放ったであろうことをシェミト自身も語っていた。薬のせいで隠秘学者が人事不省に陥る危険もあった。
「奥に何かあるぞ！」
　不意にカサラが〈山車〉の後ろを指差して叫んだ。廃墟の奥の側の壁は拝み山の岩肌がむき出しになっており、角燈を持った男が壁龕のような所から長い材木を引っ張り出していた。壁龕は人の背丈ほどの高さで幅も同じくらいある。
　駆け寄ったカサラが男の手から角燈を奪って、奥を照らした。男は何が起こったのかわからない様子で、呆然としていたが、すぐに部材を持ってそこを離れた。
「洞窟だ！　奥まで続いているようだ！」
「鼠の穴の可能性もあるが……いや、これは相当に古い、人の手で掘られたものだな。拝み山という名前からして、何かあるとは思っていたが」
　シェミトが迫持状になった窖の縁を調べて言った。穴の中に顔をいれるとわずかな空気の流れが感じられた。
「空気が動いている。どこか外に通じているのかもしれない」
「ふむ、行き止まりでないことを願おう」
　鼠人間は壁の裂け目や帆布の間から廃寺の中に入り込んできた。私たちは材木や大工道具が置かれた窖に飛び込んだ。
　窖は入り口から二十イート（約六メートル）ほど進むと人一人分程に幅が狭くなり、そこに扉がついていた。頑丈そうな戸板には見覚えのない文字とも紋章ともつかないものが彫り込まれていた。扉は半ば開いており、そこから湿った風がわずかに吹き込んでいた。
　カサラが扉に角燈を近づけて言った。
「内側に掛け金が付いている。中に入って閉めれば時間は稼げるだろうが……」
　女剣士の言葉には不安な響きが混じっていた。
「鍵は外に付ける場合が多いだろうな」
　シェミトが扉の浮き彫りに首を捻りながら言った。
「奥の院というやつかもしれない。ここを建てた金持ちが誰にも邪魔されずに修業でもしたんだろう」
　背後には鼠人間のきいきい言う声と足音が迫っていた。カサラが扉を引き開け、私たちは中に入った。私は軋む扉を閉めて、錆びついた掛け金を下ろした。
 
 
　　　　二十四
 
　私たちは暗い隧道を小走りに進んだ。しばらく行くと道は登りの緩い石段となっていた。風がその上からわずかに吹き込んでくる。二十段ばかり登ると岩を穿って造られたらしい小部屋に出た。差し渡し二十イートを越えるほどだろうか。奥の壁には恐らくは祭壇らしきものの残骸があった。寺院が廃された後、ここも盗人に荒らされたのだろうか。
　その壊れた祭壇の前に人影らしきものがあった。カサラも私も剣を構えなおした。ファバーン剣はニケンジェの登場以来、青緑の神秘文字を浮かび上がらせたままだ。人影は胡坐をかいて座っているようで、じっと動かない。私たちは剣を手ににじり寄ったが、角燈の光が人影を照らすと彼が動かないわけがわかった。
　それは木乃伊だった。骸骨に茶色い皮が張り付いたような姿で、腰の辺りにわずかに襤褸布のような衣裳が残っている。ところどころ鼠にでも食われたのか、黒い穴や裂け目が開いていた。
「寺の主は妙薬を飲んで亡くなったのではないのか」
　カサラの問いにシェミトが答える。
「飲まず食わずに一心不乱に祈祷を続ければ、極楽に行けるという教えがジャクレンの一派にあるらしい。薬はそれを助けるものだったのかもしれないな」
「それは単に麻薬の類いではないのか。忘我の境地で夢見るあの世に行くための」
「そうかもしれんな。神々の教え、聖者の言葉、みんなそういうものだろう。天上の幻が見えればそれでいいのだ」
　カサラが重ねて問うと自称〈魔術師の弟子〉は分別くさい顔でそんなことを言った。
「一人で勝手にやってる分にはいいがね、この世にろくでもない幻を作り出そうとされてはたまらないね」
　その時、私たちが入ってきたことでわずかに釣り合いが崩れたのか、木乃伊が倒れた。胡坐を組んだ下半身はそのままに、腰から上がうつ伏せに倒れ、枯れ木のような腕がもげて、石床の上に転がった。
　その腕はまるで何かを指し示しているかのように岩屋の奥に向いていた。気のせいか、そちらからかすかに風が吹いてくるように感じられた。
「師範、その奥を照らしてみてくれ」
　女剣士が手に持った角燈を向けると、天上の低くなった岩屋の奥に黒い穴が開いているのが見えた。屈み込んだカサラが口で湿らせた指先をかざした。
「わずかだが風がある。この穴はどこかに通じているぞ」
　背後からは物音が聞こえてきた。何か重いものを打ちつけるような音だ。
「鼠どもめ、扉を破ろうとしているぞ」
　シェミトが心配げに言う。
　奥の穴は這って進まなければ入れないほどの大きさだった。
「行くか」
　カサラが短い言葉を発した。
「うむ」
「鼠穴だったらどうする」
　シェミトが眉根を寄せて言った。
「奴らの穴なら、わざわざ扉を破ろうとはしないだろう」
「それはそうだが」
「窖はうんざりかい。ここで火炎の術を使われたら、一同蒸し焼きだが」
　隧道の奥で一際大きな音がした。
「こっちまで鼠になりそうだ」
　カルトーニア伯爵は肩をすくめて嘆いた。
　カサラを先頭にシェミトを挟んで私という順で、私たちは狭い岩穴に入り込んだ。四つん這いでまさに鼠のように——いや、土竜だろうか——私たちは窖を這い進んだ。ありがたいことに穴は入り口よりも狭くなることはなかったが、次第に転げ落ちないように手足を突っ張らなければならないほどの下り坂になっていった。人の掘った穴というよりも自然にできた岩の裂け目のようにも思えたが、定かにはわからない。前を進むシェミトの苦しげな息が聞こえてきた。
「聞こえるか、水音だ」
　先を行くカサラが言った。シェミトも私も一時這うのを止めて、耳を澄ました。確かに前方から水の流れるような音が聞こえてくる。同時に幾らか冷たい空気と湿ったにおいも感じられた。
「下水道か、それこそ鼠の棲み処だな」
　シェミトが言う。
「悪臭は感じないが」
　カサラが答える。
「進んでみるしかないさ」
　私たちはさらに穴を下った。突然「あっ」というカサラの短い叫びが聞こえ、前方に見えていた角燈の灯が消えた。ほとんど同時にシェミトの言葉にならない声も響いたかと思うと二つの大きな水音が重なりあって聞こえた。目の前には鈍い銀色に光る穴があった。岩穴はほとんど垂直に近い傾きとなり、水面に向けて口を開けていた。
「カサラ！　シェミト！」
　二人の名前を叫ぶと同時に手をかけていた岩が崩れた。私の体もまた地底の水流へと真っ逆さまに落ちていった。
　水はひどく冷たかった。流れは速くあっという間に流されたが、周囲は闇の中というわけではないことは感じ取れた。水底なのか、岩壁なのか、それとも水自体が光っているのか、奇妙な銀色の光が泡や飛沫と入り交じってきらめいていた。
　流れが緩くなり、水面から落ち着いて顔を出せるようになった。地底の川は円弧を描いた隧道の中を流れていた。周囲の岩壁は所々岩が突き出している部分もあるが、滑らかなに加工された石組みでできているようだった。銀色の光はその石組みの中に嵌め込まれた硝子とも金属ともつかない灯がもたらしているようだった。デリン灯と同様の炎ではない光のようだ。灯は水底にあるものもあり、そのせいで水が銀色に光っているように見えるらしい。
　隧道は幅は十五イート（約四・五メートル）、水面から迫持状の天井までは十イートといったところだろうか。水は清冽で下水道でないことは明らかだった。だが、こんな大規模な上水道が地下を流れているという話は聞いたことはなかった。
　やがて水の流れが再び速くなり始めた。左手から大きな岩棚が張り出し、行く手の川幅が狭まっているのが見えた。その岩棚の上に二人の人影が見えた。
「ランケン！」
　濡れ鼠のシェミトが叫ぶ。隣のカサラが岩棚から身を乗り出して手をのばした。
「怪我はないか」
　私は二人の助けを得て、平らな岩の上によじ登った。
「ああ、これは鼠どもの棲み処には向かないところみたいだな」
「こんな地下水道があるとは驚きだ」
「ディパル・シェミトも知らないサンジェリィの秘密か」
　女剣士は腰の鞘を外して逆さにして振り、中の水を切った。自称隠秘学者は悔しい風でもなく、この新しい発見に飛び出した目を輝かせていた。
「ふうむ、あの銀色の灯からして、〈大いなる厄災〉以前の遺物である可能性が高いな。誰が何のために造ったものなのか」
「大昔の水道というわけではないのか。ここから水が取れれば、日照りの時も助かるだろうに」
　カサラが現実的な意見を述べたが、ディパル・シェミトの頭は別の可能性を見出したようだった。
「おお、『シャイクスの銀の水』という昔話があったはずだ。シャイクスなる功徳を積んだ高僧が旱魃に苦しむ民を見て、杖で地面を突くと銀色に輝く水が湧き出したという話だ。あの話はただのお伽話というわけではないのかもしれないな」
「その話なら私も子どもの頃、聞いた覚えがあるぞ」
　珍しくカサラがシェミトの話に興味を示した。
「確か、その水を不老長寿の水として法外な値で売り出した者がいて、その儲けを巡る争いになった。再びその地を訪れた高僧がもう一度地面を突くと水は涸れ、人々は飢えと渇きに苦しむようになったという話だろう」
「そうだったかもしれないな。いや、待てよ。不老長寿を得て人々は働かなくなり、そうすると水が涸れて、みな突然老いて死んでしまったのではなかったか」
「興味深い話だがね、その話にはこの地底の川の出口について出てこなかったかね。〈銀の水〉はたっぷり飲んだから不老長寿になったかもしれないが、この窖で長生きしても仕方がない」
　私は岩棚の先の川を指してそう言った。しばらく先で水の流れは隧道の闇の中に消えていたが、その辺りからどうどうという音が聞こえてくるのは、滝にでもなって流れ落ちているからかもしれない。
「〈銀の水〉の御利益を試してみるか」
　カサラが隧道の奥に視線を送り、腕組みをして言った。
「『シャイクスの水』の話は、そういう話もあったということだけだ。あくまでもお伽話に過ぎないぞ」
　シェミトが言い訳がましくそう言った。
「わかっているさ。だが、他に道がなければ行くしかないだろう」
　女剣士は腰帯や剣帯に緩みがないか確かめた。
「やれやれ、私は泳ぎは苦手なんだ。子どもの頃、カミウスの湖で溺れかけたことがある。ロラストではナディ媼に助けられ、先刻は師範に助けられたが、またなのか……」
　隠秘学者は頭を振りながら、岩棚の奥の方へ行き、灰色の斑模様の岩壁を調べ始めた。
「そう、都合よく岩戸があるとは思えないが」
　カサラが肩をすくめる。
「この隧道は何ものかが造ったものだ。どこかに出入り口があってもおかしくはないだろう」
　シェミトが隧道の壁が大きく凹んでいる場所を矯めつ眇めつして見たり、叩いたりしながら言う。
　そう言われれば、足下の岩棚も形が整い過ぎているような気もした。縁があちらこちら欠けてはいるが七角形のようにも見える。
「む、これは……」
　シェミトは岩壁を掌で押し込むような仕草をした。どこかでくぐもった音がした。岩が擦れあう音のようにも聞こえた。
「見ろ、開くぞ」
　岩棚の奥まった部分がさらに奥へと引っ込み、人一人分ほどの迫持型の戸口が現れた。
「求むる者には自ずと道が開ける、というわけか」
　カサラがいささか疑わしげな顔つきで出現した岩穴をのぞき込んだ。
　新たな隧道にも水道と同様の銀色の灯が所々に点いているようで、光が点々と続いているのが見えた。ファバーン剣を抜くと、刀身の神秘文字が淡く緑色に浮かび上がっていた。
「こう怪しいことばかりだと、警告の意味を成さないのではないか」
　女剣士は自分も剣を抜きながら、そう言った。私は黙ってうなずいた。
　私たちは再び、地底の通廊を進み始めた。隧道は狭かったが岩壁は滑らかで鑿跡らしきものを見てとることはできなかった。天井もきれいな弧を描いており、いかなる方法でこのような隧道を掘り抜くことができるのか、想像もつかなかった。
「これも古の魔術の為せる技なのか」
　先頭を行くカサラが誰にともなく言う。
「魔術なのか技術なのか、〈大いなる厄災〉以前には数千イートもの高さの建物や機械仕掛けの空を飛ぶ乗り物などを造る術があったと言うが……」
　シェミトの言葉にカサラは訝しげな声で答えた。
「それこそお伽話ではないのか」
「この隧道を照らす灯や地上のデリン灯がその証しだ」
「〈赤い騎士〉とやらもそういう代物ということか」
「そうとも言い切れん。そうした技の残滓と帝国の魔術が絡み合って邪な力を作り出しているのだろう」
　私は世界を経巡る旅の途上で出会った古の力の名残を思い起こしていたが、口に出すのは止めておいた。
　隧道は緩やかに曲がりくねり、延々と続いていた。カトリートの廃寺に着いたのは日が暮れる時刻だったが、もう真夜中辺りになっているのだろうか。地下世界での時の経過は判然としなかった。
　階などはなかったが、道は少しずつ下っているように感じられた。地上へ戻るどころか、さらなる地底の迷宮に足を踏入れているのだろうか。
「何か聞こえないか」
　どれほど歩いた後か、カサラが言った。地下水道の水音はとうに消え去り、自分たちの足音と不安を紛らわす会話しか耳にしなくなっていたが、足を止めて耳を澄ますと確かに前方から何かが聞こえていた。
「歌声のように聞こえるが」
　私の応えにシェミトがうなずく。
「うむ、女性の歌声のように聞こえるが、地底にグレイズロウ通りでもあるまいに」
「女の声なのか、提琴のようにも聞こえるが」
　カサラが首を捻った。歌声のようなものは高くなり低くなり聞こえていたが、意味のある言葉なのどうかははっきりしなかった。旋律らしきものはあるが、耳慣れない風変わりなものに感じられた。
「歌声で人を招き寄せる妖魔の話はいくらでもあるが、地の底からというのはあったろうか」
　シェミトは頭の中にぎっしり詰まった書物の山をかきまわしているようだった。カサラと私は剣を握り直し、歩を進めた。歌のようなものは次第に大きくはっきりと聞こえるようになったが、何を歌っているかはわからず、また人間の声とも楽の音ともつかないものであることに変わりはなかった。
　やがて、行く手に明かりが見えてきた。隧道を照らす銀の光よりもはっきりとした大きな光だった。隧道は幾らか広がり、拱門となった出口のまわりは何段かの蛇腹状に縁取られていた。歌声らしきものはその向こうから聞こえてくる。
　私たちは出口の両脇から中をうかがった。そこは大きな広間のような部屋になっていた。差し渡しは五十イート（約十五メートル）ほどだろうか。硝子か水晶のようにも見える半ば透き通った壁で覆われており、その内側、足下付近にぐるりと灯が仕込まれているらしく、わずかに紫や桃色がかった光がぼんやりと部屋の中を照らしていた。部屋の中は奥に向かって数段の階段状に下がっており、小さな劇場のように見えなくもなかった。
　突き当たりは七角形の舞台のようで、そこに歌——あるいは楽の音——を発しているものが立っていた。それはちらちらと光る銀色の薄絹をまとった女のように見えた。ほっそりとした手足に滑らかな曲線を描いた体は美しく、十代の娘のような細面の顔もひどく整っていた。衣裳と同じような色合いの白銀の髪は肩の辺りで切り揃えられ、髪や耳の飾り物には青玉や黄玉らしきものがちりばめられていた。
「絡繰り人形なのか？」
　カサラが眉間にしわを寄せてそうつぶやいた。確かに〝彼女〟は生身の人間ではなかった。肩や肘、顎の下には明らかな継ぎ目があり、白い肌も陶器のような艶があった。淡い青の瞳もまた鋼玉を埋め込んだかのような輝きだった。濡れたように光る珊瑚色の唇は上等な釉薬がかけてあるのだろうか。
　〝彼女〟は私たちに気づいたかのように小首を傾げてこちらを見た。青玉の瞳は私たちの方に向けられているようだが、視線はどこか遠い所に向かっているようにも見えた。歌声のようなものは弱まって消え、その減衰に被るかのように澄んだ美しい声が聞こえた。聞きなれない抑揚があったが、それはウォモレン（共通語）だった。
「ようこそいらっしゃいました。どうぞ中へお入りください」
　私たちは顔を見合わせた。
「〈キュソアの人形〉というものを話に聞いたことがあるが、これはそういうものなのか」
　私は違うと答えた。
「あれはもっと人間そっくりだ。手足に継ぎ目などない」
「知っているのか」
「いや、聞いた話さ」
「では、〈ペルメフの踊り子〉か、男の精気を吸い取るという」
「違うな、あれは三体一組だ」
　シェミトが飛び出し気味の目で私をじろりと見た。
「ふむ、いずれ詳しく聞かせてもらいたいものだな」
　戸口の反対側に陣取っていたカサラが焦れたように言う。
「何の話をしている。あれが何ものにせよ、進むしか道はあるまい」
「その通りだな」
　私たちは広間の中に入った。
「どうぞ、お掛けになってください」
　〝彼女〟は小さな手で階段状になった床を指し示したが、私とカサラは剣を下ろしはしなかった。
「何も心配は要りません。ここは剣を交える場所ではありませんよ」
　〝彼女〟の面立ちが変ったわけではなかったが、声の調子や仕草によってまるで微笑んでいるかのように感じられた。
「私はアシリア、あなた方をお迎えするためにここで待っていました」
「我らが来るのを知っていたというのか。お前は何ものだ」
　カサラが剣先をアシリアに向けて言った。
「私はアシリア、あなた方をお待ちしていました」
「愚弄する気か」
　女剣士は苛立った声を出した。
「誰が来ても同じことを言うんだろう、そういう仕掛けなんだ、恐らくは」
　カサラは困惑した様子で幾らか切っ先を下げた。
「ふざけた仕掛けだ」
「アシリアとやら、君はこんな地の底で何のために当てもなく来客を待っているんだ」
　アシリアは顔を上げて、両腕を広げるような芝居じみた仕草をした。
「私は〈銀の水〉を守るもの、地上の地獄から逃れ出た方々に地底の楽園を供するもの、永遠の安らぎを約束するもの、そして不毛の歴史を伝えるもの」
　私はシェミトの顔を見たが、隠秘学者はこの地底の驚異によほど心打たれたのか、半ば口を開けて〝彼女〟の方を見ているばかりだった。
「いつからここにいるんだ」
　アシリアは心なしかうつむいて寂しげな様子を見せた。私は壁からの光が〝彼女〟の声音や仕草に合わせて、微妙に変化していることに気づいた。この部屋はまさしく劇場なのだろうか。
「ずっとずっと昔から、ずっとずっとここにいる」
　アシリアの声はかすれてざらつき低くなり、すると奇妙なことにその容貌がどこか人間味を帯びたように感じられた。
「我らは地上で邪悪なものの手から逃れ、ここにたどり着いた。地上への出口を探している。どうすれば地上へ戻れる」
　カサラの単調直入な問いにアシリアは首を傾げて答えた。
「地上が邪悪なものに溢れているのなら、どうして戻る必要がありましょう。ここで〈銀の水〉を飲み、永遠の安らぎを得れば良いのです」
　〝彼女〟の声は再び滑らかなものとなり、顔には笑みが浮かんでいるかのように見えた。
「そういうわけにはいかない。我らは地上が邪悪なもので溢れ返る前にそれを打ち倒さなければならないのだ。出口を教えてくれ」
　カサラは語気を強めたが、絡繰りの娘は一向に気に留める様子はなかった。
「地上はいつも邪悪なもので溢れています。ときに波が引く時があっても、すぐにまた大波が押し寄せ、すべてを飲み込んでいくのです。あなた方がこの地底の楽園で安らぎを得るには、幾百幾千の歴史の波を知らなければなりません。波に呑まれ、その不毛を知るのです」
　アシリアの言葉はひどく冷淡な響きを伴っているように聞こえた。壁の光が次第に弱まり、冷たい青みがかったものとなり、やがてほとんど見えなくなった。闇の中で〝彼女〟の瞳だけが青い星のように見えた。
　四方の壁に絵が現れた。黄褐色の地面と緑の木々、海沿いの地で砂浜に波が打ち寄せていた。壁に絵が描かれているわけではなく、幻灯機のような仕組みで映し出されているように見えたが、まるで実際にその場にいるかのように波は寄せては返し、薄青い空には雲が流れ、飛ぶ鳥の姿もあった。
「これは魔術の為せる幻影なのか」
　カサラが脅えたように四方を見回した。壁の像は一つではなく、幾つもの異なる場所の像を重なり合うように映し出しているようだった。やがてそこに人間の姿が現れた。彼らは森を切り開き、土地を耕し、獣を飼い、家を建てた。見る見るうちに家は増え、村となり街となった。海辺には港が築かれ、船が帆を休め、街には人馬が行き交った。城塞が築かれ、また壮大な神殿らしき建物も現れた。街は広がり続け、人々は溢れんばかりに増え続けた。
　やがて戦が起こった。異なる意匠の鎧を身に着け、見慣れぬ武器らしきものを持った兵士たちが殺し合いを続けた。街には火が放たれ、紅蓮の炎が夜空を染めた。廃墟となった街を襤褸をまとった人々がさまよい歩く。
　焼け跡の中から再び街が起こり、また大きくなっていく。華麗な尖塔や円屋根、様々な彫像や浮き彫りで装飾された美しい街が出来上がる。人々の衣裳も鮮やかな色合いと美麗な襞飾りで覆われ、どこからか楽の音も聞こえてくるようだ。だが、その美しい街も滅ぶ。疫病が広がり、人々は灰色に腐り果てて死んでいく。広場には死骸が山と積まれ、炎と黒煙が立ち昇る。街は色褪せ、廃墟となっていく。
　どこからか流れ着いた人々の一団がまた街を興す。質素な木造の家々が建ち並ぶ中に石造りの聖堂だけが高くそびえ立つ。豪奢な法衣を着た僧侶がひざまずく粗末な身なりの人々の間を練り歩く。陰鬱な祈りの声が唱和となって街に響く。やがて高僧たちの教えに異を唱える者が現れる。街角の人だかりはたちまちのうちに大きな反乱となり、聖堂は炎に包まれ倒壊する。
　だが、反乱者は自らを祀る新たな聖堂を建て、人々は苦役に苦しむ。海から現れた異端の魔道士が法力に戦いを挑み、魔術の力を持って人々を支配し、新たな都市を造り上げる。異界の神々を祀る神殿が幾つも建ち並び、享楽と退廃が蔓延り……。
　幾つもの街が勃興し、繁栄し、滅亡する、その有り様が私たちの周囲の壁に映し出された。様々な家並み、様々な神々、様々な人々が栄えては滅ぶ、その様が延々と続く。走馬灯の回転が次第に速くなるかのように像の移り変わりは速さを増し、壮大な史劇であるはずのものが、滑稽な笑劇のように感じられた。
　その中に邪美神ヨーラの都シェラドゥーアの朧な影を見たかのような気がしたが、定かにはわからなかった。遠い昔に今はサンジェリィと呼ばれるこの地に栄えた悦楽と退廃の都、あらゆる道徳や倫理を超越し、快楽を貪ることを是とした腐乱の都。かつて関わりあった背徳の女神の金色の瞳、半眼に開いた蠱惑の双眸が、変転する像の向こうからこちらを見ているように思えたのは、呼び起こされた私の記憶の残滓だったのだろうか。
　やがて移り変わる像は灰色の波のようになり、その中に様々な色の光の点が浮かんでは流れて消え、また浮かぶ。
　灰色の波と光点の明滅は永遠に続くかのように感じられた。その中にも途切れ途切れに人々の笑い声と泣き声が折り重なるように聞こえる。
　どれほどの時が過ぎたのか、四方は次第に暗くなり、波も光も薄れて遠くなっていく。人々の声も消えた。すると、ぼんやりとした薄青い光の中に〝彼女〟の歌声が聞こえ出した。暗い陰りを帯びた旋律の中に醒めた笑い声のように奇妙に明るい節が入り交じり、明るい絶望とでも言えばいいのか、不可思議な感覚を呼び起こす。
　気がつくと私たちは階段状の床に腰を下ろしていた。薄い薔薇色と紫の灯を感じてうつむいた顔を上げると、アシリアの鋼玉の瞳が魔法のようにきらめいている。〝彼女〟は手に銀の盆を持ち、そこには硝子の杯が三つ載っている。杯には〈銀の水〉。隧道を流れていたものよりも、ずっと澄んで、ずっと強い光を放っている。
「これであなた方はこの無限の螺旋階段から逃れることができます。この地底の楽園で永劫の安らぎのうちに微睡むことができるのです」
　アシリアの声は鈴の音のように美しく、羽毛のように柔らかく、心地よいものに聞こえた。だが、それは突然の激しい音で遮られた。硝子が砕ける音と水が跳ねる音だ。私は立ち上がり、右手に握ったファバーン剣で〝彼女〟の銀の盆を叩き落としていた。奇妙なことにその瞬間の記憶がなかった。手の中の剣からは痺れるような感触が伝わってくる。刀身の神秘文字が青みを帯びた緑色に光っていた。
「まやかしだ。絶望に囚われた者が作り出した幻だ。生憎と地上でやることがだいぶ残っているんでね。そんなものを飲んでここで半死半生の眠りにつくわけにはいかないんだよ」
　自分の言葉が芝居の台詞のように聞こえた。誰がその台詞を言わせているのか。ふと、胸の辺りに暖かさを感じた。襯衣の内側で落葉の護符がほのかな熱を発していた。ここは私が安らぎを得る場所ではないのだ。
　我に返ったカサラが二振りの剣をアシリアに突きつけた。
「出口はどこだ。案内してもらおう。地上から逃れた者のための場所なら、どこかに地上と通じているところがあるはずだ」
　〝彼女〟は刃を向けられてもまったく動ずる気配はなかった。
「地上の地獄に戻りたいとおっしゃるのですね。この場所を気に入っていただけなくて、残念です」
　アシリアは幾らかうつむき、わずかに首をふって、それらしい表情を作った。〝彼女〟は数歩後退ると片手を壁の方に向けて、少し動かした。するとそこには迫持型の戸口が忽然と現れた。扉が動いたわけではなく、ただそこに穴が開いたように見えた。
「こちらです。お休みの方々がおられますので、お静かにお進みください。もしも、お気持ちが変わられたら、いつでもまたいらしてください。お待ちしております」
　アシリアは戸口の脇に立ち、軽く頭を下げて私たちを見送る姿勢をとった。私とカサラは戸口を潜ろうとしたが、シェミトはまだ用があるようだった。
「アシリア、君を造ったのは誰だ、いや、何ものだ。人間なのか、それとも神々と呼ばれるものなのか。いったい、いつからここにいるのだ。〈大いなる厄災〉よりも前からなのか、そうだろう」
　〝彼女〟はさも愛らしげに首を傾げて、微笑みのような気配を作った。
「私は絶望を父とし、希望を母として生まれました。いつからか、いつまでも、ここでお待ちしております」
　アシリアはそう言うと広間の中へと静かに後退った。壁の灯が暗くなり、〝彼女〟は瞼を閉じて動かなくなった。シェミトはまだ何か問いかけようとしたが、カサラが遮った。
「伯爵よ、行かねばならぬ。地上が本当に地獄になる前に」
「うむ、そうだな」
　ディパル・シェミトは後ろ髪惹かれる様子ではあったが、戸口を潜って歩き出した。十歩ばかり進んで振り返ると、アシリアの広間への戸口は滑らかな壁となっていた。
 
 
　　　　二十五
 
　〈銀の水〉の隧道からの通廊と同様の所々に灯のある道を私たちは進んだ。さして歩かないうちに左右に小さな窓がある場所にさしかかった。窓は掌ほどの幅にその半分ほどの高さの小さなもので、ちょうど人の目の高さほどの場所にあり、覗き穴という方が近いかも知れない。窓の向こうからは薄紫色の弱い光が漏れていたが、分厚い硝子らしきものが嵌まっており、中はよく見えなかった。
「ここがお休みの方とやらのねぐらなのか」
　カサラが中をのぞき込みながら言う。
「納骨堂でないといいがね」
　私の軽口にシェミトは首を振った。
「ここで、本当に永遠の安らぎが得られるのか」
「試してみたかったかい」
「そうではない。そうではないが、〈大いなる厄災〉よりもさらなる昔から、愚かしい行いが繰り返されていたのかと考えると、ここで安寧を得ようという人々がいても納得はできる気はする。確かに地獄は地の底や冥界ではなく、地上にあるのかもしれないな」
　シェミトは指先で隧道の天井を指しながら言った。
「まあ、そうも言えるな。僕は若い頃にサンジェリィを出て、長い間、世界を旅して回った。西の大洋を渡り、アニャチにもイーテンにもイオロープにも行った。さらに西のもう一つの大海を渡りメルカーに戻った後も、戦の続く東部から長い旅路を経てサンジェリィに帰り着いた。見知らぬ街、見知らぬ国、見知らぬ人々をこの目で見たいと思い、世界を経巡ったが、どこに行っても人間の愚行に違いはない。西でも東でも、そして遠い過去も現在も、恐らくはこの先も同じなのだろう」
「驚くべき話だな。だが、それでは、探偵殿はこの部屋で眠りにつきたいと思うのか」
　カサラが幾らか不機嫌そうに言った。
「ここでは嫌だな。ことに今は御免被るね。サンジェリィは知る限り少なくとも僕にはとっては一番増しな場所だ。そこを最低の下種野郎どもの好きにさせるわけにはいかないからね」
　女剣士は少しほっとしたような面持ちになった。
　道は上り下りし、右に左にくねりながら続いた。しばらく歩くとカサラがもっともな不安を口に出した。
「本当に出口はあるんだろうな。あのアシリアとかいう絡繰り人形が嘘を言ったということはあり得ないか」
　シェミトが答える。
「それは恐らくないだろう。機械仕掛けの人形に嘘をつく芸当はできまい。〝彼女〟は与えられた仕事を忠実にこなしているだけだろう」
「ふむ、だが、この窖はいったいどこまで続くんだ。ここはどこで地底に降りてからどれほどの時がすぎたのか、まったくわからないな。空腹感もないし喉の渇きも感じないというのも妙だ」
「〈銀の水〉にはもしかすると本当に効能があるのかもしれない。地下水道で飲んだ分が効いたのか。そのおかげで地底を永遠に彷徨うというのも勘弁してほしいものだが」
　シェミトが顎をなでながら、首を捻った。
「どうやら、違う何かが見えてきたようだ」
　私は隧道の行く先が薄暗く見えることに気づいた。銀の光が途切れているように見える。不安が私たちの足を速めた。
「行き止まりでなくて良かったな」
　隠秘学者が窖の壁を調べながら言う。
「ここから先は岩を穿った洞窟のようだ。おそらくは〝彼女〟のいたところよりもずっと後に造られたものだろう」
　シェミトはそう言ったが、洞窟の壁はあちこちでひび割れ、半ば崩れた場所もあり、見た限りではこちらの方が古いもののようにも見えた。
　カサラが私と同じ疑問を口にすると、カルトーニア伯爵はそれを否定した。
「確かにそうは見えるがな、我々の知る歴史の限りでは、〝彼女〟の場所のようなものを造る術はない。誰かが〈銀の水〉の伝承を調べようとしたのか、あるいはあの安寧の場所を求めて、掘り進んだ者がいたのかもしれない」
　銀の光は背後に遠のき、先に灯は見えなかった。私たちは手探りで暗黒の隧道の中を進んだ。片手をごつごつとした岩壁に当て、片手を突き出して、行く手を探りながら歩いた。
「ふむ、これはきついな」
　シェミトが独り言ちる。カサラがわずかな溜め息をついた。私は時折、腰に収めたファバーン剣の柄に触れて、怪異の気配を確かめていた。闇の中を少し歩いた頃、突然、古の魔剣からはっきりとした痺れるような感覚が伝わってきた。
「待て、何かあるぞ」
　剣を抜くと刀身のファバーン文字が青みを帯びた緑色に光っていた。蝋燭のようにというほどではないが、それでも振り向いた二人の顔がぼんやりと闇に浮かんで見える。
「かなり強い気配のようだな」
　シェミトが丸い目をきょろきょろと動かし、周囲の闇を見遣る。女師範は鞘に収めていた二振りの剣を抜いた。
「鼠の奴らか」
「たぶん、もっと別の何かだ」
　私たちはしばしその場で周囲をうかがったが、何かが襲いかかってくることはなかった。だが、古の神秘文字は幾らか明滅しながらも強い光を放ったままだった。
　カサラに代わって私が先頭に立ち、ファバーン剣を突き出すようにして、隧道を進んだ。剣の放つ薄緑の光で見て取れる範囲では壁は岩をくりぬいたものから、平らな切石を積み重ねたものに変ったようだった。
　やがて、剣先が何かに当たった。扉や岩壁があるわけではなかった。見えない何かが切っ先に当たっているのだ。剣を押し込もうとすると、切っ先から薄黄色の光の輪が広がり、波紋のように四方に広がった。
「結界だな。その剣で切り裂くことはできそうか」
　シェミトの言葉に私は一歩下がって剣を構えなおすと、見えない壁に切りつけた。途端に白い火花と黄色い稲妻が走り、私は危うく剣を取り落としそうになった。
「手強そうだ」
「存外、まともに行った方が良いということもある」
　カサラが剣を手に不可視の壁に近づいた。
「止めておいた方が……」
　シェミトが言いかけたが、カサラは右手の剣を突き入れた。
「ああっ」
　彼女の驚きの声が隧道に響いた。剣を突き入れたところから一イートほど左手にその剣先が突き出している。
「何だ、これは」
　女剣士はさらに剣を深く突き入れた。手甲を着けた彼女の右手がそのすぐ脇からこちらに突き出されてくる。
「莫迦な」
　カサラの声はわずかに震えていた。剣を引き抜くと二歩三歩後退る。
「まるで鏡だな」
　シェミトは私の言葉にうなずき、石塊を拾い上げると見えない壁に向かって投げつけた。小石は闇に消えた場所のやや右手から、こちらに飛んできた。
「確かに鏡の結界とでもいうべきもののようだな」
「そんな術があるのか」
　自称〈魔術師の弟子〉は腕を組んで首を捻った。
「遠隔の地を結ぶ魔法の扉というものは何かで読んだ記憶があるが……その類いのものかもしれない」
「これは防壁の役目を果たしているのではないのか」
　カサラが苦い顔で言う。
「そうかもしれんな。この魔術を仕掛けた者が未だ生きているならばの話だが」
「これも太古の魔術の残滓だというのか」
「それはわからないが、今の世でこんな術を使える魔道士がいるのかどうか」
「いるとすればガラクス・グロウルか」
　私の言葉にカサラが身を硬くする。
「サンジェリィの地底に奴らの根城があるというのか。ならば直に鼠か何か知らないが、地の底の化け物が襲ってくるのか」
「そういうことも考えられるということだ」
「引き返して、一か八か川を下るか」
　カサラがぼそりと言うと、シェミトが反論した。
「あの先は滝なのだろう。サンジェリィに地底から川が現れている場所があるなどとは聞いたことがない。どこかで海に注いでいるのかもしれないが、溺れて死ぬ羽目になるのではないか」
「ふむ、もう一度やってみるか」
　私はファバーン剣を握り直し、見えない鏡の結界に切りつけようとした。剣を振り上げたその時、目の前に薄黄色の光の輪が現れた。黄色い光は縦に広がり、そこから窓掛けの間をかきわけるようにして、人影が姿をあらわした。
 
 
　　　　二十六
 
「その方ら、ここで何をしておる」
　くすんだ黄の長衣をまとった老人の声には覚えがあった。
「道士、ルムチャ・オークル道士か」
　カサラとシェミトは驚きを隠さず、宮廷魔道士に視線を注いだ。
「まだ何か王宮の地下に用向きがあると申すのか。その剣の気配に気付かなければ、衛兵を送り込むところであったぞ」
　道士は険しい目で私たちを見遣った。
「ここは王宮の地下なのか。すると伝説の〈地下宮殿〉に通じる通廊なのだな、ここは」
　シェミトがいささか興奮気味に言う。
「カルトーニア伯爵、それにネクツァン・カサラ師範だな。その方らは為すべき役割というものがあろう。ここはその方らの来るべき所ではない」
「おお、道士殿、我らは鼠どもに追われた末、止むなき事情でここにたどり着いてしまったのだ。道士殿の邪魔をするつもりはなかった」
　隠秘学者は慌てて申し開きをした。
「ふむ、まあ良い。結界を開いたままにしておくわけにはいかない。こちらへ来るのだ。スナブ・ランケン、その古き魔剣を鞘に収めよ。その力は時として良からぬ影響を及ぼす」
　私は剣を鞘に戻し、道士は何事か口の中でつぶやいた。私たちは道士の後について黄色い光の裂け目を潜った。今度は体が逆向きに飛び出すことはなかったが、ファバーン剣からは一瞬奇妙な脈動のようなものが伝わってきた。
　結界を通り抜けた先はまた石組みの隧道が続いていた。道士が懐から何かを取り出すと、それは淡い黄緑色の光を放って、私たちの前方をわずかに照らし出した。虫が飛んでいるようにも思えたが、それらしい姿は見えなかった。通廊を進むと二つ扉があり、そこを通る時も宮廷魔道士は早口で呪文らしきものをつぶやいた。
　二つ目の戸口を抜けると石の階段があった。そこを登り、三番目の扉を開けると通廊は幾らか広くなり、壁には松明が差し込まれて燃えていた。道士は光る何かを懐にしまい込んだ。通廊の左側に幾つか扉があり、ルムチャ・オークル道士はその内の一つを開けた。
　扉の向こうは大きな部屋だった。薄暗く、向こう側の壁はよく見えなかったが、差し渡しは七十イート（約二十一メートル）ほどもあるかと思われた。方形ではなく、多角形をしているようで、闇に覆われた天井もまた高い。
　部屋の上方に渡された綱から幾つもの洋灯らしきものが下がっていたが、それらのものの放つ薄黄色の光は炎が放つものではなく、デリン灯や地下水道の銀の光と同様の人工のもののように見えた。
　部屋の中には奇妙な機械らしきものが幾つも置かれており、立方体、円筒、円盤、角錐、その他不規則な形をしたものが複雑に組み合わされ、細いもの太いもの様々な管状のものがそれらをつないでいた。馬車ほどの大きさのものもあれば、人間ほどの大きさのものもあった。鈍い鉛色の板金で一部が覆われているものもあったが、多くは、壊れているのか、部品らしきものが辺りに散らばっていた。
　機械のようなものの多くは明暗や多少の色味の違いはあるにせよ、鉄色に見えたが、中には妙に生々しい朱や赤を帯びた部分もあり、それらはどこか生き物のはらわたのようにも見えた。
　その奇怪な絡繰り仕掛けの間で動いているものがあった。大振りで厚手の外衣をまとい、手袋をはめ、頭をすっぽり覆う頭巾とも兜ともつかないものを被った姿は死骸を貪る大きな虫のようにも見えたが、外衣に描かれた二重の三角形や渦巻き模様からして、彼らも宮廷魔道士なのだろう。
「これはいったい……」
　シェミトはそれ以上言葉をつなぐことができず、眼前の光景に目を見開いているばかりだった。
「あれは……」
　カサラが右手上方の壁を指差した。眉間にしわを寄せ、目を凝らしている。
「あれは七芒星形のように見えるが、あの真ん中のものは……」
　確かに薄暗い石壁に七つの先端を持つ星形がぼんやりと浮かんで見えた。二十イート（約六メートル）ほどもあるだろうか、それは巨大な浮き彫りのようで、星の内側には紋様とも文字ともつかないものが、縦横に刻まれている。
　その〈失われた神々〉の印の中央にはまた別の印が掲げられていた。十六本の矢が円形から広がった日輪の紋章、すなわちクァロニアン帝国の印だった。紋章は薄黒く汚れ、矢の何本かは失われていたが、それでもかつての金色の輝きが所々に残り、光を放っていた。
「ここが〈地下宮殿〉の最奥部、帝国が造った魔術の探究場なのか」
　シェミトは日輪の紋章を見て、また得体の知れぬ機械類に目をやり、そしてルムチャ・オークル道士に視線を送り、そう言った。
　道士は皮膚の裂け目のような細い目に何の表情も浮かべず「そうだ」と答えた。
「私と探偵殿はロラストの山の中でこれと似た場所を見た。そこではガラクス・グロウルとクァロニアン党の者たちが〈黄色い鉱石〉から〈力〉を取り出し、近くの岩場で〈赤い騎士〉を造っていた。だが、ここで道士殿らはいったい何を……」
　道士は伯爵の問いには答えず、私たちがどうしてここにたどりついたのかを話すように言った。宮廷魔道士は無表情に話を聞いていたが、最後にこう尋ねた。
「その方らは〈銀の水〉を飲んだのか」
「勧められた杯はお断りしたがね、地下水道を流されている時に、否応無しに口には入ったね。あれが〈銀の水〉と同じものだとすればだが」
　私の答えにルムチャ・オークル道士はかすかにうなずいた。
「あれを飲むと何か良くないことがあるのか」
　カサラが問うと道士はわずかに眉間のしわを深くした。
「精製されたものを飲めば不老長寿が得られるとされておる。地下水道の水を飲んだくらいではさしたる効能もないだろうが、まったく何もないというわけでもないだろう」
「わかるように話してくれ、道士殿」
　カサラが聞き返す。
「その方らは十日ほど姿が見えぬ故、クァロニアン党に殺されたという噂が立っておる」
「莫迦な、我らは地下の洞窟に入ってから一度も眠っていないぞ。せいぜい一日が過ぎたほどのはずだ」
　道士は静かにうなずいた。
「地下水道の水とアシリアの幻惑の術がその方らの時の進みを緩やかなものにしたのかもしれぬ」
「そんなことができると……永遠の安寧とはそういうことなのか」
　シェミトがこめかみに手を当てて、頭を振った。
「興亡の歴史を描いた幻燈のようなものを見せられたと言ったな。おそらくはその見世物は地上での幾日もの時間をかけて映し出されたものだろう。幾つもの都市が興り、栄え、滅びる様は、すべてを演じるのに幾日もかかる大掛かりな演劇のようなものだったのかもしれぬ」
「昼も夜もない地底を彷徨っていると時の流れもわからなくなる。それが本当のことだとすると、地上はどうなっているのだ、道士よ」
　カサラが急いた口調で訊くと、宮廷魔道士の痩せた相貌に険しい面持ちが浮かんだ。
「上からの報せによると、クァロニアン党と〈旭日隊〉などの支持者とそれに反発する者たち——〈緋の兄弟団〉や帝国の復活を危惧する市民——による衝突が日々起こっている。警邏隊北部局は見て見ぬふり、南部局は〈旭日隊〉の根城を潰そうとしているが、北からの邪魔が入っているようだ」
「ノップラントは無事なのだな」
　私の問いに道士はうなずいた。
「南部局の守りを固めて徹底抗戦の構えのようだ」
「民議会は、王や大臣らは何をしているのだ」
　シェミトの声には苛立ちが混じっているようだった。
「民議会は混乱している。反帝国の先鋒だったスクリッドは解き放されたものの、先日自ら命を絶った。おそらくは暗殺されたのだろう。テリオム内務卿の罷免決議は否決されたが、内務卿は直後に何者かに襲われ重傷を負った。ゴークシー外務卿が職務を代行すると主張しているが、ヌートロップは自分が行うとそれを退けている」
「宰相殿は自分の権力を奪われまいと頑張っていらっしゃるというわけか」
　私の言葉に道士はわずかに皮肉な笑みを浮かべた。
「軍はどうなのだ。帝国側に与する者たちは出てきているのか」
「表立ってクァロニアン党への支持を表明している将軍はいない。だが、戦いが起これば帝国側につくやもしれぬ者はいる」
　カサラは自らの問いの答えに顔をしかめた。
「王は何をしているのだ。まさか、この期に及んでも古の遺物や書画に没頭しているわけではあるまい」
　ルムチャ・オークル道士は曖昧にうなずき、奇妙な薄笑いを浮かべた。
「カルトーニア伯爵よ、その方もエイマン王の同類と言っても差し支えあるまい。その方はこの危難に際して、自らの蓄えた隠秘学の知識を持って策を講じようとしているのではないか」
　シェミトは宮廷魔道士の思わぬ言葉に飛び出し気味の目をきょときょととさせた。
「我らがここで為そうとしていることは、王も同意しておる。この〈地下宮殿〉に隠されたものをクァロニアン党との戦いに使うことを具申したのは我らだが、並の王であれば、そのような提案を受け入れはしなかったであろう。王の古の遺物への知識と思いがあればこそ、いたずらに小手先の武力や魔術で対処するよりも、この地底の秘密に賭けようと思い至ったのだ」
　道士の言葉は、いささか芝居じみたもののように私には感じられた。薄い唇の端にはどこか皮肉な笑いが浮かんでいるようにも見える。
「それで、ここで道士殿らは何をしているのだ」
　私は得体のしれない機械の間で立ち働いている黄衣の魔道士たちの方に目をやった。宮廷魔道士たちは主に部屋の真ん中辺りにある機械のまわりにいたが、手前に大振りの箪笥のようなものがあり、同士たちが取りついている絡繰り仕掛けはよく見えなかった。
「その方らには見せても良かろう」
　私たちは道士の後に着いて、大きな箱状の機械の向こう側へと進んだ。腰の高さほどの大さのずんぐりとした筒状のものが横を向いて、がっしりとした架台に載せられており、箪笥様のものからは細いもの太いもの何本もの管状のものが曲がりくねって、筒のようなものとその台につながっていた。
「これは……大砲の一種なのか」
　カサラが独り言のように言う。確かにそれは大砲のようにも見えた。筒状のものは片方がやや太く、反対側は何段かになってやや細くなっている。長さは五イート（約一・五メートル）ほどだろうか。だが、大砲ならば穴が開いているはずの先端には硝子か水晶のようなものでできた膨らみのある円盤が嵌め込まれていた。
「巨大な千里鏡のようにも見えるが覗き見る穴はないな」
　シェミトはその機械のまわりをぐるぐると回りながら、矯めつ眇めつ観察した。作業をしていた魔道士の一人が迷惑そうな顔をする。
　私の頭の中には遠い昔の朧げな像が形を取り始めた。これと似たものをどこかで見たはずだった。だが、あれは本当に起こったことだったのだろうか。古の荒城を彷徨った時の一夜の幻だったのではないのか。
　そう考えた瞬間に逆にその恐ろしい兵器とそれにも増して恐ろしいとも言える女の姿がくっきりと脳裏に浮かび上がった。
「道士殿、これと似たものを見たことがある。いや、その幻を見たと言うべきか。これは妖力線を放つ砲ではないのか」
　ルムチャ・オークル道士の顔からは薄笑いが消え、細い目の奥から冷徹な視線が私を射た。
「その方、どこでそれを見たのだ」
　私はかつてマンチェンの山間の古城で体験した一夜の幻——数千年前の世界での恐ろしい攻城戦——について、かいつまんで話した。
「探偵殿は時の彼方にまで旅したことがあるというのか」
　シェミトが目を丸くして、呆れたように言う。
「今、サンジェリィで起こっていることも似たようなものとも言えよう。その方の見た幻夢とは反対に、忘れ去られようとしていた時間の彼方から此方に攻め入るものがあるということだがな」
　道士の痩せこけた顔には、またある種の歪んだ笑みのようなものが浮かんだ。
「左様、これはその方の言う妖力線とおそらくは同様のものを放つ武器だ。雷にも似た強烈な光の緒を放ち、狙ったものを焼き払い、打ち壊す。どんな大砲よりも威力がある」
「これで〈赤い騎士〉に対抗しようというのか」
　カサラが上ずった声で言う。
「そうだ。帝国の邪悪な武器と戦うには、こちらも帝国の力を使わせてもらうということだ」
「ここにあるものはすべてクァロニアン帝国の遺物なのだな」
　シェミトは改めて大きな多角形の部屋の中の奇妙な品々を見回してた。
「そうとも言えるし、そうでないとも言える。言い伝え通り、ここは帝国の高祖サメグル・ナルドールが造った魔術の探究場だ。だが、王宮の地下にはそれよりもさらに遡る昔から古代の遺物が幾つも眠っていた。デリン島から永遠の灯と共に発見されて運び込まれたものもあるというし、快楽の都シェラドゥーアの遺物だというものもあった。〈大いなる厄災〉以前のものもだ。サメグル・ナルドールはそれらのものの秘密を解明し、帝国の拡大と世界の征服のために使おうとしたのだ。
「されど、帝国の魔道士らの力を以てしても永劫の昔の秘術をそう易々と蘇らせることはできなかった。これらのものを活用できるようになる前に帝国は滅んだ。爾来、この場所は封印され、我ら宮廷魔道士も足を踏み入れぬ禁忌の場所となっていたのだ」
「宮廷魔道士殿らの力を疑うわけではないが、帝国の魔道士も使うこと能わなかった武器を短い間で使えるようにすることが可能なのか」
　シェミトが幾らか遠慮気味に、だがもっともな疑問を口にした。
　ルムチャ・オークル道士は謎めいた笑みを浮かべた。
「それはその方らの働きがあったればこそだ」
「いったい何の話だ」
　私が訝って問うと、黄衣の魔道士は部屋の奥の方へと足を運んだ。そこには分厚い帆布を掛けられた何かが置かれており、帆布にも周囲の床にも見たことのない文字で呪文らしきものが書きつけられていた。
　私は目顔でシェミトに尋ねたが、隠秘学者は首を横に振った。彼も見覚えのない呪文らしい。
　道士は壁に立て掛けられていた杖を手に取ると——先端には菱形の水晶のようなものがついていた——帆布の端をまくって見せた。
「これはいつぞやの巨人戦士ではないか。しかも、その青い光は……」
　シェミトの驚きの声に道士はうなずき、帆布を元に戻した。ゲイルゼン邸を襲撃した巨人は手足こそ失われていたが、巨大な胴鎧と円筒形の兜は健在で、その甲冑の隙間からは青い光が漏れ出ていた。
「宮廷魔道士の一人を巻き込んで消滅したのではなかったのか」
「我らの一人が犠牲となったのは本当のことだ。だが、〈鉛の心臓〉はその〈力〉とともに滅んではおらぬ。ここで〈赤い騎士〉を打ち破る力の源となるべく鼓動を続けておる」
「それでは、あれは敵を謀るためのまやかしであったのか」
　カサラが感嘆の声を上げると、宮廷魔道士は幾らか相好を崩した。
「それで、その〈鉛の心臓〉の〈力〉で妖力線を使えるようにする目処はたったのか」
　私がそう訊くと同士の顔は再び険しいものとなった。
「今少し、今少しの時が必要だ。日夜を問わず進めてはいるが、〈力〉を御することがなかなかに難しい。サンジェリィを焼け野原にするわけにはいかん」
「それでは、我らの役割とは？」
　女剣士の問いに道士は答えた。
「時を稼ぐのだ。この帝国の遺物が動かせるようになるまで、少しでもクァロニアン党の侵攻を遅らせて欲しい。それがその方らの役割だ」
　　　　Ⅲ
 
　　　　二十七
 
　私たちはまだ若い宮廷魔道士の案内で地上に出た。その道士は話しかけても一言も喋らなかった。指し示された細い地下通廊を随分と進み、急な階段を登ると薄暗い明かりが見えた。
　階段から出ると、そこは半地下の納骨堂で古びた石棺が幾つも並んでいた。上部の明かり取りからの光を頼りにシェミトは石に刻まれた墓誌を読んだ。
「ポラープ・リターロ・ヴーテス、椋鳥の年、七の月、九の日……ああ、ここは王家の庶子の墓場だな。それもかなり古い」
　納骨堂は荒らされてこそいなかったが、埃にまみれ、蜘蛛の巣がいたるところに張り巡らされていた。私たちは地上への短い階段を登り、隙間のできた重い扉を押し開けた。空は薄曇りだったが、それでも随分と陽光が眩しく感じられた。
　苔むした墓石が並ぶ墓地は王の家系に連なる者たちの眠る場所のようだった。
「ギョーシャンの墓地だな。王宮からそうは離れていない。こういう秘密の抜け道が幾つもあるのだろうな」
　シェミトが幾つかの墓石を確かめてそう言った。
「クァロニアン党がこういった所を狙うということは考えられないか。〈地下宮殿〉は奴らのもう一つの魔術の探究所だったわけだろう。遺物も残っている。それを取り戻そうとはしないだろうか」
　私の危惧にシェミトは答えた。
「ガラクス・グロウルは〈地下宮殿〉の主だったろうからな、知らないわけはない。だが、見た通り、宮廷魔道士の手で様々な結界が張られているのだろう。そう簡単には侵入できまい。それに奴らは自分たちの力を見せつけたいはずだ。〈赤い騎士〉で正面から城壁を打ち破りたいのではないか」
　カルトーニア伯爵は墓地の木立の向こうに見える王宮の尖塔を見遣った。
　突然、女剣士が胴鎧に手を当てて言った。
「ひどく腹が減ったな」
「同感だな。〈銀の水〉とやらの効能が切れたか」
　私は同意した。
「道士の言う通りなら、我らは十日も飲まず食わずで眠ってもいないということになるが……うむ、空腹だしひどく眠いな」
　三人とも同じ状態なのは確かなことのようだった。
　墓地の門から街路に出ると、一枚の紙切れが足下で風に舞っていた。それは新聞——『サンジェリィ景況』——で、派手な見出しが躍っていた。
「ナイクロア皇子御成婚の儀、三日後に。花嫁は〈白銀と紫衣の剣士〉フィオレーム嬢」
「何だ、これは」
　カサラは拾い上げた私の手から奪うように新聞を取って、半ば震えるような声を出した。
「何ということを！」
　シェミトは女師範から新聞を受け取ると日付を確かめた。
「ふむ、確かに十日が過ぎているようだな」
　私たちは大通りに出て辻馬車を拾ったが、街のあちこちで〈旭日隊〉の手になるらしい貼り紙が目に付いた。
「来たる吉日、皇子様御成婚の儀　新しき帝国に弥栄、弥栄」
　ゼモン街のコラプリスの寺院に向かったが、窓から外を見れば、金色の十六矢日輪を染め抜いた旗が幾つも目に入った。〈旭日隊〉が練り歩いているわけではなく、道端の木やデリン灯に括り付けられていたり、中には商家や民家の軒先に掲げられているものもあった。
　誰も口を開く者はなく、私たちは押し黙ったまま馬車に揺られていた。
　コラプリスのヴィンズク寺には住持とホッピーズがいた。二人は私たちの顔を見ると飲んでいたディコンの杯をひっくり返しそうになった。
「お前たち、十日もどこで油売ってたんだ！」
　ホッピーズが怒髪天を衝く勢いでわめいた。
「儂はてっきり鼠の餌になったかと思っていたぞ。生きていたとはヴィンズク様のご加護があってのことだな」
　寺の主はもう少し穏やかな物言いだった。
　二人の前にはくしゃくしゃになった新聞が置かれていた。
「これを見ろ、お前たちがどこかで呆けている間に、奴らはこんなろくでもないことを企ててるんだぞ」
「我々もつい先刻知ったところだ。もしや、あのカトリートの廃寺で造っていた山車らしきものは、この婚礼の儀で使うつもりなのか」
　シェミトの声は落ち着いていたが、それが〈夜の執事〉には気に入らないようだった。
「何だと！　お前たちが戻らねえから、あそこは探らせたが、草っ原が焦げてるだけでもぬけの殻だったぞ！　その山車とやらはぶち壊してきたのか！」
「そうはいかなかった。黒のニケンジェと鼠人間に待ち伏せされた」
「ほう、それでは本当に鼠の餌になるところだったんだな」
　海賊上がりの僧侶がとぼけた調子で言う。
「それじゃあ、今まで何をやっていたんだ。まさか、延々鼠どもから逃げ回っていたわけじゃあるまいな」
「それは随分と無礼な物言いではないか」
　ネクツァン・カサラが気色ばんだ様子で言い返した。左手が剣の鞘を抑えている。
「住持殿よ、すまないが何か食べるものはないか。我らは地上の日数では十日ほど何も食していなかったのだ。空腹では苛立ちもするし、良い策も浮かばない」
　シェミトが腹の辺りを擦りながらそう言った。
「おお、何のことやらわからんが、そう言われればお主ら幾分か痩せたようだな」
　コラプリスは祭壇に上がっていた焼き菓子や果物などを私たちの前に並べた。
「これを食せば、ヴィンズク様のお力が体に満ちよう」
　聖人への供え物を腹に押し込みながら、私は拾った新聞とくしゃくしゃになっていたもう一枚の新聞を並べた。
「『サンジェリィ景況』によれば、婚礼の儀は三日後となっている。それまでに何ができるかだ」
「そうだな。お主らが戻ってきたからには何かできることがあるだろう」
　コラプリスが新聞のしわを伸ばしながら言う。
「おうよ、だが、そんなに腹が減るほどお前たちがどこで何をしていたのか、とくと聞こうじゃねえか」
　ホッピーズは薄い座布団の上で足を組みなおした。
　私たちは僧侶が淹れたマシュウ茶を飲みながら、廃寺での出来事から地底の彷徨、そして〈地下宮殿〉で見聞きしたことについて話をした。
「何なんだ、それは。俺が街中を駆けずり回って、人集めやら何やらやっている間にお前たちは地面の底でお伽話の世界に入り浸っていうのか」
　ホッピーズは信じられないという顔で頭を振った。
「お伽話なのは地上でも同じじゃねえか。皇子様がお美しくてやっとうにも長けた花嫁と結ばれて、滅んだ帝国を再興するなんて、それこそお伽話だろう。ヴィンズク様もびっくりだ」
　コラプリスがうんざり顔で言う。
「だが、地底の話も地上の話も現し世の事だ。本当の出来事だ」
　私は〈地下宮殿〉でルムチャ・オークル道士から言われたことをもう一度繰り返した。
「とにかく、妖力線の砲が使えるようになるまで、しばらく時間を稼いでほしいという話だ。差し当たっては婚儀の妨害をするしかない」
　〈夜の執事〉は片方の眉を吊り上げて、苛立った声を出した。
「そんなことは道士様とやらに言われねえでもやるに決まってるだろう。その妖力線とかういうものは、いったいいつ使えるようになるんだ。十日か一月か、それとも来年辺りか」
「それはわからない」
「道士様も〈銀の水〉とやらを飲んでいるのか、それなら奴らの一時は俺たちの一日か」
　ホッピーズは杯を持っていない方の手を頭の上で回して、天井を仰いだ。
「いいか、お前たちが地面の底に潜っている間にバラナクから報せがあったんだ。誰が報せを持ってきたと思う。レネヴェイトだ。あの若造、生きていやがったんだ」
　ネクツァン・カサラが身を乗り出した。
「そうか！　生きて戻ってきたか。それで、今、どうしている」
　女師範は門弟の無事に顔を綻ばせた。
「〈清月隊〉の剣士集めに走り回ってるぜ」
　ホッピーズの答えにカサラは少しばかり戸惑った声を出した。
「その名に決まったのか」
「師範殿がおらぬのにどうかとは思ったが、やはり、こういうものには旗印がないとな」
　コラプリスが祭壇に畳んであった白い布を広げた。手巾よりは少し大きめの布に青い三日月が染め抜いてある。
「どうだ、なかなか良かろう。頭に巻いても良し、腕に巻いても良し、何なら小旗にして良い」
「手回しの良いことだな」
　カサラは苦笑いを浮かべ、三日月印の白布を受け取り、額に巻いて見せた。
「うむ、良いではないか」
　コラプリスが目を細めてうなずいた。
「そうか」
　女師範はかすかに含羞んだような面持ちになった。
「言っておくが、金は俺が出したんだからな」
　ホッピーズはそう言うと話を元に戻した。
「レネヴェイトが持ってきた報せによれば、鯨の化け物を〈廃塔〉近くの海で見た奴がいる。目玉が赤く光ってたっていうから、例のおかしな船に違えねえ。白銀街道から外れた脇往還を見慣れねえ隊商が通ったって話もある。バラナクの手下が確かめようと近づいたら、戻って来ねえらしい。〈赤い騎士〉も魔道士野郎も、もう市中に入っているかもしれねえんだ。時を稼ぐも糞もねえだろう！」
　ヴィンズク寺の薄暗い堂内で私たちはしばし押し黙った。
「婚礼の儀がそのまま帝国再興の典儀となるかもしれないということか」
　あまり口にしたいことではなかったが、私はとりあえず沈黙を破った。
「宮廷魔道士たちは光の緒を放つことには成功しているという話だ。後はその力を御するだけだということだ。ただ、それがうまくいかなければ……」
　シェミトが言葉を濁した。
「うまくいかなければ、どうだと言うのだ」
　コラプリスが先を促す。
「あくまで私の推測だが、〈赤い騎士〉が王宮に迫るようなことがあれば、宮廷魔道士たちは未完成でも妖力線を使うのではないかと思う」
「するとどうなるってんだよ」
　ホッピーズが噛みつくと隠秘学者は陰鬱な面持ちで答えた。
「確かなことはわからないが、アー・ボーンの〈力〉が解き放たれれば、この街の大半を焼き払うような事態になるやもしれない」
　ホッピーズがお手上げだと言うように両手を上にあげた。
「冗談じゃねえよ。それじゃあ、お前たちが妙な絡繰り女のところで見せられたものとおんなじじゃねえか。焼け野原になったサンジェリィをもう一遍造り直すってのかよ」
「そうはならないように、やれることをやるんだ。人集めと言っていたが、〈緋の兄弟団〉は動けるのか。三日後と予告されているが、そもそも婚儀の場所はどこなんだ」
　私が実際的な話をすると、ホッピーズは苛立ちを抑えて幾らか冷静な口ぶりとなった。
「マルサールは無事だ。〈緋の兄弟団〉は動けるだろう。職人組合の若い奴ら、それに学生結社からも人は出るだろう。だが、場所がわからん。あの荒れ寺がもぬけの殻ってことは、その山車とやらは一度ばらしてどこかへ運び出したのか」
「ゲイルゼン殿はどうしているのか。トリフェザの海賊たちは動くのか」
　ネクツァン・カサラに問われるとホッピーズは渋い顔になった。
「お頭が交渉中だ。奴ら、目の前にお宝がねえとなかなか尻を上げたがらねえ。先の見えねえ莫迦どもめ」
「そこがお頭とただの海賊との違いだな。サンジェリィが栄えてこその海賊稼業なんだがな」
　コラプリスが自分の言葉に納得するようにうなずいた。
「ノップラントは、南部局の警邏隊はどうなのだ」
　シェミトの問いにもホッピーズは渋面のままだった。
「婚礼の儀の場所は奴らも探っているようだが、どこまで動けるか。北部局と正面から対決することになれば、もう内戦だからな」
　再び、堂内を陰気な沈黙が支配した。
「そうだな、これは戦だ」
　女師範がぼそりとそう言って、腰の剣をゆっくりと抜いた。灯に照らされた刃は地底で水浸しになったせいか、うっすらと錆が浮いていた。
 
 
　　　　二十八
 
　アイトーネ街にほど近いプレイズモル剣術学校は古びた板張りの建物で傷みもひどかったが、木立に覆われて人目につきにくいという利点があった。カサラの門弟の一人の祖父がかつて開いていたのもので、敵方に知られるのを避け、〈清月隊〉の集まりに使っているのだという。
　レネヴェイトは幾らか日に焼け、顔つきも精悍になったように見えた。
「傷はもういいのか」と聞くと若い剣士は左腕を振ってみせたが、その手は薄手の緑色の手袋に覆われていた。
「ごらんの通り。かえって体が軽くなったようだ。ナディ媼の秘術のおかげだ」
「その手袋は？」
　若い剣士は少しだけ顔を曇らせて、左手を握ったり開いたりした。
「あの化け物の毒のせいか、薬のせいか、見た目があまりよろしくないんでね。ナディ媼はいずれは治ると言っていたが」
　左手は動きはするが、あまり力は入らず、こちらでは剣は振るえないと彼は付け加えた。
　レネヴェイトは精力的に動いて〈清月隊〉の剣士を集めたようが、数は五十に至らないほどだった。若者ばかりではなく、老練の剣士にも声をかけたようで、白髪交じりの胆力のありそうな者もおり、カサラ門下らしく女剣士の姿もあった。
　三日が長いのか短いのか、よくわからなかった。まだ〈銀の水〉の効能が残っているのか、時が過ぎるのが速いのか遅いのか、よくわからない。本当にそう感じているのかもあやふやに感じられた。
　婚礼がどこで行われるのか、〈旭日隊〉もはっきりとしたことは告げなかった。人々の耳目を集めるために、おそらくはどこかの広場で行われるであろうことは想像に難くなかったが、サンジェリィには広場は幾つもあった。私たちは手分けして市内のあちこちの広場とそのまわりを探ったが、何もわからなかった。
　山車と〈赤い騎士〉、それにガラクス・グロウルらの所在も不明のままだった。幾つかの噂話や真偽の程がはっきりしない報せはあったが、外務卿や警邏隊北部局長らが市中に場所を提供しているのなら、探り当てて侵入するのは、容易ではない。使われなくなった倉庫、船渠、あるいは寺院や神殿、別宅、彼らには使える場所も金も手勢も幾らでもあるだろう。
　ホッピーズはトリフェザのゲイルゼンに婚礼の儀の報せを送った。お頭がこのまま放っておくわけはないと言い、島からの援軍を迎えるために港に詰めた。それだけではなく、港の近辺にたむろする無頼漢を金で雇おうとしているようだった。
　二日目に私はアムアッサの元を訪れた。地底での話をしても、彼女はさして驚いた様子を見せなかった。ふと、彼女の変らぬ美しさは〈銀の水〉によるものだろうかという考えが頭をよぎったが、口にするのは止めておいた。
　沼地の占術師は私の求めに応じて、水盤と絵札で婚礼の場所を占ってくれたが、眉根を寄せて首を横に振った。
「駄目ね。水面が乱れて見通せないわ。手札はでたらめな組み合わせしか出ない。強い魔術が邪魔をしている。ガラクス・グロウルの仕業でしょう」
「奴はもうサンジェリィに入っているのか」
　アムアッサは白い肌に垂れかかる黒髪をかきあげ、水盤の水を細い指でかき混ぜた。
「おそらくは。幾ら強大な魔道士でもロラストの山からではこれほど占手をかき乱すことは難しい。市内かすぐ近くに身を潜めて婚礼の準備をしているに違いないわ」
　私は〈赤い騎士〉についても尋ねてみたが、彼女の答えは同じだった。
「ばらばらにされて運び込まれているのなら、一つ一つはただの金物でしかない。〈鉛の心臓〉は強烈な魔力を放つでしょうけど、彼らがその力を御するのに成功しているのなら、〈赤い騎士〉が動き始めるときまで、眠りについたようになっているのかもしれないわ」
「ふうむ、やはり出たとこ勝負か。宮廷魔道士たちの妖力線についてはどう思う」
　アムアッサは小首を傾げてみせた。
「私もそれを見たことはないわ。私の知っている魔術とは別の類いのものね。でも、〈鉛の心臓〉の〈力〉、つまりアー・ボーンの〈力〉で動かそうとしているのなら、それは危ない賭けかもしれないわね」
「共倒れか」
「それならまだいいけれど、サンジェリィだけでなく西岸一帯を滅ぼすようなことが起こるかもしれない。〈大いなる厄災〉とまではいかなくても、長の年月、この地を不毛の土地にする可能性がないとは言えないわ」
　私は肩をすくめるしかなかった。
「人間は愚かなのよ。アシリアの広間で見たでしょう。幾度でも愚かな滅びを繰り返し、また蘇り、また滅びる。でも、それを止めるものはいない、人間以外にはね」
　アムアッサはわずかに笑みを作ったが、それは随分と寂しげなものに見えた。
 
 
　　　　二十九
 
　市中には奇妙な静けさがあった。人々の営みはいつもと変らず、ラグラン大通りには馬車が行き交い、物売りは口上を並べ立て、紅灯の街には嬌声が響いていたが、それでもそうした街の騒めきの隙間に暗い沈黙が流れる時があった。
　〈旭日隊〉もそれを支持する人々も反感を抱く人々も鳴りを潜め、じっと時を待っているかのような気配があった。
　流行り病は私たちが地底にいる間に収まる様子を見せていた。〈旭日隊〉が配っていた水薬の効能だという者もいたし、自分の信じる神が救ってくれたという者もいたし、自然に治まったのだという者もいた。蛇革のヤムラスからは何の報せもなかった。トリプロ街の荒ら屋を訪ねてみたが、闇の薬師は留守だった。
 
 
　三日の時が過ぎた。私は凱旋広場で、白み始める東の空を眺めていた。ソドウマン将軍の銅像が薄赤く染まっていく空の中に影絵のように浮かんで見えた。
　クァロニアン党の動きはつかめず、私たちは市中の幾つかの広場に散って事が起こるのを待つしかなかった。広場には幾人かの警邏の姿もあった。北部局、南部局、双方が人を出しているようだ。
　朝市の準備のための荷馬車が何台か、石畳にがらがらと車輪の音を響かせていたが、その内の一台の荷台から飛び降り、こちらに駆け寄ってくる者がある。見ればカサラの剣術学校の門弟、〈清月隊〉の一人のようだ。
「ランケン殿、動きがありました。ティモラ広場近くの山車蔵から奇妙な山車らしきものが現れ、ラグラン大通りに向かっています。おそらくはカトリート廃寺で造られていたというものかと」
　若い門弟は青ざめた顔でそう言った。
「山車には誰が乗っている」
「それが大きな幕で覆われていて、中は見えないのです。まわりは〈旭日隊〉とクァロニアン党の兵士が固めていて、容易には近づけません。それに……」
「それに、何だい」
　若い剣士は困惑気味に続けた。
「山車のまわりに人々が集まってきて、一緒に行進しているのです。百人はいたと思います」
　本当にクァロニアン党を支持する人々なのか、それとも例の水薬の効能なのか、わからないが厄介な事態であることには間違いなかった。
「すぐに向かおう。君は他の仲間に急いで報せるんだ」
　私は近くの荷馬車の軛から馬を解き放った。荷下ろしをしていた商人が気付いて騒ぎ始め、警邏が近づいてくる。私と若い剣士は馬に飛び乗り、凱旋広場を後にした。警邏が何か叫んで呼子を吹いた。
　ラグラン大通りに出て、ワイセン十字路近くで私は馬を降りた。若い剣士はそのまま馬で伝令に走り、私は大通りを南に進んだ。
　通りは騒然としていた。南へ急ぐ人、北へ逃れる人、脇道に逸れようとする人、それらの人々に道を阻まれて立ち往生する馬車や荷車もあった。私は人々の間をすり抜けて、南へと走った。
　ネフェト商会の大看板を過ぎた辺りで、遠くで何かが動いているのが見えた。二階、いや三階の建物ほどの高さのある大きなものが揺れながら動いている。それは人の歩くほどの速さでこちらへ近づいてくるようだ。
　さらに南へ走って近づいた。それがカトリートの廃寺で見た大きな山車のようなものであることは間違いないようだった。肩口の辺りまである大きな四つの車輪のついた台車の上に、幾層にもなった角張った櫓のようなものがそそり立っている。四十イート（約十二メートル）は優にある天辺には金色の十六矢日輪の紋章が揺れていた。
　報せの通り、櫓の部分は大きな白い幕で覆われており、その白布にも金色のクァロニアン帝国の紋章が染め抜かれていた。揺れる幕の下では大勢の人々がその奇妙な山車を動かしていた。台車につながれた長く太い綱を何十人もの人々が引き、後ろでも多くの者が台車を押していた。
　そのまわりには枯草色の軍服を来たクァロニアン党の兵士たちが槍や剣を構えて行進していた。こちらも百人はいるだろうか。だが、山車を動かしているのは兵士たちではなく、身なりも様子も様々な街の人々だった。男もいれば女もおり、若者も年嵩の者もおり、中には子どもの姿まであった。彼らは額に汗して山車を引き、押し、進めていた。ロキオネンス祭りの山車を動かす人々のようでもあったが、祭りの時の人々の弾けるような笑顔はそこにはなかった。眉間にしわを寄せ、何かに取り憑かれたかのような面持ちで、彼らは巨大な山車を動かしていた。
　太鼓の音が鳴り響いていた。幕に覆われた櫓の中から聞こえてくるその音は、太く低く打ち鳴らされる大太鼓の音に硬く張りつめた小太鼓の音が絡み、一定の律動を作り出している。人々はその律動に合わせて山車を動かす。ざらついた奇妙な笛の音が勇壮で厳かな旋律を奏でて、行列にある種の神秘的な趣を与えていた。
　笛の音は〈旭日隊〉の集会で聞いたかすれた音に似てはいたが、ずっと鮮明に力強く響いていた。
　周囲に集まった人々の中から、引き綱を握る者、後ろに回って山車を押す者、共に行進する者が加わり、行列は次第に人数を増していくようだった。南部局らしい数人の警邏の姿もあったが、見物の者も合わせれば数百人になろうかという人々を止めることは能わず、ただ困惑した視線を行列に向けるだけだった。
　突然肩を叩かれて振り向くと、ディパル・シェミトの苦い顔があった。
「報せを受けて来たのだが……」
　カルトーニア伯爵は飛び出し気味の目で山車の周囲の大勢の人々を見遣った。
「これほどの人々が集まるとは……」
「例の水薬の効能なのか、それともまた別の魔術の力なのか、それとも……」
　私は隠秘学者にそう尋ねながら、腰の魔剣を少しばかり抜いてみた。柄からは奇妙に乱れた痺れるような感覚が伝わり、刀身のファバーン文字もまた、不規則に明滅していた。
「わからない。だが、誘いの魔術はそれをかけられる相手の心持ちによって、効力が変化すると言われている」
「サンジェリィ市民は心の内でこれを待っていた、というわけか」
「そう思いたくはないが、そうかもしれないな」
　シェミトの答えは楽の音の響きと人々の騒めきで半ばかき消されそうだった。山車は私たちの目の前をゆっくりと通り過ぎていく。台車に手をかけて押す人々の後ろにも大勢の人々が控えており、時折押し手を交代しているようだった。見物人から何人もが、その中に加わっていき、山車の後ろには長い尾のような人の列ができていく。
「鼠人間の姿はないな。流石に鼠も同席で婚礼の儀とはいかないか」
　私が皮肉を込めてそう言うとカルトーニア伯は面持ちを一層陰らせた。
「帝国の遺物を奪う時には化け物でも何でも使い、〈力の秘密〉を手にして〈赤い騎士〉を造り上げた。だが今は、おぞましい魔術の帝国ではなく、偉大な光輝の帝国の再興であると強く市民に感じさせたいのだろう」
「虚栄の帝国だな。帝国などというものは、押し並べてそうだろうが」
　シェミトはうなずき、行列を見送りながら、つぶやくように言う。
「どこへ向かっているんだろうか、このまま王宮まで行くつもりか」
「〈赤い騎士〉はまだ出現していない。あの山車とまわりの兵士だけで王宮まで押し出しても、近衛部隊に阻まれるだろう。まずは婚礼の儀を盛大に人々に披露するのが目的だろう」
「では、道筋からしても、やはり凱旋広場辺りか」
「おそらくは」
　私たちは人気のない旦那通りに出て、裏道を抜けると凱旋広場に向かった。
 
 
　　　　三十
 
　凱旋広場に戻ると、すでに大勢の人々が集まっていた。朝市のために来ていた荷馬車や露店は広場の端の方に寄せられていたが、人々はそこで野菜や果物を買って齧ったり、焼き物を頬張ったりしていた。それだけ見ていれば楽しげな祭りのようにも見えた。
　私たちは広場の南側に開いた小路に身を置き、様子をうかがった。しばらくすると〈清月隊〉の若者が息を切らせて駆け寄ってきた。
「東側に〈緋の兄弟団〉、西側にカサラ師範が率いる剣士たちが集まっています」
「ホッピーズはどうした。トリフェザから報せはないのか」
「今のところ、そのようです」
「ノップラント殿は、警邏隊南部局は動くのか」
　シェミトが尋ねる。
「それも何とも。ただ、北部局の警邏が数十人、北側に待機しています」
「ふむ、それはクァロニアン党の別動隊ということか」
「おそらくは」
　隠秘学者は腕組みをして唸った。
「どうする、打って出るか。〈赤い騎士〉が出現する前に婚礼の儀とやらに一撃を加えるか」
　まだ二十歳にもならないように見える若者は幾らか言い難そうに言った。
「〈緋の兄弟団〉はすでに火矢や火箭を用意して、何としても婚礼の儀を阻止すると決めているそうです」
　シェミトは肩をすくめた。私は凱旋広場を取り囲む建物に目をやった。おそらくは幾つかの家の上階や屋根の上にすでに射手が陣取っているのだろう。
「やれやれ、〈淑女の門〉の一件で味を占めたか。だが、今度は時計仕掛けという訳には行くまい」
「総大将がいるわけじゃないからな。我々は〈清月隊〉に合流しよう。〈緋の兄弟団〉が始めたら、こちらも突っ込む。ただし、一撃してすぐ退却だ。婚礼の儀をぶち壊しにすれば目的達成だ。マルサールにそう伝えてくれ、連中もそのつもりだろうが」
　若い剣士は小走りに去っていった。私たちは広場に沿って走る路地を通り、西側に移動した。広場に向かう西の通りにネクツァン・カサラと〈清月隊〉は集まっていた。カサラの隣にはレネヴェイトの姿もあった。
　伝令や斥候に出ている者もいるはずだが、数はプレイズモルの剣術学校で見たよりも多いようだった。剣術学校の門弟には見えない暗い目つきの者たちも混じっており、その分、人数が増しているのだろう。皆、地味な袖なし外套や長衣をまとっていたが、その下には革鎧や鎖帷子がのぞいていた。
「もう少し集められるかと思ったのだが」
　黒地に黄模様の甲冑に黒い陣羽織をまとったカサラが険しい顔で言った。
「いや、これだけ集まれば上出来だろう。それより、射手はいるのか。山車のまわりはクァロニアン党の兵隊と大勢の市民が取り囲んでいる。斬り込むのは覚悟がいるぞ」
「街の者たちが山車を守っているというのか」
　私はラグラン大通りで見たことを彼女に話した。
「皆、魔術で頭がどうかしているのか」
「かもしれないが、正気なのかもしれない。その方が余程恐ろしいが」
　シェミトが答える。カサラは自分の兜を軽く叩いて頭を振った。
「イチョンだ。王宮の弓術大会で一等を取ったことのある名手だ」
　細身の顎髭を生やした男がこちらを見てうなずいた。
「兵士なのか」
　イチョンはにやりと笑って首を横に振った。
「性に合わないんで辞めた。今はただの狩人さ。時々、師範のところで弓を教えて小銭を稼いでいる」
　イチョンは腰に巻いた毛皮をぽんと叩いた。彼の隣には弓を手にした男と女が一人ずついた。猟師仲間には見えなかったが、彼に弓術を教わっているのだという。他にも数名、弓を得意とする者がいるとカサラは言った。
「投槍の名手もいる」
　肩幅の広いがっしりとした体つきの者が一歩前に出た。男かと思ったが、胸乳の膨らみからすればそうではないのだろう。
「ラファーマだ」
　ざらざらとした声で彼女は答えた。日に焼けた精悍な顔に笑みを浮かべ、手にした槍の石突きを鳴らした。
「漁師の娘で銛打ちの名人だ。鯨と格闘したこともある。そうだろう」
　寡黙な性らしい女は黙ってうなずいた。
「師範は漁師にも知り合いがいるのか」
　シェミトの問いにカサラはそうではないと言った。
「ホッピーズからの紹介だ。トリフェザの出だということだ」
「ふむ、なるほどな」
　門弟には見えない目つきの鋭い男たちはゲイルゼン商会で荒事に携わっていた者たちか、あるいは海賊上がりなのか、こちらもホッピーズの〝紹介〟なのだろう。
　私たちは手筈を話し合った。
「マルサールたちが火矢と火箭を打ち込む。それを合図に我々も弓と投槍で攻める。帝国兵が動き出したら、すぐに退却しよう」
「山車に斬り込むのではないのか」
　女剣士はこの案では不満なようだった。
「山車のまわりの兵士は少なくともこの人数の倍はいる。知っての通り、奴らは半ば不死だ。それに山車を取り囲む人々がどう出るのかはわからない」
「烏合の衆だろう。攻撃を受ければ蜘蛛の子を散らすように逃げだすのではないか」
　レネヴェイトが楽観的な意見を述べた。シェミトが引っ込んだ顎を撫でて言う。
「例の水薬か、何らかの魔術で操られているとすれば、そうはいかないかもしれない。市民を斬るわけにはいくまい」
「だが、それではいつまでも奴らを倒すことはできまい。〈赤い騎士〉が出てくる前にガラクス・グロウルを倒さねば、勝ち目はないのではないか」
　カサラがやや語気を強めた。
「山車にガラクス・グロウルが乗っているかどうかはわからない」
　私の言葉にカサラは反撥した。
「ナイクロア皇子の婚礼の儀だぞ。帝国の再興を高々と宣言するに違いない。クァロニアン党の首魁がそこにいないはずがあるまい。仮に奴が姿を現さないとしてもだ、ナイクロア皇子を倒してフィオレームを取り戻す機会は今しかないぞ」
「だが、市民を殺すわけにはいかない。婚礼の儀をぶち壊せばそれでいい」
　女剣士は主張を曲げなかった。
「市民を斬るなということは皆に厳命しよう。だが、火箭を打ち込み、矢と投槍で仕掛ければ、必ず混乱が生ずるはずだ。そこで一気に攻め入れば勝機はある」
「南部局やトリフェザの動きはまだわからない。それを待ってからでも遅くはないだろう」
「ノップラント殿はともかく、本当に海賊に期待できると思うのか。ここでフィオレームを救い出さずに、どこでそれができるのか」
　私たちの議論は噛み合わなかった。カサラの言葉の端々にはフィオレームへの想いが滲んでいた。〈墓石島〉で図らずも愛人トルチェを自ら斬った彼女の心中には、かつての情人への思慕が強く蘇っているのだろうか。
「山車はもうじき広場に入ってきます」
　伝令の声が聞こえた。
「〈緋の兄弟団〉は、どうだ」
「ランケン殿の言葉は伝えましたが、マルサール殿は火矢だけで退却する気はないようです」
「どういうことだ」
「広場の東側には〈兄弟団〉の呼びかけで学生たちが集まっています。帝国が復活すれば、自由な学問が許されなくなるという訴えが功を奏したようです」
　シェミトがうなずく。
「かねてからシュヌベル大学には彼らに共鳴する者が教授にも学生にもいるという話は聞いたことがある。探偵殿の頃にはどうだった」
「幾らかはいた記憶はあるが、僕は途中で旅に出てしまったからね。数はどうなんだ」
「それが百か二百、いやもっといるかもしれません」
「武器は持っているのか」
　カサラが訊く。
「剣を持っている者はほとんどいません。ただ、材木屋から調達したのか、棒切れや角材を手にした者たちがかなりいます。酒瓶に油を入れている者もいます」
「それで、火箭の攻撃の後に突入するつもりなのか」
「はい、東側、山車の後ろから攻め入ると」
　女剣士は感銘を受けたような口調で言った。
「勇気ある学生たちだ。どうだ、探偵殿、これでも即退却と言われるか」
「ふむ、混乱だけは大きくなりそうだな。だが、とにかく無茶はしないことだ。形勢不利となれば、すぐ逃げることだ」
「わかった。そうしよう。私とて皆を無駄死にさせたいわけではない」
　カサラは幾らか満足したような顔をしたが、私の心中の雲が消えたわけではなかった。
「君もだ、カサラ。君も死んではならない」
「肝に銘じよう」
　女師範はわずかな笑みを浮かべたが、その言葉が本心なのかどうかはわからなかった。レネヴェイトは眉間に幾らかしわを寄せ、カサラと私の顔を交互に見た。
「私はどうしたらいいね」
　カルトーニア伯は戸惑い気味にそう言った。
「ディパル・シェミト、あなたはここにいて、事の成り行きを見守っていてほしい。危険を感じたら、すぐに逃げてホッピーズと連絡を取るんだ」
　自称隠避学者は少しほっとしたような顔になった。
「成り行きによってはこれを使うかね」
　上着の隠しを軽く叩きながら彼は言った。アムアッサの妙薬が入っているのだ。
「〈赤い騎士〉が出現するような事になったら、それもあるかもしれないが、できれば本当の使いどころが来るまで取っておいた方が良いだろう」
「うむ、わかった」
「もう一つ、はっきりさせておきたいことがある」
　私はネクツァン・カサラに向き直って言った。
「何だ」
　女剣士は訝しげな表情を見せた。
「君は本当にフィオレームを助け出す気でいるのか。火矢と火箭、弓矢で攻めれば、彼女の命もわかるまい」
「フィオレームは狙うなと命じてある」
　私は射手たちの顔を見た。彼らは一様にうなずいた。
「この間合いでそんなことができるのか」
　イチョンは幾らかむっとした様子で答えた。
「俺の腕前を疑うのか。俺は七百イート（約二百メートル）離れた林檎を射貫いたこともある。こいつらも負けず劣らずの腕だ」
「そうか、君たちが弓の名手だということを疑いはしないが、火箭はどうだ。花火でそんな確かに的を狙うことなどできはしまい」
　カサラは私の言葉をあっさりと認めた。
「その通りだな。それはマルサールとも話した。仕方がない、そういうことだ」
　女剣士は硬い口調で言葉を切った。
「わかった」
「探偵殿はどう考えているのか」
　カサラの問いにはかすかに刺があるような気がした。
「僕も同じだ。できることなら助け出したい。だが、そうはいかないこともあるだろう。仕方ない」
「そうか、わかった」
　カサラは短くそう答えた。
 
 
　　　　三十一
 
　広場にはさらに人々が集まり始めていた。数百人、あるいはもっとだろうか。ところどころで「クァロニアン帝国万歳！」という叫び声とそれに唱和する声も聞こえた。何らかの魔術の効力なのか、〈旭日隊〉や他の共鳴者が煽っているのか、それとも本当にクァロニアン党を支持し、帝国の復活を願っているのか、私にはわからなかった。
　集まった人々は疫病みから例の水薬で救われたと信じているような貧しい者が多いようだったが、必ずしもそういった者たちばかりではなく、目立たないが値の張りそうな服を着た商人らしき者たちや礼装姿の兵士らしき者の姿もあった。珍しいもの見たさで集まったと思しき者たちの姿も多くあったが、中には予め準備しておいたらしい帝国の紋章を染め抜いた旗を振っている者もいた。見ている間にも半イート（約十五センチ）ほどの小旗の数が増えていくように思えた。
「只で小旗を配り歩いている奴がいるぞ」
　群衆に紛れて様子を見てきた剣士が苦々しい口調で言った。
「芝居がかったことをするものだ。仕込みもそれなりにいるのだろう」
　シェミトが唸る。
「本当の芝居ならそれでいいがね、これでは洒落にもならない」
「そう言えば、コラプリス坊が用意した旗印は使わないのか」
　隠秘学者が言うと、レネヴェイトが引き回しをめくってみせた。左腕のちょうど傷を受けた辺りに青い三日月の白布が巻かれていた。
「好き好きだね。皆で揃えたら、奴らと同じになりそうじゃないか」
　カサラがうなずき「芝居ではないからな。人波に紛れた方が攻めやすい」と付け加えた。
　やがて、南から騒めきが広がってきた。広場の南側の通り——ラグラン大通りから分かれた大路——から先触れのように人々が広場に流れ込んでくる。太鼓や笛の音も聞こえ始めた。
「いよいよ来るか」
　カサラが唇を噛みしめた。剣士たちの間に張り詰めた気配が広がる。この中に実際に命のやり取りをしたことのある者はどれくらいいるのだろうか。ホッピーズが寄越した港の男たちはともかく、カサラの門弟やその仲間たちにそんな経験があるとは思えなかった。サンジェリィ周辺で長らく戦はない。年嵩の剣士なら用心棒稼業などで経験があるのかもしれないが。
　南の道から行列が姿を現した。先頭には大きな帝国の旗を掲げた旗手が滑稽なほどそっくり返って歩いている。その後ろにはまるで大勢の市民に守られるかのように帝国の兵士たちが槍や剣を持って続き、そのさらに内側に太い綱を引く人々が進んでいる。
　太鼓の打ち出す規則的で強い律動に合わせて行列は広場に入り込んでくる。笛の音が高く低く響く。百イート（約三十メートル）はある引き綱の行列が広場に入ると集まった人々は左右に道を空ける。「帝国万歳！」という叫びがあちこちで起こり、配られた小旗が振られる。
　ついに山車が広場に姿を現した。櫓を覆う白い幕はまだ閉じたままで、ぎしぎしと軋む音を立てながら、天辺の金色の紋章を揺らして広場の中にゆっくりと進んでいく。台車の横と後ろでは何十人もの者たちが汗まみれになって巨大な櫓を押し続け、そのまわりと後ろにも大勢の市民がぞろぞろと続いている。人波はラグラン大通りで見た時の倍ほどにも膨れ上がっているように思えた。
　広場の真ん中近くに達すると太鼓の音が止み、山車はその場で止まった。人々の喚声が静まると、先刻までとはちがったゆったりとした速さで再び太鼓が鳴りだし、笛が波間にたゆたうような揺らめく旋律を奏でた。
　櫓の中に仕掛けがあるのか、山車を覆った白い幕が斜め後ろの方へ引き上げられていく。中から陽光を浴びてきらめく金色と銀と白が姿を現した。
　台車の上の櫓は四層になっており、一番下の層の五色の幕越しには太鼓らしきものが垣間見えた。そのまわりに張り出した露台のような部分には弓矢を持ったクァロニアン党の兵士たちがずらりと並んでいる。行列の枯草色の軍服の兵士とは違い、彼らは鏡のように磨き上げられた甲冑を身にまとい、同じく陽の光を照り返す丸盾が勾欄に並んでいる。胸甲と盾には金色の日輪の紋章が光っていた。
　二番目の層にも帝国の兵士が並び弓矢を手にしているが、それだけでなく正面中央には大振りの弩が据え付けられていた。まわりには四角い矢筒が幾つも備えられており、機械仕掛けで続けざまに矢を放つ仕組みになっているようだった。
　三層目にも兵士たちが鈴なりになっていたが、その背後は黒い紗幕のようなもので覆われており、中には黒い人影があるように見えた。三層目にはもう一人、黒い頭巾と長衣で身を隠した小柄な者が露台に立ち、この者が縦笛を吹き鳴らしていた。
　一番上の層は他とは様子が異なっていた。露台は七角形で、各々の頂点から銀色に光る槍のようなものが突き出していた。勾欄に盾こそ並べてあったが兵士の姿はなく、頂部から張り出した屋根の枠に張られた薄絹の下、白装束をまとった男と女の姿があった。
　ナイクロア皇子とフィオレームだ。ナイクロア皇子は白い詰め襟の服の上に金色の引き回しを羽織り、頭にも金色にきらめく宝冠を被っていた。衣裳のそこここにも金の縫い取り模様や釦が光り、色とりどりの宝玉もちりばめられている。
　隣のフィオレームは甲冑姿ではなく、大きく胸が開いた白い衣裳をまとっている。真珠だろうか、銀と虹色がきらめく幅広の首飾りをつけ、皇子と揃いの宝冠は銀色、繻子織りの腰帯が紫色なのは〈白銀と紫衣の剣士〉の出で立ちから取ったものなのだろう。
　山車——それとも戦車と呼ぶべきだろうか——は真っ白に塗られており、柱や勾欄は金銀の打ち出し細工で飾り立てられ、帝国の旗印のついた槍が四方に何本も突き出していた。
「婚礼の儀の舞台が巨大な戦車とは、まさしく帝国に相応しいものだな」
　シェミトが不快そうに鼻を鳴らした。
「〈緋の兄弟団〉はまだ仕掛けないのか」
　カサラが剣の柄を握ったまま言う。
「あちらも芝居じみたことは好きだろう。一番目立つ頃合いを見計らっているんだろう」
　女剣士は短く「うむ」と答えたが、焦れていることは明らかだった。ファバーン剣からは、大通りで感じたよりもはっきりと魔力の存在を示す感覚が伝わってくる。
　太鼓と笛の音が静まり、広場に大音声が響き渡った。姿は見えないが、低く底知れぬ深い響きを持った声、クァロニアン党の首魁ガラクス・グロウルの声であることは間違いなかった。
「サンジェリィ市民諸君、このめでたき日にこれほど多くの諸君が集まったことをうれしく思う。我はクァロニアン帝国最後の魔道士、ガラクス・グロウルなり。栄光の帝国滅びし時より、今日まで神仙の秘術を尽くし、非運の先帝サメグル・ジョジヴーク陛下の御子、尊きサメグル・ナイクロア皇子を長の年月お守り申し上げてきた。
「この大都サンジェリィは我らが帝国亡き後、暗愚なる僭王と衆愚の政によって、退廃と柔弱蔓延る虚栄の都と化した。商人や為政者は諸君より富を吸い上げ、諸君の暮らしは日々貧しくなり、暗主とその愚臣は疫病から諸君を守ることもできずにいる。北からはフランジースコ、南からはスベルコーニが我らが富と土地を奪おうと爪を研いでいるのは、もはや周知となっておろう。
「今日この場においてクァロニアン帝国の正当なる世継たるナイクロア皇子と〈白銀と紫衣の剣士〉フィオレームの婚礼の儀を執り行う。皇子は先帝の霊妙なる血筋を保つ長き神妙の眠りより奇跡の覚醒をなし、花嫁は堕したるサンジェリィを救わんとする回天の士として目覚めた。新たなる帝国の御世を築くのにこれほど相応しき二人がいるはずもない。今日は偉大なる帝国が史書にその名を記すめでたき始まりの日となろう。フランジースコ、スベルコーニ、ジャードル、その他数多の都市を従え、東部の戦乱を平定し、メルカーより遠く海の果ての地までをも版図とする光輝の新帝国が産声を上げる日となるのだ。皆、この日を大いに祝い、寿ぐが良い。弥栄、弥栄」
　ガラクス・グロウルの言葉が切れると大きな歓声が沸き起こった。「弥栄、弥栄」「帝国万歳、帝国万歳」という声が四方から響き渡り、日輪の紋章の旗が一斉に突き上げられ、振られた。
「莫迦な、珍しいもの見たさで集まった野次馬も大勢いるはずだぞ。あんな妄言をそのまま信じるというのか！」
　シェミトが吐き捨てるように言う。攻撃を待つ剣士たちには流石に万歳を叫んでいる者はいなかったが、耳を押さえたり苦しげな顔をしている者もいる。
「あの声の響き自体に魔力が備わっているのかもしれない。抗うというはっきりとした意志を持っていないと引きずられるのかもしれないな」
　山車の上ではナイクロア皇子とフィオレームが一歩前に出て、広場を埋めた人々を見回した。二人は笑みを浮かべており、ガラクス・グロウルの武張った演説とは反対に穏やかな面持ちに見えた。
「皆、今日は余とこの美しき花嫁のために参じてくれて、ありがたく思う。これほど多くの者たちが我らの婚儀を祝ってくれるとは、思ってもみなかった。余の永き眠りもこの日のためにあったのかと思うと、誠に感に堪えない」
　ナイクロア皇子は涙で声が詰まったかのように言葉を切った。隣のフィオレームが優しげな手つきでその背中に腕を回す。
「まるで三文芝居だな。見え透いた手口だ」
　隠秘学者は険しい表情を見せた。
「うむ、だが、そういう芝居が好きな者は大勢いる」
　私が答えるとシェミトはうんざり顔でうなずいた。
　ナイクロア皇子は、いつか必ず帝国再興の日が来ると信じて秘密の霊廟で魔法の眠りについていたと語った。ただ眠っていただけではなく、ガラクス・グロウルの法力によって微睡みの中で様々なことを学び、またサンジェリィの退廃と堕落をも知ったと話した。
「余は目覚めの時が近づいていることを知った。このまま、この大いなる都が享楽と強欲のうちに衰亡していくのを見過ごすことはできない。富と権勢を握る者たちの陰で貧しさや不遇に苦しむ者たちが大勢いるというのに、それを放置しておくことはできない。余は今こそ目覚め、正当なる帝国を継ぐ者としてこの世を糺す時だと知ったのだ」
　皇子の言葉は次第に熱を帯び、握った拳を振って世直しを説いた。
「本当に奴が喋っているのか、それとも傀儡のようにガラクス・グロウルが喋らせているのか」
　シェミトは首を横に振った。
「わからないな。眠っているうちに学ぶなどということができるのかもわからんが、そう教え込まれて話しているだけなのかもしれない」
　ナイクロア皇子の言葉は続いた。
「余は目覚めた時、大きな不安を感じた。無論、余の命を支えてくれた大いなる霊力を使う道士、帝国の再興を信じて尽力する同志たちもいた。だが、永き眠りより醒めた余の内なる不安を解し、心より支えてくれたのは、ここにいる〈白銀と紫衣の剣士〉フィオレームより他にはいない」
　群衆から拍手が沸き起こった。「フィオレーム、フィオレーム」と彼女の名を叫ぶ声があちこちから響き、たちまち広場全体を覆い尽くした。
　フィオレームは満足げに笑みを浮かべ、片手をあげて人々に答えた。
「私は間違った家に生まれ、間違った父親に育てられた。だが、私の心の内には間違いを正さねばならないという思いが芽を吹き、長ずるに及び〈白銀と紫衣の剣士〉として市中の悪を討つ働きを始めた。けれども、まだ私の心中の正義の芽は十分に育ってはいなかった。私が討った悪は路傍に転がる小石のようなもの、掃き寄せてもすぐにまた転がり出て人の足をつまずかせる。私が打ち砕かねばならないのは小石ではなく岩山だったのだ。
「そのことを私は悟った。私欲にまみれ権勢を振るう者ども、民から富を搾り取る強欲な者ども、奴めらをこそ打ち倒し、新たなる帝国を築き、サンジェリィに栄光と繁栄を取り戻すことこそ、〈白銀と紫衣の剣士〉の真の使命なのだ。私は真の帝国の後継者たるサメグル・ナイクロア皇子と今日、ここで夫婦となり、クァロニアン帝国の再興に命を捧げることを皆に誓おう」
　フィオレームの顔からは花嫁の笑みは消え、女剣士の強い眼差しが取り囲む群衆を一人ひとり射貫いていくようだった。
　その視線に気圧されたかのような一瞬の間があり、そしてまた大きな歓声が沸き起こった。
「フィオレーム、フィオレーム！」とその名を連呼する者、「〈白銀と紫衣の剣士〉万歳！」と叫ぶ者、「帝国万歳、弥栄、弥栄！」と唱える者、興奮した歓喜の声が広場に谺した。
　歓声が幾らか落ち着くと笛の音が響き始めた。先程までよりは幾分明朗な旋律が広場に流れる。それは到底一本の縦笛から発せられるとは思えない大きさと明瞭さで西側の通りにいる私たちの耳にも届いた。
　笛の音に導かれるように太鼓の音も聞こえ始める。こちらも撥ねるような軽やかな律動となり、集まった人々の中には踊り始める者もあった。
　高楼の上の二人は互いに向き合い、両の手を握り、見つめあう。楽の音が高まり、大勢の人々が踊りだす。喧騒の中に再び低く重い声が響き渡った。
「見よ、皇子と花嫁の美しき姿を。見よ、新たなる光輝の帝国の始まりを。見よ、尊き接吻によって、婚礼の儀が完了するその時を」
　二人は互いの腰に腕を回し、体を寄せあった。
「くそっ」
　ネクツァン・カサラがうめくような声を上げ、射手に合図を送ろうとしたその時、大きな破裂音が響き、火の粉を吹くものが四方から山車に飛んだ。櫓に命中したそれはさらに大きな音をたてて爆発し炎が広がった。
「待ちかねたぞ、マルサール。射よ！」
　女師範が高ぶった声で命を下し、イチョンと二人の弟子が同時に矢を放った。三本の矢は弧を描いて正確に櫓へと吸い込まれていく。命中を確かめる間もなく二の矢、三の矢が飛んでいく。他の射手たちも次々に矢を放った。
　銛打ちの女は助走をつけると、七イート（約二・一メートル）はある槍を投じた。広場の中央まで飛ぶこと自体が驚きだが、こちらも確かな狙いで高楼へ向かっていく。
「行くぞ！」
　カサラの声が響き、私たちは広場に突入した。
 
 
　　　　三十二
 
　混乱する人々の中を駆け抜けるのは容易ではなかった。広場から出ようとこちらに向かってくる人々、「皇子をお守りしろ、フィオレームを守れ！」と叫んで山車の方に向かう人々、「敵はどこだ、何者の仕業だ！」とわめいて右往左往する人々が私たちの行く手を遮った。
「市民は斬るな、敵はクァロニアン党だ」
　先頭に立つカサラの声も群衆の叫び声の中で途切れ途切れに聞こえる。
　再び破裂音がして、頭上を火箭が飛ぶ。火矢も何本も飛んでいく。行く手の山車は煙と炎に包まれ、櫓の上の者たちの様子はわからない。
　山車の後部で爆発が起き、炎と煙が上がる。〈緋の兄弟団〉と学生たちも突入したのだろう。
　私たちは引き綱の周囲に到達した。こちらに向かってくる者たちは、逃げようとする者と私たちを敵と見て襲いかかってくる者と半々のようだった。
「斬るな、街の者は斬るな！」
　再びカサラの声が響く。私は数人の男を殴り倒し、剣を抜いてさらに数人を峰打ちにした。
　突然、人の波が途絶えたかと思うと枯草色の軍服が飛びかかってきた。クァロニアン党の兵士たちだ。
「必ず止めを刺せ、さもなければ生き返るぞ！」
　私は叫びながら剣を持ち替え、顔色の悪い兵士たちと斬り結んだ。ファバーン剣の神秘文字が緑色に光る。斬ればどす黒い血が噴き出すが、起き上がれないような傷を負わせたと思っても、尋常ではない力で立ち上がり、また這ってでも刃を振るおうとする。
　たちまち剣戟の響きが沸き起こり、辺りは血みどろの戦場となった。〈清月隊〉の剣士たちは腕前は確かなようだが、ほとんどの者は人を斬ったことはなく、しかも相手は半ば不死の戦士、必死の形相で剣を振るうが度々窮地に立つ。私とカサラはできる限りの助太刀して、彼らを死の顎門から救った。
　女師範は二振りの剣を円舞のように振り回し、次々と敵を屠っていく。喉笛を斬り裂き、はらわたをえぐり、腕を斬り落とす。彼女のまわりには死にきれず蠢く肉塊が山となり、黒ずんだ血が川のように流れる。
　イチョンと二人の弟子は乱戦に入り込み、矢継ぎ早に強弓を引いた。イチョンの腕は口だけのものではなく、次々と帝国兵の兜を貫き、一撃で本物の死を与え続けた。
　ラファーマは投槍だけでなく、手持ちの槍術にも長けていた。四イート（約一・二メートル）ほどの短槍を振り回し、突き入れ、半不死の兵士と斬り結ぶ。トリフェザの出だというからには、ただの漁師の娘ではないのかもしれない。
　ホッピーズが送ってきた港の者たちは荒事に慣れた手練ればかりだった。門弟らのようなきれいな太刀筋ではなく、ただ相手を殺すことのみを求める刃は、奇怪な帝国の兵士を相手にしても臆することなく、肉を裂き骨を断っていく。
　二刀流は無理だと言っていたレネヴェートは右手の刃だけでも十分な働きを見せた。斬り倒した帝国兵が起き上がってくると、時に左手でその体を押し戻したが、奇妙なことに半不死のものたちは彼の左手に触れられると動きが鈍くなるように見えた。
　私たちは山車まで二十イート（約六メートル）ばかりのところまで迫った。火箭は尽きたのか、破裂する音はもう聞こえない。山車は白と灰色の煙に包まれ、その合間に炎も垣間見えるがどうなっているのか、はっきりとは見えない。煙の向こう、山車の後ろで振り回されている槍のような物は学生たちが振り回す角材だろうか。
　突然、山車を覆った煙と炎が吹き払われた。外から風が吹いたのではなかった。山車そのものから突風が四方に吹き出したかのように煙と炎が瞬時に四散して消え去った。
「燃えてはいなかったのか」
　カサラが驚きの声を上げる。引き上げられた白い幕こそ焼け焦げてはいたが、幾層にもなった櫓には何の傷みも見えず、各層に配置された円盾も兵士たちの板金鎧も煤で汚れた様子はなかった。突き出した槍からは帝国の旗が揺れていた。
　最上層の二人は様子が変っていた。ナイクロア皇子は金で縁取られた艶のある白塗りの甲冑を身につけ、手には宝石で飾られた細身の長剣を握っている。フィオレームは白銀の鎧兜に紫の引き回しを身につけ、〈白銀と紫衣の剣士〉の出で立ちとなっていた。
　二人の立つ四層目の下の層にもう一人の人影があった。白い山車の中でそこだけに黒い穴が開いたかのように、漆黒の頭巾と長衣の背の高い男が仁王立ちとなっている。クァロニアン党の首魁、ガラクス・グロウルだった。
「この褒むべき良き日に仇なそうとする反逆者どもよ、尊き皇子と花嫁をその方らの汚れた刃で傷つけることが能うとでも思ったか。見よ、帝国の威光を損なうことは何人にも叶わぬ」
　魔道士の太く低い声が響き渡ると、白い幕の燃え滓が粉になって千切れ飛び、山車全体が青みがかった黄金色の光に包まれたかに見えた。
　山車の後部に学生らしき男が駆け寄り、火のついた油の瓶を投げつけた。瓶は山車に当たる寸前に破裂し、硝子と炎が宙に舞った。続けて二つ三つと瓶が投げられ、イチョンらが魔道士目がけて矢を放った。だが、どれもこれも山車に届く前に破裂し、弾き飛ばされた。
「愚か者どもめ、この婚礼は霊妙なる力によって十全に守られている。何人もこれを邪魔立てすることは能わぬのだ」
　ガラクス・グロウルに続いてナイクロア皇子が口を開いた。
「帝国に帰依せよ。お前たちの愚かな行い、大いなる力に抗おうとするその勇気だけは認めよう。今すぐここで、我らに帰順することを誓い、その血を帝国に捧げることを誓え。余は寛大である。その方らを帝国の兵士として迎え入れよう」
　皇子に寄り添うように立つフィオレームが言葉を引き継いだ。
「さもなくば、お前たちには死が待っている。いずれにせよ、その血は帝国に捧げられるのだ」
　彼女の声はナイクロア皇子よりも、いや、ガラクス・グロウルよりも冷たく残酷な響きを伴っているように思えた。
「おのれ、フィオレーム！」
　ネクツァン・カサラが恐ろしい形相で飛び出そうとした。私は彼女の肩鎧に手をかけた。女とは思えない膂力に引きずられそうになったが、側にいたラファーマが力を貸し、彼女を押し止めた。
「退却だ、カサラ、退却するんだ」
「莫迦な、ここまで来て逃げるなどあり得ん」
「駄目だ、奴は結界を張った。無駄死にが出るだけだ。我々だけではなく、〈緋の兄弟団〉や学生たちも皆殺しになる」
「しかし……」
「駄目だ、いったん退くんだ」
　カサラはなおも反駁し、私たちの手から逃れようとしたが、私は大声で叫んだ。
「退却だ、逃げろ、すぐに四方に散って逃げろ！」
　私は〈清月隊〉の者たちと女師範を引きずるようにして山車から逃れた。背中で笑い声がした。皇子でもなく魔道士でもなく〈白銀と紫衣の剣士〉のものだった。
「皆の者、見よ。卑怯者の反逆者が背中を見せて逃げていくぞ。逃すな、捕らえよ、我らが良き日を邪魔立てした者を逃してはならぬ」
　その声の末尾は低い響きを伴い、ガラクス・グロウルの声と重なり合っているようにも聞こえた。
　山車のまわりから遠ざかっていた人々がざわざわと動き始めた。誰かが「捕まえろ！」と叫んだ。
「捕らえろ！」
「婚礼の儀を邪魔した大罪人だ」
「捕らえろ、捕まえろ！」
　声は広場に谺するように広がり、人々が動き始めた。初めはゆっくり、そしてすぐに走って、私たちに近づいてきた。
「大罪人を捕らえよ、反逆者を捕らえよ」
　山車の方から響く声は人々の声とも重なりあって、もはや誰の声ともわからないものになっていた。
　十人ばかりの男が私とカサラ、ラファーマを取り囲んだ。
「捕まえろ、捕まえろ！」
「反逆者だ、帝国に逆らう者だ！」
　彼らの声はどこか虚ろで、目つきもまたどこか遠いところを見ているようにも思えた。だが、それが魔術のせいなのか、煽られ興奮した末のものなのか、わかりはしない。
　一人が両手を突き出して襲いかかってきた。私は剣を一閃させた。掌を血に染めて、悲鳴を上げながら男は後退る。
「道を空けろ、さもなくば斬る」
　カサラが眉根を寄せて、咎めるように私を見た。
「殺しはしないさ。だが、僕は非情なんでね。師範もそれくらいは簡単だろう」
　カサラはいささか気色ばんで唸り、銛打ちの女は短槍を構えなおした。
　私はファバーン剣を振りかざした。刀身の古の文字は緑色に浮かび上がっていた。
「見ろ、この剣を。噂を聞いたことはないか。斬った者の魂を地獄に送り込む魔剣だ。人間、化け物にかかわらず、地獄の第七層まで一気に転落だ。帝国の妖術も助けてはくれないぜ」
「でたらめだ、恐れるな！」
　わめき声を上げて飛びかかってきたのは十六矢日輪の徽章をつけた男だった。〈旭日隊〉かそのお仲間だろう。髪を短く刈り込んで、額に「帝国万歳」などと書きつけている。私はその男の鈍ら刀を弾き飛ばし、肩口に斬りつけた。鮮血を噴き出して、男は「痛い、痛い」と叫びながら、石畳をのたうち回った。
　取り囲む人々にはまだ怖じ気づくだけの正気は残っていたようだが、すぐさま逃げ去るというわけでもなかった。ためらいながらも間合いを詰め、じりじりとこちらに近づいてくる。
　櫓からの声が響く。
「捕らえよ、聖なる婚礼の儀を打ち壊さんとする反帝の賊を捕まえるのだ」
　その深く響く声に引き寄せられるかのように、人々はこちらににじり寄ってくる。
「もう少し、痛い目にあってもらおうか」
　私が剣を手に飛び込もうとした刹那、また別の音声が広場に響き渡った。
「この集会を警邏隊南部局は許可していない。ただちに散会せよ！　繰り返す。警邏隊南部局は集会を認めない。ただちに散会せよ！　抵抗する者は捕縛する」
　聞き覚えのある濁声がそう怒鳴っていた。ノップラントの声をこれほどありがたい気分で聞いたことはなかった。見れば南側の路から騎馬の警邏が十数騎、広場に突入していた。棍棒を手にした徒士の者たちも続いている。後方には射手の姿も見えた。
　広場の入り口に鉄板を張り巡らせた馬車があり、その上に三イート（約九十センチ）はある大きな拡声器を持ったノップラントが立っていた。
　広場に侵入した騎馬の警邏たちは六尺棒を振り回し、人々を追い散らす。馬から警邏を引きずり落とそうとする者たちもいたが、棍棒を持った警邏が押し寄せて殴り倒した。
　私たちを囲んでいた者たちは警邏隊の出現に気を取られ、動きを止めた。
「今だ、行くぞ」
　私たちは得物を振り回して走った。何人か飛び出してくる者もいたが、カサラは手足に斬りつけ、ラファーマは石突で打ち倒した。
「反逆者を捕らえよ、逃してはならない、帝国に仇成す者を捕らえよ」
　山車からの声が二重三重になって聞こえる。太鼓の響きと笛の音も聞こえ出した。広場は混乱の渦となった。警邏隊に追われて逃げ惑う者たち、旗竿や路上の石を武器に抗おうとする者たち、幾百もの怒号と悲鳴が響き渡る。
「ああっ、あれは」
　レネヴェイトらしき声が聞こえた。彼は我々と少し離れたところで山車の方を振り返っている。見れば、山車のまわりに新たな人だかりができていた。角材が揺れている。いったんは退いていた学生たちが再び攻撃を試みたらしい。油の瓶が破裂して炎が上がった。
「我々も今一度！」
　カサラが叫んだ。
「駄目だ、今は退いて態勢を立て直す」
「彼らを見殺しにするのか」
　女師範が強い口調で言う。
「この混乱の中を戻るのは無理だ。それに奴らも防戦一方のはずはない。そろそろ……」
　警邏隊は山車を包囲し、ノップラントの乗った馬車も広場に入っていた。
「一度だけ警告する。全員、直ちに山車を降りて縛につけ」
　盾を構えた警邏たちの背後では数十人の射手が山車に狙いを付けていた。
「警邏隊南部局長は任を解かれたと聞いている。その方らは我らの婚儀を妨げ、帝国に仇なす害敵である。滅びるが良い」
　ナイクロア皇子の言葉が終わるか終わらないうちに、ノップラントの「放て」という声が響いた。警邏隊の矢が一斉に放たれ、同時に櫓の上の帝国兵たちも矢を放った。山車のまわりが無数の矢で薄黒く染まった。
　山車のまわりで青や紫の火花が飛び散り、矢が四散した。だが、すべての矢が弾き飛ばされたわけではなかった。櫓に突き刺さり、また帝国兵の盾の列をすり抜けて、輝く鎧に突き刺さったものもある。ノップラントは敵が矢を放つ瞬間に魔術の防壁が途切れることを狙ったものらしい。
　一方、帝国兵の矢もまた警邏たちの楯に阻まれはしたものの、何人もの警邏が打ち倒されるのが見えた。ノップラントの乗る馬車にも何本もの矢が突き立っていた。
「皇子に弓引く不敬の輩め、一人残らず死ぬが良い」
　フィオレームのひどく冷酷な声が聞こえた。
「放て！」
　同時にノップラントの濁声が響く。
　二度目の矢の応酬は様相が違った。山車の二層目に据え付けられた弩が無数の矢を続けざまに放ったのだ。強力な発条仕掛けなのだろうか、発射された矢は楯を貫き、警邏たちがばたばたと倒れていく。警邏隊の矢も幾らかは山車に届いたが、今度は大半が妖術の盾によって弾き飛ばされた。
「後ろへ回れ、後ろだ」
　ノップラントが怒鳴る。警邏たちは弩に狙われない山車の後部へと移動するが、その間にも帝国兵の矢が彼らに降り注いだ。警邏隊も応戦するが魔力の壁に阻まれて無駄矢が多くなる。
「ガラクス・グロウルは強大な魔道士だと聞きましたが、守りはともかく魔術で攻撃はしてこない。戻って我々も攻めに加わるべきでは」
　私たちと合流した若い剣士が上ずった声で言った。警邏隊とクァロニアン党の戦いが続く中、散っていた剣士たちが幾らか集まってきていた。
「防戦一方なのはわけがあるだろう。別のことに力を使っているのかもしれない」
　レネヴェイトが私の言葉にうなずいた。
「どういうことですか」
「〈赤い騎士〉が動き出すんじゃないか、ということだ」
「それは本当に現れるのですか。正直、身の丈七十イートもある絡繰り仕掛けなど想像もつきません」
　レネヴェイトが若い剣士に諭すように言う。
「想像もつかないことは今、目の前でも起こっているだろう」
　若者は山車のまわりに飛び散っている魔術の火花と電光を見てうなずいた。
　だが、私には広場を埋め尽くす大勢の人々の方が、想像もつかない恐ろしいものに思えた。
 
 
　　　　三十三
 
　私たちは広場の西側を目指して混乱する人々の間を走った。山車の周囲では警邏隊と帝国兵の戦いが続いていたが、警邏隊が不利なのはもう明らかだった。魔術の防壁は完全ではないが、大半の矢を弾き返し、応戦する警邏の人数は減ずる一方だった。
　もうじき入ってきた西の通りに達しようかという時、背後から新たな騒ぎ声が起こるのが聞こえた。
「見ろ、あれは」
　女師範が指差したのは広場の北東の方角だった。広場を取り囲む建物の合間に動いているものが見えた。三階四階建ての建物の屋根越しに赤い何かが見える。それはどうやら北東に開いた路をこちらに向かってくるようだ。
「あれが〈赤い騎士〉なのか」
「違いない」
　ロラストの山中で見たそれは上背が七十イート（約二十一メートル）はある巨大な鎧兜の騎士だった。血のように赤い鎧をまとった巨人戦士はガラクス・グロウルの奇怪な魔術により、供物となった骸の血を吸い上げて、〈鉛の心臓〉を鼓動させていた。その怪物がついにサンジェリィに出現したのだ。
　広場の中央、山車のまわりでも、警邏なのか群衆の一人なのか、誰かが広場に近づいてくるものに気づき、叫び声を上げた。
「何だあれは」
「巨人だ！」
「怪物だ！」
「赤い化け物だ！」
　足音が聞こえ始めた。遠い雷鳴のように低く重く、地響きを伴った音がゆっくりと近づいてくる。
　北東に開いた路からは人々が押し出されるように広場に流れ込んできた。
「怪物、怪物だ！」
「赤い巨人だ、逃げろ、逃げろ！」
　彼らの叫び声とともに足音がさらに大きくなる。
　恐慌が波のように広場中に広がった。人々がどっとこちら側へ押し寄せてくる。踏みつけられ、押し潰される人々の悲鳴が響く。泣き叫ぶ声、恐怖に慄く声、わけのわからない叫び声、それらが人の波とともに迫ってくる。
　北東に開いた路に巨大な〈騎士〉が姿を現した。銅よりもなお赤い甲冑が陽光を受けて鈍く光る。胸甲には金色の十六本の光の矢を放つ日輪紋が輝き、兜の前立にも同じくクァロニアン帝国の紋章が光っている。
　赤い鎧は爪先から頭頂までを覆い、生身が露になっている部分はない。鎧の各部の継ぎ目には黒いごわごわとした帆布のようなものがわずかに見える。顔は目庇と面頬に覆われ、見ることはできない。
　腰にはこれも赤い鞘に収められた広刃の長剣を下げている。刃渡りは三十イート（約九メートル）はあるかと思われた。
　〈赤い騎士〉は広場に足を踏み入れた。巨大な足音を響かせながら、ゆっくりと山車へと近づく。広場の中ほどに立つソドウマン将軍の銅像が丁度行く手を遮るような形になった。将軍の像は巨大な物だが、〈騎士〉の腰ほどの背丈だった。巨人は赤く輝く籠手で像の上半身をつかむと左右に二度三度揺り動かし、引き抜き、放り投げた。銅像は広場沿いの大きな商家の正面に突き刺さり、建物を崩壊させながら、大鐘が鳴るような音を響かせて、石畳の上に転がった。
　警邏隊がばらばらと矢を射かけるが、赤い鎧に当たる硬い音とともに弾き返される。まだ残っていたらしい火箭が一本打ち込まれ、肩に当たって爆発したが、薄い煤が鎧を汚しただけだった。
　巨人が山車に近づくと、近くにいた学生が勇を振るって火のついた油の瓶を投げつけたが、炎は上がっても何の効力もなかった。
　これらの攻撃を〈赤い騎士〉はまったく意に介さず、避ける素振りも見せなかった。山車の後ろまで来ると彫像のように立って動かなくなった。
「見よ、〈赤い騎士〉を、我らの無敵の戦士を。帝国に仇成す者は巨人の腕で打ち払われ、諸人はその足下にかしずくであろう。見よ、我らが帝国の力の証しを」
　ナイクロア皇子が山車の櫓から勇ましい声を張り上げると、隣のフィオレームが拳を振り上げ「帝国万歳、帝国万歳！」と叫んだ。
　すると逃げ惑っていた人々の足が止まった。広場のそこかしこから「帝国万歳！」と唱和する声が上がり始め、それに合わせるかのように山車からは力強い太鼓の音が響き渡り、笛の音が空気を裂くように鳴り響いた。いや、楽の音が先に聞こえ、それに合わせて人々の声が沸き起こったのだろうか。
　群衆が再び山車のまわりに集まり始めた。人々は櫓の上の二人を見上げ、さらにその上の赤く輝く巨大な兜を見上げた。押し寄せる人々の中で警邏隊は為す術がないようだった。
「退け、退け、一度退くんだ」
　ノップラントが拡声器で怒鳴る。警邏たちは人波にもまれながら退却を始めたが、途中で市民に引き倒される者の姿も垣間見えた。
　西側の通りにたどり着くと、路地に潜んでいたシェミトが飛び出してきた。
「おお、無事だったか。他の者たちはどうした」
　私はわからないと答えた。港から来た男たちはためらわず市民を斬って逃げ出したかもしれない。〈緋の兄弟団〉は躊躇なく撤退するだろうが、抵抗していた学生たちはどうだろうか。
「いっそ、例の妙薬を使おうかとも思ったのだが……」
　シェミトは上着の隠しに触れながら言った。
「それはまだ取っておいた方がいい。ついに〈赤い騎士〉が現れた。それを使う機会はこれから幾らでもあるだろう」
「ああ、だといいがな」
　カサラがシェミトの言葉に尖った声で応じた。
「使うかどうかは伯爵殿の自由だが、機会はすぐにでも作らねばならない。必ずだ」
　隠秘学者は彼女の強い声音に気圧されたように「ああ、そうだな」と答えた。
　広場から聞こえてくる楽の音の調子が変った。太鼓は明朗な律動を刻み、笛もまた明るく軽やかな旋律を奏で始めた。振り返り見れば、広場の人々は帝国の小旗を振り、踊り始めている。「弥栄、弥栄、帝国万歳！」という声も沸き起こっていた。
　山車の前部では人々が引き綱を手にして再び行列を作っていた。先頭で旗手が帝国の大きな旗を振っている。
「前へ！」
　響いた声はフィオレームのものだろうか。山車は大きな車輪を軋ませて進み始めた。〈赤い騎士〉はその先立ちを務めるように、巨躯をゆっくりと動かし、歩を進めた。
 
 
　　　　三十四
 
　私たちはプレイズモル剣術学校に集まった。予めその手筈になっていたので、散っていた〈清月隊〉の剣士たちもやって来た。命を落とした者はいなかったが、手傷を負った者は多かった。ホッピーズが雇い入れた者の何名かの姿が見えないのは、どうやら逃げたらしい。
　山車と〈赤い騎士〉が凱旋広場から恩賞通りに入り北に向かっているのは確かめてあった。
「〈赤い騎士〉はロウノドル門近くの古い荷蔵に横たえられていたらしい。ブルセンカーズの奥方のデネルア商店のもののようだ」
　レネヴェイトが巨人から逃れてきた街の者たちの話を伝えた。
「ばらばらに運び込まれたものを中で組み立てたのだな。だが、どうやって出たのだ」
　シェミトが首を傾げた。
「どうもこうもない。屋根を突き破って起き上がったという話だ」
「無粋なものだな」
　シェミトがうなずきながら、机に広げられた地図を見て言った。
「王宮に向かうのは間違いないだろうが、あの速さでは半日はかかるだろうな」
　カサラが地図を指先でなぞる。
「恩賞通りは直に王宮に通じてはいない。どこかで西に折れる必要がある」
　カルトーニア伯は腕組みをして、地図の一点を指差した。
「奴らは狭い道は通れない。運否の四つ辻で左に折れ、開明広場に出る。そこから享楽の門を抜け、栄えの大路に入るのが順当な道筋だろう」
　レネヴェイトが地図を目で追いながら言う。
「ふむ、他に道はなさそうだが、享楽の門をあの山車や〈赤い騎士〉は通れるのか。山車はぎりぎり通れたとしても、〈騎士〉は身を屈めて潜るのか」
　私は思わず苦笑いを浮かべた。
「その滑稽な様を見てみたいという気もするがね。荷蔵と同様、打ち壊すのだろう。あの大剣を一振りすれば、恐らくはそういうことになる」
　隠秘学者はふうと溜め息をついた。
「あの門の彫刻は見事なものなのだがなあ。享楽派のマイトゥナ一門の手になるものだ」
「奴らの趣味とは合いそうにないな」
　シェミトは渋面で肩をすくめた。
「正面から王宮に向かうとなれば、少なくとも王直属の〈金蹄隊〉は迎え撃つだろうが、どこに陣を張るのか。堀の前か、それとも栄えの大路を享楽の門まで出張るか」
　女師範は王宮を囲む堀から享楽の門までの真っ直ぐな道筋を指でなぞった。
「他の部隊は動きそうにないのか。ヌートロップは陸兵を掌握したのか。ゴークシーがそちらまで手中に収めては堪らないな」
　シェミトの問いにカサラは硬い面持ちで答えた。内心の憤りを抑え込んでいるように見えた。
「将軍たちの中にはゴークシーと通じている者もいるに違いない。帝国の復活を望む者もいるだろう。宰相が外務卿に折れることをせずとも、軍隊の一部がクァロニアン党につく可能性がある」
　自称〈魔術師の弟子〉は口の中で呪詛めいた言葉をつぶやいて、頭を振った。
「警邏隊はどうだ、探偵殿。ついにノップラント殿は動いたが、ブルセンカーズはどう出るつもりだと思う」
「凱旋広場に北部局の警邏たちもいたはずだが、何もしなかった。あからさまにクァロニアン党の味方はせずに、高みの見物ということなのだろう。クァロニアン党の勝利を確信すれば、隠していた尻尾を振って真っ先にその飼い犬になるつもりじゃないのか」
　うなずいたカサラが言う。
「ノップラント局長の読みも我々と同じだろう。開明広場でもう一度迎え撃つつもりではないか」
　軍議めいたものは続いたが、必要な報せは届かなかった。〈緋の兄弟団〉と学生たちはまだ動けるのか、トリフェザからの援軍は来ないのか、宮廷魔道士は妖力線を使えるようにできたのか。
　正午を過ぎた頃、慌ただしい足音と声が教場に響いた。
「ガヴァン将軍率いる騎士と徒士数百が開明広場に向かっています。そこでクァロニアン党を迎え撃つ模様です。王宮前は〈金蹄隊〉が固めています。宮廷魔道士の動きはわかりません」
　報せを持ってきた剣士が仲間に水をもらっていると、見知らぬ職人風の若い男がふらりと入ってきた。男は腕に赤い手巾を巻いていた。
「マルサール同志からのことづてです。〈緋の兄弟団〉は次は開明広場で軍の突撃を待って、残りの火箭と火矢で攻撃。ただし、火箭も矢も残り少なし。学生は油樽での攻撃を準備中とのこと」
　男が出ていくと、入れ替わりに革の胴鎧姿の警邏が飛び込んできた。
「ノップラント閣下から伝言、南部局は開明広場で南側より攻撃の予定。貴下らも加わることを望む、とのことです」
　報せは三つ届いたが、ホッピーズからのものはなく、宮廷魔道士の動きも不明なままだった。
「ふむ、ようやく兵隊どもが出てきたか。だが、山車のまわりには大勢の市民がいるだろう。それを犠牲にしても仕掛けるつもりか」
　シェミトが憂い顔でそう言った。私は自明の事を口にした。
「事ここに及べば、ということだろう。軍隊は民を守らないということさ」
「軍隊にせよ、警邏隊にせよ、何か策はあるのか。ただ勇ましく突撃するだけでは犬死にが増えるだけだ」
　カルトーニア伯が苛立った声を出す。
「不死の兵隊は数はさほどでもない。我々もだいぶ倒したはずだ。山車の弩はいずれ矢が尽きる。櫓の射手も同じだ。そうなれば数で押して山車を潰せると考えているのかもしれないが、魔術の障壁がある。それに、あの化け物はそうは行くまい」
　私の悲観的な見通しを聞いて、カサラは別の見方を示した。
「もし、探偵殿の魔剣で結界を破り、山車を潰せたなら、フィオレームと皇子、それにガラクス・グロウルを捕らえることができる。操る者がいなければあの怪物は止まるのではないか」
　私は彼女の言葉にうなずきはしたが、懸念を振り払うことはできなかった。
「ガラクス・グロウルの力がどこまであるのか、〈赤い騎士〉を動かしながら、どれほどの魔力を使えるのか、わからない。クァロニアン党の首魁がそう易々と我らの手に落ちるとは思えないが」
「ふうむ、ロラストでの出来事からしても、ほとんど不死身のようだからな。まずは盾の魔術を破る呪文が必要か、もっと広範な結界を打ち破る術が必要か。〈赤い騎士〉が傀儡の術の類いで動かされているのなら、そちらをどうにかするのが先だろうか」
　隠秘学者は懐から小振りの帳面を出すと頁をめくり出した。
「魔道書というと粗方大部のものと思っていたが、それは随分と小振りだな」
　私の問いに自称〈魔術師の弟子〉は少しだけうれしそうな顔をした。
「貴重な魔道書を何冊も背負って歩くわけにはいかないからな。こうして、使えそうな呪文を抜き書きしたのだ」
「それでも効くのか」
　シェミトはなぜそんなことを聞くのかと言いたげな顔で私を見た。
「ああ、文字はただの記号だからな」
　書物そのもの、文字そのものに力が込められている場合もあるのではないか、という疑念が湧いたが、口にはしないでおいた。
　ネクツァン・カサラが私たちのやり取りに焦れたように言う。
「こうしていても、どうにもなるまい。軍と警邏、〈緋の兄弟団〉と学生たちの攻撃で凱旋広場以上の混乱が生ずることは違いない。我らはそれに乗じて、山車に取り付き、ガラクス・グロウルを倒すのだ。伯爵殿はその場に応じて、役に立ちそうな呪文を何とかしてくれ。それ以外に策はあるまい」
　彼女の言うことは策というには程遠いものに思えたが、それ以上のことは戦いが始まってみなければわからないのも事実だった。山車を取り巻いた人々が扇動——あるいは魔術——によって、襲いかかってくることは必至だった。殺さぬように打ち倒すことをどこまで続けられるのか、わからない。
　ヤムラスからの水薬についての報せも届いてはいなかった。人々がガラクス・グロウルの魔術で操られているのなら、アムアッサの秘薬を使いその術を解くことをシェミトに試みてもらうことも考えられたが、水薬や魔術の正体がはっきりしないのでは、〈魔術師の弟子〉もどういった呪文が適しているのか判断し難いと思われた。
　カルトーニア伯爵は自分にも着られる鎧はないかと言い出した。
「どこでどういう頃合いで妙薬を使うことになるかわからない。私もできるだけ、敵に近づく必要があるだろう」
　若い門弟が物置から年代物の革の胴鎧を探し出してきた。若者が身に着けるのを手伝ったが、シェミトは「黴臭いな」とぶつぶつ言った。錆の浮いた兜は「重すぎて首が折れそうだ」と言って被るのを止め、薄い鉄板のついた額当を巻いた。
　話が一段落つくと、私はレネヴェイトと荒れた庭に出た。手入れする者もいない庭の木々は伸び放題に枝葉を茂らせていた。
「聞きたいことがある。君の左手はどうなっている。その手に触れられると半不死の兵士が幾分か力を失うように見えた。オレンナディ媼は君に何をしたんだ」
　レネヴェイトは緑色の手袋をはめた左手を動きを確かめるように曲げ伸ばしした。
「ロラストで奴らに噛まれた時に毒が入った。多くの血も失った。そのままだと死は免れなかったらしい。それで、ナディ媼は私の体に何かを注ぎ込んだ」
「何か？　媼の調合した薬を飲んだということか」
　彼は「違う」と答えた。
「意識が薄れていて確とは覚えていないが、腕の傷に管のようなものを差し込み、直に体の内に薬液か何かを注ぎ込んだようだ」
　レネヴェイトの話は、〈赤い騎士〉に死骸から活力のようなものを注入したおぞましい光景を思い起こさせた。帝国の魔道士の妖術もオレンナディの治療術も同根なのだろうか。
「ナディ媼は山の力を借りたと言っていた。〈精霊の泉〉の水を使ってどうこうとかいう話だったが、私には理解できない話だった。伯爵殿なら何かわかるか」
　私は今は止めておいた方が良いと答えた。
「妙薬の使い方を考えている時に、その話をすれば気がそれるだろう。ナディ媼はその薬液で君の体に何かの力が宿るとでも言っていたのか」
　レネヴェイトは腕組みをして、庭木の葉叢を見上げた。
「はっきりとした事は言わなかった。〈精霊の泉〉の力が何かを為すかもしれないが、それは〈太古の精霊〉の意志の現れだろう、とか、そんな調子だ。時がたてばそれは私の血の中で薄まり、消えていくと言っていた。帝国兵の力を削いだのも、意図してやったわけではない。この手で偶然触れたら、そういう事が起こったということだ」
　レネヴェイトは左手の緑の手袋を外して見せた。
「媼はいずれ元に戻ると言っていたが、できれば早いうちにそうなって欲しいものだよ」
　彼の左手は奇妙な色合いをしていた。若木の苗のような黄緑色を帯びた白さで、透けて見える血の筋も青というよりは緑に近い。爪も淡い緑色を帯び、先端は金色に見えた。奇異ではあるが、その手は美しくも思えた。
　木々の中から一匹の蝶が現れ、斑模様の美しい翅をひらひらと動かし、その指先に止まった。
「どうも、虫の類いに好かれるらしい。弱ったものだよ」
　レネヴェイトは苦笑いを浮かべ、手袋をはめた。蝶はどこかへ飛び去った。
「その力は過信しない方がいいな。どう働くかわからない」
「ああ、もちろんだ。自分で御することのできないものに頼ることはできない。頼りになるのはこっちだけだ」
　そう言って、剣士は腰の長剣を叩いた。どう働くかはっきりしないものに頼っているのは私の方だろうか。
　〈精霊の泉〉がどんなものなのかはわからなかったが、サンジェリィの地底を流れる〈銀の水〉と関連があるようにも感じられた。シェミトが聞けば、あらゆる古史古伝を当たって、調べ始めることだろう。
「何をしている、出るぞ」
　鎧の帯を締めなおしたカサラが教場から私たちに声をかけた。
　私たちは古ぼけた剣術学校を出て、開明広場へと向かった。
 
 
　　　　三十五
 
　午後になると空を覆った雲は厚みを増し、不気味な灰色のうねりのようなものが家並みの上にのしかかるように広がっていった。
　開明広場の北側には鎧兜を身に着けた兵士たちが並んでいた。色とりどりの彫り物で覆われた享楽の門の向こう側、王宮につながる栄えの大路に幅一杯の槍衾を作り、敵の侵入を一歩たりとも許さない気構えのようだった。やや後方には騎士たちが居並び、いつでも突撃できる態勢を整えていた。
　〈緋の兄弟団〉と学生たちの姿は一見したところ見えない。例によって近くの建物の上階から火箭を打ち込むつもりなのだろうが、油樽を用意しているという学生たちはどこに待機しているのだろうか。
　南側には警邏隊が集まっていた。剣と棍棒、弓矢に加え、槍も幾らか調達したようだ。
　ノップラントは鉄板で囲まれた馬車の上で、拡声器に手をかけていた。革の外套の下に鎖帷子を着込んでいたが、茶色い染みのようなものが見えるのは、どうやら錆のようだった。
　私を誰何する警邏と押し問答をしていると、気づいたノップラントは部下に通すように命じた。
「やあ、久しぶりだな」
　馬車の上のノップラントは幾らか痩せたようで、渋皮のような色の顔に刻まれたしわが一層深く見えた。
「勝手なことをするなよ、俺の指揮下に入るんだ」
　仏頂面で警邏隊南部局長は言った。
「僕は警邏じゃないからね」
　ノップラントは皮肉な笑みを浮かべた。
「どうやら俺もそうらしいがな」
「策はあるのか」
　私は太い綱の束を運んでいる警邏たちに目をやりながら言った。
「見ての通りだ。あの木偶人形を引きずり倒す。山車の上に倒れてくれれば、万万歳だ」
　私はうなずき、〈緋の兄弟団〉と学生たちの話をした。
「知っている。倒れたところを油樽と火箭で攻撃する手筈だ」
「驚いたな、取り締まる相手と手を携えるのか」
「俺は物分かりがいいんだ。知らなかったのか」
　私は肩をすくめた。
「軍隊とはどうなっているんだ」
　ノップラントはしかめ面で北側に布陣している者たちを見遣った。
「兵隊の一部をこちらに回せと言ったら、ガヴァン将軍は自分の指揮下に入れと言ってきたんで、断った。警邏隊は軍隊じゃないからな」
「ふむ、まったく物分かりがいいな。北の奴らもそうだといいがな」
　南部局長は拡声器を指で叩きながら、不機嫌な声を出した。
「奴らめ、何も言ってこない。俺たちを味方に付けることは諦めているようだ。下の方の連中はブルセンカーズに不満を持っているようだが、まだ目立った動きはない」
　私はガラクス・グロウルを倒すことに注力することを伝えた。ノップラントは「そうしてくれ」と言った。
　私たちは警邏隊よりもやや南寄りで山車と〈赤い騎士〉を待ち構えた。警邏隊も軍隊も広場から離れるように触れ回っていたが、それでも広場にはどこからともなく人々が集まってきていた。周囲の家々の窓にも首を突き出した者たちが大勢見えた。希代の見世物をこの目で見ようとしているのか、あるいは見えない力に引き寄せられているのか、わからない。
「間もなく敵が広場に入るぞ。怪物が先頭だ」
　斥候に出ていた若者が興奮した声で伝えた。警邏隊の動きも俄に慌ただしくなっている。東側に開いた路の左右に陣取り、広場の入り口には丸太と板で組んだ急拵えの防柵が据え付けられていた。
　地響きをともなって足音が聞こえてくる。太鼓と笛の音も聞こえてきた。大勢の人間の騒めく声も。
　東側の道に〈赤い騎士〉が姿を現した。血のように赤い巨大な鎧姿がゆっくりと歩を進める。巨人の足が広場に一歩踏み入れられようかというその時、ノップラントの怒鳴り声が響いた。
「引けー！」
　石畳にのびていた何本もの太い綱を左右から警邏たちが引っ張った。綱は〈赤い騎士〉の踝辺りまで持ち上げられる。巨体の均衡が崩れ、一瞬、前のめりに倒れそうになる。巨大な籠手で覆われた両手が左右の建物にのびて体を支えようとした。巨人の重さに耐えきれず、大きな音を立てて建物の三階二階部分が崩れ落ちる。下敷きになった警邏たちの絶叫が聞こえた。
　〈赤い騎士〉は上半身を大きく折って、倒れそうになりながらも、前へ進もうとした。太綱の端は広場を囲んで植えられた木々に縛りつけてあったが、恐ろしい力で木はへし折られ、また根本から引き倒された。根本の石畳が浮き上がって飛び散り、綱を放すまいとした警邏が幾人も宙を舞う。
　〈赤い騎士〉は大きな地響きをあげて、広場に手と膝をついた。すると先端に鉤のついた縄が何本も投じられ、鎧のあちこちに引っ掛かり、倒れた怪物が立ち上がるのを阻もうとした。
「油樽だ」
　再びノップラントが叫ぶ。広場の四方から木樽がごろごろと転がされて行く。転がしているのは学生たちのようだ。樽が〈赤い騎士〉の直下に届くと、彼らは急いで退いた。
「火矢を放て！」
　拡声器からの声で警邏が火矢を放つ。同時にまわりの建物の屋上や上階からも火矢が飛び、火箭が火を噴いて飛んでいく。
　火薬も仕込まれていたのか、幾つもの爆発が起こり、たちまち〈赤い騎士〉は紅蓮の炎に包まれた。どす黒い煙と悪臭が広がる。
　巨人が痛み苦しみを感じることができるのかは、わからなかった。悲鳴やうめき声らしきものは聞こえてはこなかったが、立ち上がろうともがいているのは炎と煙越しにも見て取れた。
　怪物を押さえていた鉤繩が焼かれて切れ始めた。熱さに耐えきれず、警邏たちが手を放したものもあったようだ。
「放て！」
　再び火矢が飛んだが、火箭はもう残っていないようだった。
　広場の北側から別の下知の声が聞こえた。見れば弓兵隊が前へ出て、矢を構えている。
「射よ！」
　金ぴかの兜を被った将軍らしき男が房付きの指揮杖を振り下ろした。広場の北側から東側へと矢の雨が降り注ぐ。矢は炎と煙の中に吸い込まれるように飛んだ。板金鎧が鏃を弾く甲高い音が鳴り響く。
　二度目の斉射の中、〈赤い騎士〉は立ち上がった。運良く鎧の隙間の節々に当たった矢は突き刺さってはいたが、やはり巨人は傷みは感じていないようだった。節々の隙間を覆っていた黒い帆布のようなものはところどころが焼け落ち、中から赤黒い筋か管のようなものがのぞいていたが、血が流れるわけでもなく、動きが妨げられるようでもなかった。鎧にかかった油が何箇所かでまだ燃えていたが、これを気にとめる様子もない。
　〈赤い騎士〉は周囲を睥睨するように頭をめぐらした。足下に幾重にも置かれた防柵をつかみあげると左右に待ち受ける警邏隊に投げつけた。丸太と板の柵がばらばらに壊れ、逃げ遅れた者たちが悲鳴を上げる。
「怯むな、次の太綱を引け」
　巨人が広場の半ば近くまで進むとノップラントの声が響いた。石畳の上を這っていた太い綱が引かれ、もう一度怪物の脛を捕らえようとする。今度の綱は木に巻かれた先を東西両側の建物の柱にまで巻き付けてあった。
　警邏たちは必死で太綱を引いたが、〈赤い騎士〉は先刻の経験を活かしたのか、強引に前へ出ようとはしなかった。一度足を止めて屈み込むと、太い綱——巨人にとっては細紐だろう——をつかんで引っ張り、振り回した。たちまち警邏たちは引きずり回され、投げ出された。
　怪物はなおも綱を引き、めりめりという音を立てて綱が回されていた木が引き抜かれ、さらに結わえ付けてあった建物の柱が折れた。広場左右で建物の一階部分が崩壊し、その上に上階が轟音とともに崩れ落ちた。瓦礫が飛び散り、灰褐色の粉塵が舞い上がる。
　警邏たちはなおも鉤繩を投じ、巨人を引き倒そうとするが、〈赤い騎士〉は縄をつかんでは振り回し、幾人もの警邏が石畳に叩きつけられる。
　警邏隊と巨人の戦いが続く中、広場の東側からは楽の音が近づき、山車が広場に侵入してきた。先導する者たちが散らばる瓦礫や防柵を脇に寄せ、山車の進路を確保する。枯草色の軍服を来た兵士は凱旋広場での戦いで数を減らしていたが、引き綱につく街の者たち、山車を囲んで進む人々の数はさらに膨れ上がっているように見える。櫓の上層にはナイクロア皇子とフィオレームの姿がある。ガラクス・グロウルはその下の層の紗幕の中なのだろか。
　山車が広場の中に入ると、ノップラントは待機していた警邏たちに攻撃を命じた。棍棒と六尺棒を振り回した警邏たちが山車の後ろから襲いかかり、山車を囲む人々を打ち倒して排除しようとする。櫓の上の帝国兵が弓で応戦するが、背面はやや手薄で警邏たちが肉薄する。狭い櫓の上では前に詰めた兵士たちが後ろに回るのは困難なようだ。
　北側から喇叭の音が鳴り響いた。同時に蹄の音が広場に谺する。騎兵が突撃を開始したのだ。
「よし、我らも行くぞ！」
　カサラが強い声を発し、私たちは山車の後部へと駆け寄った。
　山車の後ろは山車を守ろうとする人々、それを引き剥がそうとする警邏と学生が押しあい混沌としていた。人々の中には倒れた帝国兵の剣や槍を持っている者もあり、闇雲に振り回しては近づく者を打ち倒そうとする。警邏たちはノップラントに命じられているのか、剣はまだ抜いていなかったが、容赦なく棍棒で殴りつけ、盾を打ちつけていた。怯んだ者を抱えて引きずり離すのはまだしも、倒れた者をさらに打ち据えている者もいる。学生たちも角材や棒切れで同様に打ちかかっている。あちこちで血まみれになった者が押し倒され、あるいはさらに興奮して戦い続ける。
　櫓の上の帝国兵は警邏と学生めがけて矢を放っているようだったが、この混乱の中で的を正確に射貫くのは不可能だった。何人もの市民が矢を受けて倒れていく。
　少し離れたところからは警邏隊も弓矢で攻撃を仕掛け、投槍も飛んでくる。多くは山車を包む魔術の防壁に跳ね返されたが、山車まで届くものもあり、何本もの矢と槍が櫓に突き刺さっていた。
　私たちは剣を抜いて山車に駆け寄り、立ち塞がろうとする者には斬りつけた。市民の命はとらないと申し合わせてはいたが、山車に手が届くところまで近づいた時には誰の剣にも赤い血がついていた。私も含めて、全員が間違いなく申し合わせ通りにできていたかどうかは、定かではない。
　私たちが山車の真後ろに肉薄すると、帝国兵は山車から突き出していた槍を手にして打ち払おうとした。魔術の防壁は内側からの打撃にも何らかの力を加えるのか、青や紫の火花が散り、敵は自在に武器を操るの苦労しているようだった。
　私は突き出されてきた槍の穂先をはねのけると、山車の台車に斬りつけた。ファバーン剣の神秘文字が緑色に光り、青紫の火花が散り、小さな稲妻が走った。掌に強い衝撃を感じたが、刃は台車の白く塗られた横木に食い込んだ。
　帝国の兵士に幾許かの動揺が走るのがわかった。私は見えない盾にさらなる斬撃を加えた。カサラと門弟たちが私の周囲で敵が繰り出す槍を薙ぎ払う。
　ばちばちという音がして、火花と稲妻が網目状に広がった。燃える紙に穴が開いていくように、青紫の明滅する光の輪が広がっていく。私は台車の縁に手をかけた。嫌な痺れが体を走ったが、吹き飛ばされることはなかった。私は台車に飛びつき、真上から槍を振り下ろそうとする帝国兵の喉笛にファバーン剣を突き上げた。どす黒い血を噴いて帝国兵は山車から転がり落ちた。警邏と学生たちから歓声が上がる。落ちた兵士には何本もの棍棒と角材が振り下ろされた。
　私は下層の勾欄に手をかけ体を櫓の上に引っぱり上げた。左右の帝国兵が槍を投げ捨て、剣を抜いて斬りかかってくる。左の一人は私が斬り倒し、右の一人は私に続いて山車に飛びついたカサラに足を斬られて山車から転落し、地上で袋叩きにあった。
　私とカサラは左右から櫓の露台を回り、帝国兵と斬り結んだ。上の層の兵士が槍で私たちを狙おうとしたが、狭い櫓で動き回る者を突くのはそう簡単ではなかった。
　一層目の中では太鼓が打ち鳴らされており、間近で聞くその音ははらわたを震わせるような響きだった。奇妙なことに敵も私もその律動に合わせるかのように剣を振るい、鋼が噛み合う音と気合が楽の音に新たな響きを加えているかのようだった。この楽の音が人々を操る力の一端を担っているのだろうが、それが音楽の力なのか魔術の力なのかはわからない。
　笛の音もすぐ上から聞こえてくるが、こちらにはむしろ剣を振るう動きを妨げるかのような奇妙な響きがあった。流麗に聞こえて、時折わざとなのか、調子を外して不快な響きを聞かせて太鼓の節奏を崩し、そのことで剣技の型を崩そうとするかのようにも思えた。
　それでも私は一層目の敵を次々と屠り、山車の正面に出た。反対側からはほぼ同時に女剣士が両手の刃を血に染めて姿を現す。私たちは櫓の正面の帝国兵を左右から挟撃した。
　山車に乗った兵士たちの目庇の下の顔は枯草色の軍服の者たちと同様、青黒く幽鬼じみていた。私たちは斬り伏せた敵兵をできる限り露台から突き落とした。半ば不死の存在とは言え、警邏と学生に滅多打ちにされては山車によじ登るのは困難だった。山車は未だゆっくりと前進しており、大きな車輪の下敷きになる者がいたのか、骨が砕けるような音も聞こえた。
　最下層の敵兵を一掃した私とカサラは露台の奥の五色の幕を剣先で斬り払った。当然そこで目にすると思ったものは存在しなかった。太鼓はあったが、鼓手はいなかった。幾つもの歯車や梃子のようなものが複雑に組み合わされた絡繰り仕掛けがそこに鎮座しており、大小幾つもの太鼓を長短何本もの枹が叩いていたのだ。遠目に見た鼓手らしき影はその機械のものだったようだ。
「見世物小屋で一人楽団なるものを見たことはあるが……」
　私はその珍奇な光景に一瞬気を取られた。
「見ろ、笛吹きは生身だ」
　カサラが機械の向こう側の人影を剣先で指し示した。小柄な人影が身体を揺らし、縦笛を吹いている。いつの間に降りてきたのか、それは三層目にいたはずの黒い頭巾と長衣をまとった笛吹きの姿だった。
　どこか人を嘲るかのような妙に明るい旋律が渦巻くように耳に飛び込んでくる。それに合わせて絡繰り太鼓が律動を速め、枹は目にも留まらぬ速さで打ち下ろされた。大音響が体を震わせ、思わず耳を押さえたくなる。
　太鼓の絡繰りからは細長い管のようなものが何本ものび、それが笛吹きの足下にある箱状のものにつながっている。確とは見えないが、その管は脈打ち震えているようにも感じられた。
　何かが首筋をかすめた。露台から突き入れられた剣をかわすことができたのは、ほとんど偶然のようなものだった。鎧兜の帝国兵が帳の中に斬り込んでくる。上の層から降りてきたのだろう。
　絡繰りを打ち壊す間もなく、私とカサラは敵の剣を跳ね返しながら、再び露台に出た。途端に上から槍が降ってくる。懸命にかわし、私たちは再び一層目での戦いを続けた。
　正面に出ると、剣を交わす最中にも〈赤い騎士〉と軍隊の戦いが目に入った。騎兵は最初の突撃の後、巨人の後ろにも回り込み、長槍で攻撃を加えていたが、赤い臑当てを貫くことはできないようだった。弓兵も火矢を放ったようだが、やはり効果はなく、関節に当たったものがちょろちょろと炎をあげているに過ぎない。〈赤い騎士〉は足下に戯れついているように見える騎士たちを蹴り飛ばし、身を屈めて刺のついた籠手で打ち払った。人馬合わせた悲鳴が上がり、棹立ちになった馬が乗り手を振り落とす。
　私は二層目の勾欄から前方に突き出した弩に手をかけた。弩は今、矢筒の交換なのか沈黙している。上の層によじ登ろうとすると、槍が突き降ろされてきたが、カサラの剣が危ういところで弾き返す。弩と勾欄を頼りに身を引き上げると、射手らしき兵士が剣を抜いて斬りかかってくる。
　だがその兵士は自在には動けなかった。鎧のあちらこちらから管状のものがのび、何本かは弩の基部につながり、また何本かは櫓の奥の方につながっている。太鼓は絡繰り仕掛けだったが、この射手もまた仕掛けの一部なのだろうか。
　遅れて上がってきたカサラがその奇怪な様を見て嫌悪の声を上げる。
「この山車そのものが化け物なのか」
　カサラの剣が弩の射手につながった管を切り落とした。どす黒い血のような液体が噴き出す。だが、私が別の管を切断するとそこからは濁った黄色の粘り気のあるものが流れ出した。射手は体をひくひくと引きつらせ、口から血の泡を吹いて人事不省に陥った。
　おぞましさを噛みしめている間はなかった。帝国兵たちが次々に斬りかかってくる。狭い露台では槍は振るえず、反り身の剣を抜いて襲いかかるが、露台は一人分の幅しかないので、私たちは上層からの槍をよけながらも、各々一人ずつを相手にすればよかった。私たちは弩から左右に分かれて進み、二層の兵士たちと斬り結んだ。
　一人二人と帝国兵を倒し、櫓から突き落とし、私は山車の側面から背面へと達した。山車の後部では、警邏隊と学生たちが落下した帝国兵を叩きのめし、レネヴェイトら〈清月隊〉の剣士たちが台車の上によじ登ろうとしていた。だが、魔術の障壁は私たちが飛び込んだ後に塞がれたようで、彼らが手をのばし、剣を叩きつけても、青紫の火花が飛び散り、地べたにはね飛ばされていた。レネヴェイトが左手をのばすのが見えたが、わずかの間しか堪えることはできなかった。
　私は山車の後部に陣取っていた敵兵を倒した隙にファバーン剣を外に向かって突き出した。何もない空を斬ったのだが、そこに青白い火花が飛び、電光が走った。掌から二の腕に衝撃が走り、私は危うく剣を取り落としそうになった。ガラクス・グロウルが障壁により多くの力を与えたのかもしれない。
　もう一度斬撃を加えようとすると、帝国兵が襲いかかってくる。だが、露台を回ってきたカサラが、背後から敵兵を一撃した。振り返った帝国兵の喉笛を女剣士の刃が斬り裂き、兵士は血飛沫を振りまきながら、地上へと転げ落ちる。
　私は剣を振り上げ、青白い光の靄が残る辺りに斬りつけた。痺れるような手応えがあり、青と紫の稲妻が宙を網目状に走る。もう一度斬りつけると、刀身の神秘文字が鮮やかな青緑色に明滅し、網目に大きな裂け目ができた。さらに二度三度刃を振るうとばちばちという大きな音がして火花が散り、電光が一斉に外に向かって走って消えた。
「今だ！」
　私が叫ぶと、剣士たちが次々に台車に手をかけ、山車によじ登った。彼らを引きずり下ろそうと、まわりに残っていた市民が押し寄せたが、警邏隊と学生が盾になる。
　レネヴェイトと五人六人の若い剣士が一番下の層の勾欄に手をかけ、露台に上がり込んだ。
「幕の中に笛吹きと絡繰り太鼓だ、潰せ！」
　女師範が門弟たちに怒鳴る。剣士たちは一層目の露台の奥を覆う五色の幕に手をかけようとした。
　突然、櫓の中央から風が吹き出した。幕が大きくはためき、太鼓と笛の音がひときわ大きく鳴り響いた。黒い頭巾と長衣の小男が幕の中から姿を現した。甲高い濁った笛の音が頭の中を突き刺すように響いて、私も他の者たちも剣を持った手で耳を押さえる他なかった。
　胸の落葉の護符が熱を持ち始めた。強力な魔術が働き始めた証しなのだろうか。
　逆巻く風が笛吹きの頭巾をまくり上げた。上層から見たその顔は三角形に前へと突き出し、黒い毛に覆われていた。桃色の鼻先が小さく蠢き、不快な笑い声が聞こえた。
　笛吹きは縦笛を下ろしたが、奇怪なことにそれでも笛の音はまだ聞こえていた。
「やれやれ、このめでたき日が台無しですな。無粋なことをするものですねえ」
　黒のニケンジェは赤くぎらぎらと光る小さな目を動かし、上層の私たちを見上げた。前歯の突き出た口ににやにやとした笑いが浮かぶ。
「この日のために随分と笛の修練を積んだのですよ。私の腕前、なかなかのものでしょう」
「貴様、抜け抜けと！　生かしてはおかぬ」
　カサラが下層に飛び降りようとしたその時、黒のニケンジェはひときわ鋭く縦笛を吹いた。落葉の護符の熱が高まる。
　するとカサラの真下にいた剣士が手にした刃を師範に向けて突き上げた。
「何をする、サガック！」
　剣はカサラの臑当てをかすめ、私は彼女の腕を引き、二層目に引き上げた。サガックと呼ばれた若者は虚ろな目つきでこちらを見上げ、届かない剣先を振り回している。その顔は帝国兵と同じような土気色に見えた。
「あなた方のように肝の据わっている人間はそうはいないのですよ、あるいは何かで守られていない人間、間近で聞く私の笛は、そういう人間にはたいそう心地よく響くのです」
　ニケンジェは不快な笑い声を上げ、また笛をひと吹きした。下層に上がった剣士たちが手をのばし、私たちのいる露台に上ろうとする。上を向いた顔はどれも蒼ざめ、淀んだ目をしていた。
　その中でレネヴェイトだけはかろうじて正気を保っているようで、近くの剣士左手でつかみ、引き戻そうとする。つかまれた者は、困惑したように頭を振り、動きが鈍くなった。
「外道め！」
　カサラは手近な槍をつかんで、黒のニケンジェの頭に突き下ろしたが、奇怪な鼠人は素早く幕の中に体を引っ込めた。笑い声と笛の音だけが残り、〈清月隊〉の剣士たちは勾欄に手をかけて、私たちに迫ろうとする。狭い露台の上ですべての者を正気に戻すのはレネヴェイトにも無理なことだった。
　私たちは槍の石突きで彼らの手を打ち、下層に落としたが、痛みを感じないのか、血の滲む手で何度でも上層によじ登ろうとする。
「戻って鼠を斬るか」
　カサラが槍を振り回しながら言う。
「降りれば彼らと斬り合いになるぞ。上だ、何としてもガラクス・グロウルを斬るしかない」
「うむ」
　女剣士はうなずき、私たちは三層目の勾欄に手をかけた。よじ登ろうとする私たちに上層の帝国兵が迫ってきたが、その鉛色の顔に矢が突き立った。兵士はうめき声も上げずに倒れた。次の兵士が槍で私たちを突き落とそうとしたが、今度は投槍が胸甲を貫き、敵兵は櫓の柱に磔になった。
　肩越しに振り向くと、山車のまわりの混戦から少し離れて、イチョンとその二人の弟子にラファーマの姿が見えた。
 
 
　　　　三十六
 
　強弓と銛打ちの掩護を受けて、私たちは上へと登ることができた。残っていた帝国兵を片づけ、二層目に登ろうとしていた剣士たちの上に突き落とした。何人かは敵兵の骸とともに地上に落ちたが、それで正気に戻るだろうか。
　三層目の回廊の内側は四本の太い柱で囲まれており、その間に黒い紗幕が下りていた。柱は山車の他の部分と同じく白く塗られて金銀の打ち出し細工で飾られていたが、四方を覆う黒い幕には何の装飾もなかった。
　薄手の幕の中にうっすらと人影が見えた。
「ガラクス・グロウル、覚悟！」
　止める間もなくネクツァン・カサラは二振りの剣を手に黒い紗幕に斬り込んだ。途端に青紫の電光が走り、カサラは弾き飛ばされた。私は咄嗟に彼女を抱き留め、山車から落ちるのを食い止めた。
「魔術の障壁だ。無闇に飛び込んでは危ない」
「くそ、卑怯者め、そこを出て戦え！」
　帳の奥からは低い呪文のような響きがわずかに聞こえたが、中の黒い影は動かなかった。
「ガラクス・グロウル様はお忙しいのです。お相手なら私がいたしましょう」
　露台の反対側から柱を回って黒のニケンジェが姿を現した。
「私が鼠を斬る。探偵殿はその剣で魔術を破れ」
　身を起こしたカサラがささやく。
「うむ、だが……」
「案じるな」
　女剣士は私に答える隙を与えなかった。紗幕の右手でにやにや笑いを浮かべている怪鼠に向かって刃を繰り出す。魔術の障壁は柱で囲まれた部分にしか働いていないようで、切っ先が鼠人間の長衣をかすめた。
　黒のニケンジェは縦笛を手にしたまま、白刃をひらりと避け、回廊を身軽に後退る。カサラは二の太刀三の太刀を浴びせて迫る。
　山車の上で、今戦えるのは私とカサラだけだった。私は一歩二歩とファバーン剣を構えて黒い幕へと近づいた。ゆっくりと突き出した切っ先が見えない壁に触れて、軽い衝撃と薄青い光が浮かび上がる。古の神秘文字が緑色の光を放つ。
　周囲からは大勢の叫び声、悲鳴、鋼のぶつかる音、馬の嘶きと蹄の音が聞こえてくる。太鼓の音は足下の櫓を揺るがし、吹き手が剣で追われているはずなのに、笛の音も聞こえる。〈赤い騎士〉が広場の建物に手をかけたのか、何かが崩れ落ちる大きな音が響いた。
　私は剣を構えたまま瞼を閉じた。不思議なことにまわりの音が遠ざかっていく気がした。熱を持った落葉の護符が小さく脈打ち、それは私の心臓の鼓動と拍子を合わせ、高まっていくように感じられた。間もなく、その鼓動は掌から伝わってくる魔剣の脈動と一致した。
　私は目を開いた。青と紫の渦巻く光の網目模様が柱と帳を覆っているのが見えた。私は剣を振り下ろした。分厚い帆布でも切り裂いたかのような重い手応えがあった。
　四方に稲妻が走り、きな臭いにおいがした。光の渦巻く網目が解けて四散した。私は黒い紗幕にファバーン剣を突き入れようとした。
　その刹那、上から銀色に光るものが私の目の前に飛び込んできた。私は体ごと弾かれ、勾欄にぶつかってかろうじて落ちるのを免れた。
　〈白銀と紫衣の剣士〉が目の前に立っていた。大小二振りの剣を両手に構え、黒幕の前に仁王立ちになっている。
「スナブ・ランケン、今日こそお前の命運の尽きる日だ。今日は帝国にとって、まことにめでたき日となろう」
「すまんが君に結婚祝いを送る気はないね」
　私はフィオレームに正面から斬りつけた。彼女が両の手の刃を交差させそれを受け止めると、紫の火花が散った。刀身自体も淡く光る。某かの魔術が施されているのだろう。
　フィオレームは二振りの剣で私の剣を押し返す。私は横に飛んで彼女の銀色の胴鎧に一撃を加えようとしたが、素早く返された左手の剣がそれを打ち払う。
　身を翻して〈白銀の剣士〉は右手で攻撃を仕掛けてくる。ファバーン剣で受けるとまた紫の光が飛び、神秘文字が青緑に明滅する。すぐさま左手の剣が私の脇腹を狙い、切っ先が上衣を裂いて鎖帷子に当たり、硬い音をたてる。
　私たちは狭い櫓の上でぶつかりあい、斬り結んだ。二度三度と私の剣は彼女の銀鎧に傷と凹みをつけ、彼女は私の革鎧と鎖帷子に裂け目を作った。双方、勾欄に相手を追いつめたが、その度に斬撃を打ち返し、鎧を蹴りつけ、相手を押し返した。
　幾度目か、紗幕の前で鍔迫り合いとなり、私たちは刃を噛み合わせ、押し合った。フィオレームの白皙の顔には汗が滲み、乱れた髪が額に張り付いている。唇の端には紅が落ちたのか、血の滴か、赤い滴りが見えた。
「花嫁の化粧が台無しだね」
「帝国の花嫁には、血化粧こそ相応しい。お前の血で私の唇を彩ってくれよう」
「色気のない話だ」
　私は溜め息をついて体の力を少しばかり抜いた。二つの刃が眼前まで迫ったが、ファバーン剣を逸らして、彼女の剣を横に流した。前のめりになるフィオレームの脛を強く蹴ると、彼女は体勢を崩した。体をかわして、無防備となった背中に斬りつける。紫の引き回しが裂け、白銀の胴鎧に亀裂が走ったのが見えた。
　私はそのまま彼女の腰当てを蹴りつけた。フィオレームは勾欄に腹の辺りを打ちつけ、上半身が露台から飛び出した格好になった。私は左手で彼女の肩当てを押さえつけ、兜と胴鎧の隙間からのぞく鎖帷子にファバーン剣を押しつけた。
「魔法の鎧を準備する暇はなかったと見えるね。中古とはいえ、古の魔剣だからね、鎖帷子ぐらい突き破ることはできるかもしれない。君の父上は、君はもう死んだものと考えている」
　フィオレームは私の腕の下でもがきながら、うめいた。
「父も少しは正しいことを言うものだな。その通り、私は死んで生まれ変わったのだ」
「ああ、そうだろうよ。もう一度死んで、また生まれ変われるか試してみることにしよう」
　私はファバーン剣を振り上げた。振り下ろすまでにわずかに間があったのは、幾許かの躊躇いがそこにあったのかもしれない。もちろん、それは間違いだった。
「殺すな！」
　ネクツァン・カサラの声が響いた。肩越しに振り返ると、露台の後ろ側から女師範が姿を現した。両手の剣には血がべっとりとついている。黒のニケンジェを斬り倒したのだろうか。
「殺すな、フィオレームは連れ帰る」
　カサラは早足でこちらに近づく。
「私が正気に戻してみせる」
　カサラの兜の下の顔は返り血なのか、血まみれだった。鳶色の瞳がぎらぎらと光を放ち、普段は低い声が上ずって聞こえる。
　私は首を横に振り、黙って剣を振り下ろそうとした。
　女剣士の血に染まった剣が私の剣を跳ねのけた。カサラは私とフィオレームの間に強引に割って入り、私と対峙した。
「師範、気持ちはわからないわけじゃないが……」
「どうあっても殺すというなら、私を倒してからだ」
「莫迦なことを。彼女を担いでここから降りるというのか」
「彼女は私が正気に返す。彼女は私のものだ」
　ネクツァン・カサラの口調は尋常ではない熱を帯びていた。血と汗と埃にまみれた顔の中で目だけが異様に光って見える。
「黒のニケンジェはどうした。鼠野郎は倒したのか」
「鼠は退治した。私の邪魔をするものは皆、斬る」
　彼女がそう言った時、笛の音が背後から聞こえた。振り向くと黒い幕が動き、中から何かが姿を現した。
　それは血で汚れた黒い毛皮の敷物のように見えた。乱れて折り重なった塊のような毛皮がもぞもぞと蠢き、帳からこちらへ出てくる。おぞましいことに毛皮の塊からは桃色の小さな腕が突き出し、それが縦笛を握っている。さらに奇怪なことには、毛皮からはこれも桃色の鼻面が飛び出して、笛はそれにあてがわれて、甲高い音を発していた。
　黒のニケンジェだったものは、泥流のような動きで近づいてくる。笛の音の響きはさらに高まり、それに合わせるかのように毛皮は蠢き、脹らみ、元の姿に戻ろうとしているかに見えた。
「お前の笛はもう聞き飽きたよ」
　私は太古の魔剣を蠢く毛皮に突き立てようとした。すると瞬時にその中から子どもの手首ほどもある蚯蚓のようなものが飛び出し、刀身に絡みついた。どうやらそれは鼠の尻尾のようだった。
　ファバーン文字が緑色に明滅する。掌からの痺れにも似た感覚と胸の落葉の護符からの熱が体の中でぶつかり合い、奇妙な震えが走る。
　私は剣を振って、奇怪な尾を斬り払おうとしたが、それは粘り気のある液汁を滴らせ、刀身から離れようとしない。
「カサラ、こいつを斬れ！　鼠はまだ死んでいない。こいつを倒さねばフィオレームは戻らないぞ」
　振り向くと〈白銀と紫衣の剣士〉が勾欄から身を起こし、こちらに向き直っていた。彼女は右手にはまだ剣を握っていたが、左手の剣は手放し、その手を背後からネクツァン・カサラの胸当てに這わせていた。唇を師範の兜に寄せて、何事かささやいているように見える。彼女の黒い瞳はこちらを見ていた。目を細め、艶いた笑みを浮かべたが、その面持ちはひどく冷たく残忍なものに見えた。
「彼女は私のものだ」
　カサラはつぶやくようにそう言った。
「その女は帝国の花嫁だ。取り戻したければ、この化け物を斬れ！」
　カサラは胸の辺りを這い回る銀の手甲に目をやった。それから私と蠢く黒い毛皮に目を移した。両の手に握る剣に少しばかり力が入ったかのように見えた。
　次の刹那、ファバーン剣に巻き付いた鼠の尾が強く引きつけられた。私は剣を取られまいと前のめりになった。黒い毛皮が急激に縦に脹らみ、人間とも鼠ともつかない姿に近づく。私はそのまま、蘇ろうとする黒のニケンジェに突っ込んだ。溝泥のようなひどい悪臭がしたが剣は手放さなかった。
　人や獣を斬るのとは異なる、妙に柔らかな手応えがあった。剣は毛皮とも汚泥ともつかない黒いものに突き刺さった。刀身全体が金色を帯びた緑色の光に包まれた。青や紫の電光が飛び散る。人の悲鳴とも鼠の鳴き声ともつかない甲高い声が響きわたり、毛皮と黒い泥のようなものが破裂した。その中から赤黒い半ば溶けた臓物のようなものが噴き出して飛び散る。からからという音は縦笛がどこかに転がった音だろうか。
　私は悪臭を放つものを浴びながら、後ろを振り返った。
「鼠は滅んだぞ！」
　フィオレームが右手の剣をカサラの喉頚に押し当てようとしていた。私の声に二人の女剣士は一瞬動きを止め、カサラは身を捩って刃から逃れようとした。
　私は滑るものにまみれた剣を振りかざし、一跳びでフィオレームに斬りつけようとしたが、狭い櫓の上では二人に体当たりするようになった。
　私たち三人は勾欄を乗り越え、露台から落ちた。山車と〈赤い騎士〉、広場で戦う人々がぐるぐると目の前を回り、強い衝撃が体中に走った。
 
 
　　　　三十七
 
　気を失っていたのは、わずかな間らしかった。目を開けると、鎧姿の男たちが私を取り囲んでいた。戦いの喊声が四方から聞こえてくる。
「ランケン殿、お気は確かか」
　見覚えのある若い剣士が心配げな声を出した。先刻、山車の上でカサラや私に斬りつけようとしたサガックという男だ。私は身を捩って逃れようとした。右手に剣がない。
　若い剣士は恭しい手付きでファバーン剣の柄を差し出した。
「正気に戻ったのか」
　若い男は恥じ入った顔つきになり、うつむいた。レネヴェイトの声が聞こえた。
「あの笛に惑わされたのだ。鼠の化け物が滅ぼされると、皆、我に返ったようだ。三人が山車から落ちるのが見えたので、いったん山車から退いた。大事ないか」
「ああ、正気ではあるようだ」
　身を起こそうとすると体中にひどい傷みが走ったが、動くことはできた。
「幸い、と言うべきかどうか、下に骸があって、石畳に叩きつけられずにすんだのだ」
　近くに転がっている血まみれの男が目に入った。甲冑は身に着けていない。学生か市民の一人だろうか。
「カサラは、師範は無事か」
　レネヴェイトが目顔で指し示した。カサラは血まみれの顔で、別の剣士に抱きかかえられて横たわっていた。
「気を失っているが、命に別状はなさそうだ」
「そうか、フィオレームは、〈白銀と紫衣の剣士〉はどうした」
　レネヴェイトは顔を曇らせて、山車の方を指差した。
「あそこだ」
　彼女はまだ山車の上にいた。二層目に立ち、弩弓の後ろで動いていた。私が倒した男の代わりに射手を務めようとしているのだろうか。
「勾欄に手がかかり、落ちるのを免れたようだ」
「戦況はどうなっている」
　周囲に目をやれば、答えを聞くまでもなかった。〈赤い騎士〉を囲んでいた騎兵はほぼ一掃され、辺りには馬と騎士の死骸が散らばっていた。徒士の槍兵の突撃も行われたのか、こちらも広場の北側付近に死体と折れた槍が折り重なっている。山車の周囲も警邏隊、学生、市民が無数に倒れており、あちこちから苦悶の声や悲鳴が聞こえてくる。油樽や火箭からの火が燃え移ったのか、広場を囲む木々や家々から何箇所も炎と煙が上がっており、焦げ臭いにおいが辺りに立ち込めていた。
「警邏隊はいったん退いた。軍隊は享楽の門の北側、栄えの大路で態勢を整えている。〈金蹄隊〉が出張るのか、別の部隊が来るのか、まだわからない」
　レネヴェイトの声には重苦しい響きがあった。
「だいぶやられたのか」
　彼は「うむ」と答え、緑の手袋をした左手を見つめた。
「さして役に立つものではないな。二三の者の頭を幾らかはっきりさせたぐらいだ」
「山車の上で同士打ちは避けられたんだ。十分だ。カルトーニア伯はどうした」
　私は隠秘学者の姿が近くに見えないことに気づいた。
「伯爵は退いた。この混戦ではかえって邪魔になるばかりだと」
　確かにこれでは妙薬を使う頃合いも捉えられないだろう。
「我々も退くしかない。ノップラントはどこだ」
「北側で軍と合流するようだ」
「我々も北へ回ろう。広場の西側を回るんだ。山車には近づくな。連弩を放つ準備をしているようだ。〈赤い騎士〉は……」
　私はそう言いかけて、北の方に目をやった。〈赤い騎士〉は広場の北の端に立っていた。周囲には死骸が幾重もの輪になって転がり、今、巨人を攻撃する者はいなかった。赤い怪物は享楽の門の向こう、北の大路の先にある王宮の方を凝視するように、立ったまま動いていない。
「享楽の門は奴も山車も通れない。門を破壊して進むのかと思ったが、先刻からああして止まっている」
「ふむ、山車の上の戦いが一段落着くのを待っているのかもしれない。とすれば、そろそろ動き出すだろう。近づかず広場の外から行こう。急ぐんだ」
　サガックが仲間に伝えに走ったが、果たしてどれくらい残っているのだろうか。
　私はレネヴェイトの手を借りて、立ち上がった。体中が痛いが歩くことはできるようだった。カサラは門弟たちに抱えられ、運ばれている。
　陽は暮れかかり、曇り空は暗い灰色に染まっていく。西の空には雲の切れ目があり、そこから夕陽が差し込み、周囲の雲を朱や茜色に染めていた。
　山車は広場の中央付近で北向きに進路を変えようとしていた。台車に差し込まれた何本もの太い角材に大勢の男たちが取り付き、太鼓の音に合わせて力を込める。ぎしぎしという軋む音とごりごりと石畳を削る音が響く。引き綱が享楽の門に向かって引かれ、山車は揺れながら北を向いた。
　警邏隊に軍隊も突入した広場にそれだけの人々がまだ残っているというのは驚きだった。大きな衝突が起きれば広場の隅に退くものの、寄せては返す波のようにまた戻ってくるらしい。〈清月隊〉の者たちの話によれば、広場につながる大小の路からも新たな人手がじわじわと流れ込んでくるのだという。
　かすかだが笛の音がまた聞こえてきた。私は自分の耳を疑ったが、傍らにいた剣士もまた顔をしかめて脅えた顔で耳を塞いだところを見ると、幻聴ではないらしい。黒のニケンジェはばらばらの肉片と化しても蘇るのだろうか。あるいは打ち手のいない太鼓と同様に、縦笛もまた絡繰り仕掛けによって吹き鳴らされているのだろうか。
　私たちは西側から広場の外を回る路に入り、北側へと抜け出た。周囲の人家には人気がなかった。戦いを避けて逃げ出したのか、それとも広場に入り、綱を引き、台車を押しているのか。
　広場の方へ向かっていく人々もいた。虚ろな目つきで、いかにも魔術の虜になっているという体の者もいたが、祭りに集うかのように高揚してうれしげな面持ちの者もいた。帝国の小旗を持っている者もいる。
　私たちには彼らを止める余裕はなかった。傷つき疲れ果てた体を引きずるようにして、享楽の門の北側へと向かった。
　栄えの大路には防柵が築かれていた。丸太と板で作られた物もあったが、荷車や馬車、近くの家から運び出したらしき箪笥や机、椅子、大小の樽なども積み上げられていた。
「これでは足りんぞ。もっと集めろ」
「増援はまだ来ないのか。ウェゼロック将軍は何をやっているのだ」
「化け物は動かない、今が攻め時ではないのか」
「北部局の奴らは何もしないつもりか」
　様々な声が飛び交い、兵士たちと警邏たちが動き回っていた。
「不死身の巨人相手にこんなものが役に立つのか」
「耳に栓をしろ、あの笛を聞くと気が触れるらしいぞ」
「夜になると櫓から魔道士が出てきて、妖術で俺たちを焼き尽くすに違いない」
　兵士や警邏たちのぼそぼそ声の話は気が滅入るようなものが多かったが、彼らを責めることは誰にもできない。
　栄えの大路に面したオーレル神殿の前庭が陣所になっていた。ガヴァン将軍のものらしい軍旗が立てられ、軍議用の大机が置かれている。大路にはデリン灯が点々と並んでいたが、それでは足りないと見たか、篝火や松明も準備されていた。大扉が開け放たれた神殿の広間には傷ついた兵士や警邏が運び込まれて、手当てを受けている。
　私たちが近づくと、槍を構えた兵士がいったんは押し止めようとしたが、血と埃にまみれた姿を見た医者らしき男が大声で「通せ」と言ってくれた。カサラたち傷を負った者を医者に預け、レネヴェイトはその側に残った。私はノップラントとシェミトの姿を探した。二人は庭の隅の木の下で何か話をしていた。
「生きていたか、相変わらずしぶとい奴だ。女師範は？」
　私は大広間の方を目顔で示した。
「気絶しているが命は大丈夫そうだ」
　ノップラントは渋い顔でうなずき、シェミトは安堵の表情を浮かべた。
「役に立てずに本当にすまない。こんな格好をしてみたが、あの乱戦では身の置き所がなかった」
　隠秘学者は革鎧の腹の辺りを指で弾いて、申し訳なさそうな声を出した。
「退いたのは正解だ。死んでしまっては妙薬も使うことはできない」
　シェミトは蒼ざめた顔でうなずいた。
「次の手はあるのか」
　私の問いにノップラントは唇を噛んだ。
「あの化け物が止まっているうちに攻撃しろと言ったんだが、ウェゼロック将軍の援軍が来るのを待つなどと抜かしている」
　ノップラントは肩越しに親指で大机に肘を突いている軍人たちを指し示した。
「援軍は本当に来るのか」
「民議会と王宮であれこれ揉めているらしい」
「この期に及んでか」
「ヌートロップ宰相は自分の命で全軍を出そうとしているが、外務卿はこれを拒んでいる。将軍たちの何名かはこれに同調している。帝国が復活した時に取り立ててもらおうという魂胆だろう」
「ブルセンカーズは？」
「北部局は王宮の守りを固めるのが優先だと言って、こちらに出張ってこようとはしない」
「南部局を消耗させるつもりなのか」
　ノップラントは短く罵詈を吐いて、うなずいた。
「民議会はテリオムに代わる新しい内務卿を選出しようとしているが、ゴークシー派の民議員が反対している。内務卿はまだ生きているからな。代行をゴークシーにするのか、ヌートロップにするのかも決まらない有り様だ」
「王は？　いや、宮廷魔道士は？」
「わからない。エイマン王はすでに王宮から逃れたという噂が出ているがな」
　南部局長は渋面にも疲れたのか、痘痕面に乾いた薄笑いを浮かべてみせた。
 
 
　　　　三十八
 
　青い宵闇が辺りを包み、デリン灯が冷たい青白い光を放ち始めた。陣所では松明と篝火に灯が点され朱の光を揺らめかす。享楽の門の向こうで〈赤い騎士〉は巨大な彫像のように動かないままだった。その後ろの山車も北に向きを変えた後は進むのを止めていた。太鼓と笛もいつしか鳴り止み、開明広場には奇妙な静寂が広がっていた。
　ノップラントは断続的に開かれる軍議に加わっていた。私とシェミトは神殿の広間に伏しているカサラの枕元で、配られたぬるいマシュウ茶を飲んでいた。
「痛ましいな、これは」
　聞き覚えのある声がして振り向くと、〈緋の兄弟団〉のマルサールが、広間に横たわり傷の痛みにうめく大勢の者たちを見回していた。目立たない灰色の上下に煤けた顔をして、二の腕に巻いた赤い手巾だけが鮮やかだった。
「無事だったか。お仲間はどうした」
　絵描きは唇をまくるようにして、苦い顔を作った。
「怪我人はいるが、死んだ奴はいない。逃げるのは得意だからな。だが、学生たちがだいぶやられた。退き時を知らないんだ。逃げろとは言ったのだが。師範は大丈夫なのか」
　カサラは時折、苦しげな声を出して寝返りを打った。レネヴェイトがその度に額からずり落ちた濡れ手拭いを掛けなおした。
「医者の話では打ち身はひどいが、骨は折れていないということだ。兜に凹みがあった。山車から落ちた時に頭を打ったらしい」
　マルサールは黙ってうなずいた。
「ガラクス・グロウルは山車の上の戦いでも姿を現さなかったな」
　〈緋の兄弟団〉の頭目はどこかで戦いの様子を見ていたらしかった。
　私は「そうだ」と答えた。シェミトが思案顔で、広間の外に目をやった。ここからは〈赤い騎士〉は見えない。
「ここまで来て進軍が止まっている。あの巨大な代物を動かすには、いかなガラクス・グロウルとて、相当の活力魔力を必要とするのだろう。それに〈赤い騎士〉自体にも活力を注入する必要があるのかもしれない」
「そのために止まったと言うのか」
「ロラストの山であの化け物を見た時、死んだ半人間の骸を管でつなぎ、血なのか精力なのか、得体の知れないものを注ぎ込んでいただろう。確か〈赤い騎士〉の血肉となれとか、そんなことを魔道士は言っていた。〈鉛の心臓〉からの力だけではなく、あの巨体を形作るものというか、動かし続けるものを補うことが必要で、同じことをここで行おうとしているのかもしれない。息のある者はここに運び込まれたが、多くの骸は広場に横たわったままだ」
「ふむ、供物なら幾らでもあるということか」
　シェミトは眉間にしわを寄せ、嫌悪の面持ちでうなずいた。
「あのおぞましい魔術はガラクス・グロウルにしか執り行うことはできないだろう。その時には山車から降りて姿を現すはずだな」
　私の言葉に隠秘学者は顔を上げた。
「そこが狙い目か。ロラストではうまくいったが……」
「少なくとも〈赤い騎士〉が再び動き出すのを止めることはできるかもしれない」
「ふうむ、ロラストの山では〈太古の精霊〉が応えてくれたが、この大都サンジェリィではどうだろうか」
　ディパル・シェミトは今度こそアムアッサの妙薬を使うつもりでいるようだった。
「山は遠いからね。だが、警邏隊も軍隊も全滅したわけじゃない。頃合いを見計らって攻撃をしかければ、魔術の完遂の邪魔ぐらいできるかもしれない。そっちはどうだ、まだ動けるのか」
　黙って私とシェミトの話を聞いていたマルサールは、私の問いに曖昧にうなずいた。
「何をするかによってだ。火箭や油はもうないが、近くに店の者が逃げたかどうかした油屋がある。油はそこから拝借するように言ってある。火薬もあるといいが」
「火矢と油樽で混乱させるぐらいはできそうか」
　絵描きは「やってみるさ」と答えた。
　何にせよ、広場の様子を確かめる必要があった。レネヴェイトは師範の側に残ると言ったので、私たちは三人で陣所を出て、広場を迂回して西から広場へ通じる路へ出た。
　大路から離れると街はほとんど暗闇だった。いつもなら家々に灯が点り、店先には色付きの角燈や提灯が人々を誘うが、そうした華やぎは消えている。私たちは神殿から持ち出した小型の角燈を頼りに闇に閉ざされた街を進んだ。
　広場に近づくと角燈に覆いを下ろし、広場の西に面した家の裏口から中に入った。家の中には人気はなかった。硝子戸の入った正面に回り、広場の様子をうかがった。女性用の衣裳を商う仕立屋らしく、ひらひらとした襞飾りのついた服が見世棚に並び、ほのかに香水のにおいがした。
　広場では山車と〈赤い騎士〉の間に人が集まっていた。篝火が焚かれ、山車にも各層から角燈が下がっている。左手には〈赤い騎士〉の大きな影が立っていた。銅よりも赤い板金鎧に灯影が映って揺れていたが、その巨躯に動きはない。
　篝火で照らされた広場の中央部には見覚えのある姿が動き回っていた。山の中の洞窟で見た黄白色の帆布のような生地の服を着て頭巾に手袋、眼鏡に嘴様の覆面も着けた者たちだ。幌で覆われた荷馬車から木箱や布袋を下ろしている。山車の後ろからついてきていたのだろうか。
「薄気味の悪い奴らだな。昼間の婚礼の儀では、見た目の悪い奴らは隠しておいたのか。結構な趣向だな」
　マルサールがうめくように言う。
「鼠人間は夜になっても姿を現さない。今は自分たちが化け物の集まりではなく、真っ当な支配者だと見せておきたいのだろう」
　シェミトが醒めた口調で返した。
「あのでかいのは奴らからすると化け物じゃないのか」
「〈赤い騎士〉は帝国の威信と力の象徴なのだろう、奴らにすれば。鎧の下の姿は今は見せないことにしている、そういうことだろう」
　運ばれているのは荷物だけでなかった。広場のあちこちから兵士に警邏、市民、馬の遺骸が運ばれてくる。立ち働いているのは眼鏡に嘴頭巾の者たちだけではなかった。山車のまわりに集まっていた街の者たちが黙々と死体を担ぎ、引きずり、あるいは荷車に載せ、広場の中央部に運んでいた。
　集められた死体は十や二十ではきかなかった。五十六十、いやもっとあるだろうか。その中には〈清月隊〉の剣士のものもあるのかもしれない。眼鏡に嘴の頭巾を被った者たちがそれに針のついた管を差したり、管の反対側を摘みや釦のついた箱状のものにつなげたりしている。〈赤い騎士〉は踵の辺りの鎧の一部が取り外され、そこからも無数の管状のものがのびて、箱のようなものにつなげられていた。箱状のものは幾つもあり、大小の管で相互につながっている。
「文字通り民の血を吸って動く怪物だな、あれは」
　マルサールが吐き捨てるように言った。
「だが、知ってか知らずか、わざわざ身を投げ出しに行く者もいるとはな。私には到底理解できない」
　カルトーニア伯の言葉にマルサールが答えた。
「間違った物語に引き込まれてしまう者もいる。この世を、自分を、変えてくれる何かがあるとすがりたくなる者もいる。まあ、俺もその一人かもしれないが」
　革命家の台詞はいささか自嘲気味に聞こえた。
　山車の方から数人の人影が骸が並んでいる場所へ近づいてくる。松明と篝火がその姿を照らし出した。フィオレームは血糊と煤を拭い、化粧をなおしたらしい。その隣のナイクロア皇子は一度も剣を抜かなかったはずだが、幾分背を丸めて覇気がないように見える。
　二人の後を長身の黒い影が進む。頭巾で顔は見えないが、ガラクス・グロウルだろう。
「間違いない、例の術を施して〈赤い騎士〉を再び動かすつもりだ」
　シェミトがかすれた声で言う。
「ノップラントに報せてくるか」
　マルサールが言う。
「うむ、いや、待て。あれは何をしているんだ」
　箱状の機械らしきものや無数の管の間に背の高い椅子が一つ置かれていた。椅子には何本もの管がつながれ、背もたれの上部には円錐や円盤、球体を組み合わせた銀色に光るものが突き出している。フィオレームが〝夫〟の兜を取り、胸甲を外した。ナイクロア皇子は奇妙な椅子に腰をかけたが、力なくぐったりしているように見える。
　繋ぎの白装束を着た者が頭巾を外し、ガラクス・グロウルに頭を垂れ、何事か話している。顔に埋め込まれたような眼鏡が松明の灯に光る。魔道士は大きくうなずくと、腰掛けた皇子の襯衣の胸を開き、管を数本そこにつないだ。おそらくは先端に針のようなものがついているのだろう。ナイクロア皇子は手足をびくんと動かし、苦痛に耐えているように見えた。
　帝国の魔道士は大蜘蛛のような手を出して印契を結び、呪文を唱える。離れてはいても、低い響きが聞こえる。それは耳に聞こえるのではなく、体に響いてくるのか、あるいは心中に波のように押し寄せてくるようにも感じられる。
「ロラストでは〈黒玻璃の器〉から〈力〉を注ぎ込んでいるように見えたが、ここでは違うのか」
　ディパル・シェミトが食い入るように魔道士の動きを見つめる。
「あいつが妖術で二百年生きているっていうのは本当なのか」
　マルサールがこめかみを押さえながら、辛そうな声を出した。
「本当だろう。本当だろうが……」
　ガラクス・グロウルの呪文が一際大きく聞こえた。頭の芯に痺れるような痛みが走る。胸の護符が熱を持つ。
　皇子の前に並んだ数体の骸が痙攣を始めた。手足をひくひくとでたらめに動かし、胸や腰が上下する。つながれた管が赤紫色に光り、脈動し、何かが皇子へと流れ込んでいくように見える。
　ナイクロア皇子は椅子に座った体をのけぞらせ、肘掛けをつかんだ両手が強張る。背もたれの頂部の銀色のものからは青白い電光が頭部へと走り、皇子は頭をがくがくと震わせた。
　皇子の前の死骸が木乃伊のように痩せ細り、痙攣しながら崩壊していく。胸板が裂け、手足が千切れ、管が外れても骸はまだぶるぶると震えている。
　マルサールは呪文の作り出す異様な力に耐えられなくなったのか、恐ろしい魔術の有り様を正視できなくなったのか、窓から離れ部屋の奥に行き、頭を抱え込んだ。
　やがて、数体の骸はどれも茶褐色の襤褸布のような有り様となり、動きを止めた。ガラクス・グロウルの呪文も途絶え、管や機械の光も消える。
　ナイクロア皇子は椅子に座ったままぐったりしていたが、フィオレームが近づき、その手をとると、目を見開いた。その目は異様に青く輝いているように見えた。
　管が取り外され、皇子は椅子から立ち上がった。背筋をのばし、胸を張ると先刻よりも一回り体が大きくなったかのように見えた。フィオレームが襯衣のボタンを留め、首に腕を回して、唇を重ねた。
「怪物の花嫁か、フィオレームは。悪趣味にも程があるな」
　頭を振りながら、窓辺に戻ってきたマルサールが独り言ちた。
「〈黒玻璃の器〉からの〈力〉だけでは命を保てなくなったのか、初めから供物を使って血肉を補っていたのかわからないが……」
　シェミトの言葉をマルサールがつないだ。
「どちらにしても怪物だろう、あの皇子様は。〈赤い騎士〉とは体の大きさが違うだけなんじゃないのか。人民の血を吸って生きる化け物だ」
　ナイクロア皇子とフィオレームは抱きあって接吻を交わしていた。マルサールはそれを見つめて鼻を鳴らして笑ったが、拳は硬く握りしめていた。
「次は大きい奴の順番だろうが、まだ時間がかかるに違いない。今を逃すことはできない」
　伯爵も革命家もうなずいた。
 
 
　　　　三十九
 
　陣所は混乱していた。私たちの報せを受けて急襲を主張するノップラントに対し、ガヴァン将軍は夜襲は危険が大きいと及び腰だった。援軍は到着していたが、率いるウェゼロック将軍も同意見のようだった。
「何も全軍で突撃しろといっているわけじゃない。火矢と投槍で奴らの邪魔をしろと言っているんだ。あんた方の配下の騎士や兵士の骸が、あの化け物の血と肉になるべく供物にされているんだぞ。放っておく気か！」
「南部局長殿は我らに命令をするつもりか」
「あんた方には誰が命令するんだ？　内務卿か、宰相か、民議会の議決か、それとも王の勅命か。どれも宙に浮いたままじゃないのか。その間にあの化け物にたっぷり血を吸わせておくのか！」
　私とマルサール、シェミトは広間の入り口の石段に座って、ノップラントと将軍たちの不毛な話し合いを眺めていた。
「この様子では夜が明けちまうな。供物の骸がそろそろ干涸び始めているんじゃないのか」
　マルサールの皮肉な口調にシェミトが真顔で答えた。
「大きさが違うからな。皇子や魔道士のように短い時間でというわけにはいくまい」
「油が手に入り次第、俺たちは動くぞ」
　絵描き兼革命家が苛立ったように言う。
「魔術の障壁が張り巡らされている可能性が高いな」
　私の言葉にマルサールは首を捻った。
「さっき、その剣が何か伝えたのか」
「広場に近づいただけで何らかの感覚はあった。それが盾の魔術なのか皇子へ精を注ぐ魔術なのかは、わかりはしない。だが、ガラクス・グロウルがまったくの無防備のまま、時間を要する大掛かりな術を施すとは思えない」
「開明広場全体を魔法の壁で囲っているというのか。結構な広さじゃないか」
　隠秘学者が引っ込み気味の顎に手をやり、言った。
「今は〈赤い騎士〉は動いていない。そっちに力を割かなくてよいとなれば、そういうことも考えられるな。広場すべてではなくとも、供物を捧げる場の周囲ぐらいには結界を張って守っていると考えるべきだな」
「それはどうすればはっきりするんだ」
　マルサールが曇り顔で尋ねた。
「探偵殿が一々魔剣で突いて回るわけにはいくまい。攻撃を仕掛けてみるしかないだろう」
　シェミトンの答えにマルサールはうんざりした様子で軍議が続いている大机の方を指差した。
「だったら、あいつらも含めて四方から攻めて、結界だか障壁だかの穴——あればの話だが——を見つけるより仕方ないのか」
「一か八かでやってみるという手もある。魔術の壁は破れなくとも、混乱を引き起こすことはできる。障壁の外に骸があれば、燃やして役に立たなくすることもできるかもしれない」
　私がそう言うと、マルサールは芝居じみた仕草で肩をすくめてみせた。
「魔道士を狙うだけでなく、広場を丸ごと火葬場にするっていうのか。学生や市民の死体もあるんだぞ。〈清月隊〉の者の骸もだ」
「怪物の血肉になるよりはましだろう」
　マルサールは小さく何度かうなずいた。
「あんた、結構非情だな」
「そうでもないさ。死んだ者よりは生きている者の方が大事なだけだ」
　見覚えのある丸い赤ら顔の男が近づいてきた。ナーモートとかいうマルサールの画家仲間で〈緋の兄弟団〉の一員だった。ナーモートからは油のにおいがした。手が薄黒く汚れている。
「マルサール、油の用意ができたぞ。十五樽ばかり荷車に積んで南側に運んである」
　マルサールは自分に言い聞かせるように「よし」と一声言った。
「弔いの火を焚くこととするか。さっきの仕立屋脇の路からだ。半分は東側からも突っ込ませる」
　私はうなずいた。
「わかった。動ける剣士たちで斬り込もう。結界が破れたらガラクス・グロウルを狙う」
　私はシェミトに向き直った。
「今度こそ例の妙薬の使い時かもしれない。火炎の魔術、炎魔の召喚、何かその手の呪文を唱えることはできるか」
　自称〈魔術師の弟子〉は小振りの帳面を開いた。
「フィルドルの火熾しの術、アスクヴェードの火球術、火龍ガシェンタの召喚、ううむ、いろいろあるが……」
「何なら大風で火を煽るだけでもいい」
　マルサールが言うとシェミトはまた別の頁をめくり出した。
　隠秘学者が手帳を見て唸っていると、甲冑姿の兵士が一人、陣所に駆け込んできた。兵士は軍議が行われている大机に走り寄り、大声を出した。
「申し上げます。警邏隊北部局が民議院に突入、ヌートロップ宰相と反クァロニアン党の民議を捕縛してる模様です」
　大机を叩いたのは誰だったのだろうか、驚きと憤り、怒りと嘆きの声が沸き起こり、陣所は騒然となった。ノップラントは腕組みをして天を仰ぎ、言葉を飲み込んでいるように見えた。
「とうとう牙を剥いたか」
　シェミトが帳面を持つ手を震わせて言った。
「まあ、敵ははっきりした方がいいさ」
　マルサールは〈緋の兄弟〉の方を見てそう言ったが、ナーモートは同志ほど強気ではいられないようだった。
　騒ぎが収まらないうちにまた別の兵士が駆け込んできた。
「港で戦いが起こっているようです。コンペテイン提督の水兵部隊が王宮に向かおうとしたところに、別の軍勢から攻撃を受け、戦いになっているとのことです」
「別の軍勢だと？　何者だ？」
　伝令の兵士は将軍の問いにうまく答えられなかった。
「は、それが確とはわかりません。夜陰に乗じて海から現れたとの報せもありますが……」
「海賊か、ゲイルゼン殿が戻ったか」
　シェミトが顔を上げた。
「おもしろくなってきたじゃないか」
　マルサールがにやりと笑い、同志の背中を叩いた。ナーモートは「むう」とうめいてうなずいた。二人は一足先に開明広場の方へと向かった。
　将軍たちとノップラントが侃々諤々やっている間に私は陣所前の大路に剣士たちを集めた。動けるのは三十人ばかりだった。
「情勢は混沌としている。だが、我々のすることはひとつだ。〈緋の兄弟団〉が火矢と油樽で攻撃を仕掛けたなら、すぐに西側から広場に突入する。結界を破ることができれば、そこから侵入、ガラクス・グロウル、〈白銀と紫衣の剣士〉、ナイクロア皇子を倒す。魔術の障壁が破れなくとも、奴らが準備しているものをできる限り破壊する。得体の知れない機械、管、それに死骸、そういうものだ」
　一人の剣士が声を上げた。
「敵兵はいかほどですか」
「難しい質問だね。山車とそのまわりの帝国兵はこれまでの戦いで随分と倒したが、止めを刺しきれなかった者は魔術で蘇生しているだろう。集まった市民に死んだ兵士の武具を与えているかもしれない。見慣れぬ白服に嘴のような覆面の連中はロラストの山から来た魔道士の助手だ。こいつらは斬れ」
「市民はどうします。かなりの数が広場にいるようですが」
「できれば殺すな。だが、君たちの命が危ういと思ったら剣を振るうしかない」
　剣士たちはいささか不安気な顔でうなずいた。
「笛の吹き手には近づくな。鼠の化け物は倒したはずだが、笛の音はどこからか聞こえてくる。今は別のものか、あるいは絡繰り仕掛けが吹いているのかもしれない。何にせよ、近づくな」
　レネヴェイトが何か言いたげな面持ちでこちらを見た。私は目顔で彼を制した。曖昧な破魔の力を頼るよう剣士たちに言うわけにはいかなかった。
　私は懐紙でも土塊でも使って耳栓をするように彼らに伝えた。気休めでも用心にはなるかもしれない。
「もし、頭がぼやける、自分が保てない、そう感じたら逃げろ。恥じる必要はない。君たちと斬り合いはしたくないからな」
　剣士たちはごそごそと懐を探り始めた。
　私たちが広場の方へ出立しようとすると、後ろからノップラントが私の名を呼んだ。
「もう軍議は終わったのか。まだ夜は明けていないぞ」
「警邏隊は民議院に行く。ブルセンカーズの好きにはさせん」
「将軍たちはどうするつもりだ」
　南部局長は苦い顔で唸った。
「港の様子を確かめるとか、王宮のポルタイン将軍と話をするとか言っている。これ以上自軍の兵を減らしたくないと見える」
「事態がどっちに転んでも自分たちの勢力を保っておきたいということか」
「そういうことだろう」
「ふむ、ご立派な心がけだな」
　ノップラントは渋面に皮肉な笑みをわずかに浮かべた。
「お前たちはどうするんだ。夜討ちを駆けるのか」
　私は開明広場を火矢と油で攻めることを伝えた。
「祝言の夜には弔いか。結構な一日だ」
　ノップラントは口中で何事かつぶやき、立ち去った。私にはそれは祈言のように聞こえた。
　私たちは広場の西側を回り、仕立屋のある路に着いた。幾つもの樽を積んだ荷車が広場からの光に黒い輪郭を描いている。仕立屋の裏手の路地には松明や弓矢を手にした十数人の男たちが待機していた。
　私は店の中にいたマルサールに警邏隊と軍隊の動きを伝えた。
「ああ、結構なことだ。明日の新聞の大見出しは〈緋の兄弟団〉と〈清月隊〉の活躍だな」
「新聞が出るといいがな」
　ヨーコックの店の者はどこかでこの事態を見守り、手帳に書き留めているのだろうか。
「広場の方はどうだ」
　私とマルサールは身を屈めて仕立屋の広場に面した窓に近づいた。黄白色の上下繋ぎの服を着た者たちが忙しそうに立ち働いている。動かない巨人の足下には車の輻のように幾つもの死骸が並べられている。四十か五十ほどもあるだろうか。警邏や兵士のものもあるが、鎧を身に着けていない市民のものも数多い。騎兵とともに倒れた馬の死骸もある。
　それらの骸からは何十本もの管がのびて、巨人の踵につなげられ、周囲に置かれた大小の箱状のものにも管がつながっていた。
「どうやら、死体にあの管みたいなものをつなぐのは終わったらしい。先刻からはあの箱だか箪笥だかみたいなものの摘みをいじくったりして、ときどき火花が出たりぴかぴか光ったりだ」
　作業を続ける覆面に繋ぎの服の者たちの間をガラクス・グロウルは歩き回っていた。時折何か指示を出しているようだが、どことなく苛立っているようにも見えた。
「仕事が遅いとご立腹かね。見ろ、皇子様は泰然自若としたご様子だ」
　マルサールが山車の方を指差した。四層目にはナイクロア皇子の姿があった。白い引き回しを肩から掛け、椅子に座ったまま動かない姿は、ロキオネンス大祭の山車に載せられる神々や昔日の英雄の人形のように見えた。
　山車には再び鎧兜の兵士たちが盾を持って乗り込んでいたが、数は前よりも少なく、蘇生が不十分なのか、姿形も不揃いに見えた。
　四層目の櫓にフィオレームの姿はなかった。山車の後方、何台かの荷馬車や荷車が留め置かれている辺りに人だかりがあり、その中にちらちらと白銀の甲冑姿が動いているのが見て取れた。
「死体運びの次は何をさせようとしているんだ」
　私の問いにマルサールは肩をすくめて答えた。
「市民を俄仕込みの兵隊に仕立て上げている、俺にはそう見えるが」
　山車の後ろの方は明かりが乏しく良くは見えないが、確かにそこに集まっている人々は何か得物を手にしているように見えた。剣や槍に棍棒らしきものも見えるのは、双方の死骸からはぎ取った武具を持たせているからだろうか。山車の上の兵士にも死者の鎧を着せた市民が入り交じっているのだろうか。
「あの者たちに〈赤い騎士〉が動き出すまでの守りを任せるつもりか」
「捨て駒として使うつもりかもしれないな。代わりは幾らでもいるということだろう」
「まさに人民の血を吸う蜱だな」
「おい、それは俺の台詞だ」
　苦笑いのつもりだったのだろうが、マルサールの声はかすれて、強ばった顔が歪んだだけだった。
「マルサール、東側も準備が整ったという報せが来たぞ」
　振り向くとナーモートの丸顔があった。赤ら顔が青白く見えた。
「レッシュめ、手間取ったな」
　私は〈緋の兄弟団〉の仲間の青白い顔を思い出した。ナーモートがこの顔色では、長鼻の〈兄弟〉はさぞ蒼白な面持ちだろう。マルサールは強気な姿を崩さなかったが、彼らは戦に赴いたことがあるわけではなく、不安と恐怖がその中で脹らんでいても不思議ではなかった。
「よし、やるぞ」
　革命家の絵描きはそう短く言い、私たちは動き出した。
 
 
　　　　四十
 
　私たちは仕立屋脇の路に陣取った。魔術の障壁に備えて私が先頭に立ち、その後に剣士たちが油樽を載せた荷車を守るように並んだ。マルサールは荷車の前、シェミトはその後ろで妙薬を使う機会をうかがうという手筈だった。
　マルサールの合図で後衛の〈兄弟〉たちが火矢を放った。イチョンと二人の弟子も加わっている。夜空に幾つもの炎が尾を引いて飛んだ。私たちは同時に広場の〈赤い騎士〉を目指して突入した。
　火矢が前方で見えない壁に当たって落ちるのが見えた。青紫の火花と稲妻が小さく爆ぜる。供物が並んでいる場所の上のように見えた。ほぼ同時に広場の反対側からも火矢が飛び、やはり弾かれたり爆ぜたりしている。
　死骸や機械のまわりで作業をしていた白服の者たちが私たちに気づいて、騒ぎ出した。ガラクス・グロウルはどこにいるのだろう。姿が見えない。
　私はファバーン剣を振り回しながら、駆け進んだ。並んだ骸の数歩手前にまで迫った時、切っ先に異様な手応えがあり、青白い電光が走った。立ち止まり、剣を構えなおし、力を込めて振り下ろした。
　青、白、紫の入り交じった稲妻と火花が飛び散り、ファバーン文字が鮮やかな青緑色の光を発した。見えなかった壁が光の網か渦巻きのようになって浮かび上がる。私はもう一度渾身の力を込めて剣を叩きつけた。
　電光が閃き、体中にひどい衝撃が走った。剣を持つ手がやけに熱い。だが、斬りつけた場所から、青や紫の稲妻と火花が走り、あたかも光の天幕がそこから燃え上がっているかのように見える。
　私は三度目の斬撃を加えた。胸の朽葉の護符も熱を発して、体中が熱い。剣先を突き入れた部分は光る渦巻きのように見え、そこから八方へ電光が走る。鉛でも斬っているかのような重い手応えだったが、私は刀身を下へと斬りおろした。
　大きな硬い音を立てて、切っ先が石畳に打ち当たった。ふっと剣に加わっていた力が薄れたように感じた。ファバーン剣を斬り下げた部分に縦に青白い炎が上がり、電光が網目のように宙に広がった。
「今だ！　荷車で突っ込め！」
　油樽を積んだ荷車を剣士たちと〈緋の兄弟団〉が燃える結界の裂け目に押し込んだ。前進していた射手たちが次々に樽に火矢を射かける。
　樽のまわりに積まれた藁や襤褸布が燃え上がり、火薬も幾らか手に入ったのか、小さな爆発も起こった。嘴のような覆面をした者たちが炎を避けて逃げ惑う。樽からは油が流れ出し、石畳の継ぎ目を這うように炎が広がった。幾つかの骸が燃え上がる。
　私たちは逃げ惑う白服の者たちに斬りかかった。覆面が外れると、焼け爛れたような異様な面相が現れ、それを見た若い剣士が驚きの声を上げる。
　その時、右手から喊声が聞こえた。五十人ばかりはいるだろうか、槍や棍棒、剣などばらばらの得物を手にした者たちが走り寄ってくる。先頭には〈白銀と紫衣の剣士〉の姿があった。
　フィオレームはまだ抜刀していなかった。黙したまま突進すると、脇腹の辺りに手をやり、素早く手をのばした。空気を裂く音がして卍手裏剣が飛び、迎え撃とうとした〈緋の兄弟団〉の男の肩に突き刺さった。炎に照らされて血飛沫があがり、男は悲鳴も上げて倒れ伏した。二投目三投目が飛び、離れた場所から〈兄弟〉たちを撃ち倒す。
「くそ！　あんたはガラクス・グロウルを何とかしろ、ここは俺たちが引き受ける」
　マルサールが怒鳴る。
「いや、君たちは逃げろ。目的は果たしたんだ」
「もちろん、逃げるさ。昔の女にかかずらっていても、ろくなことはないからな。あんたも気をつけろよ。まあ、ちょいとばかり手切れを頂くつもりだがな」
　マルサールは〈兄弟団〉の者たちの肩を叩きながら後方へ下がった。倒れた仲間を他の者と担ぎあげていく。退きながら射手が矢を放った。〈白銀と紫衣の剣士〉の剣士は剣を抜くと素早い動きで矢を打ち払ったが、何本かは得物を持った市民を貫き、足止めをした。
　私のまわりには〈清月隊〉の剣士たちが残った。
「君たちも危ないと思ったら逃げろ。僕もそうするからな」
　彼らは口々に戦う意志を明らかにしたが、その中には逡巡の響きや不安気な面持ちも見えないわけではなかった。
「負け続けながら勝つ、と言った哲人が昔いたな。あれはいつの時代の何という者だったか」
　白髪交じりの年嵩の剣士が、本気なのか冗談なのか、よくわからないことを口走った。若い剣士たちの顔が少しだけほころんだ気がした。
　樽から流れ出した油は周囲に広がり、炎と煙が上がる。肉の焼けるにおいがする。私たちはガラクス・グロウルの姿を求めて並んだ遺骸と機械の間を進んだが、燃え広がる炎と煙が行く手を阻んだ。〈緋の兄弟団〉は撤退しながら弓を放ちフィオレームの一団を食い止めたが、長くは続かないことは明らかだった。
　突然、辺りに炎とは異なる光が明滅し始めた。紅や赤紫の毒々しいとも言える色合いの光が点々と灯り、脈打つ。どうやらそれは死骸や箱状の機械をつないでいる管から発せられているようだった。
「精気を、死骸から精気を吸い取っているぞ。あの時と同じだ」
　シェミトが震える手に手帳を握って、四方を見回す。渦巻く煙と炎の中に無数の光の点が瞬き、それは左手に立つ〈赤い騎士〉の方へと流れていくように見える。動かない光点は箪笥のようなものから発せられているのだろうか。高いところを断続的に走る青紫の稲妻は箱状の機械の上部からのものらしい。
　一陣の風が吹き、煙が薄れた。黒衣の長身の姿が見えた。幾つもの箪笥様の機械に囲まれて両手を大きく広げている。のばした手首の辺りからは細い紐のようなものが何本ものびて、それがまわりの箱や机のような形の機械につながっている。
　声なのか地響きなのか判然としない低い音がきこえる。呪文なのだろうか、その音声は奇妙な韻を踏んでいるようにも聞こえ、その抑揚と腕の動きに合わせて、細紐を青白い光が走る。
「そこか、ガラクス・グロウル！」
　私は横たわる死骸を飛び越えて、帝国の魔道士の元へ走った。シェミトと幾人かの剣士たちが続く。後方にいた者たちは、フィオレームが率いてきた一団と戦いになっているようで、剣戟の音が聞こえてくる。
　ガラクス・グロウルは〈赤い騎士〉に精力を注ぎ込む魔術に注力しているのか、走り寄る私たちは眼中にないように見えた。頭巾の下に何かが見えるわけではないのだが。
　私は懐から投剣を抜き、魔道士めがけて打った。殺せずとも術を邪魔するくらいはできるだろうか。
　鋭い音が響き、投剣は宙に弾き飛ばされた。魔法ではなかった。吹き込んできた煙と炎の中から〈白銀と紫衣の剣士〉が現れた。
「まだ生きていたか。悪運尽きぬ奴め」
　フィオレームは両手の剣を隙なく構え、黒い双眸で私をにらんだが、剣士たちの顔を見回して訝しむように言った。
「ネクツァン・カサラは死んだか」
「お生憎様、僕と同様、しぶといんでね。君をどうあっても捕らえるつもりさ」
　目庇の下の目がわずかに動く。折好くも東側から爆発の音が聞こえた。あちら側から突っ込んだ油樽が爆ぜたのだろう。結界は広場の向こうでも綻びを見せているのだろうか。
　フィオレームの構えに一瞬の隙が見えた。私は見逃さず斬り込んだ。〈白銀と紫衣の剣士〉は素早い動きで私の剣を受け止めたが、体勢が崩れる。そのまま蹴りを見舞って、押し倒そうとする。女剣士は堪えきれずに仰向けに倒れる。私は二度三度と剣を打ち下ろした。石畳を派手な音を立てて転がり、彼女は斬撃をかわす。何度目かに肩当てに刀身が当たり、火花が飛び散った。フィオレームは苦悶の表情を浮かべたが、止めを刺そうと剣を振り上げた瞬間に足払いが飛んできた。長沓に臑当てを着けてはいたが、ふくらはぎに鋭い痛みが走り、私はよろめいた。足鎧に刃が仕込まれていたらしい。
　フィオレームはその隙に立ち上がり、すぐさま反撃に出た。両手の剣を尋常ではない速さで打ち込まれ、私は後退した。
　横から剣士の一人が打ってかかる。だが、〈白銀と紫衣の剣士〉は左手の剣でその一撃を軽くいなすと、右手で打ち返し、剣士は悲鳴を上げて倒れた。
「魔道士を攻めろ！　彼女は僕が相手をする」
　私はフィオレームの刃を受け止めながら、叫んだ。やはり魔術が施されているのか、刃を交わすとファバーン文字が鮮やかに浮かび上がる。
「道士様がお前ら如きに倒せるとでも思うか！」
　フィオレームの顔に狂気じみた笑みが浮かび、異様とも思える力で私は押し込まれる。妖術で力を吹き込まれているのは剣ではなく、彼女の肉体なのかもしれない。
　後退った私の足は石畳ではない何かを踏みつけた。管状のものが何本もつながれた死骸が足下でぶるぶると震えていた。管の中では赤紫のものが明滅しながら流れている。学生か市民の骸なのだろうか、鎧は身に着けておらず、血まみれの上半身は裸だった。
「スナブ・ランケン、覚悟！」
　フィオレームが剣を振り上げる。私は咄嗟に死体につながった管を断ち切った。血とも何ともつかない毒々しい赤紫の液体が噴き出し、死骸が激しく痙攣する。その力に半ば弾かれるように私は石畳に転がり、フィオレームの剣は死体の胸にめり込んだ。そこからもただの血ではない、紫じみた液体と光が噴き出す。
　奇怪な液汁を浴びてフィオレームがたじろぐ隙に私は立ち上がった。ロラストでは革鎧に焼け焦げを作った汚液は〈白銀と紫衣の剣士〉の鎧を冒すことはできないようだったが、滴がかかった白皙の顔からは血が滴り落ちていた。
「やれやれ、とんだ婚礼の夜だな。何度化粧を直しても血まみれになる」
「次こそお前の血で紅を引くさ」
　〈白銀と紫衣の剣士〉は再び二振りの剣を構えた。その時、ガラクス・グロウルのまわりで叫び声が幾つも重なって起こった。
　見れば、魔道士に斬りかかった剣士たちが宙を舞っている。まるでガラクス・グロウルのまわりで旋風が起こり、剣士たちはそれに巻き込まれて、ぐるぐると宙を旋回しているかのようだった。
　だが、風は吹いてはいなかった。青や紫の稲妻が走り、光の粒が渦を巻き、剣士たちはそれに飲み込まれて、夜空を舞っている。
「莫迦め、結界が一重だけだと思ったか」
　フィオレームは勝ち誇ったようにそう言うと斬りかかってきた。私は帝国の女剣士と激しくぶつかり、斬り結んだが、その間にも光る旋風に高く巻き上げられた剣士たちが、吹き飛ばされていく。悲鳴と落下の音の後はうめき声か無言か。
　炎と煙の中で〈赤い騎士〉へと赤や紫の光が脈打って走る。斬り合いの最中にも、ガラクス・グロウルの低く重い呪文が高まっていくのがわかった。耳を塞ぎたくなる不快な低い響きだが、剣から手を放すわけにはいかない。
　幾度目かの鍔迫り合いから双方飛び退き、剣を構えなおすと、魔道士の呪文が一際大きく重く響いた。これには〈白銀と紫衣の剣士〉も耐え切れず、剣を持ったままの手を兜の側面に押しつける。私も耳を塞ぎ、箱状の機械に囲まれたガラクス・グロウルに目をやった。
　すでに剣士たちは皆弾き飛ばされ、魔道士のまわりに人影はない。手首からのびる細紐が青白く輝き、箱状の機械の灯は激しく明滅している。機械の上部に突き出した円錐から稲妻が四方に飛び、ガラクス・グロウルが一声大きく叫ぶと——それが声だとしてだが——ばちんという大音が鳴り響いた。
　同時に機械の灯がすべて消えた。管を通る赤紫の光も〈赤い騎士〉の踵に吸い込まれるように消えていく。辺りを照らすのは油が燃える炎と、松明、篝火だけになった。
　ぎりぎりごりごりという不気味な音が聞こえた。大きく重いものが擦れ合って軋む音のようだった。炎に照らされた〈赤い騎士〉の巨体がぐらりと揺れたように見えた。一瞬、こちらに倒れてくるのではないかという恐怖に私は襲われた。
　だが、そうではなかった。一度二度、巨躯を揺らすと、〈赤い騎士〉は兜に覆われた頭を左右に動かし、辺りを睥睨するかのような仕草を見せた。目覚めはしたが自分がどこにいるのかわからない、という風にも見えた。
　〈赤い騎士〉は自分の体の動きを試すかのように両の手指を握っては伸し、もう一度体までねじって、広場を見渡した。そして、私を見た。目庇と面頬の間の闇に何かが見えたわけではないが、私はそこに視線を感じた。何もない視線、憎しみでも怒りでもなく、憐れみでも悲しみでもない、無論情愛でもない、ただ、何かが私を見ている、それだけの視線。何の感情もない視線は奇妙な不快と恐怖をもたらした。
　〈赤い騎士〉はぎりぎりという嫌な音を立てて、こちらに向き直った。うつむいた顔は明らかに私の方に向いていた。〈騎士〉は巨大な右手で剣の柄を握った。耳を塞ぎたくなるような軋む音を響かせて、大剣を引き抜く。まるでそれに合わせるかのように、東の空の雲を貫き、曙光が差し込んだ。三十イートはあろうかという長大な刀身に朝日が当たり、ぎらりと光を放った。
　〈赤い騎士〉は大剣を両手で握り、振り上げた。空気が引き裂かれる音が聞こえ、鉄色の刀身が降ってくる。
「逃げろ！　何をしている、逃げるんだ！」
　誰かが私の腕を取り、引っ張っていた。煤だらけの顔はディパル・シェミトのものだった。私は我に返り、その場から走り出した。
　背後で大音響が響いた。〈赤い騎士〉の剣が石畳を打ち砕き、飛び散った石片が背中に当たった。私は夢中で逃げた。巨大な剣が幾度も振りおろされ、石畳を破壊する。石塊が弾け、土埃がもうもうと舞い上がり、青い夜明けの空気を汚していく。
　残っていた剣士たちも私たちと共に西に向かって走っている。巨人の足音が響き、剣が空気を裂く音が聞こえる。すぐ後ろで剣が樽を運んできた荷車を粉砕したのか、大小の木っ端が飛んでくる。
「すまん、どうにも例の薬を使う機会がつかめなかった」
　シェミトが走りながら、息を切らせて言う。
「なに、まだ先に見せ場があるってことさ」
　私たちは間一髪で仕立屋の脇の路に逃げ込んだ。〈赤い騎士〉が大剣で路の入り口の建物を打ち壊す。凄まじい音が響き渡り、へし折れた柱や梁、ばらばらになった石材が飛び散る。
　私たちはさらに走り続けたが、次第に〈赤い騎士〉の足音も建物を打ち壊す音も聞こえなくなった。振り返ると、瓦礫と化した家々の向こうで巨大な怪物が踵を返すのが見えた。
「諦めたのか」
　シェミトが両手を膝について、荒い息と共に言う。
「もっと大事な仕事があるんだろう」
「享楽の門をあの剣で打ち壊すつもりか」
　私は額の汗を拭いながら、うなずいた。
「山車を通すには、それが必要だろう」
「ついに王宮に向かうか」
　私たちは傷ついた仲間を支えながら、栄えの大路に急いだ。姿の見えない者もいたが、戻るわけにはいかなかった。
 
 
　　　　四十一
 
　陣所にたどりつく間にも、家並みの向こうに〈赤い騎士〉の兜の頂きがゆっくり動いているのが見えた。
　栄えの大路では兵士たちが大慌てで路上に陣形を整えようとしていた。援軍に来たウェゼロック将軍の部隊が正面に、両脇には騎兵をほとんど失ったガヴァン将軍の部隊が配置されていたが、どちらの兵士たちの顔にも不安の色がはっきり見えた。
　何重にも配された防柵の後ろには盾と鎧に身を固めた兵士たちの槍衾が作られ、左右には騎士たちが突撃に備えて長槍を手にしている。後方にはウェゼロック将軍の部隊が運んできたものらしい投石機が数台並んでいた。いったいどこから引っ張り出してきたのか、馬と兵士たちが盛大に軋む音を立て続ける古びた大きな機械を何とか所定の位置に付けようと苦戦していた。弓兵は火矢の準備をしており、投石機で使うつもりらしい小振りの油樽も荷車で運ばれていた。〈緋の兄弟団〉に倣ったのだろうか。鉤爪のついた縄を準備している者たちもおり、こちらは警邏隊に倣ったのだろう。特段、新しい手だてはないようだった。
　〈赤い騎士〉の兜が享楽の門の向こうに見えた。三十イートはある剣を右手に持ち、ゆっくりと進んでくる。がらがらという音も聞こえるのは、背後で山車も動き出したからだろうか。
　享楽の門は巨人の胸の辺りまでの高さがあった。石造りの四本の柱は無数の神々やら聖人やらの彫刻で覆われている。あらゆる神々、あらゆる聖者に支えられてサンジェリィは繁栄する意味だという者もいれば、すべての神も聖人もサンジェリィが支配するという意味だという者もいる。クァロニアン帝国滅亡の後に造られたらしいが、計画はそれ以前からあったという説もあって、確かなことはわからない。
　四本の脚をつなぐ拱門の部分はかつては櫓の役割も果たしていたらしいが、今は人が上がれるような部分はなく、花や木々、獣や鳥、魚の浮き彫りが覆っている。サンジェリィ近辺の生き物だけでなく、北のエスカールや南のナクシャッツのものも刻まれており、これもまた交易による繁栄を象徴しているともメルカー西岸を北から南まで支配する意味だとも、言われていた。
　オーレル神殿の広間では、怪我人が肩を担がれたり、担架に乗せられたりして、運び出されていた。大路からは荷車がいっぱいだという声が響いていた。
　私たちはカサラの姿を探したが見当たらなかった。近くにいた者に尋ねると、退避のための荷車を手配に行った間にいなくなっていた言う。側に置かれていたはずの鎧と剣も見当たらなかった。
　陣所のまわりを探すと、道沿いに植えられた木に身をもたせかけている彼女の姿があった。
「何をしているんだ」
　私の声にカサラは顔を上げた。顔の打ち傷や切り傷が朝日を浴びてくっきりと浮かんで見えた。
「戦の準備だ」
　カサラは短く答えた。
「動けるのか」
「ああ、だいぶ休んだからな」
　女剣士は背筋を伸ばして腕を動かして見せたが、どこかが痛んだらしく顔をしかめた。「師範、無理はせぬ方が良いのではないか」
　シェミトの言葉を遮るようにカサラは言った。
「気遣いは無用だ。供物の魔術を妨げに行ったと聞いたが、この様子では仕損じたな」
　女剣士は皮肉交じりの笑みを浮かべようとしたらしいが、顔の傷が痛んだのか、中途半端に頬を歪ませただけだった。
「まったくの無駄だったわけではない。魔術の手助けをする奴らはだいぶ斬り倒し、道具の類いもある程度打ち壊すことはできた」
　カサラは集まってきた〈清月隊〉の剣士たちの顔を見回した。
「他の者たちは」
　私は黙って首を横に振った。カサラは傷ついた唇を噛み、わずかにうなずいた。
　沈黙はすぐに破られた。
「見ろ！　享楽の門が！」
　剣士の一人が叫んだ。
　門の向こう側で〈赤い騎士〉が剣を振り上げていた。曙光を浴びて刀身が光る。巨人は長大な剣を門に振りおろした。
　轟音が響き、門の真ん中が打ち砕かれる。かろうじて迫持の下部が持ち堪えていたが、〈騎士〉がもう一度剣を振りおろすと、瓦礫を四方に飛び散らせて、拱門の中央部は完全に破壊された。
　悲鳴とも怒号ともつかない声が兵士たちから沸き起こる。怪物はまるで邪魔な生垣でも刈り取るかのように、門の左右に残った迫持の付け根に剣を打ちつける。石造りの彫り物がばらばらになって飛び散り、石塊が防柵を飛び越えて私たちの近くにも飛んできた。
「ここでは危ない。下がろう」
　シェミトが巨大な剣を振るう〈赤い騎士〉を見上げて言う。
「うむ、退くしかなさそうだ」
　私が答えると、カサラは一歩前へ出て破壊を続ける巨人を指差した。
「戦わずに逃げるのか」
　まわりでは伝令の声、下知の声が飛び交っていた。
「投石機、準備は？」
「できております」
「引きつけてから撃て、命があるまで待つのだぞ！」
「騎馬隊が突撃はいつするのかと」
「莫迦者、投石機と火矢が先だ！」
「負傷者の搬出が終わりません。防柵の荷車を使ってよろしいかと」
「駄目だ！　逃げられん者は神殿の奥に退避させろ！」
　声は〈赤い騎士〉が門を打ち壊す轟音でしばしば遮られ、辺りはさらに騒然となっていく。
「これから兵士たちはここで戦うのだぞ！　逃げるわけにはいかん」
　カサラの傷だらけの顔が赤く見えるのは朝日を浴びているからだけではないのだろう。
「だから逃げるんだ。僕たちは兵隊ではない。別の戦い方をもう一度思案するんだ」
「しかし！」
　女剣士はさらに一歩踏み出し、私に詰め寄ろうとした。その時、彼女は急に膝が抜けたようになり、その場に両手両膝をついた。
「カサラ、今は無理だ」
「師範、しっかりしてください」
　レネヴェイトら門弟たちが駆け寄り、女師範を両脇から抱え上げた。カサラは気を失いはしなかったが、苦しげなうめき声をもらしていた。私たちは陣所の方へと後退した。
　振り向くと、享楽の門は中央部が完全に失われ、左右に四本の柱のみが残る状態になっていた。〈赤い騎士〉はいったん剣を鞘に収めると、門の真ん中に立ち、左右の手で石柱の頭をつかんだ。両の腕に力がこもるのが甲冑越しにもわかった。門柱をつかんだまま左右に両手を広げると、凄まじい音がして、享楽の門の左右の柱はへし折れ、倒壊した。数多の神々、聖人の像が砕けて瓦礫となって飛び散った。どうやら神の裁きも聖人による天罰も下ることはないようだった。
「放て！」
　叫び声とともに低く唸るような音がして、投石機の腕から油樽が飛んだ。樽は炎の尾を引いて宙を飛び、〈赤い騎士〉に命中した。ぼんという音とともに紅蓮の火球が巨人の肩口を覆う。一瞬、〈騎士〉はのけ反るような姿勢になり、兵士たちから歓声が上がる。だが、肩から胸までを炎に包まれながらも、巨人は体勢を戻し、栄えの大路へと足を踏み入れた。
　投石機からは次々と油樽が打ち込まれ、弓兵は火矢を放った。〈赤い騎士〉は爆発と炎に幾度も巨体を揺るがせたが、倒れる様子はなかった。肩から腰までを炎が覆うが、それでも一歩ずつ前進を続ける。
　積み上げられた防柵を蹴り崩し、踏み潰す。鎧を流れ落ちた燃える油が防柵に燃え移り、巨人の足下は火の海になった。前衛についていた槍兵たちが熱さに耐え切れなかったのか、後退を始める。
　怪物は何重もの防柵を粉砕し、大路を前進した。油樽が切れたのか、投石機からは破壊された建物の瓦礫が発射され始めた。石の塊や折れた柱や梁がばらばらと宙を飛ぶ。〈騎士〉の甲冑に当たると大きな音を立てたが、頑丈な板金鎧を凹ませることはできないようだった。
　巨人が燃え上がる防柵を突破すると左右から騎馬隊が突撃した。踝を狙って——それ以外の場所は狙いようもなかった——長槍を突き入れるが、こちらも鎧を貫くことはできない。次々と槍はへし折れ、体勢を崩した騎兵は落馬し、巨大な足に踏み潰された。続けざまに徒士の槍兵が突進するが、運良く鎧の隙間に槍を突き刺すことができた者は稀で、多くは巨人の踏み出した足に蹴散らされた。
　縄を持った兵士たちが〈騎士〉を取り囲む。彼らは巨人の臑当ての上縁目がけて縄を投じた。何本かがうまい具合に鎧の縁に引っ掛かると、すぐさま馬のいななきが聞こえ、縄が真っ直ぐに張られた。見れば、縄の端は隊列後方の数頭の馬に結びつけられており、鞭を持った兵士たちが馬を走らせようとしていた。
　鞭、あるいは怪物への恐怖からか、馬たちは縄を引いて走ろうとした。〈赤い騎士〉は膝を前方へと引かれて、姿勢を崩しかけたが、広場でのように膝をつくことにはならなかった。巨人は再び剣を引き抜き一閃させ、何本もの縄を切断した。自由になった馬たちは大路を走り出し、縄に巻かれたのか、引きずられる兵士の絶叫が響いた。
　退却の喇叭が吹き鳴らされるよりも前に、兵士たちは潰走を始めた。悲鳴と怒号が谺する。「戦え！」という声と「逃げろ！」という声が重なりあって聞こえた。兵士たちの多くは後者に従った。
　地響きが一際大きくなり、〈赤い騎士〉が陣所となっている神殿の前を通り過ぎた。陣所にいた将軍や隊長たちはすでに退去していた。神殿に残っているのは逃げ損なったか、動かすことのできない怪我人、付き添って残った医者だけだった。神官たちはここが陣所になった時にすでに逃げたらしかった。
　〈赤い騎士〉は神殿の私たちには目もくれなかった。逃げ遅れた兵士たちを一々追うこともしなかった。ただ、一歩一歩王宮への路を進んでいた。
　陣所のすぐ先では数台の投石機が路をふさいでいた。巨人は一度立ち止まると剣を鞘に収めた。鎧を軋ませ身を屈めると、二十イート（約六メートル）はある機械を両手でつかみ持ち上げ、無造作に大路の脇へと放り投げた。投石機が落下した建物が大音響とともに崩れ落ちる。〈赤い騎士〉は残りの投石機も同様に大路の左右に放り投げ、下敷きになった家々は轟音と土埃をあげて瓦礫となった。
　巨人が通り過ぎると別の物音が聞こえてきた。石畳に車声が響く。人々の歓声、太鼓の音、それに笛の音。
　クァロニアン党の山車が今しも破壊された享楽の門を通り抜けようとしていた。その前では多くの人々が路をふさぐ瓦礫や死体を取り除き、道端に寄せている。山車には再び引き綱が付けられ、何十人もの人々がそれを引いている。朝になり、笛の音に釣られてまた街の者たちが集まり始めているのだろうか。
　山車には甲冑姿の兵士が並び、朝日を受けて鎧や穂先が銀色に輝いている。最上層の櫓にはナイクロア皇子とフィオレームの姿があった。
　山車の前には血と油で汚れた石畳に、花びらを撒いている女たちがいた。太鼓の響きに合わせてくるくると回り、飛び跳ね、笑顔で篭に入れた色とりどりの花を振り撒いている。戦いで汚れた路を清めるかのように、血と死、恐怖と暴力の痕を覆い隠すかのように。
　奇妙なことに花びらは幾ら撒いても篭からなくなることはないように見えた。白、黄、赤、青、朱、紫、色とりどりの花々が路を彩り、帝国の山車はその美しい路をゆっくりと進んでいった。
 
 
　　　　四十二
 
　王宮の城壁前では敗走した部隊の兵士たちが再び隊列を整えようとしていた。脱走した者も少なからずいるという話がどこからともなく聞こえてきた。
　王宮のすぐ西側には民議院の大きな緑色の円屋根が見えた。建物のまわりは南部局の警邏たちに取り囲まれていた。反クァロニアン党の議員を拘束しようとした北部局の警邏隊は逆に民議院の中に閉じこめられた形になっていた。自ら指揮を執っていたブルセンカーズも建物の中にいるという話だった。
「あちらにも籠城の気分を味わってもらおうということか」
　鉄板で囲われた馬車の上で腕組みをしていたノップラントに声をかけると南部局長は眉間にしわを寄せてこちらをにらんだ。
「莫迦なことを言うな。籠城などされてたまるか。奴らはもうすぐそこまで迫っているんだぞ」
「だが、民議会を制して皇子を王宮に迎え入れるという目論みは潰したじゃないか」
「〈赤い騎士〉は潰せないのか」
「なかなか難しい。昨夜の供物の術はある程度は邪魔できたかもしれない。奴も皇子も死骸の血肉を吸い上げて動いている。活力が不足したところを一気に攻めればあるいは……」
　ノップラントは苛立った声を出した。
「皇子も同じ化け物か。何にしろ、奴らが腹を減らしてへたりこむまでこちらが持ち堪えられると思うのか。享楽の門も一気に打ち壊し、投石機も役に立たなかったんだろう」
　私はうなずいて、別の手を話した。
「背後から行くしかあるまい。〈赤い騎士〉ではなく、山車を後ろから攻めれば、あるいは……」
「今、手勢は割けんぞ。もうすぐ民議院に突入する。海賊どもはどうしたんだ。港で海軍に追い返されたのか」
「わからない。何の報せもない」
「山車のまわりは街の者たちが取り巻いているんじゃないのか。どうするんだ」
　私は肩をすくめた。
「お前たちも俺たちと民議院に突入しろ。ブルセンカーズを取っ捉まえれば、北の奴らも目が覚めるだろう。現に幾つかの詰所の連中は寝返ってこちらについた」
　ノップラントが顎で示した方を見ると、革鎧についた北部局の肩章を引き剥がしている警邏たちが目に入った。
「ブルセンカーズを捕らえてもクァロニアン党が何かを諦めるということはないだろう」
「ああ、だが敵を減らして味方を増やすことはできる」
「それはそうだな」
　僅かの間を置いて、ノップラントが尋ねた。
「お前たち、どれほど残っているんだ」
　私は両手の指をでたらめに折ってみせた。
「それで何をするというんだ」
「戻って相談してみるさ」
　私は急ぎ足で陣所となっていたオーレルの神殿に戻ろうとした。栄えの大路脇の裏路を歩き出すと、誰かが路地から私の名を呼んだ。剣を抜いて身構えると、声の主が姿を現した。
　蛇革の胴着を着た男が薄赤く染まった乱杭歯をむき出しにして、にやりと笑った。
「捜したぞ、スナブ・ランケン。その様子じゃあ、だいぶお疲れと見えるな。茶でも飲むか」
　闇の薬師は腰帯に下げた陶器の水筒を揺らしてみせた。
「どこへ行っていたのだ。随分と手間取ったじゃないか。お陰でこの有り様だ」
「なかなかに手強い薬でな、コラバビの叔父貴、ああ、ラダロの呪術師なんだが、その助けを借りる羽目になった。だいぶ派手にやらかしているようだな」
　ヤムラスは家並みの向こうに上がっている黒煙を見上げた。
「時間がない。歩きながら話そう」
　私たちは裏通りを南に向かった。
「それで水薬はどうだったんだ」
　トリプロ街の薬師は懐から件の水薬の瓶を取り出して振った。中味は半分ほどに減っていた。
「これはな、死霊使いが使う秘薬に似たものだ。知っているかもしれんが、ダムニカンの辺りでは人間を半ば死んだような有り様にして、術者の意のままに使う秘術がある」
「傀儡の術のようなものか」
「うむ、近いとも言えるが違うとも言える。この薬はダムニカンの秘薬とは違い、飲んだ者に仮初めの死を与えるわけではない。生きたまま、本人はそれと気付かぬ内に術者の意を酌むかのように動くようになる薬だ」
　私たちの前を数人の男女が横切った。栄えの大路の方に向かうらしい。男の一人は十六矢日輪の小旗を持ち、ふわふわと振っていた。
「見ろ、あの者たちは死霊ではない、普通に生きている者だ。自らの意志でクァロニアン党の行列に加わろうとしている、いや、彼ら自身はそう思っている。だが、この薬とおそらくは帝国の魔道士の呪文がその行いを引き起こしているのだ」
　小旗を持った者たちの面持ちには、どこか夢現つのような気配もあったが、動きがぎごちないという風でもなく、朝市にでも向かうかのように大路へと歩いていった。
　私はヤムラスに黒のニケンジェの笛の話をした。
「その笛の音か旋律かが、呪文として働くんだろう。水薬を飲んだ者の耳には、おそらくはかすかな響きでも届き、帝国へ身を捧げるように誘う。間近で聞けば、水薬を飲んでいなくとも、惑わされてしまうのではないか」
「傀儡の術というよりは蠱惑の術のようなものか」
「ああ、そうかもしれない。見えない魔法の糸で人形のように操っているわけではない。術者の言葉や意図を自ら信じて受け入れるように仕向ける厄介な薬、高等な妖術だよ」
「惚れ薬じゃないか、まるで」
　ヤムラスは喉の奥で鳥が鳴くような奇妙な笑い声を発した。
「それは言い得て妙だな。だが、惚れた腫れたではすまない代物だ」
「流行り病に効くというのは本当なのか」
「あの疫病自体が半分まやかしのようなものだ」
　蛇革の胴衣の男の答えは意外なものだった。
「叔父貴の見立てによると、こいつには熱病などに効くものは僅かしか含まれていない。何かの病根はばらまかれたかもしれんが、多分さほど強い毒素を持つものではない。市中に不安を広げるため、水薬を飲ませるための方便として疫病を使ったんだろう。初めの頃にひどい死に様を晒した者たちは別の毒素か魔術でやられたのかもしれん」
「薬の効き目を打ち消す方法はないのか」
　薬師は首を横に振った。
「日数が経てば効能そのものは薄れていくと叔父貴は言っていた。だが、その前に魔笛の音がここに（ヤムラスは赤く染まった指先で自分の頭を突いた）忍び入る。本人は自分の意志でクァロニアン党を称え、帝国の復活に身を捧げようとする。単純に操られているのではない。そう自分で考えるように仕向けられているのだ」
　気づくと私たちはオーレル神殿の裏手にたどりついていた。私は水薬の話を仲間にもう一度して欲しいと言ったが、ヤムラスはうなずきはしなかった。
「それはお前さんの仕事だろう。俺は逃げるか、どこかに潜るか、急いで考えなけりゃならん。帝国の魔道士相手に商売する気にはならんからな」
　ヤムラスは水筒から赤いお茶を一口飲んで、口を拭った。
「それにしても、実にくだらない夢に乗せられているものだな。西岸随一の大都、開化の都サンジェリィが聞いて呆れる。人間の愚かしさはどれほど盛衰を繰り返しても、変わらないものらしい。まあ、それだけいい加減至極ということは、御大層な帝国の夢よりも、もっと楽しげな夢を見せれば、そっちに乗り換えるかもしれんがな。きっと、それを学者どもは進歩とか言うんだろうよ」
　ヤムラスは赤い歯を見せて、歪んだ笑い声を漏らした。
　私は礼金を払おうと隠しを探ったが、出てきたのは数枚の銅貨だけだった。
「これでは足りないな」
「次に会う時でいい。どこで店を開いているかはわからんがな」
　蛇革のヤムラスはもう一度薄笑いを見せたが、その目には暗い陰りがあった。トリプロ街の薬師は人気のない朝の街路を歩み去った。
　シェミトと〈清月隊〉の剣士たちは神殿の広間の奥に座り込んでいた。昨日からの戦いで疲労困憊しているのは明らかだった。ネクツァン・カサラは目を覚ましていた。私が戻ると身を横たえていた長椅子から半身を起こしたが、傷が痛むのか顔をしかめた。
　私は最初にノップラントと話したことを伝えた。
「警邏隊の民議院突入に加勢したい者はそうしてくれ。兵士たちと〈赤い騎士〉を迎え撃ってもいい。何なら逃げてもいいんだ。自由だ」
「探偵殿はどうするのですか」
　年若の剣士が煤で黒くなった顔で言った。
「山車の後ろから今一度攻める。城門での攻防の最中ならば、ガラクス・グロウルはそちらに集中し、魔術の障壁も少しは弱まるだろう」
「山車のまわりにはまたぞろ市民が集まり始めているぞ。どうする」
　シェミトが険しい顔で言う。
　私は蛇革のヤムラスから聞いた話を皆に伝えた。
「疫病や様々な不安と不満を下敷きにして、水薬で人々を容易く惑わされるような具合にする。笛の音は一種の呪文で、それが引き金となり、皆、クァロニアン党のために自ら動き出すという仕掛けか」
　隠秘学者は半ば感心したようにうなずいたが、すぐに「何と悪辣な」と付け加えた。
「人々が惑わされやすくなっているのなら、こちらから逆に惑わせてみてもいいだろう。今度こそディパル・シェミトの出番だ。妙薬を使い、彼らを引き離してほしい。幻でも何でも人々を惹きつける術、蠱惑の呪文か何か、そういうものを知っているか」
「蠱惑の術か、それはまあ、知らぬわけでもないが」
　カルトーニア伯は咳払いをしながら帳面をめくり出した。
「そいつはおもしろそうだな」
　マルサールの声が聞こえた。広間の裏口の門柱に手をかけて、煤けた顔には無理に張り付けたような薄笑いが浮かんでいた。
「美形の皇子様に剣の美女を祭りの山車に載せて婚礼の儀、これも一つの人を誑かす魔術だ。騙されやすい民人を俺たちも騙してやろうじゃないか」
「しかし、何を以てして惑わすのだ。朝の路上で見世物でもやると言うのか」
　シェミトが帳面から顔を上げ、我に返ったように言う。
「朝から開いてる曖昧屋もある。人間様は獣とは違って一年中盛っている。伯爵様の魔術の助けがあれば、左岸の小屋に掛かる妖しい艶舞も人心に絡みつき取り込むことができるのではないか。大仰な帝国の夢で人々を騙しているのなら、俺たちは命の悦楽の夢で騙してやればいい。うんと艶めいた踊りで、もっと楽しい夢があることを思い出させてやればいい」
「ううむ、だが、そんなことが……」
　シェミトは呪文を探しながらも半信半疑の体だった。剣士たちからも躊躇いの声が聞こえる中、突然くぐもった笑い声が起こった。
「これは妙案かもしれぬ。武張ったことばかり考えるものではないな」
　半身を起こして話を聞いていたネクツァン・カサラが、くっくっと喉の奥で笑い声を上げていた。傷が痛むのか、脇腹を手で押さえている。
「ずっと夢に惑わされ、誑かされてばかりいた。いつか夢から覚めると思っていたが、どうやらそれは覚束ない。ならば、夢の深奥を極めてみるのもいいかもしれない。それが艶夢なら、なお一興というものだろう」
　彼女はそう言って、また笑った。その顔は、昨夜までの張り詰めたものが抜け落ちたようで、一見穏やかにも見えた。だが、目には笑いはなく、鳶色の双眸には熱に浮かされたような色があるようにも感じられた。
　カサラの言葉をそのまま受け止めていいのか、私にはわからなかった。夢に惑わされているのは、彼女自身なのか、フィオレームなのか、街の者たちなのか。帝国の再興を夢見るガラクス・グロウルもまたそうではないのか。あるいは私自身もそうなのかもしれない。
　私が守ろうとしているのは、サンジェリィの幻なのかもしれない。世界を巡る長い旅路の果てに帰り着いた幻の都、長き平和が続き、交易が繁栄をもたらし、芸術と学問が花開いた自由の街。それは怪しげな水薬と魔笛の響き、偉大な力の〈帝国〉というもう一つの幻に容易くかき消されてしまう夢幻なのだろうか。
　カサラには傷を負った剣士が昨夜来ついていた。その剣士がそっと私に耳打ちした。開明広場の戦いの最中、カサラはずっとうなされて、フィオレームやトルチェの名を呼んでいたのだという。
「同志に踊り子崩れの女がいる。色っぽい踊りが得意な奴で、警邏にしょっぴかれたこともある。あいつを急ぎ呼んでこよう。男役は俺がやろう、これでも役者だからな。演目はどうする？　『メナルカの誘惑』か、『ドーレフスカの娘』か、『湖畔の乙女と森の獣』か」
　マルサールが官能的な舞踊の題目を並べ立てると、カサラが言葉を挟んだ。
「待て、女役は私がやろう。これでも女だからな」
「師範、無茶なことを！」
　門弟たちが口々に止めたが、女師範は意に介さなかった。
「私には人を惑わす魅力がないとでも言うのか。お前たちの中には剣術よりも私が目当てで通っていた者もいるのではないか」
　女師範は唇の端に艶めかしい笑いを浮かべた。剣士たちの中には顔を赤らめた者もいるかもしれないが、皆、煤と埃で薄汚れていて、よくわからなかった。
「恥じることはない。それも心得た上で女師範などやっているのだ。幾らかつまみ食いもしたしな」
　フィオレームやトルチェとの情事がつまみ食いとも思えなかったが、誰も何も言わなかった。カサラは一人くすくすと笑った。
　マルサールは目を細めて、女師範を頭から足先まで無遠慮に見た。
「王宮に入り込んだ時は、なかなか見事な艶姿だったな。だが、君は踊れるのか」
「剣技のためにクザークの剣舞など、それなりに学んだことがある。二振りの剣を操るには肢体の動きの調和が大事故にな」
「なるほど、そりゃあいい。危なくなったら、そのままちゃんばらもできる」
　マルサールは芝居じみた仕草でうなずいた。
「その体で踊りなどできるのか」
　私の問いにカサラは門弟の手を借りながら立ち上がり、手足を動かして見せた。
「骨は折れていない。筋も大丈夫そうだ。剣は軽い短剣を使おう。短い時間なら大事ない。その間に何とかしてくれ。今度こそ頼むぞ、カルトーニア伯爵」
　カサラは腕をのばし、隠秘学者の手を取った。
「うむ、できる限りそうしよう」
　シェミトはいささか困惑気味の顔で返事をした。カサラは一瞬笑みを浮かべたが、すぐに眉間にしわを寄せ、その場に倒れそうになった。側にいたレネヴェイトが抱きかかえたが、額には脂汗が滲んでいた。
「師範、無理は止めてください。ここは〈緋の兄弟団〉の踊り子に任せましょう」
　レネヴェイトの言葉にカサラは首を横に振った。
「いや、私にやらせてくれ」
　彼女は弟子の腕の中でかすれた声を出した。カサラは蠱惑の魔術の力を借りて、フィオレームを我が手に取り返そうとしているのではないか、そんな考えが頭に浮かんだ。クァロニアン党の野望を砕くことよりも、失われた情人を取り戻すという執着にも近い思いが、彼女を突き動かしているのではないのか。
　カサラはレネヴェイトの腕にすがって、立ち上がろうとした。彼女の手が高弟の左手にかかり、緑の手袋が脱げ落ちた。カサラはその手をすがるようにつかんだ。
　短い「あっ」という声が聞こえたが、それが女剣士の口から出たものか、その弟子から発せられたものかは、よくわからなかった。二人の声が重なっていたのかもしれない。
　しばらく二人はその場に固まったように動かなかった。私は胸の落葉の護符がほのかに熱を持つのを感じた。
　カサラがレネヴェイトの左手を握ったまま胸の辺りに持ち上げた。奇妙な色合いを帯びた剣士の左手は、わずかに金緑色の光を放っているように見えた。
「これは……いったい何だ。何かが私の中に……」
　青ざめて見えたカサラの頬に血の気が戻って行くのがわかった。頬には薄く薔薇色が浮かび、唇は紅を差したように赤みを増した。
「おお、痛みが薄れていく。力が満ちてくるようだ。レネヴェイト、いったいこれは……」
　背筋をのばした女剣士の傍らで、レネヴェイトは背を丸めて、足をふらつかせた。先刻とは逆にカサラが弟子の体を支えるようになり、長椅子に座らせた。
　シェミトが駆け寄り、まだかすかに光っているように見える剣士の左手を確かめた。
「ナディ媼の術か。この手には癒やしの力が授けられていたのか」
「そういうわけではない」
　レネヴェイトは弱々しく首を振り、オレンナディの療治の話をした。
「〈精霊の泉〉とやらの霊力が残っていて、師範殿に流れ込んだ、そういうことか。待てよ、あの地底の川はロラストに源流がある可能性があるか。いや、ロラストでは遠過ぎるか……」
　シェミトは腕組みをして〈精霊の泉〉と〈銀の水〉のつながりについて、ぶつぶつと独り言ちた。すぐにも屋敷に戻って、古びた本の山に分け入りたい気分なのだろう。
「レネヴェイトは大丈夫なのか」
　カサラの心配げな声に、シェミトが我に返ったように答える。
「恐らくは余剰の力が流れ込んだのだろう。師範殿が活力を吸い取るような邪術を使ったわけではない。しばらくは休んだ方が良いだろうがな」
　レネヴェイトは左手を振って大事ないという仕草をすると、手袋を拾い上げてはめなおした。顔色はまだ青いようにも見えた。
「これは〈太古の精霊〉とやらの思し召しということか。師範殿、剣の舞の妙技を見せてもらうことはできるか」
　マルサールがそう言うと、カサラはしばし手足を試すように振り動かした。自分の体の動きに満足したのか、わずかに微笑むと、両手に見えない剣を持ち、軽やかな動きで回り、身をくねらせ、素早く左手を絵描きの首に絡ませた。架空の切っ先を男の喉元に突きつける仕草には、妖艶と残酷が同居しているように見えた。
「ふう、喉を裂かれるかと思ったよ。振りを間違えないでくれよ」
　絵描きは笑ってそう言い、女剣士も笑みを浮かべて腕を解いたが、二人の視線は絡み合ったままのようにも見えた。
　レネヴェイトの側で踊るカサラを見ていたシェミトが静かな声で言った。
「師範殿、水を差すようだが、今のその力が長く続くとは思わない方が良い。レネヴェイト殿の左手が、再度力を発するという証しもない。私は呪術医ではないし、ナディ媼の術を詳しく知るわけではないが……」
　隠秘学者は最後に言葉を飲み込んだようにも見えた。〈赤い騎士〉やナイクロア皇子を動かしている術と同様と言いたかったのかもしれないが、わからない。
「わかっている。伯爵殿の魔術が頼りだ。頼んだぞ。朝の路上で閑古鳥の鳴く艶舞を舞ったとあっては、末代までの恥だからな」
　女剣士は声を出して笑った。神殿の広間に広がった響きは虚ろなものに聞こえた。シェミトは黙ってうなずいた。
「ここはオーレルの神殿だ。巫女や神官が祭りで舞う衣裳があるはずだ。皆で探そう」
　マルサールがそう言い、私たちは広間の奥の物置を物色して、それらしい薄物の衣裳や小道具、楽器を引っ張り出した。
「蠱惑の魔術はオーレルの神様もお認めになっている」
　革命家は手にした薄紫の衣裳を日にかざし、透ける様を見ながら笑った。
　栄えの大路の様子を見張っていた剣士が駆け戻ってきた。
「〈赤い騎士〉はもう間もなく城門前に到達します」
「山車の後ろの人出はどうだ」
「三百、いや、もっといるでしょうか。ほとんどが街の者たちです。笛と太鼓に合わせて踊りながら進んでいます」
「ディパル・シェミト、呪文はどうだ」
　隠秘学者は私たちが衣裳を探す間、帳面と首っ引きになり、しきりに口中で何事かつぶやいていた。
「ああ、これではどうだろうか。アルオリクの秘術第七の呪文、酔いたる男女を陶酔の極みに誘い、喜びの舞を踊らせ、なべて天上の悦楽の園に運び……」
「山車のまわりの者たちは酒は飲んでおりませんが」
　見張りの剣士が言うとシェミトは答えた。
「すでに魔術にかかっているのだとすれば、それは酒に酔っているのと同じようなものだ。ザオシャーンのチャザン道士はそう言って呪文を唱える代わりに酒を飲ませ……」
　酒仙らしい道士の話を最後まで聞いている時はなかった。
「その話はいずれまた聞こう。準備を急ごう」
 
 
　　　　四十三
 
　〈清月隊〉の剣士たちは、誰も民議院の方へは行かなかった。私たちは神殿の裏手から出ると、栄えの大路と平行して走る細い路を王宮の方へと急いだ。
　マルサールは裾の広い青い洋袴に黄色の繻子帯、裸の上半身には白地に色とりどりの刺繍を施した胴着を羽織り、頭には銀の頭環、ネクツァン・カサラは黒い腰布の上に同じく黒の薄絹をまとい、揃いの黒い胸当ての上に紅色の短い上着を羽織って、肩や脇腹の傷を隠した。金の頭環からは黒い面紗が下がり、化粧と共に頬の傷を覆った。二人とも首飾りや腕輪に足輪等々で身を飾っていたが、金銀は鍍金、宝石は硝子玉なのか、どこか安手の感がある。
　血と煤と埃まみれの私たちが、派手な飾り物を身に着け肌も露な二人を守って進む姿は奇妙なものだったに違いないが、大路近くの住人たちは逃げ出したか、山車行列に身を投じたか、誰も見る者はいなかった。
　家並みの向こうからは〈赤い騎士〉の足音と鎧の軋む音、山車の車声と太鼓と笛の音、人々の声が聞こえてくる。
　私たちは路地から様子をうかがい、山車の後ろ百イート（約三十メートル）ばかりのところで大路に出た。合流した〈緋の兄弟団〉の同志の一人が神殿の物置から引っ張り出した柄付きの手持ち太鼓を叩き始めた。左岸の芝居小屋で楽士などしている男なのだという。
　楽士は巧みに手持ち太鼓を打ち鳴らし、軽妙だが、どこか艶めいた調子を作り出す。山車から響く太鼓の音に合わせるかのようでいて、少しずつ調子をずらしているようにも聞こえる。
　その律動に合わせてマルサールとカサラが踊り始めた。カサラは両手に短剣を持ち、艶やかに腕を振り、腰を振り、乳房を揺らす。時に二振りの剣を鐘のように打ち鳴らし、太鼓の音に色を添える。マルサールはそのまわりを跳ねるように動いては、女に腕をのばして誘いかけるような振りを繰り返す。手を叩き、掌で自分の尻を打つ滑稽な仕草も重ねる。
　山車行列の最後尾の人々が新たに加わった奇妙な三人に目を向けた。踊る二人を取り巻き、何事かとしげしげと見入る人の輪ができ始める。
「ディパル・シェミト、今だ」
　大路に面した建物の影で私は隠秘学者をうながした。
「うむ」
　シェミトは張り詰めた面持ちで、懐紙から丸薬を取り出し、ごくりと飲み込んだ。すぐさま大路に出ると、手帳を開いて呪文を唱え始める。
「アルオリク、スパイリ、ボノボーレ。踊れ、踊れ、歌え、歌え、この美味し酒に溺れ、恋情の熱き呪文を聞け、生に溢れる呪いを聞け、踊れ、踊れ、踊れ、歌え、歌え、歌え、アルオリク、クィラテラム、タールネク。この火酒に酔い痴れ、震える乳房とそそり立つ一物、踊れ、踊れ、女も男も、歌え、歌え、老いも若きも……」
　側にいた剣士が困ったような顔をして私に聞いた。
「これは本当に効くのですか。どこぞの娼家の軒先から聞こえる戯れ歌のようにも聞こえますが」
「そう聞こえなくもないが、やってみるしかないだろう」
　剣士は黙ってうなずいたが、訝しげな面持ちは変らなかった。
　しばらくは何も起こらなかった。行列の後ろで舞い踊るカサラとマルサールのまわりには人々が寄ってきては離れていく。一緒にまわりで踊る者もいたが、せいぜい十人程度で、山車の行列を大きく崩すまでにはいかない。
　私たちは山車が進むのに合わせて、大路の端を木々や家々の軒に隠れるように進んだ。山車の前方では〈赤い騎士〉が一歩一歩王宮へと近づいていく。王宮の方から喊声らしきものが聞こえてくる。ノップラント率いる警邏隊が民議院に突入したのだろうか。
　カサラの踊る姿に幾許かの疲れが見え始める。動きに切れがなくなり、マルサールと息が合わなくなっているようにも見える。レネヴェイトから注ぎ込まれた力が尽きようとしているのだろうか。
　だが、シェミトの呪文は陶酔の色を濃くし、栄えの大路に響き渡る。
「踊れ、踊れ、踊れ、アルオリク、スパイリ、ボノボーレ。歌え、歌え、歌え、アルオリク、クィラテラム、タールネク。生命の美神よ、美味し酒の陶酔がその名を我にささやく。我らを生と性の悦びで満たしたまえ！　艶美なる女神よ、今こそ我らを魅了したまえ！」
　天を仰ぎ、時に裏返った声で叫ぶその呪文は、ウォモレン（共通語）と聞き覚えのない別の言葉が二重三重に重なったもののように聞こえる。自称〈魔術師の弟子〉はもはや手帳は見ていなかった。
　鼓手もまた、自らも踊り手となったようにカサラとマルサールのまわりを跳ね回り、尋常ではない激しさで手持ち太鼓を打ち鳴らす。
「悦楽の女神、恍惚の女神よ、今こそ、我らを魅了せよ！　ヨーラ、ヨーラ、ヨーラ！　我らに生の自由を！　今こそ、この地に再び快楽の都を出現させたまえ！　背徳の女神よ！　ヨーラ、ヨーラ、ヨーラ！」
　ディパル・シェミトが声を限りにそう叫んだ。手持ち太鼓が一段と激しく打ち鳴らされ、皮一枚、撥一本の鼓声とは思えない響きは、山車からの楽の音をかき消さんばかりに鳴り響いた。
「そういう呪文だったのか」
　私は思わずそう口走った。シェミトは酒神アルオリクの呪文と言っていたはずだったが、今は別の神の名を叫んでいた。クァロニアン帝国の世よりもはるかな昔、サンジェリィが美と退廃の都シェラドゥーアとして知られていた往時の邪美神を称える呪文をここで聞くことになるとは思いも寄らなかった。
　かつて私はヨーラを復活させようとする企みを阻止したことがあった。だが、ヨーラの復活には魔石〈ハルロッツの瞳〉が必要ではなかったのか。割れた魔石の欠けらは失われたのではなかったのか。あるいは赤きヘザイア星が天空の定まった位置に輝く星辰の動きが必要ではなかったのか。夜も明けたばかりの空のどこに星が見えるというのか。
　突然、空が暗くなった。厚い黒雲が沸き起こり、朝の光を遮った。辺りは夜明け前か黄昏時のような薄闇に包まれた。黒雲の中にさらに黒い穴が開く。その穴の中には奇怪なことに夜空のように星々がきらめいている。そこに一際大きく輝く星が見える。深紅の星がぎらぎらと瞬いているのが見える。
　陽が遮られたにもかかわらず、辺りは奇妙な生暖かさに包まれた。どこからともなく甘い香りが漂ってくる。路上に撒き散らされた花びらからだろうか、いや、もっと生々しい、花や果実に顔を押しつけているかのような甘美な香りが辺りに満ちる。
　赤星の光が地上を照らし、人々の姿が赤く染まって見える。力を失いかけているかに見えたカサラの剣舞は勢いを取り戻し、憑かれたように打ち鳴らされる手持ち太鼓の響きに合わせて、激しく舞い踊る。マルサールが腕をのばし抱き寄せる仕草を見せれば、両手の短剣が既のところで男をかすめて突き放す。二人のまわりに赤い渦が巻き起こり、広がっていくように見えたのは、魔術による幻視だったのだろうか。
　踊る二人を取り囲む人々の数が急に増えていく。十人ばかりだったものが、二十となり三十となり、山車の後ろから人々が流れ出ては新しい人の渦に吸い込まれていく。
　カサラは踊りながらも、渦を為す人々一人ひとりに艶めいた視線を送り、赤い唇をまくり上げ、濡れた舌を蠢かす。マルサールもまた、集まる人々に秋波を送り、妖しげに腰を振り、指をくねらせる。
　踊り手のまわりの人々は興奮し、飛び跳ね、くるくると回り、手持ち太鼓の音に合わせて踊り出す。定まった振りがあるわけではなく、ただ、太鼓の律動に身を任せて、腕を上げ、尻を振り、足を踏みならす。上気した顔には陶酔の面持ちが浮かび、言葉にならない間の手や掛け声叫び声がほとばしる。
　シェミトの呪文もいつしか手持ち太鼓の音と人々の声と調子が合い、律動に乗った祭文のように聞こえる。踊る人々の間からも呪文を唱和する声が聞こえたように思えたのは、幻聴だったのだろうか。
　人々の熱狂は見る見る高まり、踊りながら誰彼構わず抱きあっては接吻を交わす。次々と服を脱ぎ捨て、踊り狂い、互いの肉体を撫でさすり、路上で情交に及ぶ者まで出始める。
「これは、これは何事ですか、いったい何が！」
　そう叫んだ若い剣士は顔を赤らめ、自分でも気付かないのだろう、股間を押さえていた。
「こういう結構な神もいたってことさ。仲間に加わるかい？」
　若者は恥ずかしげに首を横に振ったが、視線は路上の乱痴気騒ぎに吸い寄せられてしまうようだった。
「今は我慢だな。行くぞ！」
　私たちは踊る二人へと引き寄せられる人々とは反対に山車の方へと走った。数百人はいた山車後方の人々は次々ともう一つの祭りに魅了されて、我勝ちに走り寄っていく。まだ十数人が山車の間近には残っていたが、皆、後ろで起こっている奇妙な騒ぎに耳目を奪われ、心ここにあらずといった面持ちになっている。それどころか、山車の上の帝国の兵士たちも路上に沸き起こった人の渦に目を注いでいた。
　私は先頭を切って山車に駆け寄り、ファバーン剣を突き入れた。結界が青い火花を散らしたが、昨夜よりは手応えが弱くなっているように感じた。昨日の夜襲は無駄ではなく、ガラクス・グロウルの魔力にも限りはあるのだろう。
　私は魔術の障壁にファバーン剣を打ち込み、切り裂こうとした。青や紫の火花と稲妻が走り、奇怪な渦巻きが宙に浮かび上がる。櫓の上の帝国兵が気付いて投槍や矢を放とうとする。剣士たちが駆け寄り、私の周囲を盾で囲む。
　飛び道具を使うとその瞬間、結界が緩むのだろうか、私は波のように動く妖術の壁に敵兵が矢を放つその時を狙って、古の魔剣を強く打ちつけた。青白い炎が上がって宙に裂け目のようなものが現れる。さらに斬りつけると、裂け目から歪んだ渦が広がり、剣に手応えがなくなった。
「破れたぞ！」
　私たちは山車の後方から台車に突進した。魔術の障壁で守られていたせいか、あるいは別の強力な魔術がかけられているのか、台車に手をかけて押している男たちは体に汗を浮かべて仕事を続けている。私は彼らの体を踏みつけるようにして山車の台車に飛び乗った。魔笛の音が聞こえてくるが、シェミトの術の力で相殺されているのか、剣士たちも惑わされずに後に続く。
　一層目の敵兵を剣士たちに任せて、私は櫓後部の幕を切り裂いて、絡繰り仕掛けの太鼓が打ち鳴らされている中に飛び込んだ。
　間近で響く太鼓の音は、はらわたが震え、骨が鳴るかのようだった。その中でも笛の音だけは奇妙にくっきりと聞こえてくる。だが吹き手の姿は見当たらない。
　二層目に登ると左右から帝国兵が斬りかかってきた。剣を打ち払い、槍を薙ぎ払い、勾欄から突き落とす。妙薬の効き目、いやシェミトの心身はそう長くは持たないだろう。ヨーラそれ自身を呼び出したわけではないだろうが、その眷族にせよ、あるいは何らかの妖力にせよ、この先にどういう事態をもたらすのかはわかりはしない。カサラの体がいつまで持つのかも気掛かりだった。
　襲いかかってきた兵士の右腕を剣もろとも切断する。不死の術が効いているのか、帝国兵は泡を吹きながら、左手で勾欄に引っ掛かった自分の右手をつかみ、振り回す。右手はまだ剣を握ったままだ。奇妙な角度で迫る刃を避けようとすると、背後から別の兵士が剣を突き入れてきた。肩口を刃がかすめ、痛みが走る。危うく、露台から落ちそうになる。
　その時、突然凄まじい破裂音が響き、近くの並木の一本が半ばからへし折れた。木っ端と葉が飛び散り、倒れた木が道沿いの家の正面を半壊させる。
　山車も大きく揺れたが、私はかろうじて勾欄につかまり、落下を免れた。片腕となった兵士は自分の腕を持ったまま、路上に落ちた。背後の兵士は私同様勾欄を握っていたが、次の一撃は私の方が早かった。敵兵は喉笛から血の泡を吹いて上半身を露台から突き出して動かなくなった。こちらは〝生身〟だったのかもしれない。
　もう一度、爆発が起きた。今度は山車のすぐ先の建物の二階が粉々になり、瓦礫が飛び散り粉塵が舞い上がる。
「大砲だ、誰かが大砲を撃っている！」
　下から剣士の一人が叫ぶのが聞こえた。
 
 
　　　　四十四
 
　砲弾が炸裂したのは大路の右手、東側の建物だった。反対側に目をやると、大路に開いた路から煙が上がっていた。ずんぐりとした荷車に載った筒状のものが路をやや入ったところに見えた。そのまわりに色とりどりの幅広の腰帯を締め、偃月刀や銛を手にした者たちがこちらをうかがっていた。
「海賊だ、トリフェザの奴らが来たぞ、味方だ！」
　私は下の剣士たちに怒鳴った。「おおっ！」という歓声が上がる。
「撃て！」
　聞き覚えのある声が西側の路から聞こえた。大砲が火を噴き、今度は山車の後ろ側の建物の壁に大穴が開いた。砲弾は導火線の具合がよくなかったのか、建物の中で破裂して、外壁や窓を吹き飛ばした。間近から跳んでくる破片で右手にいた帝国兵の頭が吹き飛んだ。
「どこを狙ってるんだ、莫迦野郎！」
　ホッピーズの怒鳴り声が聞こえた。
「ホッピーズ、今は撃つな！　味方が山車の上だ！」
　私は声を限りに叫んだが、〈夜の執事〉は聞こえていないのか、「さっさと弾を込めろ」という声が聞こえた。
「ホッピーズ、スナブ・ランケンだ、撃つな、今、山車の上だ！」
　今度は声が届いたのか、革鎧に長沓を履き、偃月刀を手にした小男が大路に飛び出してきた。
「おう、探偵じゃねえか！　遅くなったな、海軍の間抜けどもを相手にしたり、こいつを陸に上げたりで手間取っちまってな」
　ホッピーズは後ろの大砲を肩越しに指し示した。
「ああ、それは結構なものだが、今は撃つな！　撃つなら〈赤い騎士〉だ！」
　ホッピーズは大路の左手、ゆっくり歩き続ける巨人に藪睨みの目をやった。
「あれが〈赤い騎士〉か！　くそったれめ、なんて化け物だ。あそこまでこいつを持っていくにはちっと時間がかかるな。まずは手近な方から行くぜ！　野郎ども、あの輪っかのついた船を沈めるんだ！」
　海賊上がりの男は振り向きざまに叫んだ。「おう！」という鬨の声とともに、海賊たちが西から栄えの大路に突入した。
　山車のまわりの兵士たちは砲弾の炸裂に驚き、敵の姿を求めていたが、押し寄せた海賊たちにさらに驚きを大きくすることとなった。山車の前方には引き手の市民やそれを取り巻く者たちも残っていたが、突進してくる海賊たちを見て、大半が逃げようとした。後方からは押し手の大きな掛け声が響いたが、栄えの大路の中ほどで山車はほとんど進まなくなった。
　その時、笛の音が響いた。節を持った音曲ではなく、ただ、鋭く甲高い音がさらに高まり、耳に痛みを感じたかと思うとすぐに聞こえなくなった。
　すると路沿いに並ぶ家々の路地から暗灰色の塊が飛び出してきた。無数の鼠人間が長い爪と飛び出した前歯を光らせて、海賊たちへと向かった。
「お頭の屋敷を襲った化け物だ！　斬れ、斬れ！　一匹残らず皆殺しにしろ！」
　ホッピーズの怒声が響き、山車のまわりは混沌とした戦いの場となった。海賊たちは突如として現れた奇怪な敵に驚きながらも、反り身の刀を振り回し、鼠人間を次々に血祭りにあげた。毛皮の怪物たちは鋭い爪で海賊たちを切り裂き、素早い動きで剣をかわしては、突き出た歯で噛みつこうとする。
　その乱戦の中に炎が見えた。一瞬、砲撃によるものかと思ったがそうではなかった。鼠人間とともに現れたのだろうか、歪んだ人間の輪郭を持った炎の塊が踊るように飛び回っている。炎の中にはちらちらと黒い影が垣間見える。もはや顔貌などわかりはしないが、モウズナーであることは間違いないだろう。
　火炎の怪人は口と思しき辺りから火を吹き、炎に包まれた海賊が絶叫して転げ回る。モウズナーはもはや敵味方の別もわからないのか、近くのものすべてに炎を吐きかけ、近づいた鼠人間もまた毛皮を燃え上がらせてのたうち回る。
　狂気じみた笑い声を上げながらモウズナーは山車のまわりを跳びはねて、炎を吐き散らした。ヨーラの魔宴は生の宴と言えるかもしれないが、モウズナーのそれは命を焼き滅ぼす乱舞であり死の宴だった。
　だが、海賊たちは手をこまねいているわけではなかった。大砲のまわりに残っていた射手から、何本もの矢が炎の怪人目がけて放たれた。山車の上からはイチョンとその弟子が強弓を射掛ける。モウズナーの燃える体には何本もの矢が突き立ったが、それでも火炎の怪物は高笑しながら、炎を吐き続ける。
「燃えろ！　燃えろ！　すべて燃えてしまえ！」
　炎魔が笑いながらそう叫ぶのがかろうじて聞き取れた。
　二層目にいたラファーマが山車から突き出していた槍を手に取ると、モウズナーの頭上へ跳んだ。両手で握った槍は燃える怪人の脳天を貫き胸から飛び出した。
　異様な笑い声は止み、モウズナーは槍を軸に体を回すような動きでふらふらと歩き、山車に燃える体をもたせかけるようにして動かなくなった。
　海賊たちからどっと歓声が上がり、勢いづいた海の荒くれ者たちは、鼠人間を斬り伏せて山車に肉薄する。山車の上の帝国兵たちは私たちと戦うだけでなく、間近に押してきた海賊たちにも弓矢と槍で応戦を強いられた。
　私は三層目の露台の縁に手をかけて、体を引き上げようとした。生暖かくざわざわとした手触りのものが手に触れた。感触のおぞましさに思わず手が離れ、危うく山車から落ちそうになった。
　二層目の勾欄に腰が当たって落下は免れた。上を見ると、上層の露台の縁から黒いものが垂れ下がっている。黒い毛に覆われた不定形のものが露台の縁と勾欄の間からずるずると滑り落ちてくる。
「素晴ら……素晴らしい祭りですね。ロキ……ロキオネンスのお祭りでも……こんなに盛り上がりはしないでしょう」
　黒いものが不明瞭な声を発した。途切れ途切れのはっきりとしない言葉でも、その甲高い嫌味な音声は黒のニケンジェのものに違いなかった。
「あなたのご友人は……たいした術者だ。宙を歪ませ、ヘザイアの赤光で人々を照らし、今なお彷徨う妖美の神の残香をかきたてた……ヨーラの祭りの残映を現世に現出させるとは……」
　黒い毛皮に覆われたものは、まるで蛸のように体を伸縮させ、私の前に降り立った。黒い毛布のような塊の中から桃色の細い手が出て、山車の後方で踊り狂い、誰彼なく交わっている数百の人々を指差した。山車のまわりの戦いから逃れた人々もまた、吸い寄せられるように赤い光の中に飛び込んで、狂騒に加わっていく。
「あちらでは生の宴が、こちらでは死の宴が……素晴らしい！」
　黒のニケンジェは耳障りな笑い声を上げたが、口がどこにあるのか見定めることはできなかった。
「この狂乱がお前の望みか」
「近頃、この街は……静かすぎましたからね。地の底に折り重なる亡霊たちも、さび……寂しい想いをしていたのです。街の焼けるにおいがしない、人々の泣き叫ぶ声が聞こえない、流れ出る赤い血が地の底まで滴り落ちてこない……寂しい、ひもじい……そこに折よくも妄言を吐く者たちが現れた……お手伝いをした甲斐がありましたよ……」
　熱風が辺りに渦巻き始めた。モウズナーの骸から燃え移ったのだろうか、山車の下方から炎が上がり始めている。逸れた砲撃で破壊された家からも火の手が上がっている。
「街が……燃える。アシリアの舞台にまた一幕が加えられる……」
　黒のニケンジェと地底の絡繰り人形との関わりを問い質している暇はなさそうだった。不定形の黒い毛皮の中から桃色の手が突き出し、その手には縦笛が握られていた。
「あなたも踊りましょう。もっと……もっと祭りを……終わりなき生と死の宴を……」
　毛皮の中から桃色の鼻面が現れた。私はそれが笛に近づく前に剣を振りおろした。ファバーン剣が縦笛に打ち当たると、衝撃が体中に走った。鋼の棒に斬りつけたかのようだ。緑色の光が刀身を走る。
　黒のニケンジェの体は破裂したかに見えた。黒い毛皮が八方に広がり、私を押し包もうとする。ひどい悪臭が襲い、息が詰まりそうになる。
　私は剣を毛皮の中心に突き入れた。化け物の広がった体が私をその中に包み込む。黒い闇の中に無数の顔が浮かび上がった。苦痛に悶え、快楽に酔い、悲嘆に暮れ、歪んだ笑いを浮かべる無数の顔、老いた者も若い者も女も男もいる。数多の笑い声と泣き声が重なり、響きあい、渦を巻く。無数の人々の顔もまた流れて渦を巻き、溶け合い、混沌の流れとなって私を押し潰そうとする。
「楽園へ、安らぎの場所へ」
　目の前に銀の薄物をまとった女の姿が浮かび上がった。銀色の髪に鋼玉の瞳の女はほのかな笑みを浮かべて、小さな手で手招きをする。
「地上の地獄はもう十分、地底の楽園へ」
　柔らかな声が歌うようにそう言う。アシリアの滑らかな肌にわずかに見える継ぎ目が急にくっきりと浮かび上がる。それは黒く太くなり、〝彼女〟は人形然とした姿となり、その瞳に悲しげな色が宿った。
　アシリアの肌は色褪せ乾いて硬くなり、剥がれ落ちていく。剥がれた下には血肉はなく、深く黒い闇が広がっていた。そこに一瞬だけ、別の女の姿が幻のように見えた。アムアッサの黒髪と菫色を帯びた瞳がぼんやりと浮かんで、すぐに消えた。
　私は黒い闇をファバーン剣で二度三度と斬り裂いた。突然視界が開けた。山車の櫓の上には黒い毛皮とどろどろとした粘土状の塊が飛び散っていた。
　露台に転がっていた縦笛を私は拾い上げた。見たところはただの木製の笛だったが、刀傷はどこにもついていなかった。
　私は笛を懐に収めると、散らばっている黒い塊に剣先を突き刺した。ファバーン剣で貫くとそれは鼠そっくりの甲高い鳴き声を上げた。黒のニケンジェだったものは嫌なにおいを発し、青白い炎を上げて燃え始めた。目に付くすべての黒い塊を始末すると、私は三層目へと櫓をよじ登った。
 
 
　　　　四十五
 
　櫓の中央、柱に囲まれた黒い紗幕の中から低い重い声が聞こえていた。その声を聞いた途端、胸の辺りに重苦しいものが込み上げてくるような気がした。落葉の護符が熱を持ち始め、その温もりが幾許か胸の不快なものを和らげてくれた。
　紗幕の中からの声は意味の取れない詰屈怪異な呪文だったが、どこか余裕のない気配が感じられた。ガラクス・グロウルに焦燥を感じさせることが私たちはできているのだろうか。
　下層から炎と煙が昇ってくる。海賊たちの叫び声と鼠人間の耳障りな鳴き声が聞こえる。人々が乱舞し獣のように交わる声も聞こえてくる。まだ妙薬の効果は切れていないのだろうか、暗雲の中から赤い星の光が大路に降り注ぎ、炎の朱色と入り交じって、辺りを毒々しい色合いに染めている。
　私はフィオレームの出現を予期して上の層に目をやった。櫓の角から突き出た銀の突起物の先に青白い光が灯っていた。目の前の紗幕から途切れなく聞こえる低い呪文に交じって、何かが擦れるような音、唸るような音が聞こえた。ガラクス・グロウルは新たな怪異を引き起こそうとしているのだろうか。
　私は剣先で黒い薄衣を切り払った。ファバーン剣は痺れるような感触を伝えてきたが、紗幕はただの布きれだった。四本の柱に囲まれた六イート（約一・八メートル）四方ほどの間の中央に黒い頭巾を目深に被った姿があった。足を組んで座り、こちらに背中を向けている。
　途切れなく呪文を唱え続けるその背中に私はファバーン剣を突き刺した。ガラクス・グロウルは大柄な体をびくんと奮わせたが、呪文は止まなかった。
　私は剣を一度引き抜き、袈裟懸けに斬り下ろした。刃が肩口から背中まで食い込み、魔道士は総身を痙攣させながら、仰向けに倒れた。逆さまになった顔が黒い頭巾からのぞいた。
　見覚えのある顔だった。額には「帝国万歳」の文字が崩れて残っている。昨日、凱旋広場で肩に斬りつけた〈旭日隊〉の男だ。長衣の下の血まみれの服には十六矢日輪の徽章が付いていた。
　肌は異様に鉛色を帯び、大きく裂けた傷口から流れ出すどす黒い血は奇妙に粘り気があり、油のようにゆっくりと滴り落ちた。
　逆さになり白目を向いた男の唇はまだ震えるように動き、呪文を唱えていた。喉仏の下の辺りに鈍い銀色の釦のような物が張り付いているのが見えた。それを囲んで、青黒い奇妙な文字らしきものが肌に書かれていた。
　男の目がぐるりと動き、濁った瞳が私を見た。鉛色の顔が強ばって笑い顔らしきものを作った。呪文が途切れて、かすれた嘲笑のような声が粘つく泡とともに唇から漏れ出した。
　私は死骸の喉の釦目がけて、剣を振り下ろした。骸の首は半ば切断され、釦のような物は外れて転がった。声は止み、男は動かなくなった。
　山車がぐらりと揺れ、柱に手をかけて体を支えると、その手に大きな振動が伝わってきた。何かが軋む音、唸るような音が大きくなった。
　私は男の死体が転がる間を通り抜け、紗幕をくぐり、三層目前方の露台へ出た。上層を見上げたが、そこには何もなかった。四層目の櫓は下層とつなげていたらしい何本かの柱を残して、丸ごとなくなっていた。
「上だ！　見ろ、上だ！」
　路上から誰かの叫び声が聞こえた。
　見上げると奇妙なものが宙に浮かんでいた。消失した四層目の櫓がそこにあった。白い七角形の露台を囲んだ金の浮き彫りのある勾欄に手をかけて〈白銀と紫衣の剣士〉とナイクロア皇子がこちらを見ていた。二人の背後には長身の黒衣の魔道士が立っていたが、頭巾の影で顔は見えない。
　かつてイーテン帝国の辺境で飛翔機なるものに乗って空を飛んだことがあったが、それには機械仕掛けの虫の翅のようなものが付いていた。だが、今、目の前に浮いているものには翅も翼も見当たらなかった。火箭のように火を噴いているわけでもなかった。いかなる妖術によるものなのか、それは空中に浮いていた。露台の下、七つの頂点からは鈍い銀色の棒状のものが突き出し、その先端には青白い光が灯っている。櫓の下方の空気が陽炎のように揺らめいているようにも見えたが確とはわからない。
「スナブ・ランケン、御主とその剣を炎の中に葬り去るのは誠に惜しい事ではある。だが致し方あるまい。いずれ、灰となった御主の骸から古の剣を取り上げることとしよう」
　ガラクス・グロウルは低い唸りのような笑い声を上げた。その前でナイクロア皇子は青白い顔でうなずき、フィオレームは冷たい嘲笑を浮かべた。
　ガラクス・グロウルは黒衣の袖から長い骨張った指を出して、奇妙な形にくねらせた。関節が尋常ではない曲がり方をしているようにも見えた。
　山車の下層から燃え上がる炎が急に勢いを増した。炎と煙で下の様子はよく見えないが、すでに山車は動きを止めていた。下で戦っていた剣士たちは逃れることができたのだろうか。海賊たちは鼠人間を駆逐したのだろうか。
　私は三層目をぐるりと回り、降りられる場所を探したが、炎は四方に回っていた。ここで焼け死ぬ気はなかった。一か八かで飛び降りるというのが最善の策だろうか。だが、路上にうまい具合に死体が転がっている証しはなかった。
　幾らか火の手が弱そうな所で勾欄に手をかけた時、下から怒鳴り声が聞こえた。
「探偵、生きているか！」
　ホッピーズの声だった。
「もうじき死ぬかもしれんな」
「そうはさせねえ。今、縄を架ける。それで滑って降りろ！」
「僕は海賊じゃないんだが」
「四の五の言うな！　目印になるように剣を振り回せ！」
　私は煙を払うように大きく剣を振った。すぐさま鉤のついた縄が飛んできて、すぐ側の勾欄に引っ掛かった。警邏たちよりも腕は確からしい。
「すぐ降りろ！　火が回るぞ！」
　魔術で増した火勢はすでに三層目にも燃え移っていた。躊躇う暇はなかった。私は革の腰帯を引き抜き、縄に輪をかけると、それを握って山車の上から身を踊らせた。
　一瞬、炎と煙が体を包み、髪が焦げる音がした。だが、次の刹那には私は大路の石畳の上に転がっていた。誰かが桶に入った水を私に浴びせかけた。
　縄をつかんでいた海賊たちから歓声が上がった。〈清月隊〉の剣士たちが駆け寄ってくる。
「探偵で食えなくなったら、島で海賊でもやるんだな」
　差し出されたホッピーズの手を握って、私は立ち上がった。
「船には昔、大分乗った。もう十分だ。鼠どもはどうした」
　見回すとまだ幾らか残った怪鼠が路地や建物の中に逃げ込もうとしていた。辺りには毛皮の死骸が幾つも転がっていたが、現れた数からすれば少ないような気もした。
「急に揃って逃げ出しやがった。お前が親玉の化け物を殺ったからだろう。で、これはどうなっているんだ」
　元海賊は右手で山車の後方で乱交を続ける人々を指差し、左手で王宮間近に迫っている〈赤い騎士〉と空飛ぶ櫓を指差した。
「あれはカルトーニア伯の蠱惑の魔術だ。カサラとマルサールが踊って、人々を惑わしている。まだ薬が切れないらしい」
「そいつはまた乙な手品を使ったもんだな」
　ホッピーズはにやにやと好色そうな笑いを浮かべて、山車の後方で快楽に酔っている数百人の人々を見た。
「皆にも近づかないように言ってくれ。厄介なことになる」
　〈夜の執事〉は少しばかり残念そうな顔でうなずき、〈赤い騎士〉の方に目をやった。
「で、あっちの戦況は」
「ノップラントが北部局の警邏と民議院に突入してブルセンカーズの南部局とやりあっているはずだ」
「兵隊どもは？」
「城門前で〈赤い騎士〉を迎え撃つつもりのようだが……見ろ！」
　燃える山車を逃れた四層目の櫓はゆっくりと〈赤い騎士〉の頭上に近づいていた。巨人はいったん歩みを止めている。櫓から突き出した七本の突起物が青紫色の光を発した。すると、〈騎士〉の兜に変化が現れた。鉢の上部が左右にあるいは前後に割れて開いていく。ぎちぎちという虫の立てるような音がここまで聞こえてくる。開いた兜の中にはあるべき頭部はなく、赤黒い管や鉛色の縄のようなものが絡み合っているのが煙越しに垣間見えた。
　空飛ぶ櫓は上部からゆっくりと開いた兜に近づいた。今にもぶつかりそうになるまで近づくと櫓の下部と兜の中両方から管のようなもの、細い柱のようなものがのびて、絡み合った。兜の割れて引いた部分が再び動いて、絡繰り箱のように櫓の下部と噛み合い、四層目の櫓は〈赤い騎士〉の兜と一体となった。
　七本の突起物の頂部が青紫の電光を発し、〈赤い騎士〉は稲妻の冠を頂いたかに見えた。
　櫓が〈騎士〉と一体となると、まるで役割を終えたかのように、山車が燃え崩れた。二層目から上が火の粉を撒き散らして崩れ落ち、山車は巨大な篝火となって辺りを朱に染めた。
　〈赤い騎士〉の巨体に頭部から電光が走ると怪物は一瞬四肢を硬直させたように見えた。そして、地響きを轟かせ、王宮への路を再び進み始めた。
　時を同じくして、空を覆っていた黒雲にも変化が現れた。墨を流したかのような異様な黒さが薄れ、暗い灰色へと変っていく。雲間の夜空から差していたヘザイア星の赤光も次第に色褪せ、燃え盛る山車の炎の色に飲み込まれていくように見える。
「薬が切れたか。ホッピーズ、大砲で怪物を後ろから狙ってくれ！　僕はシェミトたちの所に行く」
「おうよ！　伯爵様は危ねえ薬をおやりか」
「ああ、相当にね」
　私は〈清月隊〉の剣士たちとともに、燃える山車の後方へと急いだ。
 
 
　　　　四十六
 
　炎を背にして大路を南へ走ると、別の世界が広がっていた。間近で見る路上の饗宴は狂気じみた様相を呈していた。赤い星の妖しい光は弱まっても、宴はたけなわのようだった。
　数百の人々が服を脱ぎ捨て裸になり、男も女も絶え間なく腰を振っていた。無数のいきり立った男根が濡れそぼった女陰に突き入れられ、濡れた音を立てていた。獣じみた声が絶え間なく谺し、路上には淫水と精液が流れている。男同士、女同士で絡み合っている者たちもいた。痩せこけた老人が孫娘のような子どもに挑みかかり、太った老女が十かそこいらの男の子にのしかかっていた。一人で三人の男を相手にしている女がいた。股を開いて立ったまま小便をする女の下ではそれをさもうれしそうに浴びて飲み干している男がいた。
　レネヴェイトが手袋をはめた左手で口を押さえてうめいた。
「これはいったい何だ。カルトーニア伯はどんな淫祠邪教の神を呼び出したのだ」
「うむ、邪神というよりは人間の力を呼び覚ましたというところかな」
　剣士は眉根を寄せて首を振った。
　私たちはそこら中で蠢いている肉の群れのような人々の間を縫うようにして進んだ。二十人ばかりもの女と男がつながりあって塊となり、悦楽を貪っている姿があった。それはもはや肌と肌、肉と肉が溶け合った一つの奇怪な生き物のように見えた。
　その蠢く肉の山を過ぎると、人々の群れから少し離れたところに倒れて動かない数人の姿があった。カサラとマルサールが折り重なるように倒れ、その脇に太鼓を持った男が転がっていた。三人は気を失っていたが、息はしていた。
「シェミト、どこだ！　ディパル・シェミト、どこにいる！」
「ここだ、生きているぞ」
　干涸びたような声のする方を見れば、道端の石の上——飛んできた享楽の門の欠けらのようだ——に隠秘学者が腰を下ろしていた。
「太古の邪美神を蘇らせようとしたわけではない。アルオリクの第七の呪文を唱えていたはずなのだ。だが、いつの間にか、呪文が変わっていた。何かが私の喉と舌と唇を使って、別の呪文を唱えているような気がしたが止めることはできなかった。二百年前の帝国よりもずっと古くこの都を支配していたもの、その影、幽鬼、そういうものがまだこの街には漂っていて……」
「ふむ、なるほどね。黒のニケンジェも同じ見立てのようだったよ」
　私は懐から件の縦笛を出して見せた。それは先刻見た時よりも、明らかに古びて痛んでおり、ひび割れも走っていた。
「やはり、生きていたのか。いや、もう死んだのか」
　私はうなずき、シェミトの座っている瓦礫を笛で叩いた。軽く打ったつもりだったが、笛は幾つもに割れて砕け散った。
「カルトーニア伯はたいした術者だと言い残した」
　シェミトは私の言葉を聞いて、喜悦の声を上げて蠢き続ける肉の塊に目をやり、弱々しく頭を振った。
「いささか、度が過ぎたかもしれん。魔力を律し、御するとはかように難しいものだな」
　自称〈魔術師の弟子〉はそうつぶやくように言うと、力なく倒れ込んだ。
　私たちは四人を大路沿いの家の前庭に運び込んだ。シェミト以外の三人は程なく目を覚ました。
「ナクシャッツのものだという怪しい葉っぱを吸って夜っぴて踊ったことはあるが、こんな莫迦騒ぎは初めてだな」
　マルサールがかすれた声を出して立とうとしたが、足腰に力が入らないようで、苦笑いを浮かべて仰向けに寝転がった。大路からはまだ大勢の人々があげる恍惚の声が聞こえていた。
　手持ち太鼓の男はまだ握りしめていた撥に気づいて、慌てて放り投げた。撥には血がついていた。
　カサラは朦朧とした様子で目覚めたが、すぐに傷の痛みがぶり返したようでうめいて顔をしかめた。傍らにいたレネヴェイトが左手の手袋を外して師範の手を握ったが、見えない力が何かを為した様子はなかった。
　弟子の助けで半身を起こした女剣士は、蠢く肉体の山の向こうの炎上する山車を見つめて、顔を強ばらせた。
「フィオレーム、フィオレームはあそこなのか！」
　レネヴェイトが立ち上がろうとする師範の体を抱くようにして引きとどめた。
「山車からは逃れました。空飛ぶ櫓に乗って、今は〈赤い騎士〉の頭の上です」
　ネクツァン・カサラは、炎と煙の向こうに垣間見える赤い巨人の方に手をのばしかけたが、門弟の腕の中で気を失った。
　近くで見守っていたらしいナーモートら〈緋の兄弟団〉の者たちが駆け込んできた。私は彼らに四人の介抱を頼むと、残りの剣士たちとともに脇道から王宮へと向かった。
　城壁を囲む堀に沿った路に出ると、〈赤い騎士〉は百イート（約三十メートル）ばかりの距離に迫っていた。大路の左右の並木の間には何十本もの太い綱が張り渡され、荷車や家具、材木で防柵が築かれて〈騎士〉の前進を阻もうとしていた。
　堀と跳ね橋の前には長槍を構えた徒士の兵士たちが配置されていた。鎧が埃にまみれているのは享楽の門から逃げ延びた者たち、まだ光を放っているのは〈金蹄隊〉の兵士たちなのだろう。城門は閉まっているが跳ね橋は降りたままだった。頃合いを見て〈金蹄隊〉の騎兵を突撃させるつもりなのだろうか。
　城壁の上には大勢の弓兵が並び、門上の櫓では大型の弩弓が巨人に狙いを定めていた。篝火が焚かれ火矢も準備されているようだ。
　こうした備えがほとんど役に立たないことはすでに証明されていた。持久戦に持ち込み、供物から得た〈赤い騎士〉の活力が途絶えるのを待つという策はあるだろうが、それがいつかはわからないし、それまで兵士たちと城壁が耐えられるのか、甚だ疑問だった。
　王宮の西側、民議院の円屋根から煙が上がっていた。ノップラントはブルセンカーズを捕縛し、北部局の警邏たちを味方にすることができたのだろうか。
　海賊たちの姿は見当たらなかった。山車を攻撃し炎上させた後、〈赤い騎士〉を砲撃するはずだった彼らの姿はどこにもなく、大砲の音も聞こえては来なかった。
　突然後ろから肩を叩かれ、私は振り向きざま、剣を打ち下ろしそうになった。
「おい、俺だよ。名前を呼んでも振り向きもしねえで、お前、もうへばってるんじゃねえのか」
　ホッピーズが飛び退いて藪睨みの目でこちらをにらんでいた。
「ああ、そうだな。そうかもしれない」
「これでも、食え」
　元海賊は懐から林檎を取り出し、私に放り投げた。
「ぶん投げられた屋台から頂いてきたもんだ。ささやかな戦利品だな」
　私は林檎をかじった。これほどうまい林檎は食べたことはないような気がした。
「大砲はどうした？　他の連中は？」
　〈夜の執事〉は私の問いに嫌味な笑いを浮かべた。
「お前、俺たちがどっかで略奪でもしていると思ったんじゃねえだろうな。俺たちはけちな空き巣じゃねえんだよ。お宝は後でお偉い連中からたんまり頂くつもりだ」
「ああ、そうしてくれ。それで……」
　ホッピーズは私の言葉を遮った。
「大砲は駄目だ。荷車の心棒が折れちまった。載せ換えるには吊り上げ機がいる。だがこいつがある」
　ホッピーズは懐からもう一つ小振りの林檎くらいの物を取り出した。焦げ茶色の陶製らしい球状の物で、短い紐がついている。
「火毬か。だが、投げつけてもあまり効き目はなさそうだが」
「そうだな、だが、こうして……」
　ホッピーズは火毬を上衣の中にしまい込んでみせた。
「中でどかんとやれば、ちっとは奴も懐が痛むだろうよ」
「鎧の隙間に入れて爆発させるのか。だが、どうやって……」
「お前、さっき見ただろう。俺たちは鉤繩はお手のもんなんだよ。帆柱によじ登るのもな。ナクシャッツの猿公だって舌を巻くってもんだ」
　すでに城門前の左右の建物に手下を配置したと〈夜の執事〉は言った。防柵と弓や槍で一時的にも足止めをされた時を捉えて、鉤繩をかけて、巨人によじ登る。足腰の鎧の隙間に火毬を捻じ込み、素早く逃れる手筈だという。
「導火線は長めにしてあるから、大事あるまい」
　ホッピーズは再び上衣から採り出した火毬をもてあそびながらそう言った。無茶が過ぎるという言葉が出かかったが、私は他の手を持っているわけではなかった。私は黙ってうなずいた。
「ノップラントは手間取っているらしいぜ。ブルセンカーズは民議員を人質にとって、〈赤い騎士〉が王宮をぶっ壊して王や重臣をひざまずかせるのを待つ気らしい」
「手勢は？」
「議場は包囲しているが、北の奴らはなかなか寝返らねえみてえで、あちこちで小競り合いだな」
「そうか」
　〈赤い騎士〉は城門から五十イートばかりのところに歩を進めていた。私はまわりに集まっていた剣士たちに言った。
「君たちは民議院へ行き、南の警邏たちに加勢してくれ。山車は燃え落ち、取り巻いていた兵士も市民もほとんどいない。君たちの剣が役立つのは民議院での戦いだ」
　剣士の一人が幾分か不服そうな顔をした。
「我々もあの怪物と戦います」
　私は首を横に振った。
「君たちは真っ当な剣術使いだ。あの化け物と対峙するには向いてないのさ。物分かりの悪い北の警邏たちや悪辣な北部局長にこそ、その剣が役に立つ」
「探偵殿はどうするつもりなのか」
　レネヴェイトの言葉は幾らか強ばって聞こえた。
「僕の剣は化け物を相手にするためのものだ」
　私はファバーン剣を抜き、間近に迫っている巨人とその頭部に居並ぶ三つの人影を指し示した。刀身の神秘文字が私の意図を酌んだのかどうか、緑色の光を明滅させた。
　剣士たちは唇を噛み、それ以上何も言わずに、黒煙を上げる民議院の方へと走り去った。
　ホッピーズは眉根を寄せながらも、口元には歪んだ笑みを浮かべて、去っていく剣士たちを見送った。
「ふん、気障な台詞を吐きやがったな。それで、お前はどうするつもりなんだ」
「僕にも鉤繩と火毬をくれ」
「莫迦を言ってるんじゃねえよ」
「さっき、見ただろう。これでも結構船乗りは長いんだ」
　海賊上がりの男は訝しげな顔で私を見た。
 
 
　　　　四十七
 
　三階建ての建物の屋上からは〈赤い騎士〉の兜がほぼ同じ高さに見えた。建物は栄えの大路が堀沿いの通りにぶつかるその西側の角に建っている。一階は王宮に出入りする男たちのための武具や小物を商う店だった。武具といっても金銀宝石の飾りの方が目立つものばかりで、刃のついていない剣などというものまであった。二階三階は主人一家の住まいで屋上には小さな庭があり、鉢植えの木々や花が並んでいた。もちろん家の主はとっくに逃げ出していた。
　ホッピーズは王宮からの弓矢弩弓の攻撃と地上の防柵と綱で巨人の歩みが一時止まった頃合いで、仕掛けるつもりだった。
　これまでの戦いからすると、〈赤い騎士〉の巨体そのものには魔術の障壁は施されていないようだった。頭頂部の櫓には何らかの結界が張られていると思われたが、ファバーン剣で打ち破ることはおそらく可能だろう。
　狭い櫓に乗り込んで三人を相手に何ができるのかは、わからない。うまくいけば一人二人地上に放り出し、ガラクス・グロウルを屠ることができるかもしれない。うまくいかない場合のことは考えても仕方がなかった。
　海賊たちは巨人の膝や腰の辺りに鉤繩を引っかけ、節々の板金鎧の隙間に火毬を仕掛けるつもりだった。関節を覆っていた黒い帆布のようなものはこれまでの戦いで粗方燃えてなくなっているので、うまくいけば、何らかの打撃を与えることができるかもしれない。うまくいけば、だが。
　屋上からは西の民議院の建物もよく見えた。緑色の円蓋を頂いた石造りの大きな建物から幾筋か煙が上がっているが、中の様子はわからない。クァロニアン党が勝利すれば、この建物は無用のものとなる。クァロニアン帝国に議会は存在しなかった。皇帝と魔道士たちによる支配に異を唱えることは許されないのだから。
　王宮に目を移すと、すでに火矢の準備も整い、すべての弓矢と弩弓は〈赤い騎士〉に向けられていた。城壁の何ヶ所かに煙を上げる大きな釜のようなものが見える。堀に油を流して火を付けるつもりなのだろう。
　宮廷魔道士たちが動かそうとしていた妖力線砲らしきものは見当たらなかった。間に合わなかったのかもしれないが、それが良かったのか悪かったのかはわからない。もし、アムアッサの言うように、それがサンジェリィに壊滅をもたらすようなものならば、間に合わなくて良かったのかもしれない。たとえ、帝国が復活しても、内からそれを崩壊させることはあり得るだろう。二百年前、そうだったように。そのために、どれほどの犠牲を払う必要があるのかはわからないが。
　辺りは奇妙なほど静かで、その中に〈赤い騎士〉の足音だけが低く重く響いている。灰色の斑模様の空から時折差し込む陽光が、〈騎士〉の銅よりも赤い鎧に当たって、ぎらりと光る。
　静寂を破る下知の声とともに、城壁からの火弓の斉射が始まった。無数の火を点した矢が巨人に向かって飛ぶが、鎧に弾き返されて、路上に燃え落ちる。弩弓からは矢というよりは槍に近い大きさのものが続けざまに射掛けられたが、結果は同じだった。運良く鎧の隙間に打ち込まれた矢もあったが、炎はさして燃え広がる様子もなく消えてしまう。火毬による攻撃は本当に効くのだろうか。
　ナイクロア皇子とフィオレーム、ガラクス・グロウルが陣取る頭頂部へは特に多くの矢が集中したが、いずれもわずか手前で青白い火花と電光を散らして、跳ね返された。当然だが、結界が張られているのだ。
　巨人は栄えの大路の端、城門前の通りと交わるところまで進んだ。左右の建物に張られた何本もの太綱と路上に並ぶ防柵がいったんその歩みを止める。
「かかれ！」
　ホッピーズの怒鳴り声が大路に谺した。通りの両側の建物から、また路上から、何本もの鉤繩が怪物目がけて投じられた。海賊たちの腕前は明らかに警邏隊より上だった。膝や腰の鎧の縁に巧みに鉤を引っかけ、巨体を覆う板金鎧の上をよじ登っていく。
　彼らの手練の技を見ている暇はなかった。私も手にした鉤繩を〈赤い騎士〉の首目がけて、投げつけた。
　幸運にも鉤は胸甲の上縁、喉当てとの境目の部分に引っ掛かった。二度三度引いて具合を確かめると、私は縄を握って屋上から身を投じた。
　滑らかな鎧の表に沓の裏が滑り、私は巨大な胸当ての上を右に左に振り子のように大きく振り動かされた。だが、これはかえって幸いだった。真っ直ぐに鎧に叩きつけられていれば、その衝撃で命を落としていたかもしれない。
　胸甲の継ぎ目や日輪の紋章の浮き彫りに足を掛け、何とか揺れを押さえると、私は鎧の上を登り始めた。岩壁ならば、岩の凹凸を足掛かりにすることができるが、板金でできた鎧ではそうはいかない。足を滑らせながらも、胸甲の上の縁に手が掛かりそうになった時、大きな爆ぜる音が響き、〈騎士〉の巨体が揺れた。
　下の方で炎と煙が湧き上がるのが見えた。海賊が火毬を爆発させたのだ。どうやら膝の辺りのように見えたが、確かめているゆとりはなかった。怪物の上体が大きく揺れて、私は振り落とされまいと必死になるしかなかった。
　また爆発音が響く。二つ、三つと続き、腰の辺りから昇ったものだろうか、炎が足下まで届く。煙が上がり、息が苦しくなる。
　〈赤い騎士〉は苦悶の声こそ上げなかったが、さらに体を揺り動かし、激しく鎧の軋む音が響いた。私はただ縄を握りしめて揺れに身を任せるだけだった。
　火毬の炸裂する音とともに海賊のものらしい悲鳴が聞こえた。爆発に巻き込まれたか、振り落とされたかはわからない。もうもうたる煙が身を取り巻き、焦げ臭いにおいがする。燃えているのは巨人の体なのか、それとも私の沓底が焦げているのか。
　また破裂音が響き、〈赤い騎士〉は大きく上体を反らした。私の体は宙に投げ上げられ、手から縄が離れた。一瞬、身が軽くなり、次の刹那、指先が硬いものに触れた。私は夢中でそれをつかんだ。
　私は巨人の左側の首の付け根にいた。首を守るためにつけられた肩当ての半円形の突起に両手でしがみついていた。〈騎士〉は体勢を戻して、ほぼ直立しているようだった。下からは幾筋もの炎と煙が上がっている。鎧の内側を攻めるという策は功を奏したのだろうか。何本かの鉤繩が揺れているのが見えたが、うまく逃れたのか、あるいは地上に落ちたのか、海賊たちの姿はなかった。
　巨人は今、静止していた。足腰を攻撃されて一時的にせよ動けなくなっているのだろうか。今なら、面頬や目庇に手をかけて頭頂部の櫓によじ登ることができるだろうか。
　兜の上部から冠の飾りのように四方に飛び出した櫓の突起物が目に入った。櫓の上の三人の姿は鉢が邪魔をしてここからは見えない。クァロニアン党の領袖たちは私がここにいることに気付いているのだろうか。
　肩当てから離した片手を面頬の上縁に掛けた。そろそろと体をずらして、もう片方の手で目庇をつかむ。足を面頬の息継ぎ穴——怪物が息をしている気配はなかったが——に掛けて、目庇によじ登ろうとした時、その下の闇に目がいった。目庇と面頬の間の黒い間隙に視線が吸い寄せられるような気がした。
　そこに巨大な目があってもおかしくはなかった。いや、巨人の双眸が私を睨みつけているべきだった。だが、そこには何もなかった。黒い闇の中にわずかに赤黒い肉の襞のようなものが見えた気もしたが、目と呼べるようなものはなかった。
　私は恐怖を感じた。手を滑らせれば石畳に体を叩きつけられる死が待っている、そういった恐怖と緊張の渦中にいるはずだったが、そうしたものとは異質の冷たい恐ろしさと嫌悪の情が心中に沸き起こった。
　異様な恐怖で体が固まったようになっていたわずかの間に、怪物は再び動き始めた。炎と煙を上げる両の足で足下の防柵を蹴散らし、剣を振り下ろして行く手を阻む太綱を切断する。その度に上体も揺れ動き、私は目庇と面頬に掛けた手を懸命に離すまいとした。右肩に乗っていれば、剣を振り回す肩の動きで振り落とされていたかもしれない。落ちてはたまらないという必死の思いは兜の中の闇への恐怖を束の間忘れさせた。
　海賊の動きを見てか、一時途絶えた王宮からの攻撃が再開された。放たれた無数の火矢が飛んでくる。城壁の兵士たちは私のことは眼中にないらしい。私は兜に掛けた手を離さぬように、体をできるだけ側面へと動かした。その間にも〈赤い騎士〉は防柵を踏み潰し、臑当てに絡まった綱を引きずりながら、前進を続けた。
　城門はもう目の前だった。〈金蹄隊〉の突撃はあるのだろうか。跳ね橋が引き上げられても、堀はせいぜい〈騎士〉の膝ほどの深さだろう。〈王の門〉が巨大な剣の一振りで破壊されるのは目に見えていた。
　堀の前に配置されていた槍兵たちが煙を上げている巨人の足首や膝に攻撃を加えた。海賊たちに倣ったのか、踝の鎧の隙間に槍の鋒をねじ込もうとする者もいる。突き刺さった槍が巨人の足が動くとへし折れて吹き飛ぶ。
　私は城壁からの矢を避けて、鎧の側頭部に張り付いていたが、矢が途絶えた隙に懐から火毬を取り出した。導火線で三つを数珠つなぎにしたものだ。兜の側面の目庇と面頬の間が狭くなっているところへそれを挟み込んだ。腰の火縄入れから火縄を繰りだし、導火線に火を付けた。火毬を兜の隙間に押し込むと、がらんという音を立てて、それは闇に消えた。
　私は巨大な肩当てに飛びつくとその反対側に屈み込んだ。
　続けざまに三度、どんという大きな音が響き、炎と煙が兜のすき間から激しく噴きだした。肩当てにかけていた籠手の指先が焼けるように熱かったが離すわけにはいかなかった。
　怪物はもがくように頭を揺り動かした。櫓の上からフィオレームのものらしい叫び声が聞こえた。
　〈赤い騎士〉は歩みを止め、首を不自然な角度に傾けた。ぎしぎし、ぎりぎりという音が響いたかと思うと、煤で黒く汚れた面頬が外れて地上へと落ちていった。石畳に当たる大きな音、それから堀へと落ちた水音が聞こえた。
　兜の下半分が外れたあとには、赤黒い肉の塊のようなものがあった。甲冑とは異なる鉛色の金物の骨組みのようなものも見える。何本もの管か縄のようなものも絡みついている。
　口にあたる部分には左右に大きな裂け目が走っていたが、歯らしきものは見当たらない。皮を剥がれた人間の顔を見たことがあるが、それとも違う得体の知れない姿がそこにあった。
　火毬の爆発で〝顔〟のこちら側にはえぐられたような穴が開いており、千切れた管が何本かぶら下がっている。そこからは赤紫や黄白色の濁った液体がだらだらと流れ落ちていた。
　その揺れる管の合間に私は奇妙なものを見た。人間の腕らしきものが肉の塊の中にぶら下がっているのだ。
　その腕を目でたどっていくと肩があり、毛のない頭らしきものも見えた。突然、込み入った嵌め絵が解けたように、見えてきたものがあった。〈赤い騎士〉の甲冑の下にあるものは、幾つもの人間の肉体を組み合わせたものだった。
　動かすために死骸を供物とするだけではなかった。〈赤い騎士〉そのものが無数の人間の体を継ぎ合わせ、絡み合わせ、組み合わせて造られた巨大な動く死骸だったのだ。
　私は吐き気に襲われ、〈騎士〉の肩当ての上に先刻の林檎を吐き戻した。私がしがみついているこの赤い鎧の下にも数多の死体が絡み合って蠢いているのだ。
　巨人の頭上の櫓から太く低い声が聞こえてきた。ガラクス・グロウルの声に違いなかった。櫓の上から長く節くれ立った指が突き出されているのが見えた。奇怪な呪文が響き渡る。
「ツァイバーン、ノネット！　ケグストゥ、ツァイバーン！」
　怪物はぶるぶると身を震わせた。巨大な甲冑が大きな音を立てて軋む。その動きはどこか主の声に抗おうとしているかのようにも感じられた。
「帝国の〈騎士〉よ！　前進せよ！　簒奪者の王宮は目の前だ！　〈赤い騎士〉よ、前へ進むのだ！」
　フィオレームの叫びも呪文と重なるように聞こえてきた。だが、そのどちらも赤い鎧の軋む音にかき消されそうだった。
　私は肩当てからもう一度巨人の首筋へ移ろうとしたが、それはかなわなかった。〈赤い騎士〉は突如大きく身を屈め、城門前の兵士たちのほうに腕をのばした。私は肩当ての縁からぶら下がる形になった。
　鎧から指が離れた。私は地上へ伸ばされた〈騎士〉の腕の上を滑るようにして、城門前の路上に転げ落ちた。
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　石畳の上をごろごろと転がり、堀に落ちる寸前でどうにか身を起こすと、巨大な籠手が迫ってきた。身を屈めてやり過ごすと兵士たちの悲鳴が聞こえた。振り向くと、怪物の手に捉えられた数人の兵士がむき出しになった赤黒い口へと運ばれていく。
　化け物は屈み込んだまま歯のない口の中に兵士たちを放り込むと、そのまま飲み込んだ。
　前屈みになった〈騎士〉の頭の上では、クァロニアン党の首魁らが振り落とされまいと櫓の勾欄にしがみついていた。ガラクス・グロウルは片手で勾欄をつかみながら、もう一方の手を伸し、呪文を唱え続けている。フィオレームはナイクロア皇子を支えながら、大声で何か叫んでいる。皇子は落下しまいと手摺りを握っているだけで精一杯に見えた。
　飢えた怪物はもう一度逃げ惑う兵士たちに手をのばした。三人ばかりが鷲づかみにされて、口へと運ばれる。今度は二度三度、噛み潰すような動きがあった。肉の裂け目のような口から鮮血が流れ出し、ひしゃげた鎧兜がこぼれ落ちた。
「ランケン、無事か！　お前、たいしたもんだな。船長に推してやるぞ！」
　どこからか駆け寄ってきたホッピーズが大声で言った。
「それは遠慮しておくよ。それより、今なら直に火毬を投げ込める。口と頭を狙え！」
「おう、合点だ！」
　ホッピーズは周囲に集まった海賊たちに火毬による攻撃を命じた。〈赤い騎士〉はまだ空腹が——胃の腑があるのかは疑問だったが——満たされないのか、屈んだまま、逃げ遅れた兵士につかみかかろうとしていた。
　幾つもの火毬が投じられ、炸裂した。口や頭頂部の櫓に当たったものは多くはなかったが、それでも爆発で〈騎士〉の顔の一部——死骸の頭や足——が飛び散った。
　投石紐で投げつけられた火毬が櫓に命中したが、魔術の障壁を破ることはできず、球状に炎が広がり、青紫の火花を散らしただけに終わった。
　巨人は攻撃の中でもさらに幾人かの兵士を噛み砕いて飲み込んだ。そこで飛んでくる火の玉に嫌気がさしたのか、立ち上がり、海賊たちが陣取っていた城門左手の路上に剣を振り下ろそうとした。
　私は海賊たちとともに慌てて後退した。巨大な剣が振り下ろされ、王宮を囲む堀の縁に当たった。石垣が崩れ、堀の水が大きく飛び散る。
　城壁からの攻撃が再び激しくなった。崩れた堀の辺りに油が流し込まれて火が付けられた。黒煙がもうもうとあがり、炎が巨人の足下を舐める。城門上の櫓からは弩弓による火矢が続けざまに放たれ、幾らかはむき出しになった口に命中した。
　城門左手を向いていた〈赤い騎士〉は、正面に向き直り、門の上の櫓を叩きつぶそうと大剣を振り上げた。
　その時、城門が開いた。だが〈金蹄隊〉の突撃はなかった。代わりに黄緑色を帯びたまばゆい光条が門の中から怪物へと走った。同時に無数の蜂が飛んでいるかのような奇妙な唸るような音が響く。
　光の筋はちょうど巨大な胴鎧の腹の部分に当たった。〈赤い騎士〉は振り上げた剣を止め、一歩二歩と後退った。赤い鎧の腹に光の球が脹らみ、爆ぜる音とともに黄緑の電光が四方に飛んだ。
　巨人は倒れこそしなかったが体勢を崩して、さらに後退った。光条が止まると、〈騎士〉の鎧の腹には三イート（約九十センチ）ほどの穴が開いていた。開いた城門を見ると、王宮の地下で見たずんぐりとした筒状のものが大振りの車輪のついた台車に載せられていた。黄色い長衣を着た者たちの姿も見えた。宮廷魔道士たちは妖力線砲を使えるようにしたのだ。
　怪物の鎧の穴からはどろどろとした赤紫や灰黄色の液体が流れ落ちた。〈赤い騎士〉の歪んだ口から初めて声のようなものが吐き出された。それは苦悶のうめき声のように聞こえた。
　妖力線の威力は期待とそれよりも大きな不安を生じさせた。アムアッサの言うように、本当にメルカー西岸を焦土と化すような事態が起こり得るのだろうか。
　巨人の頭の上でガラクス・グロウルが大きく腕を振り回しているのが見えた。怪物の低いうめき声に混じって呪文らしきものも聞こえた。
　魔道士の両腕から青紫の稲妻が走った。櫓を包む結界が光る多面体のように浮かび上がって見えたかと思うと、兜の頂部から巨人の全身へと薄青と紫の光の紗幕のようなものが降りていく。淡い光の垂れ幕が〈騎士〉の足下まで達したかという時、蜂の羽音のような音が高まり、妖力線の第二射が放たれた。
　黄緑色の光束は今度は巨人の鳩尾を撃った。青紫の光の紗幕がその部分に寄り集まっていくように色を濃くし、電光と火花が飛び散る。
　〈赤い騎士〉は今度は後退はしなかった。それどころか、一歩二歩とじりじりと前進する。妖力線砲の唸る音が高まり、巨人の鳩尾に光の球が出現した。青と紫の魔術の紗幕は光球を包み込むように変化し、球の光と交じり合って奇怪な虹色の光芒を放った。
　爆発が起こった。七色の閃光が走り、稲妻と炎が瞬時に四方に広がった。
　妖力線は途絶え、巨人を包んでいた光の紗幕は鬼火のような青い炎をあげて消え去った。
　〈赤い騎士〉の胴鎧には二つ目の穴が開いていた。妖力線はクァロニアン帝国の紋章の真ん中を撃ち抜き、穴の縁からは奇怪な体液が滴り落ちている。それだけではなく、赤い鎧の中からは半ば溶解したような幾つもの死骸らしきものがはみ出していた。
　だが、〈騎士〉はまだ倒れなかった。引きずるように足を動かし、堀を跨ぐ跳ね橋に片足を踏み入れた。同時に巨大な剣を振り上げ、城門を粉砕しようとした。
　凄まじい音がして跳ね橋が堀に落下した。怪物の重みに耐え切れなかったのか、城門側で橋を落とす仕掛けを動かしたのかは、わからない。〈赤い騎士〉は大きく体勢を崩して、堀の中に横向きに倒れ込んだ。通用門に架けられた木橋が横倒しに倒壊し、大きな水飛沫が上がる。倒れた拍子に剣が城門右側の城壁に当たり、上半分が崩れ落ちる。狭間胸壁から落ちる兵士たちの悲鳴が聞こえた。
　〈騎士〉は盛大に水飛沫と石塊をはね飛ばしながら、身を起こそうとした。半ば堀に身を浸した姿勢のまま、城門へ迫ろうとする。剣を振り上げたその時、三度、妖力線が放たれた。黄緑の光条がちょうど城門の正面になった巨人の喉を直撃した。
　魔術の障壁は消滅していた。光の球が脹らみ、爆発する。だが、同時に三十イートはある大剣が〈王の門〉に振り下ろされた。
　城門の櫓が真っ二つとなり大音響を上げて崩壊する。まだ放たれていた妖力線が千々に乱れて黄緑色の細い光が四方八方に飛んだ。光が当たった建物や石畳が大きく爆ぜて瓦礫が飛び散る。
　〈赤い騎士〉は一度上体を反らすように持ち上げた。喉当てと首はほとんど吹き飛び、何本かの細い柱のようなものがかろうじて頭部を支えているようだった。胸当てには無数の切断された管から赤紫や黄色い濁った汚液が流れ落ちている。
　めりめりという音がして、兜が大きく傾いだ。壊れた歯車が擦れ合うかのような音が響き、頭頂部の櫓を支えていた板金が動く。四方に突き出した突起物が青白く光り、巨人の首が落ちる寸前、帝国の三人を載せた櫓が宙に浮き上がった。
　〈騎士〉の首は堀に落ちて大きな水柱を上げた。上体は再び前屈みになり、倒壊した〈王の門〉の上に倒れかかった。一二度、青白い稲妻が赤い鎧の上を走り、手足がわずかに痙攣したが、ついに〈赤い騎士〉はその動きを止めた。
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　〈騎士〉の兜を離れた櫓はゆらゆらと揺れながら城壁を飛び越えるかに見えたが、急に降下し、狭間胸壁に衝突した。突き出した銀色の棒状のものが何本か折れて、城壁の石塊とともに飛び散った。櫓は独楽のようにくるくると回りながら堀を越え、王宮の反対側の建物にぶつかると破片を撒き散らしながら路上に落下した。
　私たちはさらなる爆発に備えて、建物の陰に入っていたが、空飛ぶ櫓が落ちたのはそのすぐ側だった。
　櫓の破片が足下に幾つか転がってきた。その中に一つ、見覚えのある物があった。〈皇帝の錫杖〉だった。女魔道士ヴィヴィセス・グロウルがシュヌベル大学の宝物庫から奪い去った金色のそれは、途中でひどく折れ曲がっていたが、頂部の帝国の紋章の下では、最後の皇帝サメグル・ジョジヴークの木乃伊と化した手が未だに杖を握りしめていた。柄の部分にあった『帝国の栄えは人民の血によって』という銘板は、折れた拍子に外れたのか、見当たらなかった。
　落ちた櫓に駆け寄ると、半壊した露台からぐったりとしたナイクロア皇子を〈白銀と紫衣の剣士〉が引き降ろそうとしていた。二人とも額や頬から血を流していた。
　ガラクス・グロウルはまだ櫓の上にいた。頂部を飾る帝国の紋章は、支柱が折れて斜めに露台に倒れかかっていたが、その十六矢の光条の一本が魔道士の背中を貫き、胸から鏃の部分が飛び出していた。
　帝国の魔道士は死んではいなかった。血まみれの両手で黒い長衣から突き出した金色の矢をつかみ、引き抜こうともがいていた。
　フィオレームは皇子をどうにか櫓から降ろすと、路上に横たえた。青白い顔の若者は苦しげな顔でわずかなうめき声を上げた。帝国の女剣士は皇子に何事かささやくと、櫓の方に向き直った。
「道士様、今、お助けします！」
　私は投剣を打った。剣は〈白銀と紫衣の剣士〉の籠手をかすめて、壊れかけた櫓の露台に突き刺さった。
「そこら辺にしておくんだな」
　フィオレームはこちらに振り向き、血まみれの顔で私を睨めつけた。
「スナブ・ランケン！　貴様、よくも！」
「悪い遊びはお仕舞いだ。いや、遊びではすまされない話だが」
　私は辺りに散らばった瓦礫の山と、そこかしこに転がっている死体を目顔で指し示した。兵士の死体、警邏の死体、逃げ遅れた市民の死体、怪物からこぼれ落ちた赤黒く変色した死体もあった。
「無論、遊び事のはずもない。この腐敗した堕落の都を正し、新たなる光輝の帝国を建設する、崇高なる業だ。邪魔立てする者に容赦はしない」
　フィオレームは血のしたたる口元に歪んだ笑みを浮かべ、二振りの剣を抜いた。
「最後に聞いておこう。君はそんなことを本気で信じているのか。それとも、そこで磔になっている化け物の妖術の虜になっているのか」
　意味のない問いだということはわかっていた。魔術に幻惑されている者が、自ら惑わされていると言うはずもない。
「私はいつも本気だ。道士様のお力で覚醒はしたが、私は私の意志で、私の為すべきことを行っているのだ。市中の悪党を成敗していた時から、何も変ってはいない」
　〈白銀と紫衣の剣士〉は両手の剣を交差させて、身構えた。じりじりと摺り足で間合いを詰める。
「そうだな、君は君のままなんだな」
「世迷言を！」
　フィオレームは一気に跳んで襲いかかってきた。二つの白刃が弧を描いて私の首を刎ねようとする。ファバーン剣で受け止め、右に左に彼女の剣を振り払う。すぐに次の斬撃が襲う。師範譲りの素早い動きで続けざまに刃が飛んでくる。私は攻撃を受け止め、かわしながら、じりじりと後退した。昨日からの戦いで受けた傷で体のあちこちに痛みが走る。疲れ切った体は重く、思うように剣が振るえない。
　だが、それはフィオレームも同じだった。最初の速さと強さは長くは続かなかった。明らかに動きが鈍り、息が上がっているのがわかった。
　私は攻勢に転じた。右手の長剣を弾いた後、繰り出された左手の剣を叩き伏せようとうすると、私の剣は籠手を強打し、彼女の左の剣は手から落ちた。
　うめく女の肩口に剣を叩き込む。フィオレームはかろうじて右手の剣で受け止めたが、左手は力が入らないらしく、私が強く押し込むと後退る。鍔迫り合いの末、突き放すと彼女は体勢を崩した。次の斬撃をかわそうとした〈白銀と紫衣の剣士〉は仰向けに倒れた。
　彼女はなおも右手の剣を突き上げようとしたが、私はファバーン剣で打ち払った。フィオレームの剣は手から離れ、石畳に転がった。馬乗りになろうとする私に彼女は右手を突き上げた。籠手の中から発条仕掛けの短剣が飛び出した。私は身を反らしてその切っ先をかわし、彼女の右手を打った。女は短く鋭い悲鳴を上げた。手首かどこかが折れたかもしれない。
　私は彼女の顎の下に切っ先を突きつけた。
「ゲイルゼンは娘はもう死んだと言い切っている。だが、まだ生きているんだろう」
　フィオレームは血の混じった唾を吐いた。
「父などいない！　私はクァロニアン帝国の皇妃だ！」
「そうか、ならば禍根は断つ」
　私は剣を持つ手に力を込めた。
「駄目だ！　殺すな！」
　誰の声なのかわからなかったが、私は一瞬動きを止めた。駆け寄ってきたのはホッピーズだった。
「お嬢様を殺すな！　化け物に操られているんだ！　気持ちが真っ直ぐだから、こんなことになっちまったんだ！」
　〈夜の執事〉は主の娘の頭の側に屈み込み、絞り出すような声で言った。
「お嬢様、トリフェザに行きましょう。あそこにゃ、呪術医だっているんだ、島で養生すれば、正気に戻りますよ。お頭にはこの俺が取りなします。いっしょにトリフェザに行きましょう」
「莫迦なことを！　帝国の皇妃たる私を海賊の巣窟へ連れ込むつもりか！　さあ、殺すが良い！　私は死んでも帝国は滅びぬ。この世に悪徳が蔓延る限り、必ずや真正の志士が立ち上がり、新たなる光輝の帝国を……」
　私は剣の柄頭で〈白銀と紫衣の剣士〉の兜を打った。帝国の皇妃は長台詞を言い終えることなく、気を失った。
「恩に着るぜ、探偵よ、お嬢様はきっと、きっと……」
　ホッピーズは涙声になっていた。
「さっさとどこぞへ連れて行った方がいい。兵士たちも動き始めるし、民議院の片が付けば警邏隊がやってくる。ノップラントは物分かりがいい質とは言いかねる」
　元海賊は我に返ったように気絶したフィオレームを運ぶよう手下に命じた。
　ナイクロア皇子は力なく石畳に横たわったままだった。わずかに胸が上下しているから息はあるらしい。櫓に目を転じると、魔道士の黒い長衣が風に揺れているのが見えた。血まみれの金色の矢に貫かれていたガラクス・グロウルはそこにいなかった。
　全身から血の気が引くのを感じた。ロラストの山で雷と炎で肉体を失った魔道士は、さしたる間もなく、新たな体を作り上げて蘇った。辺りには〝材料〟になりそうな死骸は幾らでもあった。
　私はファバーン剣の剣先で帝国の紋章から垂れ下がっている黒衣を取り払った。魔道士を貫いていた金色の矢には赤い肉の欠けらがこびりついていた。刀身の神秘文字が緑色の光を放つ。壊れて傾いだ櫓の露台を何か赤黒いものが動いていくのが視界の隅に映った。剣で突き刺そうとすると、それは素早く露台に開いた穴から逃れ出た。
　赤黒いものは櫓の下を滑るように動き、横になったナイクロア皇子のもとへと這い寄った。それは〈赤い騎士〉の鎧の下から現れた奇怪な死骸と似ているように見えた。半ば朽ち、半ば溶け、半ば人間の姿形を留めているもの。
　それは異様に細長い手足を蜘蛛の脚のように動かし、皇子の体に取り付こうとした。細長い骨のような指で皇子の口を大きくこじ開けると頭をその中へ押しつけた。
　何かが割れるような音が聞こえた。魔道士の頭は奇妙に細長く変形し、獲物を飲み込む蛇のように広がった皇子の口の中に入り込もうとする。私は皇子に覆いかぶさろうとしている化け物の腰に剣を突き刺した。突き抜けた切っ先が石畳の隙間に食い込み、怪物は地面に釘付けにされたような形になった。
　古の魔剣が突き刺さった部分から青みを帯びた緑色の光が走り、魔道士の崩壊しつつある肉体は大きく痙攣した。
　私は右手で剣を握ったまま、左手で不気味な赤黒いものの肩をつかんで皇子の体から引き離そうとした。それは大蜘蛛の脚のような長い指で皇子の体にしがみつき、びくびくとのたうちながらも、その体内に入り込もうとする。恐ろしい膂力でこちらまで引きずられて、皇子の体に引き込まれそうな気がした。
　私は魔道士を押さえていた左手を放した。両手でファバーン剣をつかみ、引き抜く。ガラクス・グロウルは細長くなった頭を皇子の口中に押し込んだ。また骨の砕けるような音がして、肩や体が異常に変形し、皇子の体内に潜り込もうとする。皇子の口からはどす黒い血が噴き出し、意識があるのかないのか、青い瞳は白目を剥き、手足がばたばたと引きつる。
　私は異様に細くなった魔道士の背中に剣を突き刺した。渾身の力で押し込むと、切っ先はガラクス・グロウルの体を突き抜け、ナイクロア皇子の胸をも貫いた。ファバーン文字が激しく明滅し、刀身自体が緑色の光を発した。稲妻のような光が魔剣で刺し貫かれた二つの肉体を走り回る。
　大きく痙攣する体に跳ね飛ばされそうになったが、私は剣を放さなかった。握った柄からは痺れと言うよりも振動のようなものが強く伝わり、両手が自分のものでないかのように感じられた。
　ガラクス・グロウルの体が大きくのけ反るように動き、皇子の裂けた口から太い触腕のような形になった頭が抜け出た。ぬらぬらと光る赤黒いそれは螺子が回るようにぐるりと回転し、捩れて引き伸ばされた魔道士の顔が現れた。ひどく歪んで崩れたその顔が頭巾の影にあったものと同じものなのかはわかりはしなかった。〈仮肉の術〉にせよ〈移し身の術〉にせよ、他者の肉を盗んで長の年月を生き長らえてきた者に相貌が意味を持つはずもなかった。
　斜めに歪んだ口が動き、血の泡とともに言葉らしきものを吐き出した。
「……御主を最初に……殺しておくべきであった……」
「ああ、そうだろうよ」
「その剣を……我が物としておけば……」
「そうだな」
「……だが、帝国は決して滅びない……人の世が続く限り……いつの日か、また……」
「そうだろうよ。だが、何度でも滅ぼすだけさ」
　私は前のめりになり、体重をかけてさらに剣を押し込んだ。柄頭が胸の落葉の護符に触れた。ぼんやりとした暖かさが胸から広がり、剣を通して両の手にも伝わった。震えが徐々に治まり、両手は再び私のものになった。
　青緑の電光が消えて、二つの体は動きを止めた。ガラクス・グロウルの肉体は急に乾いて縮こまり、干肉の塊のようになった。それから汚らしい赤茶色の朽ちた木っ端のようになり、粉々に崩れ落ちた。私はファバーン剣を引き抜いた。刀身の光は弱まり、ファバーン文字はほとんど見えなくなった。
　驚くべきことにナイクロア皇子はまだ生きていた。胸当てに開いた穴からはどくどくと黒ずんだ血が流れ出していたが、裂けた口元を動かして何か言おうとしていた。
　皇子は何かを求めるように右手を弱々しく持ち上げた。
「フィオレーム……」
　かすれた声はそう言ったように聞こえた。右手が石畳に投げ出され、クァロニアン帝国最後の皇子は死んだ。死骸は見る見る内に半不死の兵士のように青黒く変色したが、ガラクス・グロウルのような崩壊は起こらなかった。
　フィオレームを運ぶために集まった海賊たちの間に騒めきが起こった。海賊たちが左右に道を開くと、杖をついた大柄な人影が現れた。厳つい顔には斜めに大きな傷痕が走っている。
　ブリュッケ・ゼム・ゲイルゼンは横たわる血まみれの娘を一瞥すると、無言でうなずいた。
　海賊たちは正体のないフィオレームを運び去った。ゲイルゼンは幻であったかのように姿を消した。
 
 
　　　　五十
 
　〈赤い騎士〉が倒されたことが伝わるとブルセンカーズは民議院から少数の警邏とともに逃げ出した。建物を出たところで、寝返った北部局の警邏たちに見つかり、斬り合いとなった。北部局長に大きな不満を抱いていた配下の警邏たちの手で彼は滅多斬りにされて死んだ。
　ゴークシー外務卿もまた、王宮から逃亡した。港まで逃げ延び軍船で出港したが、海賊船に発見された。海賊船からの砲撃が舷側に大穴を開け、船は沈んだ。ゴークシーは端艇で逃れたが、海賊たちに捕らえられ、錘をつけられ海に放り込まれた。
　民議会と王宮では〝帝国派〟の者たちの弾劾と処罰が行われた。幾人もの民議員、大臣、将軍、役人が職を解かれ、牢に入ることになった。ゴークシーとブルセンカーズが死んだことで、一件との関わりが明らかにならず、逃げ果せた者もいたらしいが、はっきりとしたことはわからなかった。
　〈赤い騎士〉の〝死骸〟からは行き方知れずの者たちの死体が幾つか見つかったが、大半は原形を留めておらず、誰の骸ともわからなかった。〈王の門〉周辺は数ヶ月に渡って異臭が残り再建もままならなかった。王宮出入りの者たちは他の門を使うことになった。
　妖力線砲は倒壊した城門の下敷きになり、破壊された。宮廷魔道士も幾人か犠牲になったらしいが、ルムチャ・オークル道士が命を落としたのかどうかはわからなかった。将軍たちの中には復旧して軍のものにという者もいたらしいが、宮廷魔道士たちに不可能だと一蹴されたようだった。
　〈赤い騎士〉の〈鉛の心臓〉は解体中に爆発、消滅したとされたが、宮廷魔道士たちにより回収されて、密かに王宮の地下に運び込まれたという噂もあった。〈地下宮殿〉では大小二つの〈鉛の心臓〉が脈動しているのだろうか。事の真偽はわからない。
　ゲイルゼンの名誉は回復されたが、彼が民議員に戻ることはなかった。ゲイルゼン交易商会を解散し、主は〈夜の執事〉を連れてトリフェザに引きこもった。フィオレームは城門の戦いで死んだということになっていた。海賊の島で彼女が〝正気〟に戻ったのかどうかは知らない。
　ノップラントは北部局長兼任という話を頑として受け入れなかった。「俺がおかしくなって帝国再興などと言い出したら、どうするつもりだ」と言って、新しい内務卿を困惑させたらしい。
　ディパル・シェミトはしばらく臥せっていたが、回復すると〈真実の書庫〉にこもるだけでなく、市内やその周辺に残された古の遺物を探り歩くようになった。残りの妙薬は恐ろしいのでイヌン川に捨てたと彼は言った。真実とは思えなかったが、問い糾すのはやめておいた。
　ネクツァン・カサラは剣術学校をレネヴェイトに譲り、姿を消した。どこぞの寺院で尼僧となり、死んだ者たちを弔っているという話は真実味があったが、左岸でよく似た踊り子を見たという話はヨーラの魔宴の残滓というものだろう。トリフェザに渡ったという話も聞いたが、不確かで曖昧な噂に過ぎなかった。
　マルサールら〈緋の兄弟団〉は、公然とびらを撒き、集会を開き、市民のために動かなかった王宮や将軍たちを糾弾した。マルサールの描いた権力批判の風刺画は人気を博し、民議員に推す声もあったようだが、彼は固辞したらしい。
　クァロニアン党を支持する記事を書いていた新聞は、一転して邪悪な帝国の復活が阻まれたことを祝福した。私は聞かれるままにヨーコックに事の顛末を語ったが、新聞に私の名前を載せることは断った。彼はその通りにしたが、探偵局にはどこからか噂を聞いたらしい依頼人が何人も訪れた。
　曰く、息子がナイクロア皇子とフィオレームの復活を信じている、父親が新しいクァロニアン党を結成しようとしている、娘が〈白銀と紫衣の剣士〉を真似て、夜の街をうろついている、云々。
　奇妙なことにクァロニアン党の山車を引き、まわりで歌い踊り、情交に耽ったことを覚えていないという者も大勢いた。多くの建物が打ち壊され、焼かれ、大勢の市民が命を落としたというのに、あれは幻だったという者さえいた。魔術と例の水薬の効能が残っているのか、恥ずべき記憶を消し去りたいという心の為せる業なのか。〈帝国〉の幽霊はまだ市中を彷徨っているのだろう。
　私は一件での傷が癒えないことを理由に依頼をすべて断り、休業の札を探偵局の扉に下げると、サンジェリィを離れた。
　沼の辺のアムアッサの館を訪れ、礼を言って落葉の護符を彼女に返した。
「ずっと持っていてもいいのよ。まだ、幾らかの力は残っているわ」
　アムアッサは細く白い指で、一見ただの朽ち葉にしか見えない護符をくるくると回した。
「いや、もう十分世話になったよ。それが必要なことに出くわさないことを祈ってくれ」
　女占い師は「そう」とひとこと言った。彼女の手の中で護符は粉々に砕けて散った。
　私は事の次第を語り、彼女は時折うなずきながら耳を傾けたが、すでに知っている話を聞いているような気配もあった。
「運が良かったわね。宮廷魔道士の持ちだしたものが、〈鉛の心臓〉に当たっていれば、こうしてあなたの話を聞くことはなかったかもしれない」
「彼らはわざと狙いを外したのか。だから、アシリアの地底の見世物にもう一幕が加わらずにすんだのか」
　アムアッサは口元にかすかな笑みを浮かべた。
「わからないわ。そういう知恵が彼らにあったのか、あるいはそういう危険を冒してでも〈帝国〉の亡霊を葬ろうとしたのか」
　私は彼女の淹れてくれたマシュウ茶を飲んだ。温かさと爽やかな香りは、ここで今生きているという実感よりも、むしろ今の生が幻であるかのような奇妙な感覚をもたらした。
「しばらくここで休んでいてもいいのよ」
　アムアッサの言葉に私は曖昧にうなずいた。その夜、彼女を抱いたのか抱かれたのか、深く眠っただけなのか、良く覚えていない。
　翌朝、黄金と薔薇色の硝子のような壁から柔らかな朝日が差し込み、目が覚めた。幾分か、体は軽くなったような気がした。
　私はアムアッサの館から旅に出た。当分、サンジェリィに戻るつもりはなかった。
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